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　　　序　章







　おそらくは、最初から一本の糸で繫つながっていた。

　だがそれは、誰だれの目にも見えなかった。




座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり

『座敷童なんかにバトル担当とか押し付けないでちょうだい。こう言っては何だけど、妖怪対妖怪どころか、下手すりゃ人間相手だって陰おん陽みよう師じクラスなら余裕で負ける自信があるね』




祝はふり（？）

『私達たちは、屋敷を離はなれた座敷童を取り戻す事でかつての栄華を取り戻します』




陣じん内ない忍しのぶ

『落ちろよ百鬼夜行、地の底まで!!』




サキュバス

『という訳で立派な登場人物だったわたくしに愛の手を。より正確には思った以上に手ごわい百鬼夜行をかわせないので匿かくまってチョ☆』




　各々の事件は大きくて、一歩離れた目線で事件全体を見渡す時間などなかった。

　それ以上奥に、何かがあるなど思いもよらなかった。




マルグリット

『私達はオーストラリア政府の都合なんてどうでも良い。あなたが保有しているサキュバスを手に入れる事で、かつてあった本物の魔ま女じよへと昇華する』




マルグリット

『魔女マルグリット＝スタインホルスと悪あく魔まツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエは、ありのままに繫つながりありのままに世界を渡る事をここに締てい結けつする』




サキュバス

『さて、サキュバス辺りでちょうど良いと思っていたオーストラリアの魔ま女じよさんは、七つの大罪に惜しくもランクインできなかった大だい悪あく魔まを手て懐なずける事はできるでしょうかー？』




　大きなきっかけと言えば、やはり当とう廟びように支配された全ぜん滅めつ村むらか。

　だがそれも、今思えばの話。当時は考えている余裕もなかった。




青あお行灯あんどん

『ここは産道だ。本来ならもう少し待つべきだろうが、キミは特別だからね。世界より一足先に、ボクと向かい合うべきなんじゃないかと思った』




陣じん内ない忍しのぶ

『なら一一〇なら？　一二〇ならどうだ？　ちょうどぴったり一〇〇個の謎なぞから遠ざかるたびに、百物語を軸にしたお前の構成は最適解から離はなれていくはずだ！』




青行灯

『そうね。ちょっとそこまで』




　過去も未来も巻き込んで、一つ一つ、ドミノが倒れていく。

　得体のしれない偶然が重なっていく。大きな必然へと結びつくために。




座ざ敷しき童わらし・縁ゆかり

『百鬼夜行試製三九式座敷童。百鬼夜行が目指し、そして頓挫してしまったのは、完全にゼロから全く別の運命のラインを作り出す方法論』




外そと堀ぼり岳がく

『信じられるか、昔むかし気質かたぎの刑事を殺した暗殺者は一〇歳そこらのガキだったんだぜ。お恥ずかしい事に、俺が刑事を目指す事になったきっかけってヤツさ』




油取り

『では、本来の「あるべき事件」とは何だった？　覚えているか、陣内忍君。あなた様が本当はどんな風に八つ裂きにされたのか』




青行灯

『まずは、キミの名前から教えてもらおうか。当然知っているんだけど、キミの口から聞きたくてね』




裁さい木き和かず

『裁木和。……元殺し屋で、元占い師で、元自殺志願者で、今はただの無職かな』




　そして公営カジノの金きん鉱こう島とう。気がついた時には、もう大きな流れに吞のみ込まれていた。

　猛スピードで走る列車から飛び降りられないように、それは全てを乗せてどこかへ進む。




シド＝クラウズ

『純金を操る性質を利用し、あらゆる半導体へ意図的に接触不良を起こして金きん融ゆう取引システムを最小クラスタ単位で破は壊かいする……言ってみれば、これは「国家の自殺」パッケージといったところかな』




蓮はす河かわ弓ゆみ

『私はしばらくこの国を離はなれるよ。在日基地のみんなには申し訳ないけど、これ以上こんな危ない所に留とどまっていたら間違いなく青い光に「巻き込まれる」』




祝はふり

『大規模テロのリスクシミュレート。近日中に国家に対する致命的なダメージを被る可能性、極大。想定されるスピリット、敵の名は……ブルーランプ？』




陣じん内ない忍しのぶ

『青あお行灯あんどんか!?』




　ついに、始まった。

　だがしかし、本当の意味でその事に気づけた人間はどれだけいたか。




米よね咲さき尋ひろ

『蘭らん園ぞのさんはそんな人じゃない。大おお百足むかでや土つち蜘ぐ蛛も……トモダチを守ろうと願った蘭園さんなら、お父さんお母さんやクラスのみんなを巻き込んでも構わないなんて考えない！』




菱ひし神がみ舞まい

『大百足や土蜘蛛の居場所が奪われた件も怪しいっちゃ怪しい。当時、巣す鴨がもの辺りじゃ老人を孤立死させる「パッケージ」が蔓まん延えんしていたんだしね。同じものを使って、誰だれかが蘭園幸さちちゃんを追い詰めたのかも？』




猫びよう鬼きの使し役えき者しや

『あはっ、すごいなあ。本当にすごいなあ！　あたしには……あたしには……そんな風に思ってくれる人なんか一人もできなかったのにい!!』




病びよう魔まの使役者

『もう良い。全てを清算したら、もう一度自分の足で立ち上がれ。俺がお前の特別になってやるから』




蘭らん園ぞの幸さち

『……私……わたし……トモダチ、みんなを……』




青あお行灯あんどん

『やだなあ、ボクは上書きなんてしていないさ。幸ちゃんの心の扉を開けただけだよ』




大おお百足むかで

『サチ!!　……分かった、お前について行こう、青行灯。だが私は必ずお前の計画を内側から食い破るぞ』




病魔の使役者

『そんな寄せ集めでは、戦力として使い物にならないはずだ』




裁さい木き和かず

『良いんじゃないか、同じ仲間で殺し合えば。勝者が十全な経験値を得られるのなら、やはりメンバーという単位全体にとってはプラスに働くだろう』




菱ひし神がみ舞まい

『胴体切断された松まつ海かい博ひろしは青行灯のメンバーの一人だよ。ヤツは青行灯のために、何か特別なプログラムを作っていたの』




美み島しま純じゆん

『カジノ特区の「国家の自殺」は、アレの機能の一部に過ぎない。永なが田た町ちよう駅の最深部にあるのは大規模な潜せん伏ぷくサーバーさ。あそこにはこの国の全てがある。だけど最高セキュリティの切り替え手順には脆ぜい弱じやく性せいがあって、そこを突かれた。日本全国のインフラ攻こう撃げきは、これを誘発するための下した拵ごしらえだったって訳だ』




菱ひし神がみ舞まい

『あんまり調子に乗るなよ。機動隊方面で妖怪専門の特殊部隊の設立を目指した結果、何が起きたかは忘れたとは言わせない』




美み島しま純じゆん

『分かっているさ。先代の百鬼夜行には返せない借りを作ってしまった。彼ら夫婦が亡くなったのはボクの責任だ』




青あお行灯あんどん

『標準型日本人ＤＮＡ原器。複数のサンプルをまたいで共通する環かん境きよう由来のジャンクＤＮＡ。これを手に入れれば、この国の人間の定義そのものを自在に歪ゆがめられる。保管してあるのは納のう骨こつ村むらの山中か。さあ、最高のエンターテイメントにしようよ!!』




祝はふり

『あれを青行灯らに強奪させる訳にはいきません。目標、インテリビレッジ納骨村。総員、何としてもここで彼らを撃げき滅めつしてください』




裁さい木き和かず

『ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。……顕けん現げんしろ。仕事の時間だぞ、津つ絵え利り可か如によ来らい』




　妖怪や精せい霊れいなんてちゃちな定義を飛び越えた大だい悪あく魔まが、いつもの村の真ん中で吼ほえた。

　そして。少年の、小さな世界が決けつ壊かいしていった。













　　　第五章　陣じん内ない忍しのぶ＠ＶＳツェリカ、突破口







　　　　　１（3rd person）




　のどかな田園風景だった。

　夕暮れのインテリビレッジ。すでに刈り取りを終えた水田が一面に広がり、はるか遠くには村を取り囲む山々が列を作っている。所々にぽつぽつと林が残っているのは、小さな神社や祠ほこらがあるからか、あるいはそういう風に演出されているのか。

　午後六時。

　この時、百鬼夜行と百物語の青あお行灯あんどんグループ、共に無数の恐怖を束ねる大軍勢の戦場と化した田園風景には、大きく分けて三つの交戦区域が存在した。

　一つは、小分けされた林の中。『五本指』の力で遠隔補助された百鬼夜行リーダー・祝はふりと、青行灯の正面切っての激突。

　一つは、刈り取りを終えて黄金色の地面だけを残す田園。そこへ広域展開される『五本指』の面々と、その足元に崩れ落ちる青行灯グループの『メンバー』達たち。

　一つは、それら田園を十字に区切る農道、その交差点。オーストラリアの魔ま女じよマルグリット＝スタインホルスの肉体を奪い取る形でこの地へ足をつけた大だい悪あく魔まツェリカに、そこまでの存在を軽々と呼び出した術者・裁さい木き和かず。

　サキュバスを引き連れ、提灯ちようちんお化けや唐傘お化けと行動を共にする陣内忍が最も間近で目もく撃げきしたのは、このツェリカ・裁木和のペアだった。

　ウェーブがかった長い金髪を空色のリボンで束ね、目が潰つぶれるほど真っ白な肌が注目を集める。そのグラマラスな輪郭を外側から覆おおいつつ、体の中心線にある胸の谷間やへそをかえって見せつけるのは、ざらついた灰色のコンクリートにも、爬は虫ちゆう類るいの鱗うろこにも見える『何か』だ。

　額から二本、後ろへ流すように飛び出すねじくれた角、背中から伸びるコウモリのような翼つばさ、尻の少し上で揺れている太い尻尾。

　典型的な悪魔の像と化した女は、天に向かって吼ほえた。

　それだけだった。




　直後に、陣内忍の世界がまとめて紅ぐ蓮れんに染め上げられた。




「……ぁっ、うぐぅあ……ッッッ!!!???」

「ご主人様!!」

　間近にいるはずのサキュバスの声が果てしなく遠い。世界が燃え上がり、村全体を埋め尽くすような赤色に吞のみ込まれた途端、右のこめかみと左のこめかみを一直線に細い糸で繫つないでキリキリ引っ張るような鋭するどい頭痛が忍しのぶへ襲おそいかかってくる。

　そして、遅れて気づいた。

　染め上げられていたのは、世界ではない。ツェリカが干渉しているのは、物理法則ではない。

（……狂っているのは、俺の『目』か!?　ビデオカメラの光量調整に失敗したみてえに、視界いっぱいに夕暮れの光が膨ふくらんでいやがる!!）

　人は眼球で映像を見るのではなく、二つの眼球で得た情報を頭の中で処理して立体映像へ変換し、認識する。

　であれば、ツェリカがやっているのは。この赤色の元凶は。

　ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ……と。

　マルグリットの肉体を借りた、いいや奪ったツェリカは、首を回して忍の方を見た。

　気づかれた。観測された。ロックオンされた。

　それまでの頭痛が全て吹っ飛ぶ。

　そして。

　その魔ま王おうは、蛇のような瞳に蠱こ惑わくを乗せて、ゆったりとした挙措で艶なまめかしい唇を舌先で舐なめると、新しん鮮せんな人の魂に向けて甘ったるい匂いと共にこう言い放った。




「おお、おお！　そなたか、陣じん内ない忍とやら。こたびはかような肉の器をわらわに献上し、自由を得る一助と為なしたその大たい儀ぎ、褒ほめてつかわそうぞ？」




　意外にも。

　童女のようにあっけらかんとした声色で。







　パンパパン!!　という短い連射の音に割り込まれ、病びよう魔まの使し役えき者しやは思わずそちらをギロリと睨にらんでいた。もはや彼の作り出す病魔は空気を引き裂く鉛弾程度はその場で腐食させ、塵ちりと化すほどの威力と精度を持つ。その弾丸に異形の超常が込められていたとしても。

　よって、観点は銃じゆう撃げきという現象ではなく、誰だれが行ったのかという元凶にあった。

「ぬう!!」

　さらなる銃撃。しかも今度は、むらのある霧きりのような病魔の隙間を潜くぐる一撃だった。さしもの病魔の使役者とて、今回ばかりは片腕を差し出して急所を庇かばった。鈍い衝しよう撃げきの連続と共に、腕から決して少なくない量の血が溢あふれる。超常が牙を剝むく前に傷の中で弾を分解していく。

　男は表情一つ変えようともしない。

　ただ己を襲しゆう撃げきした者を、ひたりと見据えて告げる。

「何の真ま似ねだ、巫ふ蠱この透とう視し者しや」

　同じ百鬼夜行『五本指』の一角。

　リン、という清らかな鈴の音が応じた。

　相手は二〇メートル以内にいた。長い黒髪に目線を覆おおうように真っ赤な布を巻いた巫み女こ。袖から飛び出したのは細い木のグリップと固定式の弾倉で有名なドイツ製の古い拳銃が二丁。グリップ下には飾り紐ひもと鈴が取り付けてあり、銃火器を手に彼女が舞まうたびに、その鈴が軽やかに鳴り響ひびくのだ。

　その暴威は神楽の域にあった。弟おと切ぎり草そうの飾り留め具でまとめた羽衣のように薄うすい千早や銃のグリップの下から伸びる紐が、円の軌道をなぞって戦場という舞ぶ台たいを彩る。

　絶え間なく流動する病びよう魔まの隙間を正確に見抜き、針の穴を通すように銃撃を完遂するなど、この女の他に成し遂げられる者はいない。

　青あお行灯あんどんグループの排除に乗り出した病魔の使役者の背中を撃うつに等しいこの行為に、果たしてどのような意味があるのか。

　彼は身につけた腕章を意識する。二度と掲げる事は許されないと思ってきた、百鬼夜行の旗印。ある家紋を。何であれ、汚す行為は認められない。

　そして、巫蠱の透視者は物静かな雰囲気に緊きん張ちようを織り交ぜて、逆に質問を重ねてきた。

「……かくいうあなたこそ、それは何の真似ですか？」

「？」

　妙みよう齢れいの巫女は、自らの両目を封じながらも、正確に病魔の使役者の右手を拳銃の銃口で差していた。

　そして目をやった病魔の使役者は、そこで見た。

　自分の掌てのひらの中で、ぐずぐずに腐敗していく頭ず蓋がい骨こつを。そこから首を経由して繫つながる肉体、服装、武装などから察するに、その正体は青行灯グループではなく、同じ仲間のはずの百鬼夜行の戦せん闘とう要員である事に、彼は遅れて気づく。

（な、に……!?）

　幻術などではない。だがいつの間に矛先をズラされた？

　絶句する病魔の使役者に、巫蠱の透視者は左右の拳銃をゆっくりと構え直す。

「先ほどから何度も呼びかけてはいたのですが、やはり聞く耳を持っていなかったようですね。一面で土に還かえった者達たちは、皆、あなたに憧あこがれその背中を追い駆けてきた者ばかりだというのに」

「……、」

「あなたはもはや信用ならない。青行灯グループの一員？　あるいは無意識下でコントロールを受けるよう調整されている？　いずれにしても、ここで制圧させていただきます」

「では」

　と、病びよう魔まの使し役えき者しやは割り込むように、そう告げた。

「お前の周りに散らばっているものは、一体何だ？」

「え？」

　彼女も彼女で初めて気づいたように、巫ふ蠱この透とう視し者しやの動きが固まった。

　そこかしこに血がしぶき、死体がゴロゴロと転がっていた。だがそのどれもこれもが、やはり青あお行灯あんどんグループではない。百鬼夜行の仲間達たちだ。

「……どうやら、惑ったのは俺だけではないようだな」

　病魔の使役者は苦い調子で呟つぶやく。

　もしも交戦領域全体がこのようになっていたとしたら、まさしく阿あ鼻び叫きよう喚かんが始まる。百鬼夜行がどれほど強大な戦力を束ねていても、いやだからこそ、これから始まる惨劇は誰だれにも止められなくなるだろう。

　人と人の繫つながりを断つ『何か』。

　敵と味方の区別なく殺し合わせる『何か』。

　それを踏ふまえた上で、目下最大の懸けん案あん事項と言えば、




「あなたはもう信用できない」

「お前はもう信用できない」




　普段、互いに背中を預けるほどにその実力を認めているからこそ。

　怪物達は、それが明確な敵に回るのがどれほど危険かも心得ている。







「やってるねえ」

　ぽつぽつと、わざと残された林の中では、青あお行灯あんどんが楽しそうに呟いていた。

　対たい峙じする百鬼夜行リーダー・祝はふりは、傍らに自分が大人に成長したらこうなる、という虚像を寄り添わせながら、忌々しげな声を放つ。

「人を狂わせ、絆きずなを壊こわす。そんなものを使ったと？」

　白と黒。花嫁衣装の白しろ無む垢くのような青行灯と、深く重い喪服の祝の視線がぶつかり合う。

「ツェリカは七つの大罪に惜しくもランクインできなかった大だい悪あく魔ま、と評されているけど、それは決して力が及ばなかったからじゃないらしいんだ」

　青行灯は自分の唇に人差し指を当て、とっておきの内緒話でもするように続ける。祝など、その喪服を染め抜く家紋など、意に介さないという口振りで。

「そもそも、大罪っていうのは七つに区切る必要もないらしいし。どっかのお偉いさんが七つにしましょうって決めちゃったからそうなっただけで、その数や内容は統廃合されてきた。信仰を妨げ神を害する恐れのある概念は、全部ひっくるめて大罪の候補となりえるのさ」

「……、」

「そうだよ、そうそう！　つまりツェリカはあまりにも強大過ぎて、扱う『負の概念』が多過ぎて、七つ如ごときの枠には入りきれなかったらしいんだよね!!　疑心、憎悪、狂愛、詐称、とにかく何だって良いんだ。真面目に生きる人達たちを堕落させるものであれば！　それらを全部ひっくるめて『神を裏切らせるもの』を自在に操るのがツェリカって訳さ!!」

　百鬼夜行がどれほど強固で強大な組織と言っても、その忠誠心は所詮『人』に向けられたものだ。『神』をも捨てさせかねない力を持つツェリカに対し、集団の結束など何の担保にもならないだろう。

「……それで。そんなものを用意した程度で、我々が倒れるとでも？　このままみすみす標準型日本人ＤＮＡ原器を明け渡し、日本人全体の定義をあなた達に書き換えられるのを見過ごすとでも思っているのですか」

「ははっ、お嬢じようちゃん！　今のキミに何ができるって言うんだい」

　昏くらい笑みを浮かべ、青あお行灯あんどんは正確に指摘する。

「お嬢ちゃんの力は全て、『五本指』から遠隔補助を受けたものだろう？　大人の代理身体、高精度の予知、人間離ばなれした神業の武術、促成栽培させた業物の一振り……。だが、今の百鬼夜行はバラバラだ、それは『五本指』も例外じゃない。つまり、キミを特別にしていた力は失われたんだよ」

　告げた直後だった。

　幼い祝はふりの傍らに立っていた人形が、ぐじゅりと粘質な音を立てて崩れ落ちた。硬い音を立てて落ちた日本刀からも、それまであった凄すご味みや輝かがやきが失われている。夢から醒さめたように、少女は少女に戻っていた。

「そこまでして、あなたは何を望むのです？」

　祝はわずかに目を細めただけだった。

「日本全国の基幹インフラ破は壊かい、永なが田た町ちよう駅の潜せん伏ぷくサーバーへの不正アクセス、標準型日本人ＤＮＡ原器の簒さん奪だつ……。手段は大仰ですが、対してあなたの目的が全く見えない。あなたは、『あれ』を手に入れて日本人をどのように変質させたいのです？」

「あっはっは、別に？　何も？　そう言ったらどうする」

「……、」

「睨にらまないでよー。ボクが望むのは簡単さ」

　青行灯は額の一本角の先端に青白い燐りん光こうを灯ともしながら、くすくすと笑う。

　そして言う。




「ボクはこう命令したいのさ。日本人なんか消失しろ、って」




　いやに冷たい風が、両者の間に流れた。

　冗談のような言葉だが、標準型日本人ＤＮＡ原器と、青あお行灯あんどんら超常の存在が組み合わされば、それも現実のものになる。藁わら人形を傷つければ人間の体にも同じ損傷が広がるのと同じく、『あれ』は日本人にカテゴリされるその全員へ、例外なく作用するものなのだから。

「私は尋ねたはずです。どうやって、ではなく、何な故ぜ、と」

「だから、ボクは一〇〇の恐怖を束ね、なお余る『その先』に存在する者なんだよ。言い換えれば、ボク自体が人々の願望の集積体と呼んでも良い。ボクの望みはみんなの望みなのさ」

「日本人の……消失が……？」

「だって、日本なんていらねーじゃん？」

　青行灯は簡単に言ってのけた。

「ニホンだかニッポンだか知らないけど、しょーじき、もういらなくない？　これは、アメリカから見た日本だとか中国から見た日本だとか、そういう事じゃないよ。同じ日本人から見たって、もう日本なんていらないんじゃないのって、は・な・し☆」

「……、」

「だってさあ、もう根っこのところからぐずぐずに腐ってるじゃん？　キラキラなのは上っ面だけで、皮を一枚めくればとんでもない事になってるじゃん？　ねえ、ほんとにこんな腐った大木のお守りを最後まで続けたいと思う。みんながそう考えていると思ってんの？　日本のＧＤＰは回復したよ、世界二位に返り咲いたよ。だけど結局それってインテリビレッジの大富豪ばっかりで都市部で暮らしている人達たちの生活水準はガリガリ落ちてるよね？　中小企業連合体ユナイテツドハイヴ、町工場の優れた特許をまとめて世界企業相手に対等な交渉ができる仕組みはできたよ？　だけど単独ではビジネスを回せず、大企業と提携関係を維持できないと干上がっちゃうのは同じじゃん。少子高こう齢れい化か対策？　一億五〇〇〇万とか逆に増え過ぎだよ！　おかげで姥うば捨て団地みたいに人が人を捨てる仕組みが横行している始末だし、税金搾る以外に価値のない人間増え過ぎーっていうか？　冷静に考えれば逼ひつ迫ぱくしているのは変わんないし、むしろ時間の経過と共に国の借金はひどくなっていく一方なのに、やれ新しい言葉だのカタカナだのを作ってテキトーな枠組みに放り込まれただけで問題は全部片付いたと錯さつ覚かくする。日本の誇り、日本の技術、日本人にしかできないサービス。テレビ観みながらナニ勃起させてんだよって感じだよねえ！　じゃあお茶の間でふんぞり返っているあんたら日本人として具体的に何ができんの？　できないでしょ？　できないからインテリビレッジ入りもできず、ウサギ小屋どころか蜂の巣みたいなアパートでうずくまっているままなんでしょ！　超高級ブランド地域に憧あこがれて弟子入りを希望したって、こりゃ使い物にならんって門前払いされるんだよ！　そもそも日本以外にだって職人なんていっぱいいるよ、紹介されていないだけで彼らの腕だって世界最高レベルだよ！　理想と現実、プライドとスキルの問題なんてもはや個人レベルの話じゃない。テレビの中のニホンと現実のニッポンはどんどん乖かい離りしていくばかり。ねえ怖くない？　いつか延ばしに延ばしたゴム紐ひもが千切れちゃってさ、取り返しがつかなくなる時が来るんだよ。『憧あこがれの日本』から切り離はなされて、『他人の自慢ばかりで実は何もできなかった群れ』がポツンと取り残される時が来るんだよ。そうと分かっていて、ギッチギチにゴム紐が軋きしんでいるのを見て、吞のん気きにあぐらかいていられる人間の方が少ないんじゃないの、普通。みんな脅えているよね？　本当は脅えているよね？　脅えるくらいの理性は残っているよね？　だからさあ、思わず全部奇き麗れいにリセットしたくなる気持ちっていうの、わっかんないかなあ☆」

　溢あふれ出す言葉を一つ一つ精査すれば、確かに街のどこでだって聞ける話かもしれない。そんな意見の集合体なのかもしれない。

　だけど、そこから導き出される実際の行動、結論があまりにも飛ひ躍やくしている。

「それがあなた達たちの……あなた一人ではなく、メンバー全員の狙い……？　あなたについている人間とて、同じ日本人であるのは変わらないはず。計画が成就してしまえば、『消失』に巻き込まれるでしょうに、それさえも承知して……？」

「まさか」

　けろっとした顔で青あお行灯あんどんは答えた。

「メンバーにはメンバーそれぞれの願望があるよ？　トモダチと一緒になるとか、脆ぜい弱じやくな善を駆逐して強大な正義に束ね直すとか、単にお金が欲しいとか、集団行動がしたいとか、まあ色々」

「なら」

「けどさあ」

　祝はふりの言葉を潰つぶすように、青行灯はさらに続ける。

「そういう有象無象の願いって、結局は『不満』の裏返しでもあるんだよねえ。だから、話は簡単なんだよ。あらゆる願いを叶かなえ、あらゆる不満を解消する手っ取り早い方法は、願いを持つ者を全員まとめて消し飛ばしてしまう事だ。たったそれだけで、当人達と一緒に、その胸に抱えている『不満』も根こそぎ消失する。ね、簡単でしょ？」

　狂っていた。

　徹てつ底てい的てきに狂っていた。

　元々、人間と妖怪は見た目だけなら似ているとしても、全く別個の生命体だ。その考え方も根本のところで異なるだろうが、それにしても異質。多くの妖怪や、その妖怪さえ軽々と屠ほふる超常の使い手達と接してきた祝でさえ、青行灯の胸中は一ミリも覗のぞき込めなかった。

　モンスターは笑っていた。

「じゃ、そろそろ良いよね？」

「……習合した大だい悪あく魔まの使役に、百鬼夜行の連携の断絶。これだけで、私達に勝ったつもりでいると？」

「くっくっ。強がらなくても良いよ、お嬢じようちゃん。習合した津つ絵え利り可か如によ来らいは階かい梯ていで言ったらラーフやマーラと同ランク、つまりガチの魔ま王おうだ。玉たま藻もだの妲だつ己きだのでぐだぐだ手こずっている程度の戦力でどうにかできるエネミーじゃないよ？」

　だが、

「私が言っているのは、そういう意味ではありません」

「？」

「あなたの右手にあるものは何ですか？」

　改めて問われて、青あお行灯あんどんは思わず自分の手に目を落としていた。

　その手は人の胸の真ん中を貫いていた。

『姥うば捨て団地』の黒幕にして、面白そうだから拾ってみた、彼女の仲間。山やま女めとかいう口元に大きな古傷をつけたその若い女は、完全に心臓を潰つぶされて絶命していた。

　青行灯が、こうやった。

　だがそれは、一体どのタイミングで？

「……あなた達たちが呼び出したツェリカとやらは、確かに強大な力を持っているかもしれません。それこそ、かの酒しゆ吞てん童どう子じや鞍くら馬ま天てん狗ぐを軽々と超えるほどに」

　しばし。

　動きを止めていた青い鬼女に、祝はふりは冷れい徹てつに告げた。

「ですが、それは本当にあなた達に制御できるものなんですか？　……そうでないとしたら、この災厄で倒れるのは我々だけではなさそうですが」




　　　　　２




　呆あつ気けに取られていた。

　俺は何をどう表現すれば良いのかも忘れていた。

　稲の刈り取りも終わった田園風景の中で、互いが互いを潰し合う地獄の光景が広がっていた。血で血を洗う、とはまさにこの事。しかもここにいる全員が、敵味方の区別などつけてもいない。

　片方は、百鬼夜行か。

　もう片方は……何だ。向こうに見えるのは、青行灯か。

「この提灯ちようちん野郎！　一つ目キャラが被かぶっているのだぞ!!」

「何をっ。尋ひろサマのお傍そばには一人いれば良いのですわっ!!」

　ばしばしっ！　と団扇うちわを二つ叩たたき合うような音と共に、提灯と唐傘までいがみ合いを始めてしまった。どんな時も仲の良かったはずの妖怪達の豹ひよう変へんを眺め、俺はようやくこの事態の尻尾のようなものを摑つかむ。

　ツェリカの咆ほう哮こう、真っ赤に染まる視界、脳や心に直接作用する何か。

　あいつが全てを狂わせているのか……!?

　対して、ダークスーツの男を侍はべらせる妖よう艶えんな大だい悪あく魔まは蛇のような瞳ひとみを細めると、魔ま女じよの細い指先を使って俺にゆっくりと手招きをした。

「大たい儀ぎと言ったであろう、忍しのぶとやら。苦しゅうない、近ちこう寄れ。わらわは純粋に、そちに褒ほう美びをやりたい気分なのじゃ」

　たった、それだけで。

　がくんっ!!　と脳みそ全体に無数の釣り針を刺されて引っ張られるように、俺の体は自分の意思を無視して前へ進んでしまう。一歩一歩踏ふみ締しめ、近づいていくごとに、視界がどんどん赤く染まっていく。

　痛みはない。むしろ、感覚が消えていくようで恐ろしい。

「ご主人様!!」

「よいよい。怖い事なぞ何もないぞ。ほれ、捕まえた。ふうむ、多少悪ぶっておるようじゃが、まるで赤子のような魂じゃな。愛うい愛い」

　ひたり、と。

　気がつけば、ツェリカの両手が俺の頰ほおを左右から挟み込んでいた。掌てのひらでべったりと覆おおうのではなく、一〇本指の先端、指の腹だけを吸い寄せるような、滑らかな挙措。なのに、がくがくと膝ひざから力が抜けそうになっていくのが分かる。

　怖いんじゃない。

　これは、

「ふうむ、硬くなる必要はないのじゃぞ。ほうれ、親愛の証あかしとやらを見せてやろう」

　互いが互いを貪り合う、阿あ鼻び叫きよう喚かんの地獄の中。

　ツェリカはまるでふざけたように俺の首っ玉に両手を回すと、そのままゆったりとした動きで抱き締めてくる。マルグリットの体を借りているため、その豊満な胸に顔から突っ込まされるような形で。
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　ぬくもりや感触よりも、まずその甘い匂いが脳のう髄ずいの奥まで染み込んできた。

　ぷしっ、と鼻の奥で何かが弾はじけた。

　最初、鼻孔を潜くぐり抜けるその感覚を、鼻水か何かだと思っていた。

　だが違う。

　思わず拭うと、手の甲には真っ赤な液体がべっとりとこびりついていた。

「……うそ、だろう……」

　エロ本を読んだら鼻血が噴ふき出すなんて、テレビの中の表現だろう？

　それが実際に起きているとしたら、頭の中の線が切れていないとおかしいだろう!?　そんなレベルの何かが、俺の体の中を蝕むしばんでいるっていうのか！　この砂糖と練乳と蜂蜜を限界まで煮詰めたような甘ったるい匂いに包まれた、たったそれだけで!?

「おっと、いかんいかん。久方ぶりだから加減が分からぬな、許しておくれ。ふうむ、悪あく魔まらしくカラダを使って礼でもしてやろうかとも思ったのじゃが、これでは少々毒が強過ぎると見た。さてどうすればよいのか……」

「津つ絵え利り可か如によ来らい」

　と。

　そこで、傍らにいたダークスーツの男が陰気な声を挟んできた。

　おそらくは、青あお行灯あんどん側の人間。

「遊ぶのは契約を果たしてからにしろ。そもそも、それは青行灯の敵対者だ。さっさと始末する気がないなら、こちらで引導を渡させて欲しいのだがな」

　ふうむ、と麻ま痺ひしたような俺の体を抱き寄せたまま、ツェリカは退屈な声を上げた。

「裁さい木き和かずとやら」

「何だ」

「確かに、わらわはそちとの契約によって顕けん現げんした。そちの望む通り、敵対する百鬼夜行とやらの撃げき滅めつに手を貸す事はやぶさかではない。まずはこれを理解した上で話を先に進めたいのじゃが」

　流れるように。

「その契約にあったのは敵対者の撃げき滅めつであって、そなたらを守れという内容は含まれなかったはず」

　掌てのひらを返すように。

「であれば、わらわがそちの命に気を配る必要があると思うのかえ？」

「ッ!?」

　裁さい木き和かずが身構えるより早く、ツェリカは艶なまめかしい唇の隙間から甘い吐息を洩もらした。

　それだけだった。




「───率直に言って、そちは目に障る。冷めた場を温め直してもらおうかのう」




　ッッッゴン!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　裁木和が自分のこめかみをぶち抜くように突き出した右手の二本指を、もう片方の左手を使って全力で押さえつける音だった。

「わらわの大罪は、人に神をも裏切らせる。たかが己自身を捨てさせるなど朝飯前じゃよ。そも、そちが掲げる暴力など、恐怖……つまり神を捨てさせる情の一つを生むためのツールに過ぎん。ルールも分からずに新品の駒こまを見せびらかすような輩やからに、達人たるわらわがチェスの勝負で後れを取るとでも思うたかえ？」

「津つ絵え利り可か……!!」

「ほうれ、良いのかえ？　余興は一つに限らぬぞ、盛り上げ役」

　吼ほえるダークスーツを追撃するように、全く別の方向から容赦のない火炎放射のような攻撃が襲おそいかかってきた。連携という言葉を失い、誰だれもが誰かと争い、そんな無秩序な地獄でありながら、しかし混こん沌とんの場の全てがツェリカの意に沿うように。磁力線に従って砂鉄が規則的な模様を描くように。対処に追われた裁木和は俺達たちから一度大きく離はなれ、戦場を駆ける事を余よ儀ぎなくされたらしかった。

　……桁違いだ。

　これまでだって、色んな化け物がいた。だけどそいつらはなんだかんだで超常の質と量に押し流されるくらいの存在でしかなかったはずだ。百鬼夜行がそうしてきたんだから。でもこのツェリカは、根本のところが違う。相手が一億人だろうが一〇億人だろうが、全てを狂わせて壊かい滅めつさせる。故に、この大だい悪あく魔まには数の優位性ってもんが完かん璧ぺきに通用しねえ。

　個々での戦いで勝たなくてはならない。

　だけど、それはそれで、個人でこんな化け物に勝てるヤツなんているのか!?

「ふうむ、よい、よいぞ。忍しのぶ。そちの魂からはわらわを出し抜き、あわよくば害しようとする欲の波長を感じられる」

「……ッッッ!!!???」

　一いつ瞬しゆんで喉が干上がるが、ツェリカはくすくすと笑うだけだった。

　至近距きよ離りで、それこそ親が子供の熱を測るように額と額を押し付けながら、悪あく魔まは告げる。

「よいと言うておる。それも含めてわらわの娯楽じゃ。人の欲とはかように心地良く、わらわを退屈の海から引きずり上げてくれる。よいぞ、忍しのぶ。そちは本当に尽くしてくれるのう」

　違う。

　全然違うのに、このままじゃそんなレールに乗せられちまう。

　至近のうっすらとした吐息だけで、あらゆる思考能力が砕かれそうになる。

　まるで媚び薬やくの海にでも放り込まれたような自堕落を振り切るため、俺は何とかして女の匂いとぬくもりから逃れようとする。言葉を放つ。

「マルグリットは、オーストラリアの魔ま女じよは、どうなった……？」

「おお、おお！　流石さすがにこの忠臣は目のつけどころが違うのう!!　そちが献上した女は本当に無駄がなかったぞ。肉の器はこうしてわらわを解き放つ一助となり、魂の方も実に甘美で心地良い娯楽を提供してくれた」

　言いながら、ツェリカは額と額を離はなした。

　それでも数センチの至近。圧倒的な距離。そんな中で、両手で背中に隠していたとっておきのプレゼントを見せるような顔で、ツェリカは指を鳴らした。

　途端に、ぐあばっっっ!!　と横合いで、景色が真っ黒に開いた。たとえ話じゃねえ、本当に、空間が裂けたようにしか見えなかった。

　そして、中からか細い笛の音のような、冷たい風が岩と岩の隙間を通って鳴り響ひびくような、そんな不気味な音が聞こえてきた。

「……ぅぅぅぅぅぁァァァァァァぅぅぅぅぅぅぁァァァァァァぅぅぅぁぁぁぁぁぁゥゥぁぁぁぁぁぅぅぅぅぅぁァァァァァァァァァァァぅぅぅぅぅぅぁァァァァァァぅぅぅぅぅぁ……」

　最初は、そう思っていた。

　だけど違った。それは音ではなく、声だった。

　分かった途端、最悪の騙だまし絵のように、あらゆる認識が裏返って吹っ飛んだ。

「たしゅけて、たすけてたすけてたすけてたすけて!!　お願いっ、おねがいですからあ！　カラダを返して、剝むき出しの魂のままなんて何を考えているの!?　狭い、暗い、寒い、怖い……。そもそもどこなのよここ。あの這はいずり回っているの何なのよお!!　魂が腐る……腐る腐る腐る腐るホントにダイレクトに腐っちゃうからあ!!　うく、ひっく、雑菌だらけの素手で内臓摑つかまれるより酷ひどい事って分からないのお!?　許してください、お願いですからもう許してください!!　いつになったら終わるの、いつになったら殺してもらえるの？　今は何年の何月の何日ですか、あれからどれだけ経たったんですか……。もう五〇〇年くらい経っていますよね。五〇〇〇年くらい過ぎていても不思議じゃありませんよね!?　あぶっ、ひっく、辛つらいの、惨めなの、情けないの。誰だれよりも憎いはずなのに、良い子にしていれば許してもらえるんじゃないかって媚こびてすがって願い倒してへつらおうとしてしまう自分がどうしようもなく苦しいの!!　気持ち悪い、私の色が変わってる……ねえこれ魂の色が滲にじんでいるんだけどどういう意味なのどういう風に変化していってるのよお!?　くるじい、たじゅけで、お母さぁん!!　ぐずっ、ひっく、そこに誰かいるんですか、私を見ているんですか、どうして殺してくれないんですか、あなたには良心ってものがないんですか、こんな問いかけ自体が無意味で滑こつ稽けいなんですか。もう嫌なのよお!!　確かに悪あく魔まを拝んだ、手前勝手な都合で日本へ行った、古ふる椿つばきを変質させて、サキュバスを奪って、そのために素人の高校生を殺そうとした！　だけど!!　ここまでされなくちゃいけないの!?　もう殺してよ、死刑でも何でも良いですからあ！　もう魂の色を奪うのはやめてくらひゃい……もう何にも残っていないんですから、これ以上削り取るような事はしないでください!!　本当に、本当に！　私の魂がぐずぐずになっちゃうよお!!」

　日本語じゃない。かと言ってオーストラリア文体の英語でもない。

　ただ頭の中に染み込んでくる、その『声』。

　……。何だ、これは。

　オーストラリアの魔ま女じよが攻め込んできた時は、確かに俺達たちは無我夢中だった。

　作戦の一いつ環かんとはいえ、俺はサキュバスに腹を刺されていて、一刻の猶予もなかった。

　だから罠わなにかけて、がむしゃらに勝利をもぎ取った。

　みんなで笑って元の日常へ帰るために。

　こんな。

　こんな悪あく趣しゆ味みを強いるために、座ざ敷しき童わらしやサキュバスは俺を助けたんじゃねえだろ……!!

「はふう……」

　と、至近で、ぶるる、と背筋を不規則に震ふるわせながら、ツェリカは甘い吐息を洩もらしていた。

「のう、聞こえるか、忍しのぶ。『これ』のおかげでわらわは幾十の夜も退屈せずにたゆたっておられたぞ。全て、これも全て、そなたらがマルグリット＝スタインホルスなる魔女をわらわに献上してくれたおかげなのじゃ。だから、そちも存分に嚙かみ締しめておくれ」

「……、」

「さあて、ＢＧＭの選曲も終わったところで、具体的な褒ほう美びの話をしようか。わらわのカラダで支払うとそちの脳が焼き切れしまうようなのでの、ここは一つ、とっておきの特等席を与えてしんぜよう……という事で構わぬかえ？」

　脳から変な汁が溢あふれ、舌先まで痺しびれて、まともに言葉も放てねえ。

　それでも何とかして、頭の中の疑問を声として整えていく。……これができなくなった時、自分は人間を辞めるんだろうな、なんて漠然と恐怖しながら。

「とく、とうせき、だと」

「左様。───題して、百鬼夜行と青あお行灯あんどんグループの共食い絶滅ショー!!　どうじゃ、これだけで背筋がゾクゾクするじゃろう？」

　なんてヤツだ。

　マルグリットだけじゃない。こいつにとって、人の鮮せん血けつは、人の恐怖は、人の殺さつ戮りくは、映画やドラマを観みるのと何も変わらねえっていうのか……!?　総製作費何百億円です、なんてキャッチコピーと同じ感覚で人の死体を並べるようなヤツなのか!!

「よい、そちの欲の波長を見れば分かる。圧倒的理不尽によって、自身の故郷を蹂じゆう躙りんされて憤いきどおっておったのじゃろう？　無粋な侵入者にはご退場願いたかったのじゃろう？　じゃが、そのための具体的な手段がなかった。であれば、わらわが与えてしんぜよう。これもまた褒ほう美びの一つ、無限の感謝を示すほんの一ひと雫しずくとでも思っておくれ」

　結果だけなら、確かに同じ方を向いているようにも聞こえる。

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むらから、得体のしれない連中を追い払いたい。そういう面では。

　だけど、俺とこいつは決定的に違う。

　俺が欲しいのは平へい穏おんだ。当たり前の毎日だ。座ざ敷しき童わらしや雪女達たちに振り回されて、惑まど歌かや渚なぎさと学校で馬鹿話して、いつもの場所にいつもの家や学校が待っている、そんな日々があれば良いんだ。

　どうしてそれが、狂気と愉悦の沼に沈んでいく事になっちまう？

　奴ど隷れいとライオンを殺し合わせた狂きよう騒そうのコロシアムだの、広場で罪人の首を落とした狂熱の公開処刑だの、そんな薄うすら寒い娯楽なんかいらない。たとえ『争いを終わらせる』っていう同じ向きにあっても、こいつの道は俺の道とは絶対に合流しない。そう断言できるくらい、ツェリカは圧倒的に狂っている。

　だから。

　思わず、搾り出すように。無意味な言葉を放っていた。

「……ふざけんな……」

　実際問題、この時俺に何ができただろう。

　百鬼夜行が束になっても手玉に取られるような怪物。いいや、そもそも人の手で作った『パッケージ』ならともかく、妖怪だの悪あく魔まだの、超常の存在『そのもの』と真っ向勝負で戦って、ただの高校生に何ができる？　銃で撃うっても刃物で刺しても傷一つつかない。寿命の概念がないから懲ちよう役えきに意味はないし、死刑にしようにも方法がない。だから妖怪を裁く法律の一つも作れない。そんなツェリカ相手に、人間ごときが一体何を？？？

　対して。

　マルグリットの妖よう艶えんな肢体を奪ったツェリカは、至近で蛇のような目を細めた。ひょっとしたらそっちが『本体』なんじゃねえかっていうくらい、肌を隠すざらついたコンクリートにも似た質感の灰色の鱗うろこを自在に蠢うごめかせながら。

　そして言った。




「……、ほう？」




　直後だった。

　メキメキメキメキメキッッッ!!!!!!　という凄すさまじい轟ごう音おんが頭の奥から響ひびき渡った。視覚が、聴ちよう覚かくが、味覚が、嗅覚が、触覚が、まとめて吹っ飛んだ。まるで脳みそ全体を粘土のようにこねられるような、圧倒的な五感の爆ばく発はつ。今度こそ世界全部が一分の隙間もなく真紅に埋め尽くされ、たった数センチ先にあるはずのツェリカの顔さえ見えなくなった。

　痛いのではない。

　ただどうしようもなく甘美な何かが、許容を越えて死を感じさせるほどに雪な崩だれ込んでくる。冗談抜きに、暴れ回る心臓がいつ破れるかと冷や汗が浮かぶくらいに。

「ばっふぁ!?　おふあ!!　あぐぅあ！　おゥゥええええええええああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

「あまりわらわを怒らせないでおくれ、忍しのぶよ」

　ぶつっ、ぶヅっ！　と。何か、頭の中で配線の束が千切れていくような感覚があった。

　埋め尽くされた世界の中で、ツェリカの声だけが奇妙にはっきりと飛び込んでくる。

　やっぱりこれも、耳や鼓膜じゃなくて、脳に直接作用しているのかもしれねえが……!?

「主君が忠臣を労ねぎらい、褒ほう美びを授けると言うておる。これを袖にするなど、主君の顔に泥を塗って恥をかかせるにも等しい行いじゃぞ？　まあ、今は時代が時代じゃ。礼節を学ぶ機会がなかった事を憐あわれみ、一度は許す。この意味を分かってくれるな、忍？」

「はっ、はぐァ……!!　あくぅあ!?」

　呆あきれたようなツェリカの言葉と共に、ようやく世界が帰ってきた。

　まともな呼吸もできずに喘あえぐように口をパクパク動かす俺の顔を、ツェリカはその指先や掌てのひらを使って丁寧に拭ってきた。

「ほうれ、みっともない。歓かん喜きに震ふるえるのは分かるが、鼻や口どころか目や耳からも駄々洩もれではないか。くすくす。じっとしておれ、わらわが拭いてやろう」

　冗談みたいな台詞せりふだが、そのたびにツェリカの両手がべっとりと真っ赤に染まっていく。溢あふれているのは、俺の血だ。口、鼻、そして目と耳。あの砂糖と練乳と蜂蜜を溶かして混ぜ合わせたような甘美は、一体どれほどの致死性を帯びていたのか……。

　勝てない。

　全ての元凶は目の前にいて、手を伸ばせば簡単に触れられる位置を常にキープできる。そして早く乱痴気騒さわぎを終わらせなければ流血と惨劇はどこまでも広がっていく。それはきっと、計画的に事を進めてきた青あお行灯あんどん達たちの思惑さえ外れて、どうしようもない終着点まで押し流していくはずだ。

　そうと分かっていても、どこから手をつければ良いのか全く見えねえ。

　こんな怪物相手に、何ができるっていうんだ!?




　　　　　３（3rd person）




　田園風景の中では、黒い執事服を纏まといメガネを掛けた線の細い青年が、乗馬鞭むちを手にしていた。正面から対たい峙じするのは、うぐいす色を基調にした、十二単ひとえの少女。扇子を使って覆おおう口元からも隠しきれない火の粉がちろちろと風に流れている。

『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』に『情じよう念ねんの捕ほ食しよく者しや』。

　ネクタイピンと広げた扇にそれぞれ同じ家紋を旗印として掲げたはずの者達たち。

　いずれも百鬼夜行『五本指』。しかし現在は互いが互いを貪り合う、完全に分かたれた個と個に過ぎない。

　始まりは、十二単の『情念の捕食者』だった。

　もじもじと体を左右に揺するたび、後ろで束ねた黒髪も生物的に蠢うごめく。まるで獲え物ものをどう嬲なぶるか思案する大蛇だ。

「ああ、ああ!!　キュンキュン来たぁ……。ああ、こうなっちゃうと、ああ、ああ、もう駄目なんだよねえ、ああ!!」

「チッ、ド変態職業ストーカーが。想像妊娠で悶もだえやがって」

「ああ、何とでも言ってえ!!　そうやって、ああ、ああ、わたくしが一〇〇％確実に標的を追い詰め殺す精密誘導兵器であるのは分かっているくせにい!!」

　すう……と一際大きく十二単の少女が息を吸い込んだ。

　大声を出すための下準備ではない。




　轟ごう!!　と。火炎放射のような炎を口から噴ふき出すためのものだ。




　瞬またたく間に刈り取りを終えた田園が一直線に焼き払われる。ばら撒まかれた熱波が下にあった土をガラス状に変質させていく。情念の炎はそれ自体が蛇のように蠢き、枝分かれし、ミサイルの群れのように執事服の青年へ飛びかかっていく。

　刹那、標的が消失した。

　ストン、と一跳びで一〇メートル以上も移動している。構わず『情念の捕食者』が炎を噴き続けると、さらにストン、ストンと『神業の鞭撻者』は次々に跳ちよう躍やくを繰くり返し、炎に巻かれる前に安全地帯へと着地していく。

　その軽やかな動きに、十二単が吼ほえる。

「ああ、ああ！　八はつ艘そう飛びって訳え!?」

「牛うし若わか丸まるは天てん狗ぐから武術を習ったとされてやがるからな。そういう教育法を極めた私に再現できないとでも思ったか？」

「ああ、だけどねえ、ああ!!」

　ズゴウッッッ!!!!!!　と先ほどの倍以上の勢いで炎が吹き荒れる。喰くいそびれ、捉え損ね、袖にされるたびに、少女の情念は膨ふくれ上がっていく。

「わたくしの炎は、欲しいものが逃げていくたびに、手に入らなければ手に入らないほど、強大に凶暴に変質していくのよ!!　激しい情念が女の身体からだを巨大な蛇に変え、自分を捨てた僧を仏神に保護された寺ごと焼き尽くしたのと同じようにねえ!!」

　つまり逃げなければ炎に巻かれ、逃げ続ければ逃げ続けた分だけ無尽蔵に炎が倍増していく。やがていつか追い着き、焼き殺すその時まで、天井知らずに。

（さて、どうしたもんかね）

　今頃、病びよう魔まや伝でん家かも我を失っているはずだ。極限の回かい避ひ挙動を繰くり返し、もはや小規模な噴ふん火かと化した女の炎から逃れ続けながら、『神かみ業わざの鞭べん撻たつ者しや』は皮肉げに笑う。

（女の扱い方でも教授してくれる妖怪がいてくれりゃあ簡単だったものを。何でかクソ真面目な学問だの武術だのばっかりなんだよなあ、こういうのって!!）







　離はなれた場所では、やはり別のグループが『共食い』に巻き込まれていた。

　一〇歳程度の少女・蘭らん園ぞの幸さちと大おお百足むかで。彼らが対たい峙じするのは敵対する百鬼夜行ではなく、同じ青あお行灯あんどんグループに属する、黄色いミニチャイナの上から青いネコミミパーカーを羽織り、顔や足に包帯を巻いた少女・猫びよう鬼きの使し役えき者しやだ。キャラモノの絆ばん創そう膏こうや片足だけのニーソックスなど、愛くるしい部分がかえって不気味に映る。

「あはっ、あはは!!　ねえーえー、あなたもお友達を見せびらかしに来たんでしょう？　そうやってボッチなあたしを嘲あざ笑わらって話のタネを欲しがっているんでしょう？　くすくす、良いよう。だったら最高の思い出にしてあげる。手足全部腐らせてミミズみたいに這はいずり回らせてあげるからあ!!」

『……もはや説得は不可能か。サチ、下がっていろ！　彼き奴やつが放つ猫鬼の致死性は私の毒液などの比ではないぞ!!』

　緊きん張ちようと共に、しかし大百足は、蘭園幸と同じ方を向いていると思っていた。

　だが違う。

　実際には全然違う。

　ずずずずずずずずずずずずずずずずずずずずず……と、滑らかとは言い難い、奇怪な引っかかりを感じさせる眼球でもって、それは静かに大百足を見据えている。入念に入念に、それこそ色彩調節から錯さく視し、錯さつ覚かくまで用いて『元の形』が分からなくなるほど化粧を施した少女の顔から、それでも隠しきれない暴力性が滲にじみ出てくる。

　まるで、静かに獲え物ものを狙う獣けもののように。

　頭の横についた白しろ薔ば薇らのコサージュが枯れた花のように頼たよりなく揺れていた。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

『サチ？　サチ!!　くそ、この子まで魅み入いられているのか……!?』

　思わずそう叫んでから、思考が別の答えを導き出した。

（いいや、私とて影えい響きよう下かにないと何な故ぜ断言できる？　こうやってサチを警戒している事自体、すでにサチを敵視するよう仕向けられての幻惑かもしれないのか……）

　何が正しくて何が間違っているのか。誰だれが味方で誰が敵か。それすらも判然としなくなる、ドロドログチャグチャの混こん沌とんの世界。

　そんな中、小さな少女はただ告げた。




「きて」




　地面が爆ばく発はつした。

　そして地中から大量の土煙と共に顔を出したのは、数メートル大の巨大な蜘く蛛も、一〇メートルを軽々と超える大蛇、頭から角の生えた巨大な蛙かえる。いずれも動物図ず鑑かんに載っているものではない。大おお百足むかでと同じく、生粋の妖怪達たちだ。

『土蜘蛛、蟒蛇うわばみ、蝦が蟇ま……。サチに口寄せされたのか……!!』

　元々、子供と妖怪は相性が良い。『子供にしか見えない妖怪』『子供ばかり狙う妖怪』が多いのは、それだけ互いを引き寄せ合うからだ。大百足が見る限り、蘭らん園ぞの幸さちはその性質が普通よりもさらに強かった気はしていた。

　だが、ここまで自覚的に振りかざすのは初めて見た。

　これではほとんど召喚師だ。蘭園幸そのものに戦力はなくとも、彼女が無尽蔵に周辺の妖怪を口寄せし続ければ立派な脅威になる。大百足一匹だけで押さえ込めなくなるほどに。

　いよいよ状況が見えなくなってきた。

　そう思っていた大百足だが、そこでさらなる強烈なインパクトが襲おそいかかってきた。




　ドォ!!　と。

　蘭園幸と猫びよう鬼きの使し役えき者しやの間に割って入るように、黒い病びよう魔まの洪水が雪な崩だれ込んできたのだ。




　ＳＷＡＴのような漆黒の特殊戦せん闘とう服ふくを纏まとう陰気な大男は、大おお百足むかでの隣となりに並び立つ。

「お前は『この中では』割と正気を保っているようだな。根本的に、何な故ぜ青あお行灯あんどんの側に立っているかは理解に苦しむが」

『面目次第もない。かの青い鬼女に、サチの心を奪われた。だが私は……』

　言いかけて、しかし、そこで大百足の声が途切れた。

　理由の一つ目は、病びよう魔まの洪水が内側から思い切り引き裂かれた事。その向こうにいる猫びよう鬼きの使し役えき者しやが昏くらい笑みを浮かべて待ち構えていた事。

　そして二つ目。

　冷静沈着に見えた病魔の使役者自身が、こんな事を言ったからだ。

「俺は今、どちらを向いている？」

『なに？』

「いつまでも誰だれかの味方をしていられる自信はない。たとえ自身の脳のう髄ずいを病魔で侵し、半自動的に戦闘を続行させたとしてもな」

　リン……という涼やかな鈴の音と共に、目隠しをした妙みよう齢れいの巫み女こが別の方角からやってきた。猫鬼の使役者に、巫ふ蠱この透とう視し者しや。双方の難敵を交互に見据え、その男は率直に言った。

「俺自身、いつ誰を裏切るか分からん。だから生き残りたければ俺を信用するな、利用するくらいの気持ちで扱え」







　戦いは、何も地上でだけ行われている訳ではなかった。

　インテリビレッジ納のう骨こつ村むら、その上空。

　日本に存在してはならないはずのステルス戦略爆ばく撃げき機き六機と、空中警戒管制機一機。そしてそれらを守る護衛戦闘機の編隊。

　その全てが、蜂の巣をつついたような騒さわぎになっていた。

　同じ所属の軍用機と軍用機が、あるいは一つの機体の内部でさえ、生身の人間同士で摑つかみ合って。醜みにくい争いはどんどん加速していく。

　やがて、カタストロフは一線を超えた。

　ぐらりと爆撃機の一機が大きくバランスを崩したと思ったら、一直線に地上を目指す。いいやコントロールを失って落ちる。どこまでもどこまでも。機体を慌てて立て直す、という基本さえ忘れたパイロット達たちが摑み合う中、それ自体が一つの爆弾となったかのように。




　　　　　４




「おっと」

　あくまでも、ツェリカは気楽なものだった。

　だが俺の方はそうじゃねえ。

　ッッッドガ!!!!!!　という爆ばく音おんと共に、くの字に似た全ぜん翼よく機きが田んぼに突っ込んだ。そのまま地面を何百メートルも抉えぐり取る格好で滑り続け、最後には大爆発を巻き起こす。仁王立ちのツェリカと違って、俺の体はまともに宙を舞まった。落ちたら痛いだろうな、と思った時には背中から地面に激突し、呼吸困難に陥る。

「ばっ、はあ!!　あがぎっ、ぐう!!」

　ぐらぐらと意識が揺れるのは、何もダメージのせいだけじゃねえ。

　飛行機が、村に落ちた。完かん璧ぺきに整えられたインテリビレッジの景色を、メチャクチャに破は壊かいした。航空燃料だの何だの、有害物質をしこたま土の上へばら撒まきながら。

　この村は、どうなる？

　インテリビレッジのブランドは!?

「ご主人様、大丈夫ですか」

　サキュバスが間近で囁ささやく。

　俺の体を抱き起こし、首に両腕を巻きつけるようにして抱き着いてくる。ツェリカの作る、いいや俺の脳が誤作動を起こしているのか、とにかく夕暮れを増幅した真っ赤な景色が少しだけ和らぐ。あのむせ返るような女の匂いが、永遠の闇やみへ引きずり込まれそうになる優しいぬくもりが、別種の感触へと切り替えられていく。

「ふふははは!!　よい、よいぞヘンリエッタ。胸むな糞くそ悪い正論に満ちた経典ではなく、欲を別の欲で上書きして痛みを散らしたか。テキーラを薄うすめるためにビールを持ち出すようなその所業、大変に退廃的で心地がよい」

　ヘンリエッタ？　それが、サキュバスの本当の名前だって言うのか。

　見れば、間近のサキュバスは唇を嚙かんでいたようだった。悪あく魔まにとって、その名を知られる事が、第三者の口から不用意に暴ばく露ろされる事が、どれほどの意味を持つのかは分からなかった。

「しかし妬やけるのう、まあそれもまた欲の一種だから悪くはないが。いっそ、わらわもそれくらい弱ければ自由を謳おう歌かできたものを……ん？」

　と、そこでツェリカは眉をひそめた。

　蛇にも似た瞳ひとみを足元へ向けている。

　見れば、ツェリカのすらりとした長い脚へ寄り添うように、小さな犬みてえな妖怪がすり寄っていた。半分目を回して酩めい酊ていしているような妖怪は……すねこすり、だったか。

　待てよ、すねこすり？

　こいつがここにいるって事は……!?




「（……そう、私がここにいるって事さ）」




　真後ろから、囁ささやくような声があった。

　菱ひし神がみ、舞まい!?

　思わず背後を振り返ろうとすると、サキュバスと舞の両方から尻をつねられた。それから、人差し指を使って背中をなぞる格好でいくつかの文字が記されていく。

『ふ　り　か　え　る　な　バ　レ　る』

「どうかしたのかえ？」

　怪け訝げんな顔をするツェリカは、確かに舞の存在には気づいていないようだった。

　最初、俺の体が陰になっていて見えねえのかって思ったが、そういう訳でもねえようだ。

　すっ……と。

　舞は躊ちゆう躇ちよなく立ち上がり、俺の横へと体を大きくさらけ出したんだから。

　なのに、

「何でも……ねえよ。頭痛が酷ひどいだけだ」

「そうかえ。やはり強過ぎる誘惑というのも考え物じゃのう」

　……隠すものは何もねえのに、やっぱりツェリカには舞が『見えていない』。もう、ここまで行くと気配を断つとかそういうレベルじゃねえ。何を極めたらこうなる。舞が恐れたのは、俺の視線の動きから『見えない』はずの位置情報をツェリカ側に辿たどられるって事だったのか。

　大胆不敵にも、極限まで存在感を消した舞はゆっくりと音もなくツェリカの傍そばまで近づく。まるで美術品の彫刻でも鑑かん賞しようするかのように、大だい悪あく魔まの周りをぐるりと一周回っていた。

　あんな事ができるなら、奇き襲しゆうだって仕掛け放題じゃねえか。

　やっぱりあの女は正真正銘の化け物だ。ようやく、光明のようなものが見えてきたと思ったが、そこでサキュバスの指先が俺の背中をなぞった。

『き　り　ふ　だ　が　な　い　ん　で　す』

「……、」

　冗談、だろ？

　距きよ離り一センチまで自由に近づける。真正面からも真後ろからも自由に奇襲できる。目玉を貫き、頭をかち割り、心臓を突き刺す。そんなチャンスがいくらでもある。

　なのに、舞でも駄目なのか。

　あんな怪物でさえ、ツェリカには傷一つつけられねえのか!?

「忍しのぶ、もう調子も戻ってきたであろう。近ちこう寄れ。マルグリットの悲鳴も心地よいが、わらわの爛ただれた魂はやはり男の波長に飢えておる」

　またあの艶なまめかしい手つきで『手招き』をやられたら、冗談抜きに脳梗塞かくも膜下出血にでもなりかねねえ。ごくりと喉を鳴らし、サキュバスの腕をゆっくり引き剝がすと、俺は自分からふらつく足を動かしてツェリカの元へと歩いていく。

「時に」

　と、ツェリカはくすくすと笑いながらこう投げかけてきた。

「忍しのぶ、そちは先ほどからわらわに隠し事をしておるな？」

　───。

　もう、なのか。見えかけた光明は遠く、舞まいの存在を隠す事もできず、もう全てが瓦解しちまうってのか!?

「魂の波長で分かる。そちの琴線が希望に触れておるのをな。じゃが、具体的には何じゃ……。何をきっかけに、そなたはわらわを倒せるなどと考え始めた……？　ふふん、よいぞ忍。どこまでそちはわらわを楽しませてくれるのじゃ、くふふ」

　疑念や憎悪ってよりも、手品やナゾナゾに挑む子供のような愉悦があった。

『じ　か　ん　が　な　い』

　こちらへ回り込んできた舞が、俺の背中に指を走らせた。

　それから、さらにいくつかの文字を追加で足してくる。

　……ッ!?

　確かに、その考え方なら、

「おっ、また魂が跳ねたな？　一体何が忍の欲を刺激しているのやら」

　駄目だ、このままじゃバレる。

　そうなる前に一刻も早く行動に移さねえと。必要なものは何だ。筆記用具、ツェリカの信しん頼らい、そしてもう一つ。そもそも俺達たちは東洋の妖怪ならともかく、西洋の悪あく魔まについてはそれほど詳しい仕組みを知らねえんだ。サキュバスだって、自分より明らかに格上の存在であるツェリカを倒す方法までは組み上げられねえだろう。

　だけど、あるんだ。

　大悪魔ツェリカを弱体化させるための策が、たった一つだけ。

　こいつの大罪とやらがどこまで広がっているかは想像もつかねえ。最悪、かやぶき屋根の屋や敷しきの氷室に隠れてもらった妖怪達もいがみ合っている可能性もある。そうなれば、気を失ったままの家族はどうなる？　この一回限りのチャンスをものにしなければ、俺の知っている小さな世界は本当に取り返しがつかなくなっちまうかもしれねえんだ！

　時間がないと、舞は告げていた。

　その通りだと思う。だからどんな手を使ってでも、手順を短縮しねえと!!

「忍、そろそろ教えておくれ。わらわを倒す希望は見つかったのかえ？」

　だから。

　そこでわざと挑発するように、俺はこう答えた。

「自分で考えな」

「二度目はないと、そう受け取って欲しかったんだがのう」




　バギバギバギバギバギバギッッッ!!!!!!　と。

　再び脳みそを粘土のようにこねるのに似た、あの最悪の甘美が襲おそいかかってきた。




　　　　　５




　視界が、いいや五感全部が真っ赤に埋まっていた。

　三半規管も壊こわれたようで、もはや前後左右どころか上下の概念すら消失している。

　人間は目隠しや耳栓をした状態で柔らかいベッドに寝かせ、手足も金属の筒で覆おおって生体刺激を極限まで落とすと、短期間で自我を保てなくなるらしい。この赤一色の世界は、まさにそれだった。何をするでもない、ただ『いる』だけでゲシュタルト崩ほう壊かいが起こりそうな……。




　───のう、忍しのぶ。




　方向の分からねえ声が響ひびいてきた。感覚がとことんまで摩ま耗もうした中、それは砂漠を歩き続けた末に見つけた一滴の水滴のように、俺の体へ否応なく染み込んできやがる。




　───正直に質問に答え、わらわの軍門に下るというのであれば、褒ほめて遣わす。そちの望む褒ほう美びもつけてやろう。さあて、どうするね？




「褒美、だと……？」

　そんなものが欲しい訳じゃねえ。だけど言葉にすがらなければ、刺激が消える。自分を保てなくなる。そんな防御反応から、声が洩もれていた。




　───そうさのう。そちが耐性さえ身につければ、わらわのカラダなど好きにさせてやるというに。もちろん主従ははっきりさせるが、それとは別にそちの望む時に望むだけカラダを開いてやろう。なかなかにソソる提案であろう？




　それじゃあ前提が狂っている。アンタの存在は麻薬以上だ。努力だの練習だのの段階じゃなくて、そもそも生物の構造の段階からして耐えられるようにはできていねえんだ。




　───ふむ、それ以外であれば、わらわの力を使って他の女をたぶらかすのはどうかえ？　そちにもいるのであろう、身近な所に手の届かぬ異性とやらが。




　ぐらりと景色が歪ゆがんだ。

　真っ赤な色彩は取り払われ、そこは何な故ぜか学校の中だった。

　誰だれもいない教室で立ち尽くしていると、背後から声を掛けられた。

「ごめんね、私の方から呼び出しておいて、遅れちゃって。でも、ちゃんと待っててくれて良かった」

「……惑まど歌か？」

　怪け訝げんな声を出すと、クラスメイトの問題児は胸の前で左右の人差し指を押し付け、顔を赤くしながらもじもじし始める。

「えっと、その、メールの呼び出しに応じてくれた段階で薄うす々うす勘付いているとは思うんだけどさ、やっぱりこういうのって面と向かってきちんと言った方が良い、んだよね？　うわあ！　やっぱり緊きん張ちようするなあ!!　でも待って、始める前から引かないでね！　私はまだ本気出してない!!」

　……いい加減、これが『何の場面』かは俺にも分かってきた。

　そして、ツェリカに屈服し、その力をお裾分けしてもらえばこれが現実のものになるのだと。

　ただし。

「惑歌、それ何だ……？」

「え、何が？」

「首についているそれだよ」

「なに、やだちょっと!?　なんかついているのかなあ、こう、人生の大だい舞ぶ台たいだっていうのに、あはは、困っちゃうよねえ！」

　こいつは、気づいていない。

　その首に、一際太くて凶悪な首輪が巻きついている事に。そこから伸びる鎖くさりはどこまでもどこまでも伸びていて、一体誰が摑つかんでいるかも分からないくらいになっている事に。

　何も見えないまま、幸せいっぱいって顔になってる。

　これが、ツェリカの力で手に入れた栄光の『正体』ってところか。

　ああ。

　他人から与えられただけの、言い換えちまえばいつでも他人に奪われるかもしれねえ夢ってのは、こんなにも残酷でつまらないものなのか。

「駄目だ……」

「？」

「こんなのじゃ駄目だ!!　こんな歪んだ方法で、一体何が手に入るってんだ!?」




　───どうしてダメなのじゃ？　欲しいものは確実に手に入るというのに。




　舞ぶ台たいが変わった。学校の教室から、校庭に。目の前には渚なぎさが立っていた。やはり太い首輪とどこまでも伸びる鎖くさりに戒められて。

　渚の今の彼氏は明あけ智ちのはずだが、そいつにも首輪と鎖がついていた。

　明智は満面の笑みで背後から渚の両肩を摑つかみ、こちらへぐいっと押し付けてくる。

「渚がね、やっぱり陣じん内ないが良いんだって。俺もそう思うよ。だから別れる事にしたんだ。渚はお前にあげる。幸せになってくれよ」

　何だ、これは。

「うふふ。うん、やっぱり私、忍しのぶちゃんが一番みたい。今までいろんな人とお付き合いしてきたけど、よくよく考えてみれば忍ちゃんの影かげばかり追い駆けている気がするんだもの」

　こんな事を、俺が望んでいるとでも？

　別れたとはいえ昔の女を、忘れた教科書をやり取りするように扱われる事を!?




　───一％の未練もないと言い切れるかのう？　本当はよりを戻したいと願う自分もいるんじゃろう。だったら、わらわの力があればこんな事もできるのだぞ。もちろん、その娘の凶暴性も強引に押さえ込んだ上でな。




　また舞台が変わった。

　そこはかやぶき屋根のお屋や敷しきだった。

「やめろ……」

　ずきん、と頭痛が走った。始まる前から、すでに拒絶反応が出ていた。

　玄関の戸が開く。意思とは関係なしに自分の足が動く。屋敷の中へ踏ふみ込むと、何本もの鎖が長い廊下をのたくっていた。

　見たくない。

　そんな願望はあるかもしれない。心の奥底では思っているかもしれない。だけど、生まれる前からの付き合いだった。もしも『あいつ』が分かりやすいエロ動画みたいな声と仕草で媚こびてきたら、きっと俺の何かが壊こわれる。始まる前から、それが分かってしまう。

　戸が開く。

　大きな部屋の中に入る。

　優しくて暖かい、都合の良い地獄が広がっていた。一斉にこちらへ回る首。古ふる椿つばき、雪女、そして座敷童わらし。その首に巻きつけられた、どうしようもない首輪。自分の意思を完全に失い、幸せという感情だけを注入されたかのような表情で、彼女達たちは口々に一斉に───




「やめろッッッ!!!!!!」




　叫ぶと、それだけで眩暈めまいがした。

　たったあれだけのやり取りで、かなり削り取られているのを自覚した。




　───何じゃ、身内では罪悪感でも覚えるか？　ならいっそ、人生から遠い有名人でも攻めてみるか。ふうむ、タロットガールズ22とかいうのを七八人総取りしてみるとか。はっは！　それくらいの妄想ならした事くらいあるじゃろう？




　気がつけば舞ぶ台たいは変わり、俺はボロボロと涙を流していた。

　感覚は少しずつ麻ま痺ひしていき、拒絶のための言葉が弱々しくなっていく。

　口の中がパサパサに乾いていく。

　忌き避ひ感情が少しずつ消えていく。慣れっていう機能によって。




　───別に女に限った話ではない。欲とは、人の数だけ存在する。実業家になって成功を収めたくはないか？　オリンピックで金メダルを取りたくはないか？　世界に名だたる発見をしたくはないか？　世界一の腕っ節を持つ事は？　世界を熱狂させる歌声を手に入れる事は？




　自分の力を使わずに夢を叶かなえるっていうのは、夢を否定されるのと同じなんだ。

　叶える喜びを奪われるのにも等しいんだ。

　例えばエベレストに登りたい人間なんていくらでもいる。その全員が山頂に辿たどり着ける訳じゃねえ。だけど、その願いを叶えるために、てっぺんまで続くエレベーターを作っちまったら夢そのものが台無しになる。

　叶える事は、必ずしも幸せに繫つながる訳じゃない。

　それをこいつはとことんインスタントにぶち込んでくる。ありとあらゆる事を叶えさせる力を与える代わりに、全ての夢から平等に炭酸を抜いていく。『現実に叶える前』から、『すでにつまらないもの』に置き換えちまう。

　まるで、クリアまでに一〇〇時間かかるＲＰＧを遊んでいる最中で、無造作に攻略本を投げつけられるような有り様。

　最初は見ないで遊んでいても、どこかで躓つまずく。引っかかる。そして一度でも本を開いてしまえば、もう駄目なんだ。次はもっと簡単なところで本を開く。その次は、次は、次は、次は。次第にページをめくるのが当たり前になって、ついには本を見ながら遊ぶようになる。そして一〇〇時間精一杯遊んで感動できるはずだった大作は、何の味気もなく処理されていく。努力もなく、あらかじめ来るのが分かっている褒ほう賞しようを得たところで、そこに輝かがやきは何もねえ。

　興味が消えていく。

　一つ一つを魅みせられるたびに、心を動かす歯車が止まっていくのが分かる。

　甘美で愉快で都合の良い夢の話。なのにどこまでも凶暴に牙を剝むく。

　胸に刺さる。




　───温かい家庭が欲しいか？　スリルに満ちた人生が欲しいか？　誰だれも知らない謎なぞを独占できる存在になりたいか？　みんなに褒ほめられる人間になりたいか？　何をやっても許される独裁者になりたいか？　全て叶かなえてやるぞ、わらわに屈服すると誓えばな。




　……。

　もう、良いんじゃないか。

　抵抗なんてしてもしなくても、何も変わらないんじゃないか。

　ツェリカなんて、誰にも倒せないんじゃないか。

　逆らわなければ、とりあえず小さな世界には手を出さないでくれるんじゃないか。

　だったら。




　───ああそうじゃ、不足のない世界を作る、なんてどうじゃ？　わらわの力があれば、少なくとも脆ぜい弱じやくな人の世くらいは一つの価値観で塗り潰つぶし、強引に全てが満たされた黄金色の惑星を作ってしまう事も可能じゃがのう。




　それで。

　インスタントに魅みせられて、そんなものさえ興味を持てなくなった時点で。

　ぷつり、と。何か細い線が、切れた。

　もうこれ以上は、どんなものも見たくはなかった。

　だから。




「菱ひし神がみ舞まいが隠れている。そいつがアンタを倒そうとしているよ」




　ギブアップして両手を挙げるように、俺の口はそんな言葉を吐いていた。

　自分で耳にして吐きそうになるくらい、温度のない声色だった。
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　景色が元の田園風景に戻った。そして俺はその場でへたり込んでいた。もう手足にまともな力も入らなかった。

　そして裏切られた菱神舞は、ツェリカによって片手一本で首を摑つかまれ、吊つり上げられていた。

「ァ……か、は……ぇぐッッッ!!!???」

「女の身体からだにも使い道はあるが……ふうむ、どうにも人工物臭い匂いがするのう。マルグリットが潰つぶれた時のスペアにしようかとも思ったが、こちらは駄目か」

　ブゥン!!　とバットを振るうような鈍い音と共に、無造作に菱ひし神がみ舞まいは真横へ放り捨てられた。それこそ川の上へ平たい石を投げる水切りにも似て、何度も何度も生身の体をバウンドさせながら、どこまでも吹き飛ばされていく。

　そして投げてから、今さら思い出したようにツェリカは呟つぶやいた。

「チッ、魂だけ抜いて寂しがり屋のマルグリットと『同室』にしてやるのも一興だったか。ともあれ、今から拾い直すのも面倒じゃのう。やれやれ、『対象が一〇〇％確実に恐怖を覚えるよう、暴力の質を自動調整する』というのも善し悪あしじゃな」

　……あの菱神でさえ、こんな扱いだった。

　脅威に感じる事もなければ、興味を覚える事もない。

　ほら、やっぱり駄目だったじゃねえか。ツェリカは搦からめ手のスペシャリストじゃない。それしかできないんじゃない。数ある手札の中には、『誘惑』も『堕落』も『優越』も『敵てき愾がい』も『恐怖』も『暴力』もあった、それだけの話。もしも彼女が何かの気紛れで『暴力』のカードを引いていたら、一いつ瞬しゆんでミンチにされていたというだけの事。

「それよりも、殊勝な態度にわらわは満足しておるぞ、忍しのぶ。褒ほめて遣わす。何か欲しいものでもあるかえ？」

「……、」

　俺はしばし、へたり込んだまま。

　無感動にこう告げた。

「……マルグリットの悲鳴を、もう一度聞いてみたい」

「ははっ!!　あははははは!!　良い趣しゆ味みを持つようになったのう、忍！　演技ではなく、本心からマルグリットに触れたいという欲は魂の波長で分かる。ふうむ、欲望のエミュレートを繰くり返したおかげで、あれくらいでないと刺激を得る事ができなくなったのかえ？」

　笑いながら、ツェリカは指を鳴らした。

　途端に景色の一部が歪ゆがみ、引き裂かれ、漆黒の闇やみが顔を覗のぞかせる。どれだけ広がっているかも分からないその奥から、か細い笛のような、岩と岩の隙間を風が通り抜けるような、不安を煽あおる『音』が洩もれてくる。

「ェェェェェェェェァァァァァァァァァァぇぇぇぇぇぇぇぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉァァァァァァァァァァォォォォォォォォォォェェェェェェェェェェェェェェぁァァァァァァァァァァァ」

　とても、人間の喉から発せられているとは思えないもの。

　救いを求める声にも、殺してくれと呪っているようにも聞こえるもの。

「……、」

　ふらふらとした仕草で、俺はゆっくりと立ち上がる。

　その声をもっと聞くために、暗い穴を目指す。

「ォォォォォァァァァァァァァァァぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぁァァァァァァぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぉぃィィィィィィィィィィィィィァァァァァァァァァァぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ」

　亀裂の正面にまで達する。

　手を着け、中を覗のぞき込むような格好になったが……やっぱり、暗くて奥は全く見えなかった。

「くっくっ。虜りよ囚しゆうのマルグリットに興味が出てきたのかえ？　とはいえ、肉の器を持たぬ魂の嬲なぶり方には独特の作法がある。それについてはおいおい教えてやろう」

　地獄の底から響ひびく、怨えん嗟さの声。

　それを耳にしながら、俺は口の中でこう呟つぶやいていた。

「……ng。……w………ed……、………f……。…………ri……、……b………………、…………s……………。……h………………………、…………gh……。……s……。…………e…………」

「な、に？　ちょっと待て、それは……!?」

　ガキリ！　と。

　まるで何かの歯車が固まったように、ツェリカの動きが止まる。蛇の瞳ひとみさえも。

「……アンタがこの中では最強で、誰だれの手にも負えねえのは認めてやる。だけど一方で、アンタはマルグリットの身体からだを使わなくっちゃ自由を得られねえって話だった。だとしたら、後はオーストラリアの魔ま女じよが使った方法の応用で何とかなる。悪あく魔まを呼び出すのと同じ方法で、マルグリットの魂を呼び戻してアンタの身体に固着させる。そうすりゃ椅子取りゲームの要領で、アンタはその身体から出て行かなくちゃならなくなるんだから!!」

「だとしても、その秘奥をどこで手に入れた!?」

「ああ、ただの高校生が知ってる事じゃねえ。百鬼夜行だって西洋の魔ま法ほうにゃ詳しくねえかもな。サキュバスも西洋寄りだが、自力で魔法を使えるなら百鬼夜行に追われて俺ん家ちの屋根裏に居着く事もなかっただろうよ」

　ふらつく体をサキュバスに支えてもらい、俺は笑って言った。

「だけどいるだろう？　今ここには、不完全で終わったとはいえ、七つの大罪に惜しくもランクインできなかった大悪魔をうっかり召喚しちまったオーストラリアの魔女が!!」

「……、まさか……」

　と、ツェリカはか細い笛の音のようなものに改めて耳を傾けた。

　声とも思えないそれは、確かにこう告げていた。

「……必要な構成要素は日時と方位によって移り変わっていくものよ、だから詳しい計算はそちらでやって、呪文を扱う際は外に向けて放つのではなく常に内界を意識し、自分の魂そのものへ訴えかけるよう意識して、ぶっつけ本番でタットワイメージから星幽体の放射へ移行するのは困難を極めるから、できるだけ……」

「メモを一枚、落とした」

　啞あ然ぜんとするツェリカに、俺はそう告げた。

「アンタの魂を釣り上げるから協力してくれってな。最初で最後のチャンスだ、マルグリットの魂は敵だの味方だの関係なく、一も二もなく飛びついてくれたよ。逆に言えば、こっちはアンタがマルグリットの牢ろうの扉をもう一度開けてくれるかが鍵かぎだったんだ。どんなに隠し事をしたって魂の波長だの何だのでいずれはバレちまう以上、事が露ろ見けんするまでのスピード勝負でな！」

　菱ひし神がみ舞まいが『時間がない』と告げていたのもそのため。

　そして一刻も早くマルグリットとコンタクトを取るため、あいつはわざと囮おとりになった。

　そう。

　適当なところでギブアップして菱神舞を売ればツェリカから屈辱まみれの信しん頼らいを得られると提案したのは、あいつ自身だったんだ。

　かくして扉は開いた。

　メモを落とした。

　唯一の専門家の協力を取り付け、俺は今、付け焼刃の『西洋式』でツェリカの前に立つ。

「……以上の理由をもって、無む知ち蒙もう昧まいのヴェールは時に未知の扉を開く鍵となる。魔ま女じよマルグリット＝スタインホルスの魂を新たな悪あく魔まと任じ、その肉の器でもって扉を潜くぐれ！」

「お」

「戻れ、マルグリット＝スタインホルス!!　古き自分を捨て新しき自分を手に入れよ。ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエという名を捨て、蛇の脱皮の如ごとく新たな魂の輝かがやきに満ちるが良い!!」

「おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　バン!!　と、ツェリカの……いいや、マルグリットの全身にこびりついていた灰色の鱗うろこのようなものが弾はじける。角、尻尾、羽。そうした分かりやすい記号が純白の灰となって空気に溶けていく。蛇の瞳ひとみが人間のそれに戻っていく。

　どっ、とそのままマルグリットは膝ひざを突き、さらにうつ伏せに倒れてしまう。

「この目玉女!!　……おや、私は一体何を？」

「何をベロ男……あらら？　あたくし、どうして唐傘なんぞに嚙かみ付いているのでしょう？」

　唐傘と提灯ちようちんの争いも、いつの間にか終わっていた。

　百鬼夜行の連中はどうなっただろうか。

　だが今の俺には倒れたマルグリットの息を確かめる暇も、上着をかけてやる余裕もなかった。




「で、運命レールを変えられたとでも？」




　真後ろからの、声。

　振り返れば、額にナイフのような角を生やした青い鬼女。

　青あお行灯あんどんが、弾丸のような速度でその手刀をこちらへ容赦なく突き込んできたところだった。

　体感的に時間が止まる。

　青行灯はまず生身の人間よりも、寄り添うように浮かんでいるサキュバスの胸の真ん中を狙っていた。強い方から殺す、という思想らしい。

　菱ひし神がみ舞まいは、遠い。百鬼夜行は、まだ駄目だ。唐傘や提灯ちようちんは最初から戦力外。

　動けるのは俺しかいねえ。

　考える暇はないと分かっていても、思わず一いつ瞬しゆん考えてしまった。

　俺とサキュバス、どちらが生き残った方が『勝算』が高いか。

　一体どうすれば村の中で気を失っているであろう惑まど歌かや渚なぎさ、屋や敷しきの中で倒れている家族達たち、そして座敷童わらしや雪女達が助かる目が出てくれるかを。大だい悪あく魔まツェリカのいなくなった世界で、誰だれがこの争いを無事に止めてくれるのかを。

　それを見定めて。

　腹をくくって。




　直後に、俺はサキュバスの体を突き飛ばしていた。

　場所を入れ替えれば、青行灯の手刀がまともに突き刺さるのは知っていたけど。




　ッッッド!!!!!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。

　俺の胸の真ん中から、背中側まで一気に灼しやく熱ねつの感覚が突き抜けた。

　……ありがとう、ツェリカ。お前は本当に最悪なヤツだったけど、一つだけ感謝しておく。まだ酩めい酊ていするような感覚が残っていたから、特大の恐怖が麻ま痺ひしていた。でなけりゃ足がすくんで、ただ最悪の状況を見送るだけだったよ。

　庇かばわれたサキュバスが、今まで見た事もないくらい目を大きく見開いているのを目もく撃げきした。

　はは、そんな顔もできるんだな、お前。

　まるで小さな女の子が、目の前でくまのぬいぐるみでも取り上げられたような顔だぞ。

　だけど、これで正しかったんだ。

　仮に一発目でサキュバスが瞬殺されても、俺にできる事は何もねえ。『妖怪は普通の刃物や銃弾をいくら浴びても傷一つつかない』って条件があるんだから。

　でも、悪魔と妖怪なら違う。少なくとも、『超常の存在同士なら同じ土俵で戦える』はずだ。

　だからさ。

[image: ]

　青あお行灯あんどんの右腕はこっちで押さえ込む。ハンデを与える。だからそれで、勘弁してくれねえか。お前も俺のわがままのために命を張ってくれねえか、サキュバス。

　守って欲しいんだよ。

　惑まど歌かとか渚なぎさとか、父ちゃんとか母ちゃんとか、雪女とか座ざ敷しき童わらしとか。思い浮かぶもの全部、俺の周りにいる人達たち全て。

　意識が保もつのは、あと一〇秒か、三〇秒か、一分か。どうでも良い。とにかく鉄の味しかしなくなった口をパクパクと動かし、残された力の全てを使って叫ぶ。

「サぁキュバぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁスッッッ!!!!!!」

　俺の命は、お前に預けた。

　悪あく魔まに何かを相談する時は、魂を捧げるってのが定番らしいしな。

　青行灯が、俺の胸板から右手を引っこ抜くよりも、一いつ瞬しゆんだけ早かった。

　コウモリのような翼つばさを羽ばたかせたサキュバスが、渾こん身しんの力を込めて青行灯へ突とつ撃げきした。

　意識の糸が途切れる寸前、何な故ぜだか俺の頭には『あいつ』の顔が浮かんだ。

　意味もなく真っ先に出てきたのは、たったの一言だった。




　悪いな、×××。

　……どうやら、俺は、ここまでみたいだ……。
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　結末が。

　どうなったのかは、俺にも分からねえ。

　勢い良く腕を水平に振るった青あお行灯あんどんの腕からすっぽ抜けた後は、俺は田んぼの上へ無造作に転がされていた。仰向けになったまま、もうまともに手足も動かせなくなっていた。やがて瞼まぶたが麻ま痺ひしてきて、思考そのものがまとめられなくなってくる。本当にこれでおしまいなのかな、とぼんやり考えた。

　誰だれかが、地面を踏ふんだ。

　だらりと不自然に片手を下げ、喪服の右半分を真っ赤に染めて、掲げた家紋も裂かれてしまった、祝はふりだった。

「青行灯は……どうなった……？」

　それだけ質問するのが精一杯だった。声よりも、ごぼごぼと溢あふれる血の方が多かったかもしれねえ。

「サキュ、バスは……百、鬼夜行は……みんな、きちんと、終わら、せてく、れたのか……？」

　だけど祝は、答えてくれなかった。

　ただ、首を横に振った。

　もはや喉を震ふるわせて声を放つ力も失った俺を見下ろしながら、祝はこう切り出した。

「……百鬼夜行試製三九式座ざ敷しき童わらし。彼女の力に頼たよります。それ以外に、もうこの破滅的な結末を打破できる方法はありません」

　なんだって？

　ざしきわらし？

　聞いた事もない言葉ばかりが並んでいたけど、ざしきわらしっていうのは穏おだやかじゃねえ。何となく、あのインドア妖怪を巻き込んでしまいそうで、ぽっかりと開いたはずの胸がざわざわする。

「彼女の力は、およそ一〇年前に破損したと伺っています。油取りと呼ばれる妖怪から、あなたを助け出すために」

　ある核心だった。

　俺も知らない情報を、祝はこぼしていた。

「ですから、あなたには過去へ飛んでもらいます。タイムトラベルは百鬼夜行が保有しているテクノロジーの中でも試作品でしかありませんが……。三九式の真実には、あなたが最も近しい位置にいる。あの時、本当は何があったのか。油取りや三九式が改変する前、本来の正しい事件は何だったのか。それを見つけ出し、三九式がその力を使わずとも解決できるよう手を貸して欲しいのです。そうすれば」

　三九式とかいう、訳の分かんねえ力を過去で使い潰つぶさずに済む。

　今ここで、どうしようもねえ状況のために使う事ができるようになる。

　だから。

「三九式は非常に強力で、本領を発揮すれば今ある運命とは全く異なる軸を新しく作って埋め込む事ができるとまで言われています。それを使えば、青あお行灯あんどんグループがどんなチェックメイトを決めても、一〇〇％確実に逆転できるようになるでしょう」

　祝はふりは、そう続けた。

「ですが、過去の改変は必ずしも良い方向に進むのではありません。これしか道がなく、否応なくあなたを巻き込む形でこんな事を言っても何も変わらないかもしれませんが、一つだけ。……おそらく事件の難易度は、想像を絶するはずです。運命を作り替えなければ解決できないと判断された過去の事件。その解決に失敗すれば、今ここにいるあなたという存在は歴史の改変に巻き込まれて消滅してしまうかもしれません。……幼いあなたが、油取りという最悪の致命誘発体の手で殺されてしまう事によって、です」

　だけど、他に手がねえなら。

　青行灯達たちの手で、小さな世界が壊こわされてしまうのなら。




「それでも、お願いします。この世界を守るために、あなたの力を貸してください」




　一も二もなかった。

　こうして俺は、自分の人生を決定づける事件ともう一度向き合う事になっちまったんだ。













　　　時系列の狭はざ間まで、その一







　そこに、時間や空間なんて概念が通用するかは分からなかった。

　視覚はおろか五感の全てが真っ黒に塗り潰つぶされ、自分の体を確かめる事もできねえ中、それでも俺は急激な加速感を体感していた。

　そんな中で、脳みそへ強制的に叩たたき込まれるように、いくつかの情報が去来した。




　百鬼夜行製タイムトラベル『パッケージ』は、件くだんという妖怪を利用したものである。

（件は近い未来に起きる現象を一〇〇％正確に予言する妖怪だが、逆に『いつ』を現在と定義するのか、という基準点については記述がない。これを逆手に取り、『件の言う現在とは何年何月何日である』と自由に再定義する事で、あらゆる時代へ飛ぶ事が可能になる）




　過去の時代に飛んだ場合、当事者が過去の人物から認識される事はない。

（感覚としては、幽体離り脱だつに近い。よって、タイムトラベル中は扉や壁かべを自由にすり抜けられるし、食事や睡眠など生理現象に煩わされる事はない。敢あえて、趣しゆ味みや娯楽として楽しむ事は可能ではあるが）




　過去の時代に飛んだ場合、通常、当事者が過去の物品に触れる事はできない。

（これもまた、幽体離脱に近い状態であるため、物理的干渉は難しい）




　ただし一度だけ、強制的に干渉可能。つまり触れる事ができる。

（上記二つの条件から分かる通り、極めて例外的な行動なので、多大なリスクを孕はらむ）




　強制的な干渉直後、歴史全体に歪ゆがみが検知されると、当事者は元の時代へ帰き還かんさせられる。

（逆に言うと、一度しか変更はできないし、何かを変更しない限りは帰還できない。些さ細さいな事で思わぬ方向へ歴史が変動するため、その見極めには細心の注意を払う必要がある）




　タイムトラベルは当事者一名のみの安全を保障する。

（仮に当事者が自身以外の物品、人物などを連れ込んだ場合、現在から過去、過去から未来といったように、跳ちよう躍やくした分だけの時間経過をそのまま受ける事になる。例えば一〇〇年分の時間を跳躍した場合、他者Ａは一〇〇年分の経年劣化を一いつ瞬しゆんで受ける事になる）




　百鬼夜行があらかじめ俺の頭へ情報を叩たたき込んでおいたのか。

　詳しい理屈も分からねえまま、俺はとにかく加速の先へ意識を集中していく。

　一〇年前、油取りという妖怪は、本当はどんな事件を起こしたのか。その事件に、幼い頃の俺はどう関わったのか。

　そして、それを座ざ敷しき童わらしが持っているらしき『力』を使わずに解決できるのか。

　勝算は見えねえが、達成できなければ全てが終わる。

　最悪の結末を、座敷童の『力』で回かい避ひできなくなる。

　青あお行灯あんどんが始めて、そして今は誰だれが手綱を握っているかも分からねえ『日本の崩ほう壊かい』が完成してしまう。

　だから。




　意識の方向性が定まった途端、一気に加速感も倍増した。

　ギュンッッッ!!!!!!　と、俺の魂はある時間、ある場所へと引き込まれていく。
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　チュンチュン、と。最初に入ってきたのは、雀すずめの鳴き声だった。

　直後に光。そして真っ白な視界が一気に色づく。奥行きが生まれ、景色が組み上げられ、気がつけば俺はかやぶき屋根のお屋や敷しきの前に立っていた。

　……俺ん家ち、か？

　見た目はそうだが、いくつかの特徴が違う。例えば庭の木なんかの枝の茂り方はかなり印象とズレていたし、樹木モードの古ふる椿つばき（小）がどこにもいねえ。

　となると、ここはやっぱり、あの祝はふりとかいうヤツが言っていた通り。

　一〇年前の、世界……？

『渚なぎさ、渚！　あはは、もっかい、もっかいやろう！』

『えー、もう疲れたよう、忍ちゃーん……』

　屋敷の中から、そんな声が聞こえてきた。

　幼い少女の声は『忍』と呼んでいた。俺は俺で、過去に俺と油取りがどう関わったのかを知る必要がある。ともあれ過去の自分、幼い『忍』と行動を共にしておいた方が良いだろう。何しろ、過去の時代に飛んだとはいえ『視点は一つ』で『巻き戻しはできない』んだから。うっかり決定的な情報を見逃したら、何のためにタイムトラベルしたのか分かりゃしねえし。

　そんなこんなで、玄関の扉に手を掛けて開けようとしたが、

「……、干渉できるのは一度だけ、だっけか」

　そして、幽体離り脱だつに近い状態だから壁かべや扉はすり抜けられる、ともあったはず。

　首をひねり、恐る恐る指先を伸ばしてみると、閉め切った戸をあっさりと突き抜けた。特に感触らしい感触は何もなかった。不思議なものだ、と指を引っ込めたり突っ込んだりさせ、やがて体全体を滑り込ませてみる。

　うーん、地面はきちんと踏ふんでいるはずなんだけどな……と疑問に思った途端、ずっ、と膝ひざまで埋まってしまった。

　まずい、認識した途端にすり抜けが発生してる!?　下手すると地球の中心核まで一直線か!?

　何とかして『床』『地面』を意識しながら改めて一歩踏み出してみると、それ以上は何も起こらなかった。これは、厳密には踏んでいるんじゃなくて、浮いているらしい。そう思わないと大変な事になる。『あっれー？　地球の自転とか公転とかどうなっているんだっけー？』とか、絶対深く考えないようにしよう。一度頭を囚とらわれたらどこまでぶっ飛ばされるか分かったもんじゃねえ。

　そんな事より、まずは過去の自分、幼い『忍しのぶ』の所在確認が先決だ。

　間取りの全く変わらない廊下を歩くと、お茶の間の方から甲高い声が聞こえてきた。

『渚なぎさー!!』

『忍ちゃーん!!』

　ぱたたたた、と両手を挙げて左右から走り込んできた五、六歳くらいの男女が、ちょうど中間地点で勢い良くぶつかる。どしーん！　という音と共に二人して大声で叫ぶ。

『『がったい!!』』

　？？？

『あははははは！　渚、もっかい、もっかい！』

『えー！　これが最後って言ったでしょー！』

　しばし、意味が分からずに固まっていたが……ありゃあ、どっかのお笑い芸人の一発ギャグか何か……だったっけ？？？　いや、一〇年も経たっちゃうと、流石さすがに何が面白かったのかサッパリ思い出せねえんだけど。でもお笑いとかファッションとか、流行って得てしてそういうもんじゃね？

　つーか、それ以前に。

　……本当にいるなあ。過去の、小さな、俺……。

　楽しそうに馬鹿笑いしているハッピの『忍』に対し、母親のお手製なのか赤ずきんスタイルになっている渚は若干疲れているようだけど。

　昔のアルバムとかホームビデオを引っ張り出されて家族全員で鑑かん賞しよう会かい……なんてなったら、普通は恥ずかしくて身み悶もだえると思う。でも、だけど、何だろう？　なんていうか、薄うすい膜を一枚挟んだような感じがして、いまいちあれが自分自身って感じがしねえんだよな……。

『はー、そういえば喉が渇いたな。渚、なんか飲みに行こう』

『ま、待ってよ忍ちゃーん』

　と、こちらに走ってきた『忍』は俺の体（？）をすり抜けて、そのまま廊下に出て行ってしまった。やはり小さな渚も後を追うように俺を突き破っていく。

『ネネネねっこぱんつー、ねっこぱんつー』

『だっ、駄目だよ忍ちゃん。ねこぱんつの歌は歌っちゃダメってお母さんが言っていたし』

『えー、別に呪われたりしないから大丈夫だぞ』

『そういう問題じゃないよ』

『渚はガミガミうるさい。この前のマンゴーの時だって……』

『ゴゴゴゴゴ忍ちゃんマンゴーとバナナの歌は一生封印するって誓ったよねゴゴゴゴゴ』

『ぴい!?　わ、分かってる、あれはもう歌わない！』

　過去の自分のはずなのに、行動パターンが全く予想できねえ。とりあえず後を追ってみると、台所で『忍しのぶ』が両手を使って冷蔵庫の扉をバコリと開けている。

『あっ！　忍ちゃん、シュワシュワは体に悪いんだよ』

『でもシュワシュワが一番美お味いしい』

　どうやら本日の議題はペットボトルのサイダーらしい。つーか、『忍』は渚なぎさの話を聞かずにグラスに注いで勝手にグビッとやっている。

『渚はどうしよう？』

『ひ、人の家の冷蔵庫を勝手に漁あされる訳がないでしょ』

『渚も何か飲みなさい！　俺が許可します！』

『うー、それならシュワシュワじゃなくて、オレンジジュースが良いよ。ひゃくぱーせんとのが良いんだってお母さんが言っていたもの』

　……そうかー、口を開けば『愛している』か『ぶっ殺す』の二択しかない、敵、味方、興味なし、超絶ラブ、の四つでしか人類を分類できないあの渚にもこんな普通の事を言う幸せな時代があったんだなあ。元の現在に戻ったら一度きちんと頭を下げた方が良いかもしれん。まあ、あの中学時代の事で下手につついたら返す刀でそのまま刺される可能性も高そうだが。

『飲み物だけじゃ足りないな。そうだ、一口にゃんこパンがあったはず』

『うう、にゃんこパンは食べるの可哀かわい想そうだよ』

『ん？　大丈夫だよ渚、こうすれば食べやすい』

『あーっ！　にゃんこの顔割らないでー!!』

　冷蔵庫の扉を見ると、マグネットで予定表らしきものが貼り付けてあった。ネット通販の受け取り指定日時らしい。

　一〇年前の、三月下旬、か。

『あっ、姉ちゃん！　姉ちゃんもシュワシュワ飲むか？』

『わひゃあ！　……よ、妖怪さんだ……（ビクビク）』

「？」

　ねえ、ちゃん？

　叔父さんの事を兄ちゃんと呼んでいた時期はあったと思ったけど、姉ちゃんは誰だれだった？　その呼び名に疑問を抱き、思わず『忍』の見ている方を振り返ってしまった。

　そちらにいたのは、台所に入ってきたのは、




　赤い浴衣の……座ざ敷しき童わらし？？？




『忍、炭酸を飲むなら一杯だけにしておきなさい。あと一時間くらいでお昼ご飯になってしまうでしょうし』

『えー、もっと飲みたい。おっちゃん替え玉いっちょう！』

『だ、駄目だよ忍しのぶちゃん。妖怪さんの言う事聞かなくちゃ……』

　座ざ敷しき童わらしはごねる『忍』の両手から二リットルのペットボトルを取り上げ、キャップを締しめてしまう。

『続きはご飯の時にね、忍』

『んっ、ちゃんと覚えてなくちゃな』

　……うーん、あの座敷童がお姉ちゃん然としている様子にとんでもない違和感を覚える。こんな時代がほんとにあったのか……？

　でもって、やっぱり妖怪は妖怪っていうか、一〇年前でも全く顔形が変わらねえんだな。『忍』や渚なぎさと見比べてみると、超常の存在だっつーのが嫌でも分かる。なんていうか、写真を切り貼りしてそのまんま合成したような、明らかな違和感を放っているし。

　そしてぐーたら妖怪を眺めていると、今までなかった好奇心がむくむくと鎌かま首くびをもたげてきた。今の俺は過去の世界を全て傍観できる。相手方には気づかれねえし、思わぬ反はん撃げきを受ける心配もねえ。

　つー事は、グラマラスな座敷童のお風呂や着替えも覗のぞき放題って訳ですかね？　へ、えへへ。

『……、』

『どうした姉ちゃん？』

『忍』が首を傾かしげる中、俺は不自然極まる座敷童の視線を受けて、警戒心マックスでゆっくり横へ移動してみた。

　……座敷童の首が、目線が、しっかり俺をロックオンし続けている、だと……!?

『気のせい、よね？』

『？？？』

　ヤバい、超ヤバい。あ、あまり調子に乗らねえ方が良さそうだ。やっぱ人間ルールなんて妖怪にゃ通じねえのか。何が原因でどう歴史が変わるか分かったもんじゃねえ。

　と、台所とそのまま連結している居間の方から、テレビの音声が鳴り響ひびいてきた。

『効果のほどは？　ひだる神ダイエット！　これはネットの口コミを中心に広まりつつある新しいダイエット方法なのですが、専門家の間ではリスクについても……』

　誰だれかが入って来てテレビを点つけたらしい。『忍』達たちがそちらに移るので、俺も流れに乗っかる事にした。

『爺じいちゃんだ！　爺ちゃん何持ってるの、それお手紙？』

『忍ちゃんのお爺さん、お、お邪じや魔ましています』

　ん、と爺ちゃんはひらひら手を振りながら、手にしていた手紙をハサミで適当にジョキジョキ切ってしまう。紙かみ屑くずとなったそれらをゴミ箱へ放り込んでいく。

『あっ、爺じいちゃんたら読まずに捨てた！』

『良いんだよ、これは』

『お手紙よりめーるの方が良いって兄ちゃんも言ってた。爺ちゃんもめーるの時代なのな！』

『あー、爺ちゃんはそういうピコピコは得意じゃねえなあ。ああいう画面を見ていると目がシパシパしてくるんだ』

　ぱたぱたという小さな足音が近づいてきた。

　次に飛び込んできたのは家族じゃなくて、旅の途中で宿を借りに来た妖怪達たちらしい。小さな子供みたいなのはおんぶお化け、真っ赤な顔の大男は……何だ？　角がないから鬼じゃなさそうだけど。

『忍しのぶちゃん！　ここに来れば妖怪スタンプもらえるって話を聞いてやってきた。スタンプちょうだい！　もしくはおんぶしてー！』

『うふふ。妖怪スタンプはメジャーの証あかしと小耳に挟んでな』

　妖怪スタンプ？？？

　俺は首を傾かしげるが、幼い『忍』の方は合点がいったらしい。直径五センチくらいの真ん丸の判子を取ってくると、妖怪達の手の甲にぺたんと捺おしていく。

『これでお前はもうトモダチな』

『ステキー！　忍ちゃんおんぶしてー!!』

『お前もトモダチ妖怪』

『うふふ。これがアプリから始まって映画化まで果たしたといわれるあの妖怪スタンプか……』

　ああ、子供向けのテレビ番組だか雑誌の付録だか、そんなのだったっけ。いわゆる『妖怪モノ』としては珍しい事に、誰だれも死なないし何もやっつけない、ただトモダチ妖怪を捕ほ獲かくして数を増やしていく、とかいう内容だったような……あんまり細部まで覚えてねえけど……。

『むむ、何で忍ちゃんはハッピを着ているの？　お祭りでもあるのかなー？』

『これは陣じん内ない酒造の漢おとこの証な訳！』

　ぐるんぐるん回りながらそんな風に言う『忍』。

　なるほど、それでハッピだったのか。

『おんぶお化けって何するヤツなの？』

『おんぶをせがむの！　オバリヨン!!』

『柿男って？？？』

『うふふ、タンタンコロリンのお仲間と思っていただければ問題なし。詳細は忍ちゃんにはまだ早いわよ？　あっ、隼はやぶさだ!!』

『はやぶさー！　おんぶしろー!!』

　どたどたどたーっ!!　という盛大な足音と共に妖怪達が去っていった。廊下の方から『うわあ変態ども近づくなー!?』とかいう叫び声が聞こえてきたが、はて一体何が起こっているのやら。

　と、居間では幼い渚なぎさがほっぺたを膨ふくらませていた。

『むー』

『渚どうしたんだ？』

『忍しのぶちゃん！　私にもスタンプ捺おして！』

『何を言っているんだ？　これは妖怪スタンプだから、人間の渚には捺せないよ？』

『むうー！』

　ぷんすか怒っている渚だったが、そこで彼女の飼い犬である巨大なセントバーナードがとてとてと居間に入ってきた。一回だけ大きく、わんっ！　と鳴き声を発する。

　渚は大型犬の首に下げてある小さな樽たるの中からお子様ケータイを取り出すと、

『あっ、もうこんな時間……。お昼が近いから一度帰らないと』

『ん、じゃあ渚を送ってくるぞ。できる男は女の子を送り届けるって兄ちゃんが言ってた！』

『座ざ敷しき童わらしよお、お前どう思う？』

『私達たちの知らないところでクサい台詞せりふ吐いて格好つけるから、柿男なんぞに襲しゆう撃げきされるのよ』

　そんな訳で、『忍』と渚とセントバーナードは玄関へ。

　こうしていると忘れそうになるが、もうすぐにでも『油取りの事件』は始まるはずだ。いつどこでどんな展開になるか分からねえ以上、俺もついていくしかねえか。

　田舎の農道は大体、俺がいつも見てきた景色と変化はない。ただ……いつもより妖怪の数がちょっと多いかな。

『忍』達が田んぼのど真ん中にある十字路に差し掛かった時だった。

『ぬりかべでーす』

『わひゃあ!?　し、し、忍ちゃーん！』

『大丈夫だ渚、こいつは嚙かまない』

　狭い農道を丸ごと遮るように、三つ目の馬鹿デカい犬が寝そべってしまった。サイズはちょっとしたマイクロバスくらいあるので、完全に道は塞がれてしまう。

『作業のバンが通るまでちょっと待っててねー』

『こ、この子、悪い子じゃないのかなあ……？』

『とりあえず妖怪スタンプ捺しておこう』

『……、もうおうちに帰ったらお芋をもらおう。人間スタンプ作るんだ……』

　そうこうしている内に十字路を車が通り過ぎていき、馬鹿デカい三つ目の犬も空気に溶けるように消えてしまった。踏ふみ切りみたいな妖怪だな。

　渚の家は水田が広がる一角ではなく、村の外周である山の麓ふもとの方にあった。牛や鶏にわとりの鳴き声が響ひびいている。……極めて小規模ながら、超高ブランドを確立させる事に成功したマイクロ牧場、だったっけか。確か、ストレスゼロの鶏が産んだ卵が一つ一万円で取引されていたような……？

　ちなみに、ここの食肉加工場でうっかり親の仕事を目もく撃げきしてしまった事で渚なぎさの頭のネジが半回転ほど緩ゆるみ、のちに世界三大ヤンデレの惨殺技術を開花させるきっかけの一つになるとは、まだ誰だれも予測できていなかったんだろうなあ（泣）。

『じゃあね、忍しのぶちゃん。お昼食べたらまた遊ぼうね』

『ん、約束な！』

『寄り道しちゃ駄目だよ、ちゃんとまっすぐ帰るんだよ？』

『ん、任せておいて！』

『……し、心配だなあ。やっぱり私もついていった方が良いんじゃないのかなあ』

　そんな事になったら無限ループの始まりなので、ひとまず渚とはお別れ。『忍』は『忍』で、一人ぱたぱたと帰路に就く。

　……んだけど。

『どうした河童かつぱ！　道で干からびているけども!?』

『う、うう。頭のお皿が乾いてしまったのです。お水を、お水をいただけませんか……？』

『水筒にはシュワシュワしかないよ』

『はっ、弾はじけるう!?　おぶっ、おふはあっ、何この新感覚ーっ!?』

　河童にスタンプ。

『ふははー！　俺様は土つち蜘ぐ蛛もサマだー!!　えっへん、まつろわないぞ!!』

『あれー？　蜘蛛なのに女の子の格好してる』

『俺様は有能な不良だからな。十二単ひとえの美女にも化けられるのだー！』

『蜘蛛ってどうやって寝てるの？　ハンモック？　作って欲しい!!』

『やっ、やめてー！　そこ引っ張っても糸は出ないからー!!』

　土蜘蛛にスタンプ。

『くふふ、吾わが輩はいはのっぺらぼうだ！　どうだー、怖いだろう!!』

『体の特徴とか、そういうので怖がるのは駄目なんだよ』

『えっ、あ!?　言っている事は正しい、だけどそれじゃあ吾輩の存在意義は……!?』

『とにかくお前もトモダチな』

　のっぺらぼうにスタンプ。

　とっ、とにかく三歩歩けば目的を忘れるガキだなこいつ……!!　道の途中で妖怪に遭遇するたびにあっちこっち逸それていくし、その内かやぶき屋根のお屋や敷しきがある方とは全然違う道を歩いているし……!!

『あっ！　そういえばあいつにもスタンプするの忘れてた！　早くスタンプに行かなくちゃ！』

「冗談だろ、山の中に入っていくぞあのガキ……!?」

　自分の事なのに、見ているこっちがハラハラしてくる。とはいえ、『物理的に干渉できるのは一度きり』なので、こんな所で無駄遣いする訳にもいかねえ。

　ザクザクと山道を進んでいく『忍しのぶ』の後についていくと、そう高くもない、せいぜい三、四〇メートルくらい上がったところに、ちょっとした高台があった。ハイテクな果樹園って感じでもねえ、雑草が乱雑に生い茂っているだけの平たい地面は、ひょっとすると小さな神社や祠ほこらなんかのためにスペースを割り振っていたのかもしれねえな。

　そして。

『おーい！　遊びに来たぞ、お前にも妖怪スタンプ捺おしてやる!!』

　ざわざわと、頭上を取り囲む木々が緩ゆるやかな風を受けて音を立てていた。

　雑草だらけの高台の奥には、ボロボロに朽ちた真っ黒な小屋が一つだけ残っていた。

　その裏から。

　物陰から体を晒さらすような格好で。のそりと、『それ』は顔を出す。




　口元を除く顔全体を覆おおい尽くす、一つ目の紋様が描かれた大きな笠かさ。

　農夫のような着物に、足元を覆う脚きや絆はん。

　皺しわだらけというよりも、もはや木の枝やミイラにも近い手足。

　総じて言えば……油取り。

　最大最悪の致命誘発体。子殺しにおいては右に出る者のいない妖怪。




「……ッッッ!!!???」

　どうして、ここに？

　こいつはある日突然インテリビレッジ納のう骨こつ村むらへふらりとやってきて、様々な事件を起こして、そんな中で幼い『忍』が巻き込まれた。そういう構造じゃねえのか？

　ひたり、と油取りはゆっくりと歩いてくる。

　その大きな笠で素顔を、表情を覆い隠したまま、静かに『忍』の元へと迫る。

　ただ現れ、ただ攫さらい、ただ殺す。人知れず子供を連れ去っては内臓を取り出し、魚焼きの串に突き刺して火で炙あぶる。そうやって搾り出した『人の子の油を取る妖怪』……だから油取り。しかし採取した油を使って何をするのかも定まっておらず、故に何の教訓もない妖怪。『暗くなる前に帰ろう』とか『親の言う事を聞こう』とか、そんな話に繫つながらない、ただの恐怖。

　にじり寄る。

　近づく。

　三メートル、二メートル、一メートル。

「……どうする？」

　単なる恐怖心とも違う、もっとねっとりとした嫌悪感に包まれながら、思う。もうなのか。ここが『たった一度の、強制的に介入するべき場面』なのか。迷っている時間はない。ここで失敗すれば座ざ敷しき童わらしは『三九式』とかいう訳の分からねえ力を使っちまう。あれを節約させ、現在の俺達たちが巻き込まれている青あお行灯あんどんの件で使わせるためには、絶対にしくじる訳にはいかねえんだ。たった一度のチャンスを正確に使うしかねえんだ。

「どうする!?」

　そう思っていた。

　直後。

『……ここに来てはいけないと言っただろう？』

　大きな笠かさで顔を隠したまま、そいつは確かに言った。

　俺の知っている、ただ子供の内臓を貪るためだけに暴れ回る怪物とは、全く似つかわしくない声で。

『私はとても怖い妖怪で、いずれ必ずあなた様に害をなす存在となるのだから』

　それは、深い知性を感じさせる男の声だった。

　苦悩と葛かつ藤とうの滲にじみ出た、情感に満ちた声だった。

『そんな事ないぞ』

　そして。

『大丈夫だ！　俺だったらどんな妖怪とだって、どんな致命誘発体とだって、絶対に仲良くなれるから！　俺はお前にスタンプを捺おしに来たし、お前は俺を心配してくれた。それはもうトモダチって事だ。だから俺もお前も全然心配ないぞ、大丈夫なんだ!!』

『……、』

『手を貸せ、油取り』

『何を』

『良いから貸せ！　妖怪スタンプを捺してやるから！』

　どこかうろたえている油取りの手を強引にとって、『忍しのぶ』はその甲にぺたんとオモチャのようなスタンプを捺していく。

『これでお前はトモダチ妖怪だ』

　満面の笑みだった。

『忍』は、過去の俺は、一〇年前の納のう骨こつ村むらで、確かにこう言ったんだ。




『だからもう哀かなしい事は言うな。俺とお前は、立派な仲良しなんだからな!!』




　　　　　２




　あれ？　と思った。

　俺は、今、一体何を目もく撃げきしたんだ？

　本当に正しい過去ではこんなやり取りをしていたのか？




　　　　　３




　結局それ以上は何もなく、かやぶき屋根のお屋や敷しきで渚なぎさと遊ぶ『忍しのぶ』が油取りと関わる事はなかった。屋敷には色んな妖怪が勝手に上り込んで来ていたけど、『過去の事件』と密接に関わりそうな案件が発生する事もない。

『分かるぞ、ゼリーは透明なのがカッコイイ！』

『違うよ忍ちゃん、ゼリーはぷるぷるなのがカワイイんだよ』

　二人しておやつと格かく闘とうしていると、いつしか話題はおやつのストック分として袋に書き込む名前の事に移っていく。

『見て渚。俺は漢字で名前が書けるの』

『わ、私だってできるもん。春から学校に行くんだから、ひらがなは恥ずかしいよね』

『ヤイバの下にココロな訳！　ずびし!!　でも姉ちゃんのは難しいな、斜めの線がいっぱいある。何であんな面倒な名前になったんだろう？』

『それはね。生まれてくるあなたが女の子だった場合に用意されていた名前が余っていたから、拝借させてもらったのよ』

　夕暮れになって渚と別れると、『忍』がにわかに騒さわぎ始めた。

『姉ちゃん、姉ちゃーん!!』

『どうしたの、忍？』

『オモチャ箱が閉まらないぞ。さっきまできちんと全部収まっていたのに、何でかオモチャが全部入らないの。これはきっと悪い魔ま法ほうだ、もうどうにもならない！』

『忍。お姉ちゃんと一緒に、一つ一つ順番に考えていきましょう？』

　そんな訳で、ちょっとしたパズルゲーム感覚で限られたオモチャ箱の中にゴムボールやミニカーを詰め込んでいく事に。

　……まだこの頃は面倒見が良かったんだな。どうしてああなったグータラ妖怪。

　作業が全部終わると、夕ご飯の時間になったらしい。

　料理の皿が並べられると、口をへの字にした『忍』は母ちゃんに向けてこんな風に切り出す。

『おとなはきたない』

『えっ!?　な、何をいきなり……』

『俺だけ牡か蠣きを食べさせてくれない。みんなして一番美お味いしそうなのを食べてるのに』

『ああー……でもほら、生牡蠣は小さな子に食べさせるの危ないから』

『大人はそればっかり！　金色のシュワシュワを飲めないのは分かる、でもコーヒーも紅茶もダメなんてやっぱりおかしいよ。みんな大人の味って取り上げてー！』

『駄目よー忍しのぶ、カフェインもできれば控えないと』

『むむうー……。ねえちゃーん!!』

　手足をぶんぶん振り回す『忍』に召喚された座ざ敷しき童わらしは、話を聞くとそっと息を吐いてこう言った。

『そうね、大人はやっぱり汚いね。向こうの仏間でお姉ちゃんと一緒にカキフライを食べましょう？』

『あっ、汚ねえ！　説明抜きでまんま忍に取り入る、だと!?』

『あのちゅるんをやりたいの。ちゅるーん!!』

　文句ばかりの『忍』だったが、お腹がいっぱいになれば感情値は幸福で満たされるらしい。畳の上に伸びて自分の腹をぽんぽんしながら、こんな事を言っていた。

『今日は母ちゃんとお風呂に入ります』

『あららー。まあ別に構わないけど』

『父ちゃんも一緒です』

『ヴえ!?』

『……そのリアクションは何なんだ？　父ちゃん一緒だと嫌なのか？？？』

『い、いや、旦那と一緒に入浴ってのはやぶさかじゃないんだけど、そこに幼い忍が挟まっちゃうのはなあー。なんていうか、あらゆる煩悩を滅却せねばなるまいっていうか……』

　すると、『忍』はガーン!!　と何な故ぜかショックを受けたような顔で、

『俺が駄目だったの!?　母ちゃんは俺が嫌いと見た!!』

『はァー!?　い、いや違うわよ忍！　決してそういう訳では……!!』

『言い訳無用！　今日はもう爺じいちゃんとお風呂に入ります!!　母ちゃんはまた明日！』

『んー？　構わねえけど、爺ちゃんの風呂は熱あっついぞー？』

『婆ばあちゃんも一緒です』

『うヴふえ!?』

『ガガーン!!　かっ、かくなる上は姉ちゃんとお風呂です!!』

『まったく、たかだかお風呂の一つ二つで良い大人が何をドタバタしているんだか……』

『兄ちゃんも一緒です』

『絶対にノー』

　ガガガーン!!　と、ついに涙目になった『忍』が、居間を飛び出して妖怪達たちの集まる仏間の方へと突っ込んでいく。

『うわーん!!　九尾ー！　葛の葉ー!!　みんながひどいぞ、俺を一人だけ仲間外れにするんだぞ！　一緒にお風呂に入ってー!!』

『ほほほ。まったくしようのない甘えん坊じゃのう。どれ、この九尾がお相手つかまつるとしようか』

『これ野や狐こ、よその家の子を甘やかすものではありませんよ。この葛の葉、心を鬼にして徹てつ底てい的てきに躾しつけさせていただきます！』

　そして風呂場に向かっていく一人と二匹の獣けもの。

　九尾っつっても日本の殺生石とは関係ない種族かな？　元ネタの中国じゃあ縁えん起ぎ物ものらしいし。でも葛の葉は個体名だし、やっぱり『あの』葛の葉なのかなあ……？

　脱衣所の扉を開け放ち、そして閉める直前、涙目で『忍しのぶ』はこんな事を叫んでいた。

『みんな仲良くな!!』

　ピシャリ!!

　……などという事もあったが、格別、血ち腥なまぐさい事件と関わりがあるようなものは何も出てこない。

　具体的に何月何日何時何分が危険なのか、事前に分からねえってのも問題だよな。まあ、このまんま何も起きずに一年二年が経過する、とは流石さすがに思ってねえけど。

　これについては、時計の針が午後一一時を回って、屋や敷しきの明かりが全部落ちて、家人がみんな寝静まってしまうとより顕けん著ちよになってきた。平たく言うと、

「なーんにもやる事がねえ……」

　このタイムトラベルは幽体離り脱だつに近いもので、壁かべや扉はすり抜けられるし、人の目に触れる事もないし、生理現象に悩まされる事もねえらしい。つまり、眠気はやってこない。『視点は一つ』で『巻き戻せない』事を考えると便利な機能に聞こえるけど……事態が全く動かない場合はとにかく暇だ。

　途中、何度か『忍』の部屋の襖ふすまをすり抜けて様子を見てみたけど、左右に馬鹿デカい狐きつねを抱きしめたままぐーすか寝ているだけだし。

『むにゃむにゃ……しっぽが、もふもふ……』

『くふふう！　……こ、こにょようにゃ屈辱、我は決ひて忘れにゅじょう……』

　これを眺めて、何か重大な情報が出てくるとはとても思えん。

「……一度、情報をまとめてみるか」

　正直、それくらいしかやる事がねえ。とはいえ、まだ整理が必要なほど有象無象の情報で埋め尽くされている、って訳でもねえんだけどさ。

　どうやら過去の世界で、油取りはふらりと現れた訳じゃないらしい。山中のボロボロの小屋に居を構え、何かをしている。

　そして、俺は油取りと顔見知りだった。

　油取りは問答無用で俺を殺害しようとしている訳じゃなくて、『ここには来るな』と警告していた。しかし同時に、自分が危険な致命誘発体である事も自覚していた。

　……導き出される答えは、『子供を死なせたくない』か。いや、あの小屋の中をまだ調べていない。見られたくないものがあるから遠ざけようとしている、それは『見られては困る』邪よこしまな何かである可能性も否定できねえ、か。

「そうだな」

　ここで待っていても、『忍しのぶ』が動くとは思えねえし。

　今は『忍』の傍そばを離はなれ、あの山中にもう一度出かけてみるのも悪くはねえかも。何しろ、こっちはいつどこでどんな事件が起こるのかも予測がつかねえ状態だ。危険度が低い内に、できるだけ多くの情報を仕入れておいた方が、のちのち楽ができるに決まっている。

　そうと決まれば話は早かった。

　よほど暇で暇で刺激に飢えていたのか、あるいは幽体離り脱だつに近い『安全地帯』のおかげなのか。深夜の山中、それも油取りなんて最悪の致命誘発体が待つ暗くら闇やみへ出かける事への忌き避ひ感情はほとんど消え失うせていた。

　かやぶき屋根の屋や敷しきを離れ、農道に沿って進む。

　インテリビレッジの夜は暗い。結局、農作物の大半は光合成をする……つまり光の影えい響きようを受けるから、あまり無意味に明かりを照らしまくるのは良くないって話らしい。もちろん通行人の安全も考こう慮りよしなくちゃならねえから、自動ドアみてえなセンサーをつけた外灯をあちこちに立てて、人や車の通るトコだけ点灯するようにしているのもあるみてえだけど、そういうのは幽体離脱状態の俺には全く反応を示さない。

　墨で埋め尽くしたような深夜の村は、無数の星の絨じゆう毯たんと、闇を射抜くような月明かりで満ちていた。

　山の中に入ると、これに若干の肌寒さと湿り気が忍び寄ってくる。

　例の高台まで足を運ぶ。

　風のない山は、木々の枝が揺れる音さえ存在しない。三月下旬、まだ虫が目を覚ますには早いためか、そうした鳴き声もなかった。耳が痛くなるような静寂。だからなのか。囁ささやくようなその声は、俺の耳にもはっきりと聞こえてきた。

『本当に、これで全て上う手まくいくのだな……？』

『九年だ。私の算出した結果によれば、九年で条件は満たされる。それで解放されるよ』

『しかし見られた、あの少年に。私はもっと確実な安心が欲しい』

『カエシガミ、って言っただろう。大丈夫さ、今まで我慢してこられたんだ。期限まであと一週間。あなたは無事に耐えられる』

　……何だ？　何を言ってやがる？？？

　しわがれた老人の声は、おそらく油取り。でも、もう片方の若い男は？　あの少年、ってのは幼い『忍』の事だろうけど、他については見えてこねえ。九年、解放、我慢、期限、確実、安心……そしてカエシガミ。ここで何をしているかは知らねえが、どうにも穏おん便びんな匂いはしてこねえんだよな……。

　と、思っていた時だった。

　唐突に、真後ろから。今度は若い女の声がこんな風に響ひびき渡った。




『ちょっと。どうなっているんだい、客人まろうどがいるじゃない』




　その大きな声よりも、視線が一斉に集中した事で俺の心臓は跳ね上がっていた。

　声の主……若い女の方へ話題が集まっているんじゃねえ。

　明らかに、『俺』を認識している、だと!?

『んー？　お初はつさん、どの辺に』

『ここよ。今、あたしがすり寄っている辺り』

『と、言われても、私達たちには何にも見えないんだけどねえ……』

　俺は、ゆっくりと目を落とした。

　ちょうど右足のスネの辺りに、頰ほおを擦こすりつけている小型犬がいる。

　すね、こすり？

　いや、似ているけど、菱ひし神がみ舞まいといつも一緒にいるヤツとは違う。しゃべり方が女っぽいし、首にはスカーフ、右耳の辺りにリボンみたいな飾りをつけている。

　そこで、油取りと話していた若い男が、どことも知れぬ場所へ声を放った。

『樒しきみさーん!!　あなたの方で何か見えるかい？』

『知らん』

　驚おどろくべき事に、その声は真上から響いた。

　頭上を覆おおう樹木のトンネル。その枝の一本に腰掛けるように、着物の少女が腰掛けている。帯の代わりに太い注し連め縄なわを腰に巻き、長い髪を真っ白に色抜きした、奇き麗れいだけど不気味な少女だ。その髪は結わえ方によって、まるで得体のしれない巨花みたいになっている。意外と胸はあるな。ぷらぷら揺れる脚は裸足はだしで、柔らかそうな指や足の裏が見える。華きや奢しやで可か憐れんな見た目と裏腹に剛ごう毅きな気質が仕草ににじんでいて、腕は袖を通さず襟えりの方から出して引っかけていた。

『わしの専門は「戦いくさ」じゃ、ちまちました情報収集だの事前工作だのは性に合わんよ』

『ははあ。菱神筋の始祖でさえ分からない事を、私に分かる訳がないじゃないか』

　菱神筋の始祖。

　樒。

　ドッ、と。訳も分からずに全身から嫌な汗が噴ふき出すような感じがした。幽体離り脱だつに近い状態の俺に、本当にそんな事ができるかは知らねえけど。

『下を見て、できない者を見て喜ぶんじゃないよ、みっともない。これから人の親になるんだから、ちょっとは自堕落な考えを改めなさい』

『お初さん、客人は今もそこにいるの？』

『ああ。妖怪なら「何となく」分かるようね。感度や精度は種族に依存するようだが』

『ふうん』

　と、若い男の声が楽しそうに呟つぶやいた直後だった。

　月明かりが一段強くなったような気がした。あるいは、雲でも晴れたのか。

　そして。

　油取り、菱ひし神がみ樒しきみ、すねこすりのお初はつ、そうしたまともじゃない連中に取り囲まれた礼服の男。それも成金趣しゆ味みが七五三みたいに服に着られているんじゃなくて、まるでそういう肖像画からそのまんま飛び出してきたかのように馴な染じんでいる。旧華族とか何とか、そういう言葉が自然と浮かんじまうくらいに。腰まである艶つややかな黒髪は先端の所で縛しばり、端正な顔立ちは古風な片眼鏡で彩られている。そのせいかと思ったけど……いや。こいつ、左右の目の色が違うのか。そしてヤツらは、ひたりとこちらの顔を正確に見据えていた。見えていない、と言う割に、俺の意識の中心を直接突き刺すようなその眼まな差ざしで。

『初めまして、客人まろうどさん』

　心拍数が上がる。喉が干上がるような錯さつ覚かくを感じる。幽体離り脱だつに近い状態で、過去の誰だれからも攻こう撃げきを受ける事はない。そんな大前提をひっくり返され、いきなり猛もう獣じゆうの檻おりへ放り込まれたような気分。

　そんなこちらの心情など気にも留めず、そいつは確かにこう言ったんだ。

[image: ]

『私は呪いと書いてマジナと読む。ああ、ファーストネームで呼んでくれて構わないよ。まあちょっとした事情で、ファミリーネームは伝家の宝刀みたいな扱いになっててね』

　あるいは。

　油取りなんて名前より、よっぽど巨大な爆ばく弾だんを投下するように。

　礼服の胸元にある家紋を親指で示しながら、




『いわゆる百鬼夜行のリーダーというヤツだ。詳しい方式は知らないが、そんなものを頼たよっている時点で、こっちの狭い業界に片足を突っ込んでいるんだろう？　なら、私達たちの名前も聞いた事があるんじゃないかな』




　　　　　４




　過去にやってきてから、二日目。

　幼い『忍しのぶ』は早朝から玄関で揉もめていた。

『やー!!』

『ほら忍、放してあげないとウブも困っているでしょう？　彼らは旅の宿を借りに来ているのだから、忍が捕まえたままだと先へ進めないのよ』

　やんわり言う座ざ敷しき童わらしだが、『忍』は妖怪に抱き着いたまま首をぶんぶん横に振る。

　いや、その妖怪なんだけど。

　なんか、これ、全長二メートル超えてないか、この蜘く蛛も……？

『そんな事ないぞ！　ウブはまだまだ子供だもの!!　おぎゃーとばぶーしか言えない!!』

『まあ、間引きや死産の集合体らしいからね』

『赤ちゃんなら外に放り出せないでしょ！』

『でも私と一緒で、軽く一〇〇年単位で存在しているとは思うけれど。ほら忍、放してあげなさい』

『ううー……むちゅー!!』

　あっ!?

　ふぁ、ファーストキスなんて、所詮親だの親戚だのがやっちまったもんだと思っていたが、まさか、これ、俺、まさか、虫系……!?

　しかし当然、『忍』はこっちの衝しよう撃げきなんぞに気づいている様子もなく、例の妖怪スタンプを取り出しながら涙目で言う。

『良いかウブ、俺達はもうトモダチだ。困った事があったらすぐに来るんだよ。いつでも待っているからな！』

　そんな諸もろ々もろの哀かなしいやり取りを経て、時間は進む。

　幼い『忍しのぶ』と渚なぎさが広い庭で遊んでいると、今日は他にも人間のお客さんがやってきた。

『はーやーぶーさーくーん』

　長い黒髪をかんざしでまとめ、春休みだというのに納のう骨こつ高校の冬服を纏まとったグラマラスな女子高生。……でも、誰だれだったっけ。叔父さんの知り合いっていうのは分かっているんだけど……。

　ちなみに玄関の戸を開けた叔父さんはうんざりムードだった。

『どうした美人生徒会長。何でそんなガキっぽい導入を……？』

『うふふ、庭先で忍君と渚ちゃんが遊んでいるのを見たら久しぶりにな。あれ良いなあ、彼らと一緒にバドミントンやりたいなあ！　なあなあ、隼はやぶさ君からもお願いしてみてくれないか？』

　が。

『知らない女の人怖いぞ』

『ガーン！　しらっ……!?』

『あっ、忍ちゃんのおじさん、お、お邪じや魔ましています』

『ガガーン!!　おじっ!!!???』

　二人してショック受けているし。

　特に生徒会長の方は一発で涙目になっているし。

『し、知らないって事はないんだぞ？　私達たちは、ほら、川遊びでは手を取り合ってバタ足を教えてあげ、お祭りでは一緒に浴衣姿で手を繫つなぎ、運動会では借り物競争で一等賞を取った仲なのに！　「これがあれば死ねる」というお題目に対して私は君を選んで小脇に抱えて独走状態だったというのに……!!』

『んー……？？？』

『忘れているな、その顔は完全に忘れているな!!　ふっ、だが私は過ぎてしまった事に拘泥するような小さい女ではない。今日ここで親睦を深めてやるぞおーっ!!』

　……ごめんなさい美人さん、一〇年後の今もアンタの事は良く分かりません。あと、当校自慢の美人生徒会長とやらがブルマ姿で五、六歳の男の子を抱えて校庭を爆ばく走そうする光景って、もう絵面がカオス過ぎて想像が追い着かねえよ……。

　なし崩し的に高校生二人もラケットを携え、『忍』側には『先せん輩ぱい』、渚側には叔父さんとチームに加わる形でダブルス制を導入する事に。

『この人は美人過ぎて怖いな。ちかよりがたい』

『ガガーン!!　そ、それってどうすれば良いんだ？　もちろん君と仲良くなれるのならば、ケーキをドカ食いして今すぐ激太りする覚悟もあるが……!!』

『先輩』

　基本的にちびっこ組を引き立たせる事を念頭に置いているためか、高校生組はとにかく気長にラリーを繫げながら、こんな風に世間話を始めていた。

『ところで隼はやぶさ君、例の問題がワンランク上がったよ。いや、確信はないんだけどね。何となくの空気っていうか、ニュアンスの棘とげみたいな話』

『ああ、下っ端については動向を把握していますんで、じきに狩ります。ただ、先せん輩ぱいも一応ＧＰＳとかブザー機能とかは確認しといてくださいね』

『隼君も大変だよねえ。ま、これも陣じん内ない酒造の業ってヤツかもしれないけどさ』

『笑い事じゃないですよ、まったく。そりゃあ、今さら光り物が出てきたくらいで驚おどろくような奇き麗れいな体でもないですけども』

　？？？

　意味が分からずに首をひねっているのは、俺だけじゃなかったみてえだ。

　高校生達たちにアシストしてもらってバシバシスマッシュを決めている『忍しのぶ』と渚なぎさの二人も不思議そうな顔をしている。

『ヒカリモノって何だ？』

『忍ちゃん、お寿す司しのお話だよ。銀色に光るお魚の事をそう呼んでいた気がするもの』

『じゃあ今日はお寿司なのか？　そんなの楽しみ過ぎる!!』

　でもって。

　お昼ご飯に出てきたミートソースのパスタを見て、『忍』は完全に死んだ目で言い放った。

『……なっとくがいかない……』

『えっ！　私の料理飽きられてる……!?』

　ドーン!!　と一人追い詰められている母ちゃんを放ったらかしにして、口の周りをトマト系で真っ赤にしながら『忍』は薄うす型がたテレビの画面へ目をやっていた。ニュース番組のスポーツコーナーみたいだけど、三月下旬だからサッカーも野球も本格的に動いている様子はない。どっちかと言うとイベント紹介みたいなニュアンスの方が近かった。

『ほれ見てみろ忍、爺じいちゃん達が作った酒がテレビに映ってるぞ。優勝記念ってヤツだ』

『あのお相撲さんが持っている瓶？』

『春場所の祝いっつったら陣内酒造が定番でよ。他にも、ほれ、あの野球選手達がカメラの前で鏡割りやってんのもうちの酒だ。春キャンプの最後に「陣内」で景気づけられなかった球団は成績がガタ落ちする、なーんておかしなジンクスまで出回ってるくらいなんだぜ？』

『はー……爺ちゃん達すごいのなー』

　あんまり使い方の分かっていないフォークを無駄にくるくる空回りさせながら『忍』が言う。……うん、家業を継がせるって大変なんだなあって感想しか出てこない。特注の小さなハッピも（もちろん単純に親バカの部分もあるんだろうけど）そういう職業意識を育む意味合いがあったんだろうし。『忍』は一人息子なんだし、いきなりロックスターになりたいなんて言い出したら大問題だわな。

　お昼ご飯を食べ終えると、口周りをティッシュで拭った『忍』が座ざ敷しき童わらしにじゃれ付き始めた。

『姉ちゃん、こっち見てー』

『忍しのぶ、どうしたの？』

『見てー』

　畳の上でお腹なかを上にしたまま身をくねらせていた忍だったが、座ざ敷しき童わらしが近づいてくると、その足にしがみついた。

　いいや……？

『木登りすると怒られる』

『まあ危ないし、古木も傷めてしまうからね』

『だから姉ちゃんに登ります。姉ちゃん登り！』

　そんなこんなでよじよじと食後の運動開始。

　でもって午後になると、再びセントバーナードを連れて渚なぎさが遊びに来た。

『し、忍ちゃん、コレナーニの杖つえ持ってきたよ』

『コレナーニの杖って何だ？』

『お父さんに買ってもらったの。何に使うか分からないものはね、コレナーニの杖を振ると答えを教えてくれるんだって。こ、これなーに!!』

　電子辞書の亜種かな？？？　と、渚がＣＣＤカメラと画像認識システムを組んだオモチャを傍らのセントバーナードに突き付ける。

　ぴろりろりん、という電子音の後に、女性の合成音声が発せられた。

『地獄の番人、メロン二つ分、わっしょい』

『……、』

『……、』

　ウェブサイトのバカ翻ほん訳やくを目の当たりにしたような顔で、『忍』と渚の二人はコレナーニの杖を玄関の靴箱の上へ置いてしまった。

『そんな事より犬で遊ぶよ！　ボールとフライングディスクってどっちが良いんだ？』

『忍ちゃん。この子、どっちも投げろって言ってるよ』

　わんわん！　とセントバーナードは尻尾を左右に振って全力のウェルカム態勢を示していた。広い庭の中を疾走する犬を眺めていると、赤い浴衣の座敷童が縁えん側がわから庭の裏手に回ろうとしているところに遭遇する。

「？」

　過去の真実を追っている側からすれば、『何も変化がない場面を眺めている事』ほど気が焦るものはない。とりあえず拾える情報は全部拾ってみようと、俺は座敷童の後を追ってみた。

　いきなり爆ばく弾だんが待っていた。

　そちらでは、屋敷の外がい壁へきに背中を預けて腕を組んでいる、百鬼夜行の呪まじなとかいうヤツが立っていたんだ。

「───ッッッ!!!???」

『何をしに来たのかしら』

『経過観察』

　硬い声の座ざ敷しき童わらしに、呪まじなは片眼鏡の縁ふちを指でなぞりながらあっけらかんとした声で答えていた。

『怖い顔しないでよ。正直、そっちだって体内に収めている「三九式」については不安を覚えているだろう？　未完成、不完全なまま大昔に逃亡して、そこから一世紀以上メンテナンスもしていないんだ。いつ壊こわれてもおかしくないし、壊れたらどうなるか誰だれにも分からない。得体のしれないレントゲンの影かげよりもよっぽど恐怖を煽あおる異物だと思うけどね』

『今のあなた達たちにどうこうできる代物でもないでしょう？』

『もちろん。私達にとっても「三九式」はブラックボックスだ。複製も新造もできない。でも、だからこそ安心して欲しいんだけどね。今の百鬼夜行は、あなたを無理に手に入れてもテクノロジーを奪取できない。よって、やる意味がない。利害がないのは平和の証あかしだよ。ほら、テーマパークで私と握手！』

　冗談のように握手を求める呪の手は、ただ空を切っていた。

　面白くない顔を崩さない座敷童に、呪は宙に浮いた手をひらひらと振って、

『信じられないかい？』

『あなた達、というよりその先祖に何をされてきたかを考えれば』

『だよねえ』

　と、呪は呆あきれたように息を吐いていた。

　彼は礼服の胸元の……何だろう？　何かの生き物を模した家紋を親指で示しながら、

『其そはあらゆる生態系から外れた妖あやかしであり、同時に人の想像力の恐ろしさを示す印。表裏合わせて百鬼夜行なり。狭い業界じゃあ百鬼夜行はここ一〇〇年で随分と落ちぶれた、なんて言われているけどさ、違うんだよね。むしろ、一〇〇年前までが狂っていたと評価した方が正しい。私の代で何とかして本来の形を取り戻そうとしているけど、さて、どうなる事やら。政治だの軍事だの社長の椅子だのと一緒でさ、「力」ってのは魔ま性しようだ。一度手に入れちゃうとどこまでもずるずる引きずり込まれるものだからさ』

　そこで座敷童と呪の言葉が途切れた。

　表の庭の方が騒さわがしくなってきたからだ。覗のぞいてみると、みすぼらしい着物を纏まとう……何だ？　子供のようにも、老人のようにも見える小さな人影が庭先で項うな垂だれている。

『し、忍しのぶちゃん、この妖怪さん垢あか舐なめって子だよ』

『どうしてこいつはお屋敷に入っちゃいけないんだ？　シュワシュワは美お味いしいよ、ちょっと飲んでけ!!』

　ああ、垢舐めそのものは致命誘発体とかじゃなかったはずだ。普通の無害な妖怪。だけど風呂場の水垢を舐めるって性質から、飲食関係の家からは敬遠されていたはず。商品一つ一つに超高ブランドを施して商品価値を高めるインテリビレッジとしては、『不潔な印象を与える』ってのは、毒を入れられるにも等しい行いって訳だ。

『これは仕方がない。わしの性質と君の家の事情が嚙かみ合わなかっただけだ』

『んー』

『忍しのぶ』は首を傾かしげてから、

『じゃあ、お外で俺と遊ぼう？　大丈夫だ、俺ならどんな妖怪とだって仲良くなれるから！』

　と、あっさりと垢あか舐なめを仲間に引き入れてしまった。

　それだけに留とどまらない。

『し、忍ちゃーん！　こっ、ここっ、この子、貧乏神なんじゃあ……!?』

『まあまあこちらに来なさいな』

『忍ちゃん、この大きな芋虫みたいなのは何なのかなあ？　えっ、蠱こ毒どく？？？』

『何だか良く分かんないけど一緒に遊ぶよ』

　きゃいきゃいはしゃいでいる黄色い声を耳にしながら、百鬼夜行のリーダーを名乗る男はゆっくりと目を細めていた。

『除じよ霊れいだの悪あく霊りよう退散だのって言うと、神様仏様の力を借りた人間が一方的にズバァーッとやってドヤ顔決めるイメージがあるけどさ、全然違うんだよね』

『……、』

『その本質は、霊を除く、退散していただく、そういう類のものだ。忍君、だったかな。その意味では、彼のやっている事は、私達たちの観点から見ても実に正しい理想形だ。……どんなに徳の高い坊さんが暴れ回っても、名のある武将が霊刀片手に出陣しても、どうにもならない怪異はある。でも、どんな暴力も通用しない妖怪だって、親切に誠実に接する事で立ち去ってくれる逸話は多い。ほら、万人を平等に貧乏にさせる貧乏神だってさ、恐れずに仲良く迎え入れてきちんと敬ってあげると富を授けてくれる、なんて話もあるし。蠱毒もそうだったかな。どんな護符も結界も通用しない最強の呪いで、一度取りつかれると本人どころか一族郎党を破滅させてしまう。だけど、家族を想おもって自分一人が犠ぎ牲せいになろうと一息に蟲むしを吞のみ込んでしまった男は、その後何ともなく余生を送る事ができた、なんて話もあったはず』

　純粋に、羨むような声色だった。

『今の狭い業界に、あれができる術者や行ぎよう者じやはどれだけ残っているんだろうね』

　逆に言えば、己の不徳を恥じるような。

『望む力を望むだけ手に入れて、魂の階かい梯ていを上げる代わりに超常を敬う心を忘れた連中ばかり。怪物を超えた怪物になる事でしか恐怖を克服できない異形の者達ばかり。……故に、一度失速すれば地を這はう虫に喰くわれると恐怖し、ゲテモノにゲテモノを重ねて雪だるまのように膨ふくらんでいく事しかできなくなった負の業界。悪あく循じゆん環かんだよ。率直に言って、私達は力を持ち過ぎた。人類を何度でも絶滅できるほどにね。これが自分達の器からこぼれてしまう前に、風船のように業界全体が弾はじけ飛んでしまう前に、何とかして方向転換したいんだけどさ』

『過去』に広がっている当たり前の光景と、『現在』で見た血みどろの百鬼夜行。

　……俺は、知らず知らずの内に何をやっていたんだろうか。

　もしも世の中の全てがあれくらいシンプルだったら、凶暴な妖怪を前にしても、あんなグチャグチャの結末を迎えずに済んだかもしれねえ、っていうのか……？

『それが、この村でやっている事なのかしら？』

『あれは試金石だよ。元々は油取りが一人で挑戦していた事なんだけどね、破綻しかかっていたから私達たちが手を貸して補強した。あれは、私達にとっても有意義な試みだ。形のない理想論に具体的な輪郭を与えられる。撃げき滅めつ派はへのプレゼンテーションにはもってこいだ』

　何だ？　何を言っている？？？

　油取りが関わる以上は『事件の本筋』に影えい響きようありそうだけど、でも、座ざ敷しき童わらしの方も極端に阻止する構えを見せたりしねえ。いくらグータラでも、幼い子供を次々と巻き込んで殺すような計画だったらこうはいかねえ、と信じたいトコだが……。

『……カエシガミ……。本当にできると思う？』

『まさしく理想論ってヤツだよね。ま、位は全然別次元だけど、藤ふじ原わらの道みち真ざねの例もあるんだしさ。人の憎悪から始まるタタリガミと違い、こちらは悪性の妖怪から始めるカエシガミだ。あれをダウンサイジングする代わりに安定供給できる、ってなればパーフェクトなんだけど』

　と、その時だった。

　何やら人数が増えた事で『犬とボール遊び』は難しいと考えたのか、表の庭先はままごとの方へシフトしたらしい。そして車座になって話し合う集団の中から、『忍しのぶ』が手をぶんぶん振り回してこんな風に叫んだのだ。

『やっぱり姉ちゃんも呼ぼう、そっちの方が絶対に楽しいに決まってる！　ねえちゃーん!!』

　呪まじなは外がい壁へきに背を預けたまま、肩をすくめた。

　座敷童はその鼻先に人差し指を突き付け、『絶対顔出すな』と無言のサインを送ってから、物陰から出て行って『忍』や渚なぎさ達の方へと歩いていく。

　開口一番、『忍』はこう言い放った。

『じゃあ姉ちゃんは一番新しい家族だから赤ちゃんな』

『ヴえっ!?』

『忍ちゃん。この妖怪さんには合わないと思うよ……？』

『いつも通りじゃごっこ遊びにならないでしょ！　全然違うから面白い!!』

『し、忍ちゃーん。うーん、犬がお父さんの座に収まっている時点で不安だったんだけど……』

　うん？　さあどう出る。

　思わず百鬼夜行のリーダーと一緒に庭先へ注目してしまう。

　さあ座敷童、お前は六歳児からのリクエストにどう返答する……!?




『おぎゃあ！　おぎゃあ!!　おぎゃあッッッ!!!!!!　ばぶー、あたちミルクが欲しい、ぱぱー、ばぶばぶ』




　いっ……。

「行ったァァァァあああああああああああああああああああああああ─────!!　バスト九八センチが贈おくる全力の赤ちゃんモード入りましたァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああァァァァァ─────!!」

『まあ、座ざ敷しき童わらしって食しよく糧りよう難なんで間引きされた幼子の集合霊れいっていう側面もあるようだし、あれはあれで本ほん懐かいなのかもしれないけどねえ』

　ビカカァ!!　と俺の両目から得体のしれない閃せん光こうが出た気がした。

　つーか、『忍しのぶ』は無邪気にオモチャの哺乳瓶を座敷童の口に差し込んでいるけど、傍そばで見ている渚なぎさは完全にドン引きしているし……!?

　あまりの光景に頭の奥の配線がスパークしかけたせいもあり、最初、俺は違和感に気づけなかった。

　そう、

「ッッッ!?　お前……こっちに、気づ、いて……!?」

　昨日の深夜では、すねこすり（女）からのまた聞きでしかなかったはずだ。なのに、呪まじなとかいうヤツは壁かべに背を預けたまま、面白そうに瞳ひとみをこちらへ向けてくる。

『一夜もあれば術法の一つくらい組み上げられるさ。その辺の半端な「パッケージ」の業者なんぞと一緒にしないでおくれ、客人まろうどさん？』

　まずい。

　まずいまずいまずい!!

　これは『歴史』ってヤツにどれくらい影えい響きようしてる？　もちろん、真実を見極めた上で『油取りの事件』を『座敷童の三九式を使わずに』解決しなくちゃいけねえ以上、どこかで歪ゆがめなくちゃならないんだけど、この短いやり取りがどこまで影えい響きようを与える？　これから一体全体どうなっちまうんだ……!?

『大丈夫だよ、歴史にだって弾性はある。許容範はん囲いとでも言うべきかな。バタフライ効果のようにあらゆる些さ細さいな事象が全体の変動に関わるとしたら、客人がそこに立っているだけで世界は際限なく崩ほう壊かいしかねない。だろう？』

「……、」

『つまりさ、「あなたの方から」過度の接触をしてこない限りは、歴史の流れは変動しない。私から語りかけた程度じゃ何も変わらない。コントローラは客人側の一つに固定されていて、無秩序に変化を生む存在が拡散される事もない。うん、安全性を考こう慮りよした丁寧な構成だね。……なんか、私達と同じ匂いがするのが解せないところもあるけれど』

　今なら、言葉が届く。

　そして油取りを中心とした『過去の真実』に、こいつは最も近い位置にいる。

『……本当は、油取りもああいう輪に混ざる事ができれば良かったんだけどね』

　と、呪まじなはそんな風に言った。

　貧乏神や蠱こ毒どくの虫まで入り乱れる、カオス極まりないままごとを眺めながら。

『生憎、あれは七人ミサキや殺生石と同じく、出会えば死ぬタイプだからね。ああやって悪業を落とす前段階での下した拵ごしらえが必要になってくる。平たく言えば、出会っても死なないようにするためにさ』

「……、」

　出会っても、死なない？

　つまり、致命誘発体を致命誘発体じゃなくするっていうのか……？

『別に珍しいものでもないよ。妖怪の中には古い神が零落したものもいるし、逆に庶民の人気が高かった狐きつねや狸たぬきが神格化される事もある。もっと位が高くなると、京の都を滅ぼそうとした怨おん霊りようが天神様に昇華した事例もある。……ただ、それを奇跡頼だのみにするんじゃなくて再現性の高い人の技術にできるかどうかは全然別次元なんだけどね』

　それが、カエシガミ。

　恐れられていた存在が神に変ずる現象。恐れられながらも敬われる存在となる事。

『カエシガミとして完成すれば、その致命誘発体は無秩序に殺す性質を完全にオフにする事ができ、また、自らの意志でオンにすれば、ただの妖怪より格段に強化される。ま、これは力の総量がブーストされているっていうより、精密制御でエネルギーのロスを減らしている、って方が正しいだろうけどね』

　確かに、怪物の牙を抜けるなら何でも良いかもしれない。

　……だけど、あんな最悪の致命誘発体相手に、あの百鬼夜行がそこまで遠えん慮りよして遠回りする理由がかえって分からねえ。だって、あいつは雪女とか猫又とは明らかに違う。徹てつ底てい的てきに子供を殺す事しか考えず、タイムトラベル『パッケージ』どころか、その先にある力を手に入れるために座ざ敷しき童わらしを体内に吸収した、怪物の中の怪物だ。

　でも。

『油取り、と聞いて悪感情ばかりが渦巻いているかな』

　と、呪は試すような口振りでそう語った。

『あなたにもあの忍しのぶ君と同じ心性があれば、違ったように見えていたかもしれないんだけどね』
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　夕暮れ。

　これ以上観察しても『忍しのぶ』側に動きはないと踏ふんだ俺は、思い切ってかやぶき屋根の屋や敷しきを離はなれて、油取りの待つあの山の高台を目指してみる事にした。

『世界四大ネットの一角、その日本支部としても知られる安あん楽らく会かい系けいですが、近く大きなイベントがあるようで、警察関係者が注目しています。これは組織としての再編・統廃合も軸とした……』

　雑草だらけの地面に木々の天蓋、そしてボロボロの黒い小屋。菱ひし神がみ樒しきみ辺りがどこかでワンセグテレビでも観みているのかもしれねえけど、こうしてぐるりと見回しても全く位置は分からなかった。

　そして、朽ち果てた小屋の前では、二人（？）の妖怪が向き合っていた。

　呪まじなと行動を共にしているすねこすり（女）のお初はつと、大きな笠かさで表情を覆おおった油取り。

　彼らはこんな風に話し合っていた。

『もしもの事が起きたら、その時は後の事を頼たのむ……』

『もしもの事なんて起きないよ。何しろうちの大将が一枚嚙かんでいるんだ』

『だが私は彼を目視してしまったのだよ。陣じん内ない忍を。ここには誰だれもやってこないはずだったのに』

『大丈夫よ。今まで、九年近くも子供を殺さずに耐え続けてきたんだろう？』

『それは子供を目視せずにいられたからだ。私は標的を捉えた事で、飢えを自覚し始めている。このままでは「封」を破って襲しゆう撃げきしてしまう可能性もゼロとは言えないのだよ。だから』

『あと一週間もない。少しずつ「封」に亀裂が入るとしても、それまでに限界を迎えなければあんたはカエシガミになれるの。もう、誰も殺さずに済ませられる。そういう話だろう？』

　……、どういう、事だ？

　あの油取りが、子供を……つまり過去の俺を殺す事を、怖がっている……？

『そもそもあんたに罪はない』

『それは通じない』

『油取りっていう妖怪を形作る根底にあるのは、子供が忽こつ然ぜんと消える恐怖……そして、それをまことしやかに語りたがる好奇心や邪な願望よ。怖い怖いと上っ面では嘯うそぶきながらも、語らずにはいられない人の心だ。怪物は怖いけど、そんな怪物がいるなら面倒な子供を消してくれるかもしれない、生まれた途端に風呂場やトイレで殺さなくても良いかもしれない。そういう、虐待だの捨て子だのを何とも思わない、胸むな糞くそ悪い親が放つ想念の塊があんたという形を作っているに過ぎないのよ。それだけを望まれて生み落とされたあんたに罪はない』

『そんな言い訳は通用しない!!』

　油取りの叫びの後に、場の空気が静まり返った。

　ざわざわと、木々のトンネルだけが枝葉を擦こすり合わせて不気味な音を鳴らしている。

『分かるんだ……』

　と、蚊の鳴くような声で、そいつは言った。

『嫌悪して嫌悪して嫌悪して……それでも結局最後には、自分をこんな風にした大人達たちの気持ちが良く分かるんだ。子供は疎ましいって、いっそ消えてくれれば良いのにって、自分以外の誰だれかがやってくれれば良いのにって、その気持ちが！　どちらが先だったかなんて関係ない。私は実際にそうなるように組み上げられた。後の時代に生じた人の親は、私という受け皿がなければこんな事は思わなかったかもしれない。卵が先か鶏にわとりが先か……もはや、もはや私という存在が人々から邪よこしまな想おもいを生み出し引きずり出しているかもしれないのだよ！』

『……、』

　そういうシステムが組み上げられた。そういう役目を負わされた。

　誰からも嫌悪される殺人鬼となる。

　たった一つの言い訳も許さず、たった一つの情状酌量も考こう慮りよせず。

　自らの邪な欲に気づかない者達の受け皿。

　ただそれだけを望まれて。

『だから、私の言葉なんて信じないでくれ。私の魂なんて信じないでくれ。私が何を喚わめこうが関係ない。あなた様が無理だと感じたら、その瞬しゆん間かんに私を殺してくれ。もうこんな役目は負いたくない。何も考えずにシステムを全うするだけの存在になんかなりたくない。あんな小さな子供を無残に殺しておきながら、眉一つ動かさない化け物になんかなりたくないのだよ……』

　油取り。

　その妖怪に対するイメージが、一八〇度裏返る光景だった。

　一瞬、間違ったパラレルワールドにでも踏ふみ込んだんじゃねえかって思っちまうくらい。

　だけど、それなら。

　……俺が今まで見てきた油取りは何だったんだ？　ここまで苦悩していた致命誘発体が、どうしてあんなにも狂った果てに立つ事になっちまったんだ……？？？

『あんたは大丈夫よ』

『……何な故ぜ言い切れる。私自身が私を信じていないと言うのに』

『それはね』

　すねこすり（女）はわずかに目を細めて、

『そんなあんたのためにやってきてくれる誰かがいるからよ』

　その視線の先を追い駆けたんだろう。油取りがこちらへ振り返った。

　いいや、違う。その目は俺の体を突き抜けている。さらに後ろを見ている。俺自身も振り返って確かめてみると、そこには小さな影かげがあった。




『忍しのぶ』。

　一〇年前にここへやってきたはずの、俺自身が。




『な……』

　油取りが言葉も繫つなげられないでいるのも構わず、『忍』は笑顔のまま叢くさむらを突っ走っていく。警戒心ゼロで近づいていく。

『たいへん、たいへん！』

　両手をぶんぶん振り回しながら『忍』は言う。

『今日の晩ご飯はハンバーグなんだって、母ちゃんがついに本気出した！　こんな大事な事はみんなに伝えないと!!　たいへん、たいへん！』

『……、』

『母ちゃんのハンバーグはすごいんだよ、上に目玉焼きが乗ってる！』

　馬鹿丸出しの号外報告。だけどそれは、仲の良い友達の間でしか交わされない内緒話のようなニュアンスを含んでいた。その輪の中に、『忍』は最悪の致命誘発体を加えていた訳だ。

　油取りは。

　しばらく、そのまま動けないようだった。

　一人静かに奥歯を嚙かみ締しめている妖怪の前で、『忍』はコロコロと動きを変える。

『そういえば、お前はまだスタンプしてなかったな』

『今はあたしに構うんじゃないよ。寂しがり屋の相手をしてやって』

『みんな一緒の方が良い！　これでお前もトモダチ妖怪だ!!』

　それは、おそらく遠い遠い世界の話。

　生まれ落ちたその時から、血みどろの妖怪には絶対に届かないと思っていた向こうの話。

『……分かるかい、お初はつとやら』

　ぽつりと、口の中で呟つぶやくように、やがて油取りはこう言った。

　消え入りそうな、その声で。

『これでもやっぱり私は、目の前の命を標的としてカテゴリする事を停止できないのだ。結局は、皆に望まれた通りにしか動けない。油取りの伝説を完かん璧ぺきに成し遂げれば成し遂げるほど、そんな邪よこしまな望みがより安直に投げ込まれる事を知っていながら……!!』

　その葛かつ藤とう。

　その苦悩。

　その絶望。

　眩まばゆいものが、救いになるとは限らない。優しいものが、癒いやしになるとは限らない。時にそれらは、自らの醜みにくさを映し出す残酷な鏡と化す。そうした痛みを受け止めて、すねこすり（女）はゆっくりと息を吐いていた。

　だけど、油取りは本当に醜いのか？

　ようは、自分をそんな風にした人間の大人達たちさえ、『彼らは悪くなかった』理由を作って背負い込もうとしているだけなんじゃねえのか。

　絶対的な死からわずか七〇センチの位置で、『忍しのぶ』は不思議そうに首を傾かしげていた。

『ん？　何の話だ？　ゲームの話？？？』

　これが、バックボーン。

　でも、ここからどんな『最悪の終わり』が待っているってんだ？

　座ざ敷しき童わらしが柄にもなく関わって、三九式とかいう訳の分からねえ力を解放して、歴史だの何だのまとめて歪ゆがめちまうような、そこまでやらなきゃ帳尻を合わせられねえ『最悪の終わり』が。
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『忍』の後をついて行って細い農道を歩き、かやぶき屋根の屋敷まで戻る。

　すると、入れ替わりで叔父さんが玄関の戸から出てくるところだった。

『兄ちゃん、どうしたんだ。お出かけ？』

『ああ、忍は家から出るなよ。暗くなったら外は怖いからな』

『ん？　今日はハンバーグだよ、みんなで食べなきゃもったいない！』

　屋敷から少し離はなれた納屋の方へ向かう叔父さんが歩くたびに、じゃらじゃらという金属音が続く。『忍』が首をひねっていると、続けて母ちゃんが玄関へ走り寄ってきた。

『あーっ！　ちょっと忍、隼はやぶさ君どこ行った!?　まだガレージから出てないよね！』

『兄ちゃんはお出かけだって。夜遊びだぞ、大人だなー』

『だっ、誰だれか止めてー！　隼君が今度こそ人を殺しちゃう前にー!!』

　ガォン！　という分かりやすいエンジン音ＳＥと共に、納屋から大型の電動ビッグスクーターが飛び出してきた。

「？」

　もう時刻は夜に差し掛かり、『忍』は屋敷の中に籠こもっちまうだろう。そうなると、油取りと接触する機会はなさそうだ。つまりここから先は『忍』の行動を追っても時間の無駄遣いになる可能性が高い。そう思った俺は、ぐるりと大きく円を描くように方向転換する叔父さんのバイクの後部座席へ飛び乗っていた。

　厳密には床や地面にも『触れている』訳じゃねえはずなんだけど、『乗る』って意識が働いた途端に俺の体が電動ビッグスクーターに張り付いた。そのまま、叔父さんは重さを感じさせない挙動でバイクを操って薄うす暗ぐらくなった農道を爆ばく走そうしていく。

　ハンドル近くのホルダーに突き刺した携帯電話からは、こんなやり取りが洩もれていた。

　片方は昼間にバドミントンをやっていた女の『先せん輩ぱい』で、もう片方のボソボソした陰気な男の声は……誰だれだ？？？

『てっきり「陣じん内ない」の関係者狙いだと忍しのぶ君辺りが危ないかなーと思っていたけど、まさか私にまで飛び火してくるとはねえ』

『う、うるさいな。僕は確実な手で行く。周りが妖怪だらけなガキを狙うより、上の隼はやぶさを狙った方が効率的だろ。ひ、人質がいればもっと安心だ……』

『ほんとにそれだけ？　実は当校自慢の美人生徒会長でも捕まえて、おこぼれに与あずかろうとしていないか。本命の隼君だけ大人達たちに預けて人質の存在は報告しなければ、さあ私の身体からだは好きにできるーだとか。ぷっくく』

『うるさいな!!　お前は黙だまって言う事に従っていれば良いんだよ!!』

　叔父さんは、今まで見た事もない怒気を背中一面から放っていた。

　カチカチと携帯電話を操作し、ＧＰＳ地図の表示を切り替えている。

　そして、じゃらじゃらという金属音の正体にもようやく気づいた。……腰回りへぐるりと巻きつけ、南ナン京キン錠じようで固定させた、太い鎖くさり……？

『番犬と言えば、渚なぎさちゃん家ちのセントバーナードが可愛かわいくってなあ』

『な、何の話を……』

『でも知ってるか。あそこの家のご両親、番犬に警察犬だの軍用犬だのの訓練プログラムを本気で導入していて、不ふ審しん者しやが近づくと一発で喉笛を嚙かみ千切るらしい。チャチなジャックナイフ一本でどうこうできるもんじゃないってさ』

　叔父さんは何かを操作した。

　途端にヘッドライトが消失し、エンジン音ＳＥもピタリと消えてしまう。

　鋼の塊が、光も音も出さずに時速六〇キロ以上で駆け抜ける。

『ただ、うちの場合は番犬というより、もう猟犬に近いかもな。くっくっ、いやまあ流石さすがに狂犬と呼んでしまうのは可哀かわい想そうかもしれないが』

『なっ、何だ？　犬？？？　どこかに潜ひそんでいるっていうのか!?』

『もう来たよ。そしてうちの犬はセントバーナードよりもはるかに凶暴だぞ、ご愁傷様』

　直後の出来事だった。




　ドゴァッッッ!!!!!!　と。

　ノーブレーキで農道の真ん中に突っ立っていた人ひと影かげを吹き飛ばした。




『ばっばぶ!?　ばぶはっ!!　えぐばごばあっっっ!?』

　勢い余って水を張っていない田んぼにまで突っ込んだ人影が、起き上がる事もできないまま喘あえぐように叫ぶ。

　電動ビッグスクーターをぐるりと回して方向転換した叔父さんに、暗がりの中で『先せん輩ぱい』は気楽に手を振る。

『やっほー、隼はやぶさ君。後は任せちゃって大丈夫？』

『ええ、はい。お騒さわがせしてすみません』

『いやあ、それにしても電話で呼んで五分で到着、迷わずノーブレーキで撥はね飛ばしたか。愛されているねえ、私☆』

『あんまり調子乗ってると峠まで連れ回して絶叫アトラクションの刑にしますからね？』

　と、叔父さんはバイクを降りて両足を細い農道へつける。一段高い位置から、田んぼの中へ突き落とした根暗な少年を睥へい睨げいする。

　ろくに起き上がれないまま、そいつは口から泡を飛ばすように叫んでいた。

『しっ、信じっ、信じられない!!　お前は僕を殺そうとしたっ、殺そうとしたんだ!!　はっ、はは。僕が通報して警察が来たらどうなるか分かっているんだろうなあ!!』

『つーかテメェ、何でまだ生きてんだ？』

　その、言葉。

　威圧するでも怒鳴り散らすでもない。あまりにサラリと出てきた自然なニュアンスに、かえって倒れ込んだ男は気け圧おされたようだった。場数の違いに圧倒されてんだ、これ。

　と、横から注意するように『先輩』が言った。

『おいおい、たとえ心の中ではどう思っていたって、殺す気満々ですってコメントはあまり残すなよ。正当防衛が効かなくなるかもしれないぞ。ま、ここには弁護士なんかいないけど』

『せっ、せいとっ、せいとう……!?　こっ、こんなバイクでっ、ひっ、人を、弾はじき飛ばしておいて……!!』

『ああ』

　別段どっちでも良い、といった調子で叔父さんはこう告げた。

　法律がどうこうじゃない。こいつの命の行方なんてどっちでも良い、って感じで。

『正当防衛ってのはな、自分だけを対象にしたものじゃないんだよ。そして身近な凶器を使って、奪われるものより少ない被害を生み出す分には帳消しにしてもらえる。つまり、ナイフで急所を刺すより小さなダメージなら何をやっても問題なし。それで？　お前は良いのか？　俺と違ってわざわざナイフを用意して誘拐計画まで練り上げてくださったお前さんは？』

『ひっ、ひっ!!』

『馬鹿なヤツだよな』

　吐き捨てるように、優越感一〇〇％で美人生徒会長は言い放った。

『一体何してそうなった？　「大きな犯罪組織」の手て駒ごまにされるなんて』

『例のひだる神ダイエットじゃないですか？』

『答えを言うなよ。本人の口から聞くのが面白いんじゃないか』

『悪あく趣しゆ味みな……。「パッケージ」を組むだけの技術もないのに、ウェブサイトだけ作って料金を騙だまし取っていたんですよ、こいつ。もう良いでしょそれで』

『ところが残念な事に、瘦せるクスリっていうのはアレをアレした隠語でもあるからな。マーケットを荒らされると勘違いした「大きな犯罪組織」に睨にらまれたって感じか。ま、人を騙して金を毟むしり取るようなヤツに同情する気もないが』

『組織の役に立てば帳消しにしてくれるとでも囁ささやかれたんでしょうね。「陣じん内ない」の酒は色んな場所で使われる。大相撲の優勝記念、プロ野球の優勝祈願、伊い勢せ神宮なんかにも奉納されているし。……でもって、そういう酒を欲しがる連中は裏社会にだって珍しくありません。例えば、「大きな犯罪組織」のサカズキとかね』

　そうか。

　爺じいちゃんや父ちゃんは当然ながら、そういう所へは自分の魂を込めた商品は卸さない。何しろ、飲酒運転をやらかすきっかけになった酒場には罰として一定期間取引を止める、ってくらいの人なんだから。それでも、どうしても『陣内』を欲しがった連中がいた。

　それにちょうど、安あん楽らく会かい系けいとかいう連中が大きなイベントをやるってニュースを、あの油取りの森で耳にしていたっけ。

　だから。

『ここんところ、うちに届いていた古風な脅迫状もこいつで決まりかね』

『さあな。隼はやぶさ君、とりあえず警察に引っ立てれば後はプロが調べてくれるんじゃないか』

　爺ちゃんがハサミで切り裂いていた、あの『手紙』について思い出した。

　あれは、家族を害されたくなければ『陣内』を寄越せっていう内容だったのか。

『ま、ヤツらの流りゆう儀ぎで考えるとトカゲの尻尾を切られて全部こいつのせいにされる可能性も低くはないがね』

　そこまで生徒会長が言って。

　自分の末路を明確に突き付けられて。

　おそらく同じ高校に通っていたであろう『襲しゆう撃げき者しや』は、どこに力が残っていたんだって感じで勢い良く起き上がった。

『ひっ、ひひ!!　ひひっひい！　ひひひ!!』

『何だ、まだやるのか。どこまでも残念なヤツ』

『ないふっ、僕のナイフはどこだっ？　くそっ、真っ暗闇やみでもう見えない……!!』

『そして、お前が刃物を用意していたって事実さえあれば、今、手元になくたって、凶器アリの事実は変わらない。正当防衛は成立しちゃうんだよなあ。残念な事に』

　言いながら、叔父さんはじゃらじゃらという音を鳴らした。

『なあおい知ってるか、モヤシ野郎。馬鹿デカい鉈なただの日本刀だのを持っていると銃刀法に引っかかる。木刀とか鉄パイプとかも怪しいな。検問でヌンチャク持ってるのがバレて軽犯罪法に抵触したって事例もあるみたいだし』

　南ナン京キン錠じようを使って腰回りに巻きつけていた、太い太い……鎖くさり。

　その端を己の拳に巻き直しながら、叔父さんはニッコリ笑顔でこう告げる。




『けどな、ファッションの一いつ環かんとして鎖を体に巻いておく事を罰する法律はどこにも存在しない。思いっきりぶん回せば金属バットより恐ろしい凶器になるのに。不思議な話だよなあ？』




　ああ、こりゃ駄目だ。

　完全に手慣れてるよ。ナイフの有無なんか関係なしに、こいつの運命決まってるじゃん。
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　ちなみに本日のＭＶＰである叔父さんは、美人生徒会長を電動ビッグスクーターで家まで送り届けたのち、自宅に戻ったところで父ちゃんと爺じいちゃんの二人掛かりでフルボッコにされて蔵の中へと放り込まれてしまった。……一連の動きが何とも流れ作業っていうか、いつも通りって感じだった。普段どんだけケンカに明け暮れていたんだろう、叔父さん。

　そして分厚い扉を施錠した後、父ちゃんと爺ちゃんはこんな風に言い合っていた。

『阿あ刀とうの娘さんは傷一つなかったらしい。……良くやるよ、あいつ』

『おい、続きは吞のみながらにしようぜ。最高の肴さかなじゃねえか、こんな所で摘まんじまうんじゃもったいねえよ』

　……これだもんなあ。

　屋や敷しきの方に戻ってみると、客間の一つで座敷童わらしや他の妖怪達たちが車座になっていた。他にいるのはぬらりひょんとか火車とかかな。

『そういえば、ぼく、今度、あれに出る事になったんですよ。あの妖怪召喚ＲＰＧの』

『あらいやだ、火車さんメジャーデビューじゃない』

『何かの嫌味か、座敷童と雪女はレギュラー選手ではないか！　妖怪スタンプの劇場版でも解説お姉さんとして出てきただろう!!』

　ぷんすか怒るぬらりひょんをみんなでなだめているし。

『でも描かれ方はちょっぴり不満なんですけどねー。火に包まれた猫みたいになってるし。贅ぜい沢たくなのは分かっているのですが』

『まあ、妖怪の輪郭なんぞ時代時代で変わってくる。わしなんぞ海坊主の親戚から始まったのに、気がつけば妖怪の総大将になっておるしな』

『文化の習合だの他の妖怪との混こん淆こう・同一視なんていうのも面倒よね。ダキニ天の神しん獣じゆうみたいに神々しくなるならまあ納得もできるけれど』

　今度は、ギュイーン!!　と部屋の外からエレキギターみたいな音が響ひびき渡った。

　……不良モードの叔父さんかな？　とも思ったが、あの人は今、蔵の中に閉じ込められているはずだ。でもって、覗のぞいてみるとやっぱり違った。仏間の方では幼い『忍しのぶ』の前に楽器を持ったタヌキが五匹くらい勢せい揃ぞろいしている。

『いえェェ───い、今日はタヌキ☆ＢＡＹＡＳＨＩのライブへ足を運んでくれてありがっとお──────────────────う』

『婆ばあちゃんは九時に寝ちゃうから、それまでな』

　一体どうやってタヌキの前脚でピックを持って弦を押さえているのか分からねえが、とにかくギュインギュイン言わせるタヌキ達たちの演奏を耳にしながら、俺は静かにこう思う。

「今日はここまでか……」

　もちろん陣じん内ない家が寝静まった後も、外の世界は動いている。例えば油取りの森に出かければ、新しい情報は手に入るかもしれねえ。

　でもなあ……。

　百鬼夜行と行動を共にしている油取りは、今のところは危険な存在には思えねえ。本当に、事件の核は油取りにあるのか？　もしも違った場所に核があるとすれば、俺は決定的な瞬しゆん間かんを見逃す事にもなりかねねえんだけど……。

　今日だって、叔父さんと阿あ刀とうさん（？）とやらが別の事件に巻き込まれていた事には気づけなかった訳だし。ああいう風な『見逃し』はもう避さけたい。

　明日からは、どこをどう攻める？　『忍』、座ざ敷しき童わらし、陣内家、油取り、百鬼夜行……。重点的に観察すべきはどこだ。分かりやすい悪意や利害が見えてこないのは、安心材料にはならねえ。俺は知っているんだ。この仮初の平和が、必ず大きな事件によって崩れてしまうのを。

『……何だかもう眠くなってきたぞ……』

『ええェェ───────え？　これからが熱い流れに乗っていくっていうのにィィ──────────────────い』

『もうここで寝るよー……』

『（ガガッツィーイン!!）きゃっ、きゃあ！　いきなり抱き着かないでー！』

『リーダー……』

『……ロックで硬派なリーダーが……』

『ごっ、ごほん！　ダメだよ忍ちゃァァァ────────ん、まだ歯磨みがきしていないでしょォォ──────────う。まったくもォォォ──────────────────う』

　タヌキ達はぐったりした『忍』を持ち上げて洗面所の方へパタパタと走って行ってしまう。

　そちらではそちらで、また新しい騒そう動どうが起きていた。歯磨きするはずだったのに、『忍』がオモチャを手にしている。

『これは男の証あかし！』

『忍しのぶちゃァァァ────────────ん？　黒ペンで泥棒ヒゲなんか描いてどうしちゃったのォォォ────────────────────────う？』

『ん！　爺じいちゃんも、父ちゃんも、兄ちゃんも、みんなヒゲソリを使ってる。だから俺もこれで仲間入り！』

　ジョリジョリ動かしてんのは……Ｔ字剃刀を模した石せつ鹼けんかな？　その内、毛だらけのタヌキ達も口の周りに泥棒ヒゲを描かれて大変な事になってきた。

　どこまでものどかな、絵本の中みてえな世界。




　だけど、破滅の時は確実に近づいているはずだ。

　ここから一体、何が起こる？
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『過去』へ飛んでから、三日目になった。

　早朝の仏間。

　酢飯の詰まった桶おけを前に、ほとんど正方形に切られた海の苔りを手にしながら『忍』が無理矢理にダンディな顔を作っている。座卓の向かいに座っているのは座ざ敷しき童わらしだ。

『手巻き寿ず司しは良い……。自分で作れるのが面白い』

『忍は本当にこういうの好きよね』

『納豆も捨てがたい。あの混ぜ混ぜ感がたまらない』

『うっぷす……わ、私はちょっと遠えん慮りよしたいかな……』

　そんな訳で『忍』と座敷童は二人で巻き巻き。

『チーズでしょー、アボカドでしょー、後は魚肉ソーセージでしょー』

『忍の手巻き寿司って何でアメリカンな感じになっちゃうのかしらね』

『じゃあこのとっておきは姉ちゃんにやる。あーんして』

『あむ』

　食事半分遊び半分といった朝食が終わる。

　まだ午前中だが、今日は渚なぎさはやってこないらしい。掃除の邪じや魔まにならないよう配慮しながらくつろぐ座敷童の所へ、『忍』がトコトコとやってきた。

『姉ちゃんはお暇かな、お忙しいかなー？』

『どうしたの、忍？』

『ダメだ、お忙しそうだ』

『本当にどうしたの！　置いていかないで!!』

　すがりついてきた座ざ敷しき童わらしと揉もみくちゃになっている『忍しのぶ』の手には、分厚い絵本……いいや何かの教材みたいなのがあった。

　座敷童の膝ひざに乗り、『忍』は二人掛かりで本に目を通し始める。

『犬は……わんわん！』

『そうね。じゃあ忍、車は？』

『ぶんぶん』

『正解。次は……お蕎そ麦ばはどうかしら』

『んー？』

　と、『忍』は首を回し、座敷童の長い黒髪に目をやってから、

『分かった！　お蕎麦はさらさら！』

『残念。正解はつるつるよ』

『えー？　そんなの全然ピンと来ないぞ。氷の方がつるつるしてる！』

　そこで爺じいちゃんが『忍』を呼んだ。グラマラスな妖怪の膝の上に座っていた『忍』はパッと立ち上がると、そのままパタパタとお茶の間から飛び出していく。

　教材の本を閉じて横に置く座敷童へ、サイクロン式の掃除機を動かしていた母ちゃんがこんな風に言っていた。

『やっぱり、爺ちゃん、婆ばあちゃん、父ちゃん、母ちゃん、兄ちゃん、姉ちゃん、なのよねえ』

『？』

『……私、ほんとの事を言うとママとかお母さんって呼んで欲しかったのよ』

　唇を尖とがらせ、

『それが周りの男どもがみんな揃そろって口が悪いものだから、気がつけば母ちゃん、母ちゃんって……。大体みんなで忍を甘やかすから気がつけば私一人がブレーキ役っていうか、ガミガミママのポジションになっちゃってるし！　私だって甘やかしたいっ、つーか私がお腹なかを痛めて産んだ子なのにー!!』

『ご愁傷様としか言いようが……って痛い痛い痛い！　掃除機のノズルをどこに吸い付けてくるの!?　他ひ人と事ごとだと思ってって、だって実際に他人事……痛い痛い痛い痛い!!』

　ずごごごごごごーっ!!　という吸引音と共に、妖怪相手にド級のセクハラをかましている母ちゃんだったが、ふとそこで首をひねった。

『お義と父うさん、忍と遊んでいるのかしら？　酒造の仕事を手伝わせるとも思えないし』

『そうね、暇なので忍を回収しましょう』

　お茶の間から居間の方へ移動していく座敷童達たちについて廊下を進む。

『だからね、忍にはもうちょっとお上品さも身に付けて欲しい訳よ。ほーらー、渚なぎさちゃんみたいな可愛かわいらしさが欲しいなーって、分かるでしょう？　ねっ、分かるでしょう!?』

『はいはい、そういう話は自分の夫としてちょうだい』

　案の定、そちらでは仕事が一段落し、暇を持て余していた爺じいちゃんと『忍しのぶ』が遊んでいた。

　ただし、




『あっはっは!!　う×こち×こう×こち×こう×こー!!』

『わっはっはっはっはーっ!!』




「あっ」

　思わず、絶望的な光景から目を逸そらすように、戸口の女性陣へ目をやっていた。

　母ちゃんも座ざ敷しき童わらしも、完全に目が死んでいた。

「あああああああああああああああああああああああああ─────っっっ!!!???」

　にっ、逃げてー!!　と爺ちゃんに念を送るよりも早く、ぐわしい!!　と彼女達たちの掌てのひらが爺ちゃんの腕を、肩を、さらには頭までわし摑づかみにしていく。

　地獄の悪鬼どもは暗い陰の差す顔の中、その両目だけを爛らん々らんと輝かがやかせて告げた。

『お義と父うさん、ちょっとお話があります……』

『ものには限度があるという事を教えなくてはならないようね……』

　ばっ、馬鹿野郎!!　これくらいの歳なら下ネタは鉄板だろ！　なっ？　なっ!?　分かるよな!?　と慌てふためく爺ちゃんを引きずり回し、女性二人は長い長い廊下を歩いて、いずこかへ消えていく。

　……ああ。陣じん内ない家七不思議の中に『実は秘密の座敷牢ろうがある』っていう話があったけど……マジじゃねえよな？　子供を怖がらせるための作り話だよな???

　そしてこぢんまりした婆ばあちゃんが顔を覗のぞかせた。

『おやまあ忍。そんな所で何しているんだい？』

『爺ちゃんは連れ去られてしまった』

『？』

『う×こー』

『……、事情はあい分かったよ。───三番目の扉だね、あのクソジジイ……!!』

　一いつ瞬しゆん、あらゆる感情の消えた無の表情になった婆ちゃんはやっぱりどこかに消えてしまった。……三番目の扉って何だ……？　知らねえ方が良いのか……？？？

　誰だれもいなくなった居間に残された『忍』は暇になったのか、勝手に上がり込んできた妖怪達と世間話を始めていた。

『鬼おに、っていうのはな。本来は大陸の「鬼き」と列島の「隠おん」が混ぜ合わさったもので、霊れい妙みような存在全般を指す言葉だったのだ。それが能だの歌舞伎だのの影えい響きようで、気がつけばムキムキになるわ、頭はパンチだわ、角は生えて虎柄パンツ一丁だわ！　勝手にこんなイメージ押し付けておいて、おっかないから鬼は外ー!!　なんてあんまりではないかね!?　ぷんすか！』

『ん？　おにはそとって何だ？？？』

『おや、この家は福は内しかやらないタイプか。愛うい愛い』

　と、ピンポーン、というインターフォンの音が鳴った。

　居間から廊下の方へ首を出すと、叔父さんが応対しているらしい。

　相手は……渚なぎさかな？

『あっ、忍しのぶちゃんのおじさん！　お、おはようございます！』

『（グサリ）おじっ……!?』

『おじさんのアドバイスのおかげで、かけっこでも忍ちゃんに負けなくなりました！　ありがとうございます!!』

『（グサリグサリ）おじっ、お、おう……、そうか。要件は忍だな。ちょっと待ってろ、おーい！』

　天真爛らん漫まんな笑みと共に溢あふれるおじさんコールを受けて微妙に精神的なダメージを負いながらも、高校生の叔父さんは『忍』を大声で呼ぶ。

　……これまでの行動パターンに鑑かんがみると、『忍』と渚は広い庭で遊ぶ事が多い。そしてこいつらがはしゃいでいる間は大した情報は手に入らない。

　ただ、渚が帰る時には『忍』も送っていく、ってのが常態化していて、一人で帰る途中あちこちに寄る事も多い。当然、油取りの待つあの森にも、だ。

「向こうに行ってみるのも悪くはない、か」

　こっちもあれから一晩考えたんだ。

　……俺が眺めているのが『油取りの事件の真相』だった場合、考えられる可能性は大きく分けて二つだと思う。

　一つ目は、油取りを無害化するためのカエシガミとかいう儀ぎ式しきが失敗する可能性。

　二つ目は、誰だれかが噓うそをついている可能性。

　百鬼夜行が進めているカエシガミは油取りを無害化させるためのものじゃなかったとか、油取りは本当は協力的じゃなかったとか、そういう展開だ。

「……、」

　あの百鬼夜行の面々の誰かが噓をついているのか、否か。これを確かめる事ができれば、かなりプラスに働くはずだ。今後の方針がきっちり決まる。当然、こっちはただの高校生だし、プロファイラーだの何だのみてえに目線の動きとか唇の震ふるえとかで相手の心を読める訳じゃねえけど、感情の起伏が激しい時を狙って観察すれば、『違和感』みたいなのを摑つかめるかもしれねえんだ。

　あいつらは、百鬼夜行って単位で動いている内は絶対にボロは出さねえと思う。何な故ぜならそれは全部想定の中にあって、ゼリーみたいに状況は固まっちまってるからだ。

　イレギュラーがあるとすれば、それはやっぱり幼い『忍』の存在だと思う。

　あいつと油取りが会話して、振り回されるのは、どんなに些さ細さいであっても『想定外』なんだ。ゼリーみたいに固まった状況が溶けて、液体みたいに揺らぎまくっているはずなんだ。

　だとすれば、『忍しのぶ』が油取りや百鬼夜行と接触している時。

　あるいは、その前後。

『忍』が現れる前と後。『忍』が立ち去る前と後。……そこで言動や態度に変化が出ないかどうか、きちんと確認しておいても損はないかもしれねえ。

　そうと分かれば急いで動こう。

　俺はかやぶき屋根のお屋や敷しきを出て、田んぼを切り分けるように走る狭い農道を進む。途中で光ファイバーの業者らしきバンや宙を舞まう一反木綿なんかとすれ違いながら、山の方を目指す。

　今日も、その妖怪は朽ちた小屋の前に佇たたずんでいた。

　基本的にカエシガミのプロジェクト中、油取りは同じ場所から離はなれられねえのか、この高台まで来れば必ず出会えるらしかった。

　神出鬼没で絶対に捕まる事のなかったあの致命誘発体を想おもえば、何とも奇妙な気分ではあるんだけど……。

『やあ客人まろうどさん。こんな早くからどうしたんだい』

「うあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???」

　いっ、いきなり背後からさも当然って調子で話しかけられた……!?

　慌てて振り返ると、百鬼夜行のリーダーを名乗る礼服に片眼鏡の若い男、呪まじなとかいうヤツがにこにこ笑っていた。

　その足元では呆あきれたような息を吐きながらすり寄っているすねこすり（女）のお初はつ、樹上の木の枝には真っ白に色の抜けた髪を巨花のように結わえた少女、菱ひし神がみ樒しきみがロックオン。一昨日の夜は暗くて分かりにくかったが、こいつの着物にも百鬼夜行の印がある。首回りにも……何だ？　楽器みたいなのを下げていた。

　あっ、油取りはさておいて、こいつらどこで寝泊まりしているんだろう……？　全く生活感が感じられねえっていうか、霧きりの中から現れて霧の中へ消えていきそうなイメージしか湧かねえぞ!?

『何をやっているのかしらね……。技術そのものはあたし達たちでも追い着かないのに、使っている当人が明らかにお粗末だ。馬鹿にケータイを持たせているようなものかもしれないけど』

『まあまあ、お初さん。私は好きだよ、こういうの。殺意とか手札の読み合いとかしなくても済む会話なんて久方ぶりなんだし』

『あんたね、これから人の親になるって立場なんでしょう？　そんなふにゃふにゃ笑っていないで、大黒柱らしく警戒心を持って事に臨んでも良いんじゃないのかい』

「人の、親……？」

　思わずポツリと呟つぶやくと、それを認識しているのかしていないのか、呪まじなは面おも映はゆそうな感じで自分の頰ほおを指で搔かいていた。

『妻が臨月でね、実を言うと、もういつ生まれたっておかしくない状況なんだ。もっとも、私には全然そういう覚悟も自覚もないんだけどねえ』

『最低な亭主よ。嫁が苦しんでいるっていうのに仕事仕事で出張ばかりと来たもんだ』

『怖いんだよーお初はつさん！　ほら、こう、女性にしか分からない産婦人科のあの時空が。病院のベンチで待ってて私は一体何をすれば良い訳!?　ああもう、思い浮かべただけで指先がゾワゾワするよう……！』

『まったく、女はのう、お主の一〇倍一〇〇倍追い詰められておるのじゃ。傍そばで見ているだけの男がメソメソするなみっともない』

『樒しきみさんに言われちゃうとピンとこなくなるんだよなあ』

『何を言うておる。菱ひし神がみ筋の始祖は元々ピッチピチじゃぞ。ただ不老の術法が効き過ぎて日に日に縮んでおるだけで』

　百鬼夜行、という単語に似つかわしくない間の抜けたやり取りに、一いつ瞬しゆんだけ目元が緩ゆるみそうになるけど、直後に俺は気づいちまった。

　そう、決定的な結末を。




『現在』の百鬼夜行のリーダーは祝はふりなんだ。

　一〇歳前後の少女が強引に祭り上げられている以上、その親であるこいつらはもう……。




　血統主義。

　そんな中で、位が強引に繰くり上げられる事と言えば一つだけ。

「……、」

『ん？　どうしたんだい。何やらお葬式みたいな空気が漂っているけど』

『あんたの情けない様子を見てドン引きしているんだろうさ。天下の百鬼夜行のトップが聞いて呆あきれるよ』

『無理もないだろう。私も初めてあなた様達たちに会った時はあまりの落差に驚おどろいたものだ』

『そのおっかないイメージの方こそが間違っているはずなんだけどねえ。いっそ家内安全とか無病息災とかに改名した方が良いのかなあ？』

『ガキが生まれた途端に腑ふ抜けの親馬鹿になったかと疑われるからやめなさい』

　百鬼夜行を束ねるリーダーと、その奥さんが死ぬのは多分確定。

　どんな死に様になるかまでは分からねえけど、そこに物ぶつ騒そうな経けい緯いがあった場合、付き従っているお初や菱神樒の安全もおそらく保障はされない。

　それが運命、と切り捨ててしまうのが、きっと正しい。

　せめてお腹なかの中の赤ちゃんだけは絶対に生き残れると考えをポジティブに改める方が、きっと正しい。

　ただし……。

　ここには『可能性』がある。

　俺の言葉一つで、何かが変わるかもしれない。それを教えもしないで、ただ行き止まりに繫つながる道へ歩いていく連中を黙だまって見送るのは、本当に『正しい』のか？

　自分達たちは日本の未来を守るだの青あお行灯あんどんを倒すだの、手前勝手な理由で歴史に干渉しようって腹をくくっているのに、他の連中が歴史を変えちまう事は一律でノー。そんな言い分を『正しい』と誰だれが納得してくれるって言うんだ？

　何が『正しい』かなんて、俺には分からねえ。

　きっと、誰にも分からねえんだ。

　でも。

　だけど……!!

『百鬼夜行は血統主義だ。いずれ私の代は終わって、お腹の中のあの子が引き継いでいく事になるだろうね』

　何か遠いものでも眺めるような目つきで、呪まじなはそう言った。

　すっかり大きくなった祝はふりに、自分の手でバトンタッチができると。そう信じている顔で。




『だから、そうなる前に百鬼夜行の歪ゆがみや問題点を全部洗い出してあげたいんだよね。血みどろの組織なんかじゃない。恐怖や暴力で超常を縛しばらなくても共存できるような、そんな温かい組織を何の心配もなく受け継いでもらえるようにさ』




　書類の中の名前なんかじゃない。

　すでに死んで、灰になるまで焼かれて、墓石の下に埋められた過去の人間じゃない。

　そう思ったら、もう駄目だった。

　聞こえているかどうかも分からねえ声を、思わず搾り出していた。

「……、だったら、今のままじゃ駄目だ」

『？』

「俺の知ってる世界じゃ、呪なんて名前はどこにもなかった。百鬼夜行のリーダーは、祝っていうたった一〇歳くらいの女の子になっちまっているんだから」

『……、なるほど、ね』

　別段、分かりやすい殺気を振りまいたり、脅えて混乱したりはしなかった。

　呪という若い男は、ただ寂しそうに笑っていた。

　冗談なんかじゃねえ事は、きっとたった一つの単語で分かったはずだ。

『祝はふり』という娘に授ける名前は、今はまだこいつの頭の中にしかないはずなんだから。

　樹上に腰掛ける菱ひし神がみ樒しきみが獰どう猛もうな声を放つ。

『ほうれ見た事か。やっぱりわしらの言った通り、暗殺計画は進んでいたではなかったか』

『まったく、甘ちゃんもここまで来ると芸術よね。時間を飛び越えた客人まろうどの言葉を受けてようやく己の死の自覚に至るとは』

『……、』

　喧けん々けん囂ごう々ごう言われても、呪まじなはしばし無言のままだった。

　どれだけ敵対していても、明確にその命が狙われていると知ってしまっても、やはり彼の中では『身内』なのかもしれなかった。

　やがて。

　全てを振り切るように、呪はこう告げた。

『ありがとう』

　なんて答えて良いのかは、俺になんか分かるはずもなかった。

　自分が本当に『正しい』事をしたのかも判断できねえのに。

『だけど、それを伝えるためにここまでやってきた訳じゃないんだろう？　そっちはどうしてこちらに足を運んできたんだい』

　……おそらく。

　呪を中心とした百鬼夜行リーダーのグループが壊かい滅めつするって予言は、こいつらにとってもかなり大きなイレギュラーだったはずだ。だけど、見た感じでは呪、お初はつ、菱神樒の三人の言動が分かりやすくブレた様子もなかった。それは外野の油取りもそうだ。

　やっぱり、彼らは一つの集団で、誰だれかが誰かを騙だますような真ま似ねはしていねえんだろうか。

　そして、

「……？」

『どうしたんだい』

　疑問に思ってあちこち見回す俺に、呪が不思議そうな声を投げてくる。

　こういう時、物に触れない、操作できない、つまりケータイをいじれないってのは不便だ。

　そう、今は何時なんだ？

　ここに来てから結構時間が経たっていると思う。渚なぎさは昼時になると一度自宅に帰って昼食を摂とるはずだから、そのタイミングで『忍しのぶ』も外出しているはずなんだけど……今日はどうしたんだ。こっちの高台の方には寄らなかった、って話なのか？

　いつも通りじゃない事、流れから外れていく事。

　それがどんな些さ細さいなものであったとしても、胸に嫌なざわつきを生み出す。

　そう。

『視点は一つ』で『巻き戻しはできない』だ。

　俺は。ひょっとして、何か決定的な瞬しゆん間かんを見逃しちまったんじゃねえのか。

「悪い」

『？』

「悪い！　ちょっと確かめる事ができた!!　また後で良いか、じゃあな！」

　焦りは不安に、不安は恐怖に、恐怖は混乱へと形を変えていく。

　体なんてものがあるのか、二本の足を動かす必要なんてあるのか。そんな事も分からないまま、とにかく俺は自分で自分の足を引っ掛けそうになりながら全速力で村の中を走っていく。

　途中の道に『忍しのぶ』はいなかった。

　そのままかやぶき屋根のお屋や敷しきまで辿たどり着いた。

　そして家屋に入る前から、すでにさざ波めいた『前兆』は始まっていた。

　広い庭先に、いくつか妖怪が固まって話し合っていたのだ。

　一つ目小僧に、泥田坊に、夜行さん。

『む、何やらバタバタしておるな』

『忍ちゃん、どこに行っちゃったのかなあ……？』

『ふうむ、せっかくお昼ご飯をねだりに来たのに、今日はそういう雰囲気じゃなさそうだわい』

　膨ふくらむ、膨らむ、膨らむ。

　限界以上に内圧が膨らむ。徹てつ底てい的てきに嫌な予感を少しでも軽減させるため、一つでも多くの情報を手に入れようとする。玄関の戸を開けるなんて真ま似ねはしねえ。そのまんま頭から飛び込んですり抜けていく。

　そこで。

　家いえ電でんのコードレス受話器を手にしたまま、青い顔で叫ぶ母ちゃんの声を聞いて。

　膨らんだ何かが、勢い良く弾はじけ飛んだ。




『ええ、はい、ええ！　お伝えしている通り、以前から脅迫状は届いていたんです。はい、それで今日、見知らぬアドレスから忍を写した写真画像が送られてきて……「陣じん内ない」の天照奉納を指定の方法で送って来いって……私達たち、もうどうすれば良いか、私達、ああ……!!』




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………失敗した。

　素直に、そう思った。

　事件の本線、一番の核を読み違えた。座敷童わらしも、陣内家も、油取りも、百鬼夜行も、全然関係ない所にあった。それでいて、俺は確かにその片へん鱗りんを見ていたはずだったんだ。

『大きな犯罪組織』の儀ぎ礼れいのために必要とされていた、日本、いや世界最高品質の日本酒。その奪取のためならば、家人の誘拐さえ良しとする連中。

　そんな連中に『忍しのぶ』は攫さらわれた。

　そもそも、前日の襲しゆう撃げき者しやは言っていたじゃねえか。『本当は「忍」を狙う手はずだったけど、妖怪が邪じや魔まだった。だから隼はやぶさに狙いを変えた』って。最初の時点から『忍』はずっとターゲットにされていたんだ。

　……だけど、誤るな。俺が見ているのは『油取りの事件の真相』だ。つまり、それ以外の全ては引き金に過ぎない。

　そしてこういう引き金なら、納得できる部分もあったんだ。

　少なくとも、この時点での油取りは、無む闇やみに人を傷つけるヤツじゃなかった。何がきっかけで破綻しちまうかは分からねえけど、今はまだ安定しているはずだったんだ。あれが全ての黒幕って言われてもピンと来ないほどに。

　そこへ、こんな引き金がやってきたら？

　この手で子供を殺してしまうくらいなら、プロの手で私を殺してくれ。

　そうまで願っていた油取りが、命を差し出してでも守りたかった子供をみすみす攫われたと知ったら。そして、その手の中には最大最悪の殺しの技術があり、それをフルに使えば反はん撃げき・救出の見込みがあるとしたら……。

　あいつは、やる。

　たとえ九年近く耐え続けて、百鬼夜行との協力も取り付けて、奇跡のような積み重ねでようやく完成の目が見えてきたカエシガミを破綻させてしまうと分かっていても。

　その結果、有害極まりない致命誘発体として、当の百鬼夜行の手で処分されてしまうような絶望の未来が待っていると分かっていても。

　元から命を投げ出す覚悟でいたんだ。

　今の油取りに、躊躇ためらう理由なんか何もねえじゃねえか。

「……何だ」

　でも。

　だけど、それは……!!

「誰だれが騙だましていたんでもない。何が失敗したんでもない。あいつは、あの油取りってヤツは、本当にただ殺しの性質を捨てたかっただけの、普通の妖怪だったって事なのか!?」

　何が『正しい』かなんて分からない。

　それでも、こんな、状況に流されるだけで可能性を捨てちまうなんてのは駄目だ！

　とんぼ返りするように、かやぶき屋根のお屋や敷しきを飛び出す。

　農道、水を張っていない田んぼ、用水路……。あちこちに潜ひそんでいる妖怪達たちが、ひそひそと話し合っている声が聞こえてくる。

『ぬりかべでーす。忍ちゃん見た人いるー？』

『誘拐とな。やっぱり人の世は怖いのう。もうわしら天てん狗ぐも神隠しなど卒業したというに』

『悪漢どもめ、隠れ家さえ分かれば正義の鉄てつ槌ついを喰くらわせてやるものを……』

　……話が伝わっているって事は、それだけ情報が拡散されているって事だ。いつ山の方にいる油取り達たちの耳に入っちまうか分かったもんじゃねえぞ。

　そして高台の方へ駆け込んでみると、思ってもみなかった人物が待っていた。

　大きなセントバーナードを引き連れた渚なぎさだ。

　彼女は呪まじなや菱ひし神がみ樒しきみというより、朽ち果てた小屋の傍そばに佇たたずむ油取りに向けてこんな風に叫んでいた。

『しっ、忍しのぶちゃんを助けてください!!　そのために協力して!!』

『……、』

　家のプリンターでとりあえず印刷してきたものだろう、幼い『忍』の顔が写ったコピー用紙を手渡しながら。

『うちの犬の鼻を使っても全然見つからないの。他の妖怪さんにお願いしても分からないっていうの！　だっ、だから、もうあなたしか頼たよれない。誰だれでも良い、一人でも忍ちゃんを捜してくれる人が多い方が良い！　だからあなたも協力して！　忍ちゃんを助けるために!!』

『……、』

『あ、油取りが怖い妖怪さんだっていうのは知っています。私達のお腹なかの中をかき回して食べちゃう妖怪なんだって……』

　と、そこまで言うと、渚は雑草だらけの地面の上に、大の字に転がってしまった。

　ぎゅっと両目を瞑つむったまま、彼女はなおも叫ぶ。

『でも、だったら、私のお腹を食べちゃっても良いから！　それで忍ちゃんを助けるために協力してくれるなら、何でもするから！　だから忍ちゃんを助けてください!!』

　おそらく。

　論は繫つながっていなかったと思う。

　油取りに協力を求めたって一〇〇％『忍』が帰ってくる訳じゃねえし、子供の内臓を取り出す妖怪に腹の中身を差し出したって約束を取り付けられる訳でもねえ。

　でも、子供なりの考えで、おかしな思考の連結を繰くり返した末に導き出した答えが、きっとこれだったんだろう。

　狂気と死滅の象徴。

　赤と黒の極彩色に一番近い場所。

　世界の暗くら闇やみ全てに通ずる出入口。

　渚にとっては、油取りはそんな風に見えていたのかもしれない。暗闇に落ちたものは一つ残らず門番の意のままだと思ったのかもしれない。だから、たとえ自分の命を妖怪に差し出してでも、『忍』の命を闇の底からすくい上げて欲しいと考えたのか。

『そうか……』

　それを、最悪の致命誘発体は汲くみ取った。

　行動ではなく、そこに至る人の想おもいを理解した。

『では一つだけ、あなた様の身体からだからいただくものをいただくとしよう』

　トリガーを引く音が、聞こえた気がした。




『あなた様の涙をくれればそれで良い。忍しのぶとやらを取り戻したその時に、あなた様が泣きやんでくれるのならば』




　正しいレールに乗った。そんな気分だった。

　最大の邪悪へと全てが雪な崩だれ込もうとしている。積み上げてきたものが全て瓦解し、破綻しようとしている。そうと分かっていても、それでもなお、これが一番『正しかった』んだって、そんな風に思っちまうくらいに。

　もっと分かりやすく言おう。

　格好良いって、そう思っちまったんだ。

『約束できるかね？』

『えっ、あ……。うん。でも、そんなので良いの？　だって……』

『それ以上を求める事はないよ』

　ギャリリ!!　という金属の擦こすれる音が響ひびいた。

　気がつけば、その両手には魚焼きの串のようなものがそれぞれ数十本、扇のように広げられていた。

『世話になった。結果が伴う事はなかったが、過程について礼は述べておく』

　すると。

　すねこすり（女）のお初はつが、重たい息を吐いて言った。

『……本当に行くのかい？』

『留とどまる理由が特にないのでな』

　短い返答。

　今度は樹上の巨花、菱ひし神がみ樒しきみが含み笑いを洩もらしながらこう続けた。

『ほう、この九年近くを無駄にすると分かっていてもかえ？　いかなる理由があれど、殺しの味を思い出せば「封」など簡単に破れるのじゃぞ』

『私には、六歳の子供を見殺しにして最適解を選べる方がよほど恐ろしいよ。そんなものは、正常に狂っているとしか表現のしようがないだろう』

　やはり、短い返答。

　最後に、百鬼夜行リーダーの呪まじながこう告げた。

『これでも、私も人並み程度にはキレている。百鬼夜行の力で索敵と掃討を担う事もできる。あなたがその力を使わなくてはならない必然性があるとは限らないんじゃないのかい？』

『「いつか」は見つかるだろう、「どこか」で倒せるだろう。……だが、それで陣じん内ない忍しのぶの最期に間に合うのかね？　私は、外道の中の外道だ。同じ子殺し、人攫さらいの心境ならばいやというほど熟知しているのだよ。状況を間に合わせるためには、私が腕を振るうのが……いいや、腕を思い出すのが一番だ』

　呪まじなは、しばし黙だまり込んでいた。

　やがて、道を譲ゆずる形で手近な樹木に背中を預けながら、額に手をやった。片眼鏡の奥から苦悩を滲にじませ、前髪を搔かき毟むしるようにしながら、低い声を搾り出す。

『……、残念だ』

『血の味を思い出して以降は、あなた様に一任する。カエシガミは完全に破綻するだろうし、他に救いの道もないのだよ。であれば、せめて百鬼夜行の真しん髄ずいを用いて確実に殺してくれ。私が誰だれかに手を掛けてしまう前に』

『油取り』

『それからな』

　と、大きな笠かさで顔を隠したその妖怪は、口元だけで獰どう猛もうな笑みの形を作った。

　今生の別れ。その際で、泣き言の一つもなく。




『あなた様は人並み程度にキレていると言ったが……私はさ、完全にブチ切れているのだよ』




　ブゥン!!　というモニタに電気が通るような音が響ひびき渡った。

　その全身のいたる所に古ぼけた符が浮かび上がった。笠にも服にも肌にも。何かしらの『封』となっていた大量のお札が、青白い燐りん光こうに焼き尽くされて消し飛ばされる。リミッターを引き千切る。

　改めての本領発揮。

　ただ現れ、ただ攫い、ただ殺す。

『恐怖の伝統』をなくした成れの果て。

　そいつが発はつ露ろした途端、油取りは三次元の制約を飛び越し、一いつ瞬しゆんにしてどこかへ消える。

　ついに、狩人かりうどが動き出した。
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　油取りが消失する直前、俺はその肩を摑つかんでいた。

　自分でも明確な狙いがあった訳じゃねえ。ただ、とにかく全てをこの目に収めなくちゃならねえ。そんな気がしていたんだ。

　おかげで、俺は油取りと行動を共にする事に成功した。

　それは、テレポートにも近かったのかもしれねえ。

　───まず、油取りは何の変哲もない農道に現れた。

『自分ならどうする。最先端とはいえ基本的に閉へい鎖さ的てきな村社会。大都会と違って大勢の見知らぬ人間が行き交う訳ではない。怪しげなよそ者が人を攫さらうべく徘はい徊かい・物色していれば嫌でも目立つ。ならばどのような手段を選べば良いか。タイヤのわだち……か』

　───次に、油取りは十字路に浮かび上がり周囲をぐるりと見回した。

『単純な地形の下見、標的の行動パターン入手、具体的な誘拐の手順の確認、予行練習。長期間にわたってインテリビレッジに滞在する必要はあるが、旅館などの宿泊施設を利用するとは思えない。となると移動手段と寝泊まりを同時に可能とする大型車か。村の中を不規則に走っていても問題のない車両と言えば何だ？』

　───そして、自販機の前で立ち止まった。

『意図的に過疎を演出するインテリビレッジではネット通販が拡充されている。しかし運送業者はないな。田舎では決まった時間に決まったルートを走るから、イレギュラーに走り回るトラックは目立つ。……すると電装業者。光ファイバーや高速無線回線を保守点検するプロバイダー業者の車であれば、決まったルートは存在しない。何度もうろうろ行ったり来たりしても怪しまれない。この古い自販機を何度も使っているな。蕎そ麦ばやうどんが出てくるとは珍しい。手軽に、誰だれにも見られずに食料を確保するには、こういうものが便利なのか』

　もはや猟犬というより、精密誘導ミサイルのようだった。

　油取りが正解を引き当てていくごとに、その全身から禍まが々まがしい、重苦しい、胃袋にのしかかるような粘ついた殺意が噴ふき出してくるのが良く分かる。

　今まで必死に積み重ねてきた『何か』が、決定的に穢けがれていく……。

　そして。

『見つけた』

　たった一〇分、いや五分にも満たなかったか。

　大の大人達たちや、超常の力を振るう妖怪達でさえ見つける事のできなかった誘拐犯。幼い『忍しのぶ』を連れて、居場所を気取られないよう不定期に走り続ける電動自動車。電装業者の作業用バンに偽装した、後部座席の窓を全て金属プレートで埋めた、そのターゲット。

　それを捉えた途端、全方向に発せられた殺意の奔流が、明確な指向性を持った。

　見えない槍やりと化した悪感情が、精密にバンを貫いた。

　だから、きっと始まる前から終わっていた。

　実際に油取りが突とつ撃げきするより早く、サカズキのために『陣じん内ない』の最高級品を欲していた『大きな犯罪組織』の兵隊達は、蛇に睨にらまれたカエルのように呪じゆ縛ばくされていた。

　だが。

　それにしたって。




　ドゴォ!!!!!!　と、油取りは作業用バンの横から勢い良く蹴けりを入れた。

　一いつ瞬しゆんで金属製の車体の前半分が菓子箱のように千切れ、田んぼへと突っ込んでいく。

　あまりにも鮮あざやかな、文句のつけようのない至上の暴力がそこにあった。




　刹那、時間の流れは体感的には止まっていた。

　輪切りになった車内を、油取りはジロリと静かに見据える。

『なっ……』

　後部座席の誰だれかが、思わずといった調子で呟つぶやいていた。まだ三人もの刺客が残っていて、その内の一人は『忍しのぶ』の肩に手を掛けていた。しかし、あらゆる時間が戻るより早く、油取りの両手が閃ひらめく。

　左右で総数一〇〇本以上もの鉄串が解き放たれ、狭い車内を埋め尽くした。鋼の嵐は『忍』の小さな体を除いた全ての空間をくまなく埋め尽くした。

　悲鳴や絶叫が世界を引き裂くよりも、なお早く。

　油取りは車内に飛び込み、『忍』の襟えり首くびを摑つかむ。そのまま作業用バンの最後尾、荷物搬入用の扉を蹴破って砲弾のように外へ脱出する。

『わっ、わっ!?』

　農道の上へ下ろされた『忍』には、いまいち緊きん張ちよう感かんがなかった。顔を見ても、泣き腫らした様子もない。……ひょっとして、自分が誘拐されていたって自覚はあんまりなかったのか？

『ここで待て』

　油取りはそれだけ言うと、ごろんごろんと転がり、ようやく動きを止めた作業用バン（後部パーツＢ）の方へと近づいて行った。

『う、うう……』

　ようやく呻うめき声と共に表へ出てこようとした男の一人、その襟首を摑んで、片手一本で吊つり上げる。勢い良く、横倒しになったバンの天井部分へと背中を叩たたきつける。

『うぼっ！　がはげほっ!!　がうあ……!!』

『電話を貸せ。あなた様の親玉に話があるのだよ』

『はっ、はっ。そ、そんな事、できるとでも思ってんのかよ……？』

『最後まで忠義を尽くすか。古風な事ではないか』

　決して『忍』には見せないよう、車の陰に敵対者を引きずり込んだ上で、その怪物はこう告げた。大きな笠かさの奥で、静かに笑いながら。

『……ところで、私の串に刺さっているこれ、何だか分かるかね？　このぶよぶよした赤黒いものだが』

『あ、あ、ああ……』

『私の専門は子供のはずなんだがな。あまり人の嫌がる事はさせるものではないぞ、若造』

『おおおああああああ!?　なっ、なんっ、どこだ、これどこの内臓だァァあああああ!?』

　取っても死なない。

　だとすると、盲腸、腎臓、あるいは再生力の高い肝臓の一部を削ったか。

　……何にしたって、目の前で見せつけられたら小便ちびったって不思議じゃねえと思うけど。

『指が惜しいのは分かるが、体の中身は大事にした方が良いな』

『はっ、はあっ、はああっっっ!?』

『じゃあ、もう一度質問をしようか。電話を貸せ、あなた様の親玉に話があるのだよ。……まさかと思うが、自分の体にどれだけ内臓が詰まっているか分からない、なんて間抜けな質問はしないだろうな？　だったら一つ一つ取り出して教授してやっても構わないが』

『わかっ、分かりましたっ、分かりましたからあ!!』

　へたり込んだ兵隊の懐ふところから携帯電話を取り出した油取りは、アドレスを呼び出して、その中の一つへ通話を掛けた。

　開口一番、油取りは素っ気なく告げた。

『あなた様の部下は失敗したよ』

『……、』

『手を引け、これ以上傷が深くなる前に。私は妖怪で、致命誘発体だ。寿命の概念などないのだよ。……いつでも、永遠に、あなた様を見ているぞ。そちらが報復行動に出れば、即座に倍する勢いで壊かい滅めつ的てきな被害をもたらすためにな』

『たかが死なない程度で、安あん楽らく会かい系けいを脅せるとでも思ってんのか？　こっちは暴力と恐怖でメシを喰くってんだ。寿す司し屋の板前が料理の腕で素人に負けちゃならねえのと一緒で、この分野でだけは退ひくに退けねえんだよ』

『そうか。正直、あなた様がどれだけの質と量、超常の術者を蓄えているかには興味がないのだよ。だがあなた様の子供の命がかかっていると言っても、組織に属する他人の力を信じられるかね？』

『……、てめぇ』

『言っただろう、私は妖怪で、致命誘発体だと。もう少しヒントをやるとすれば、人攫さらい、子殺しの分野では右に出る者のいない最悪の悪あく趣しゆ味みなのだよ。あなた様が海外だろうが火星の裏側だろうが、どこに子供を隠しても必ず見つけ出して殺す。妖怪は基本的にこの国を離はなれられない、という条件も裏技で潜くぐり抜ける。あなた様が「陣じん内ない」を脅すために子供を狙ったようにな』

『……、』

『そしてあなた様がこの先何人の子供を作っても、隠し子を設けても、養子を引き取っても、全て殺す。末代までたたる、とは良く言ったものではないか。もっとも、これではあなた様の代が末代という話になってしまうが。……さて、どうするね？　一族郎党内臓を抜かれて根絶やしにされるか、素直に身を退ひいて生き永らえるか。好きな道を選ぶが良い。油取りに憑つかれるのは、この世の何よりも恐ろしいぞ？』

『この先、一寸でも安息があると思うんじゃねえぞ、クソ妖怪が……』

『そちらとしては、そう凄すごむしかない場面だな。では契約成立という訳で。……もう一度言うが、私はいつでもあなた様を見ているぞ。今後、一ミリでも「陣じん内ない」に関われば制裁を下す。あなた様ではなく、あなた様の可愛かわいい子供達たちが全て死ぬ。たった一度のミスでな。肝に銘じて、脅えて生きろ』

　油取りは、いちいち通話を切らなかった。

　携帯電話を地面へ捨てると、踵かかとを使って無機質に踏ふみ潰つぶす。

「あ、ああ」

　あまりにも鮮あざやかで。

　魅み入いられるような暴力の連れん鎖さ。

　パーフェクト。そんな結果を作り出しておきながら、油取りは冷たい風に吹かれて立ち尽くしていた。

　ぐらりと、その体が揺れる。

　途端に、奇妙な音が響ひびいた。

　ぴしり、と。プラスチックの板に亀裂が走るような。ぴしり、ぱきり、ぴしぱき、ビキビキバキバキボキボキベキベキ!!　と。留とどまる事を知らない亀裂の大合唱が、見えないところから確実に油取りを変質させていく。

　血の味を思い出せば、もう後には退けない。

　想定していた通りの破滅がやってきた。

『づ、あう……』

　ふらつく体の油取りが、不用意に切断されたバンの陰から体を出してしまった。

『忍しのぶ』の視界に入った。

　こいつはまだ事態を知らない。何一つ。だから脂汗を流し、苦痛に耐えるような格好の油取りへ、そのまま近づいてしまう。

『どうしたんだ？　大丈夫か、お腹なかが痛いのか!?』

　途端に。

　ッッッドグン!!!!!!　と。

　油取りの鼓動が、俺の耳まで炸さく裂れつしたような気がした。

　ガチガチガチガチ、という嫌な音が続く。油取りは、歯の根が合わなくなっている。それは自分の凶行の痕跡を『忍しのぶ』に見られるかもしれない、なんていう恐怖心から来るものじゃねえ。こいつは、必死に耐えている。

　油取りとしての機能。

　子供を殺すというシステム。

　血の味を思い出した当人が、新たな、そして本来通りの標的を貪ろうとするのを、知力と理性だけで必死に押さえ込んでいる。

　だが、それも長くは続かなかったのか。

『……ッッッ!!!!!!』

　だんっ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　そう思った時には、すでにどこにも油取りの姿はなかった。取り残された『忍』の顔に不安そうな色が残る中、ようやく遅れに遅れてパトカーのサイレンの音が響ひびいてきた。




　ヤツは、ついに解き放たれた。

　ただ現れ、ただ攫さらい、ただ殺す。

　それだけしかない、それだけを突き詰めた、最悪の致命誘発体が。
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『おお天てん狗ぐの。　　は聞いておるかね』

『風の噂うわさ程度だがな。しかし、その名を聞くだけで胸が悪くなる。ヤツは間違いなく　　という定義全体を貶おとしめている。殺しの一点だけに、あそこまで特化した変種も珍しい』

『ヤツが出た』

『荒れるな。……またたくさんの　　が死ぬぞ』

『しかし我らの手で何ができるという訳でもない。ヤツは、ただの力の序列からは切り離はなされた　　に立っているのだから』

『……「油取り」か』
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　六歳という事情を考え、『忍』は隣となり街まちの警察署で事情聴ちよう取しゆ……というのは控えて、かやぶき屋根のお屋や敷しきで話を聞かれる事になったらしい。

　そうしている間にも、前にも増して表の妖怪達たちが騒さわがしくなってきた。

　油取りが出た。

　またたくさんの子供が死ぬ。

　……何の事情も知らなければ、そういう話になっちまうのか。実際にはそこから抜け出そうとしていた油取りが、たった一度のチャンスを放り捨ててでも『忍しのぶ』を助け出したのに、やっぱりそういう風に見られちまうのか。

『忍、もう本当に大丈夫なの？　どこか痛いところとかない？』

『ん、シュワシュワを飲めばもう大丈夫』

　母ちゃんにぴこぴこ手を振りながら『忍』はそんな風に言っていた。むしろ、こいつもこいつで自分の身に何が起きたかよりも、辺りを飛び交う『油取りの噂うわさ』が気になって仕方がねえって感じだけど。

　警察が出て行ったのは、もう夕方過ぎだった。

　もっとも、『忍』を気遣うばかりで大した話は聞けなかったみたいだが。

　そして。

『風の噂では、百鬼夜行が動くらしい』

『それならひとまず安心か。彼き奴やつらは恐ろしいが、一度狙った妖怪を仕留め損なうとも思えん。確実に油取りを殺害してくれれば、それで騒さわぎも収まる』

『むしろ、巻き込まれないように気をつけなくてはならないのだわ』

『それもそうだ。油取りの業に巻き込まれて死ぬなどと、そんなにつまらない末路もないだろうからな』

『忍』は困ったように眉を寄せていた。

　そして近くにいた爺じいちゃんの服をくいくいと引っ張って、こう尋ねた。

『爺ちゃん。油取りって何なんだ？』

『ん？　お前は知らなくても良い事だ』

　珍しく、素っ気ない調子で爺ちゃんは会話を断ち切ってしまう。

　続けて、『忍』は婆ばあちゃんの方に聞いてみる。

『婆ちゃん、油取りの事教えて』

『……あれはとっても怖い妖怪さんだよ。最近、この辺りでも見かけたって話があってね。忍も絶対に近づいちゃいけないよ』

『……、』

『忍』は、赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしの顔を見上げていた。

　グラマラスな妖怪は、ただ沈痛な表情で首を横に振っただけだった。

　でも、これで終わり。

　唯一、油取りがまともな道を進めるはずだったカエシガミの件は完全に破綻した。暴走因子を抱えた油取りは、『遺言』通りに百鬼夜行の呪まじなや菱ひし神がみ樒しきみの手によって滅ぼされる。後には何も残らない。彼らが事前にそう取り決めていたように。『忍しのぶ』を助けて、『忍』の未来を想おもって、あの妖怪は一人、誰だれにも本当の事が伝わらねえまま無に消えていく。




　そんな訳ねえだろ。

　これはまだトリガー。最悪の終わりは必ずやってくるって、俺は知っているんだから。




　その日、子供部屋に戻っていった『忍』を、大人達たちも妖怪達もそっとしておいた。何しろ大人達の事情に巻き込まれて、『大きな犯罪組織』の兵隊達に誘拐されていたのだ。何が正しくて、どう接すれば良いのか分からなかったんだろう。

　だけど、それは完全に裏目に出た。

『忍』はショックを受けて引きこもるような心の持ち主じゃなかった。よりにもよって押入れの中からリュックサックを引っ張り出して、その中に地図とか懐かい中ちゆう電灯とか、色んな道具を詰め込み始めたんだ。

　まるで、これからどこかへ出かけるように。

　あれだけの事があったのに、安全な屋や敷しきから出て行こうとするように。

　秘密基地を作るのと同じで、こんなのには何の実用性もなかったと思う。

　クレヨンとかお菓子とか、とにかく目につくものを片っ端から突っ込んでいただけだと思う。

　そんな中に、画用紙があった。

　それこそクレヨンとか色鉛筆でグシャグシャに塗ったくっただけの落書き。でも、『忍』にとっては大きな意味のあるものだったんだろう。

　人間みたいなものが描かれていた。動物みたいなものが描かれていた。一昔前まで空想上の産物だと思われていたものも普通に描かれていた。黒い髪に赤い服は座敷童わらしか。黒いクレヨンでぐるぐると丸を塗り潰つぶしたようなものもあり、何なのかサッパリ分からないものまで描き込まれていた。

　そして、輪を作る無数の影かげの、その頭上に……汚らしい文字で、こう書き殴ってあった。




　み　ん　な　な　か　よ　し




　たった、それだけ。

　だけどこれは、どんなにくだらなくても、何の実用性もなくたって、幼い『忍』にとって命を預ける場面に必要だと思ったものだったのかもしれない。

　そして、『今』の俺にとっても。

　いろんな『パッケージ』絡みの事件を解いてきた。そんな中で、規格外の怪物とも邂かい逅こうした。油取りに、青あお行灯あんどん。もはや人の手に負える範はん疇ちゆうを超えているんじゃねえかっていうくらいの。

　でも。

　それでも。

　……やっぱり、これだけは。

　どうしても忘れちゃあいけない事だったんじゃねえのか……。

『戸惑ってなんかいられないぞ……』

　何の役に立つか分からないものを詰め込めるだけ詰め込んで。

『泣いている場合なんかじゃないぞ……』

　リュックサックの留め具を無理矢理にパチンと留め合わせて。

『トモダチ妖怪を助けるんだ』

　ぐしっ、と一度だけ目元を手の甲で拭って。

　心無い言葉を放つ全てに抗あらがうように、前を向いてそいつは言い張った。




『一人ぼっちになった油取りを、今度は俺が助けるんだ』




「………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　何で。

　どうして、こうなるんだろう、って思った。

　この先起こる事は、もう何となく想像がついた。

　暴走した油取りを百鬼夜行が仕留める前に、ちょこまか動き回る『忍しのぶ』が最悪の致命誘発体と鉢合わせてしまう。そこで何かが起こって、あの座ざ敷しき童わらしが『三九式』とかいう力を使っちまう。これはきっと、そういう話だったんだ。

　でも。

　油取りは愚かだったけど、その行動は間違っていなかったはずだ。油取りを見送った百鬼夜行は残酷だったけど、その決断は優しかったはずだ。『忍』は何も知らなかったけど、その選択は誰だれよりも賢かしこかったはずだ。

　なのに。

　全てが破滅の大穴に吞のみ込まれていくように、一つ一つの善意や善行が想定通りの『最悪の終わり』へと繫つながっていく。

　悪いのは、誰だった？

　全ての元凶、『大きな犯罪組織』が倒れれば、そこで話がブッツリ途切れてハッピーエンドじゃ駄目だったのか？

『んっ』

　大きく膨ふくらんだリュックを背負って、そっと『忍しのぶ』は子供部屋から出ていく。小さなガキの抜き足差し足なんて普段ならすぐバレちまいそうなものなのに、この日に限ってみんなの視界の外へ外れていた。……まるで、『そうであるように』と運命そのものが味方についている風に。

　ついていくしかなかった。

　この結末を見届けるしかなかった。

　オレンジ色に染まる田園風景を、幼い『忍』が走っていく。こいつはこいつで、絶対に油取りを助けられると無邪気に信じている。全部失敗するともう分かっているのに、俺も俺でそんな奇跡が成就すれば良いと思っちまっている。

　でも、そうはならない。

　絶対に、そんな優しい結末は訪れない。

　何な故ぜなら、これはもう定められた道。確定した過去を覗のぞいているだけの話。無数の選択肢が目の前で踊る『現在』でも、それさえ曖あい昧まいな混こん沌とんと化している『未来』でもなく、ただただ一本道が続いているだけの『過去』なんだから。

　だから。

　いつもの山、雑草の生い茂る高台。樹木の天蓋と、ボロボロに朽ちた黒い小屋。

　そこで。

　その先で。




　幼い『忍』は目もく撃げきする。

　全身をズタズタに引き裂かれ、今にも止まってしまいそうなか細い息を吐く、油取りを。




　血の色は赤というよりどす黒く。

　二本の足で立つ事さえままならずに地面へ崩れ、小屋の壁かべへ背中を預けて。

　壊こわれた人形のように立てかけられたそれを見て。

『忍』は、もう言葉も作れなかった。

　ひたすら音としての絶叫を解き放ち、そして油取りに向けて一直線に駆け出していた。

『おっと』

　樹上で、巨花のように白い髪を結わえた菱ひし神がみ樒しきみの声が響ひびいた。

　今は徒手空拳じゃない。着物の懐ふところへ手を突っ込み、明らかに『何か』を摑つかんでいるようだけど……？

『どうするのじゃ呪まじな！　わしの本領は「戦いくさ」ゆえ、細かい狙いは効かぬのじゃがな!!』

『いやはや、参ったねえ。とりあえず樒さんは待機』

　ビュゴウ!!　と黒い渦が巻いたと思ったら、叢くさむらの中心に百鬼夜行のリーダーが立っていた。まるでペット愛好家みたいに、その腕の中で首にスカーフを巻いて右耳にリボンをつけた小型犬みたいな妖怪、すねこすり（女）のお初はつを抱き寄せている。

　なん、だ？

　今の黒い渦……一塊になったと思ったら、すねこすり（女）の体を形作ったように見えたけど……!?

『そしてその質問は、そっくり向こうに回そうかな。……油取り、あなたはどうするつもりだい？』

　質問に。

　命の灯ともし火びがどれほど残っているかも分からねえ妖怪は、しかし一いつ瞬しゆんも迷わなかった。

『私の答えは最初から決まっているのだよ。後の事は頼たのむと、そう伝えておいたはずだぞ！　百鬼夜行!!』

『だめ!!』

　だけど。

　今度はその声に被かぶせるように、『忍しのぶ』が叫んでいた。

　油取りに、じゃない。最悪の致命誘発体に背を向けて、両手を広げ、呪まじなや菱ひし神がみ樒しきみからトモダチを庇かばうような格好で。

『油取りに意地悪しないで!!　どうしてもこいつを傷つけるなら、俺が相手になってやる!!』

　樹上から、明らかな舌打ちがあった。

　すねこすり（女）を抱える片眼鏡の呪も、苦いものを嚙かむ調子で告げる。

『忍』ではなく、幼い少年に庇われた妖怪へ。

『……改めて尋ねよう。あなたはどうする』

『ッ!?』

『最適解が最上解になるとは限らない。私はね、たとえ間違っていると分かっていても、ここで死にたいと願う以外の道を口走っても構わないと思っているんだけど』

『……、言えるか、そんなもの』

　弱々しい息を吐きながら、大きな笠かさの奥で、その妖怪は吐き捨てた。

『こうしている今も、私はかの少年の背中を抉えぐるべく照準を進めているのだ!!　こんなものを放置しておけるか！　こんな邪悪を残しておけるかっ!!　やれ、百鬼夜行。私をやれェェえええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!』

　きっと、誰だれもがギリギリのところを生きていた。

　誰もが誰かを想おもって、自分の事なんて二の次で、何かを守ろうとしていた。

　そんな極限状況の中で、百鬼夜行のリーダーは一つの意思を汲くみ取った。

『……どうするんだい』

『良いだろう。それが彼の本当の意思だというのなら、憎まれ役は私が買おう』

　本当は、違った答えを聞きたかったのかもしれない。

　生きたいと、幸せになりたいと、間違っていてもそんな言葉を引き出したかったのかもしれない。

　だが、機を逸した。

　だから呪まじなは己が抱き寄せていたすねこすり（女）のお初はつの額へ、人差し指の腹をわずかに乗せた。それだけで、小型犬の妖怪は真っ黒な闇やみに変じた。轟ごう!!　と凄すさまじい音を立てて、再びその全身が風景の中へと消えていこうとする。

　その。

　直前の出来事だった。




　全く別の轟音が炸さく裂れつした。

　横から割り込んだ赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしが、呪の胴を思い切り蹴け飛ばした音だった。




　それは。

　ひょっとしたら、自動車にフルスピードで突とつ撃げきされるのにも等しかったのかもしれない。

　衝しよう撃げき波はじみた轟音の直後、若い男の体がまともに森を飛んだ。そこそこの太さを持つ木々がまとめて二、三本へし折れ、さらに奥で待っていた大木の幹でようやく一直線の破は壊かいの連れん鎖さが終わる。

　でも、それで全ての動きが止まった訳じゃねえ。

　ざわざわという音が聞こえる。

　闇が消え、小型犬に戻ると、破壊の痕跡の中心点では何事もなかったかのように呪が佇たたずんでいた。

『どういうつもりだい？』

『あなたに用はない』

　言い捨てる。切り離はなす。

　一歩一歩近づいてくる百鬼夜行のリーダーなど、赤い浴衣の妖怪は気に留めない。

　薙なぎ刀なたの代わりなのか、高枝切りバサミを肩に担いだ座敷童が見ているのはただ一点。

『忍しのぶ、あなたはどうしたいの？』

『んっ』

『大人の事情なんてどうでも良い。人間と妖怪のしきたりなんて後回しで構わない。あなたは、今、ここで何をしたいの？』

『正しい』答えなんてどこにもないのかもしれない。

　そんなものは、誰だれにも決められないのかもしれない。

　だけど、『忍しのぶ』は一秒も待たずにこう答えた。

『トモダチを助ける』

『そう』

　うっすらと笑って、座ざ敷しき童わらしは肩に担いだ高枝切りバサミをぐるんと大きく回した。

　その下端を地面へ勢い良く叩たたきつけ、周囲の全てを威い嚇かくするようにしながら、彼女は続けてこう言った。

『分かっているなら、後は成し遂げるために動きなさい。……男の子でしょう？』

『んっ！　行くよ、油取り!!　俺について来い!!』

　そうして、『忍』は崩れ落ちそうになっている油取りの手を摑つかんだ。二人して茂みの奥へと飛び込んでいく。

　ついに、座敷童と呪まじなが対たい峙じする。

　後を追おうとする者全ての壁かべとなるように、改めて座敷童は刃やいばを構え直す。

『いやいや、実を言うとね、私はこれでも感謝をしているんだよ』

　どこか寂しそうに、百鬼夜行リーダーの呪はそう呟つぶやいた。

『だって、こんな結末は、あまりにも虚むなしい。それは予定調和の最適解なんだろうけど、救いなんてものが一ミリだって存在しない。だから、こんな展開にわくわくしていると言ったら不ふ謹きん慎しんかもしれないけど、でも、そいつが正直な感想でもあるんだ』

　言いながら、呪はもう一度抱えている小型犬の妖怪の額へ指先を押し付けた。

　……何となく、分かってきた。

　そもそも、すねこすりは旅人の足に頰ほおを摺すり寄せる妖怪だ。それだけなら無害で愛らしいけど、大元になったのは『闇やみ夜よの旅路で、足元の叢くさむらに得体のしれない何かが潜ひそんでいるかもしれない』っていう恐怖心の集合体なんだ。

　呪、とは良く言ったもんだ。

　こいつは、想おもいが固着して肉体を得るに至った『妖怪という人物（？）像』を、もう一度原初の現象・怪異へと一いつ瞬しゆんで分解して使役する。

　数十人、数百人が一丸となってようやく妖怪の性質の一部分を組み込む『パッケージ』なんて次元じゃない。妖怪全体の設計図・解剖図、そんなものをたった一人で分解・解析・再構築・再利用……とにかく何でもかんでも完かん璧ぺきにこなしちまう。

　どれだけ無害で愛らしい妖怪であったとしても、大元にある想念を正確に読み取って武装化し、戦争にさえ耐える兵器に組み替えてしまう。

　百鬼夜行。

　そのトップに君臨する男。

　やっぱりどれだけ昼ひる行灯あんどんを気取っていても、伊だ達てで終わるはずもなかったか……!!

『でも、それとこれとは話が別だ。こっちとしても、話の結末を他人任せにしてしまうほど無責任なつもりもないんでね。これでも私はオカルトについては日本最大の組織を束ねる長だ、さて三九式の力で勝敗の運命を捻ねじ曲げられるかな』

『悪いけど、話の主役は私でもあなたでもない。端役は端役同士、舞ぶ台たいの邪じや魔まにならない隅っこで踊るとしましょう？』

『言っては何だが、忍しのぶ君はともかく、あなた個人がそこまで油取りに固執する理由があるのかな。まともにかち合えばどうなるかくらい分かっているだろうに』

『正直、それはどうでも良い』

　ヒィウン、と薙なぎ刀なた代わりの高枝切りバサミが、唸うなる。

『……だけど忍が選択した、どれほど最悪な致命誘発体とでも共に歩いて行けるって。だから私は忍の言葉を信じる。あなた達たちにはどれだけ願っても選べなかった道を即答で選んだ忍の言葉を』

　この時、俺にはいくつかの選択肢があった。

　一つ目は、言うまでもなく『忍』と油取りを追う事。あれが全ての事件の中心だし、あの組み合わせを放置しておくのはあまりにも危険過ぎる。油取り本人にその気はなくても、そのまま『忍』を殺しちまうかもしれねえんだから。

　二つ目は、ここで座ざ敷しき童わらしと百鬼夜行の死し闘とうを眺める事。『忍』と油取りも問題だが、もう一つ、大きな論点として座敷童の中にある『三九式』とかいう奇妙な力がある。あれを使われる前に『過去の事件』を解決させる事、そしてその時使うはずだった『三九式』を温存し、『現在』見み舞まわれている青あお行灯あんどんグループの事件を解決するためにストックさせる事。これが一番大きな案件のはずなんだから。

「どっちだ……」

　俺はぐるりと周囲を見回した。

『視点は一つ』で『巻き戻しはできない』。

「俺はどっちにつけば良い……!!」
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　ザザザザザザ!!　と不気味に囁ささやく森の中を、俺は必死で駆け抜ける。

　結局、『忍』と油取りを選んだ。

　もう結末は近い。これ以上の真相や悪意がポコポコ隠れているとは思えねえ。それは分かっているんだけど、どうにも嫌な胸むな騒さわぎが収まらなかった。たった一度手を誤って決定的な瞬しゆん間かんを見逃したら、それで全部ご破算になっちまうんじゃねえかって。

　連中はすぐに見つかった。

『こっちだ、こっち！　良く分かんないけどとにかくこっち!!』

『待て……。待ってくれ！』

　ガサガサと下草をかき分けて進む『忍しのぶ』の手を優しく振りほどきながら、油取りは血を吐くような言葉を搾り出していた。

　その危険性に全く気づかず、『忍』は駆け寄ってしまう。

『どうしたんだ。怪け我がが痛いのか!?　だっ、大丈夫だ、こんな時のために絆ばん創そう膏こうを持ってきているから!!』

『そうではないのだよ……』

　かちかちかちかち、と歯の根が合わない調子で油取りは先を続ける。

　もう、今にも目の前の獲え物ものを魚焼きの串で突き刺し、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷを抉えぐり出してしまいそうな様子で。

『あなた様は、早く逃げるんだ……。一刻も早く、ここから……!!』

『嫌だ！　油取り、お前を置いて行けない。お前も一緒に……!!』

『私が言っているのは！　そういう意味ではないのだ!!』

　絶叫するような反論に、『忍』の小さな肩がびくりと震ふるえた。

　相手を傷つけたという事実に震えながら、しかし油取りには猶予も残されていない。そのまま『忍』に向けて汚い言葉を叩たたきつけていく。

『私がっ、この私が!!　あなた様を殺してしまうと言っているのだよ！　何な故ぜこんな簡単な事に気づかない!?　私はあなた様のトモダチでも何でもない。私にとってあなた様は都合の良い獲物でしかない!!　内臓を抜き取って、串に刺して、火で炙あぶって、油を取って、一人で不気味に愉悦する!!　そんな汚らわしい怪物でしかないのだ!!』

『そんな事ないよ』

『だから逃げろと言っているのだ、最大最悪の致命誘発体から!!　ただ現れ、ただ攫さらい、ただ殺す！　それしかできない怪物から!!』

『お前はそんなヤツじゃないぞ！　ケーサツの人に聞いたから知ってる。俺は悪いヤツに捕まっていて、それを誰だれかが助けてくれたんだって！　だからお前は悪者なんかじゃない!!』

『早く……早く……逃げろ……っ』

『誰が何と言おうが、お前自身がどんな風に言ったって』

『あなた様ァァあああああああああああああああああああああああああああああああ!!』

『お前はトモダチなんだ!!　こればっかりは絶対に変わらないんだっっっ!!!!!!』

　それ以上は、もう待てなかった。

　バギンッ！　と油取りの口の中で奥歯が砕ける音が炸さく裂れつした直後、その両手に無数の鉄串が握られていた。

　ひとたび解き放たれ、炸裂すれば、『忍』などひとたまりもねえはずだ。

　だけど、実際にはそうならなかった。




　突如として、真上から降り注いできた白い影かげ。

　菱ひし神がみ樒しきみが、手にした三さん鈷こ杵しよでもって稲妻のように鉄串の群れを叩たたき落としたからだ。




　具体的に、一体どうやったのか。

　傍そばで眺めていても理解が追い着かなかった。三鈷杵ってのは、坊さんなんかが持っている武器……いや、仏具とかって言うんだっけ？　ようは両端の尖とがった杭くいの真ん中を拳で握り込むような得物で、刺して使える部位は親指側と小指側の双方から飛び出した二ヵ所しかない。……たったそれだけで、どうやって至近から放たれた数十もの鉄串を一発残らず叩き落としたんだ？

　ぶわさ!!　と音を立てて結わえていた長い白髪が大きく解ほどける。注し連め縄なわを巻いた着物も大きくはだけ、下の襦じゆ袢ばんをさらして。まるで隠し持っていた三鈷杵を包んでいた飾りや封を解くように。途端に線香みてえな匂いが一面に広がる。

　そして割り込んだ樒は、自らの行いに呆あきれるようにこう呟つぶやいていた。

『まったく、柄にもない事をさせおるわい。よもや「菱神の女」が誰だれかを庇かばう盾として動くとはのう……!!』

『菱神、樒か……！』

[image: ]

『ああ、言っておくがお主を殺すために出張った訳ではないぞ。「戦いくさ」を専門とする戦せん闘とう狂きようが言うような台詞せりふではないのは重々承知じゃが……わしもいい加減、そういうのにはうんざりしていたところじゃからのう!!』

　緊きん張ちようの糸が途切れるたびに、油取りから数十、あるいは一〇〇以上の鉄串が飛ぶ。

　だが菱ひし神がみ樒しきみが（見た目だけなら）腕の一振りを放つだけで、その三さん鈷こ杵しよがあらゆる凶器を弾はじき飛ばす。背後に庇かばう『忍しのぶ』にはただの一本すらも通さずに、だ。

『加減をしている場合か、菱神！　私を殺せえ!!』

『仕方がないじゃろう。わしが本気を出すとこのガキどころか、村ごと吹っ飛ばしかねんのでのう』

　ニヤリと菱神樒は笑いながら、

『何より、わしもまた端役の一人に過ぎん。たとえ不慣れな防衛戦でも、ヤツが来るまで時間を稼かせげればそれで良いんじゃよ。間抜けな主を説き伏せたヤツが来るまでな』

『な、に？』

『来るぞ、覚悟しろ』

　白い髪の少女が告げた直後だった。




　ザン!!　と複数の木々の隙間を駆け抜け、茂みを飛び越すように現れる影かげが一つ。

　高枝切りバサミを携えた赤い浴衣の座ざ敷しき童わらしが、勢い良く油取りへと飛び込んでいく。




　その時。

　菱神樒だけで手一杯だった油取りは、完全に処理能力の限界を超えていた。

　横合いから突っ込んできた座敷童に対処できず、まともに激突する。そのままゴロゴロと転がり、二人して『忍』から距きよ離りを取っていく。山の斜面を滑っていく。

『どいつも、こいつも……!!』

『業腹だけど、あなたを救う方法が一つだけあるのよ！　私とあいつが手を結べば!!』

　間近で叫ぶように、座敷童はそう言っていた。

『あなたは子供を殺す妖怪で、それだけを人間に望まれて、この世界へ生まれ落ちてきた。どんな安定法も、どんな拘束具も、どんな術法も、あなたが子供を殺すという選択を止める事は叶かなわない、絶対に！』

『っ!!　だから！　だから殺せと言っているのだ!!　私がかの少年を手に掛けるよりも早く!!』

『だけど忘れたの、あなたが加害者の象徴であると同時に、私は被害者の象徴であるって事を！』

　互いに至近から叫び合う。

『座敷童は食しよく糧りよう難なんの間引きや口減らしで殺された子供達たちの集合体よ。言ってみれば、私は子供の死という記号を凝ぎよう縮しゆくしている。加害者と、被害者。「パッケージ」のように術法で私とあなたを繫つなぎ合わせてしまえば、疑似的に、記号的に、あなたは「子供の死」を感じ続ける事ができる。胃袋の中で医い療りよう用ようの風船を膨ふくらませる事で空腹を忘れさせるように、死の衝しよう動どうを覚えずに済ませられるようになるの!!』

『……っ!!』

　たった一つの光明。

　それを意識して、押し倒された油取りの頭がぐらついたように見えた。

　だけど、

『具体的に、どうやって術法を組み上げる？　そのような時間があるかね!?　ただの「パッケージ」でさえ、一からアセンブルするとなればどれだけかかるか分からんというのに!!』

『ええ、普通に考えたらね。だけど、ここには特大の例外が顔を出しているっていうのを忘れているのかしら』

『まさか……』

『百鬼夜行リーダー、呪まじな。あいつなら、あらゆる妖怪を原初の現象・怪異にまで即時分解するほどの腕を持つ。「パッケージ」に類する程度の術法なら、それこそ秒単位でアセンブルできるはずよ』

　そこまで言い放って。

　油取りの動きがピタリと止まって。

　ゆっくりと息を吐くように、最悪の致命誘発体はこうこぼした。

『もう、殺さなくても良い、だと……？』

『ええ』

『私が死ななくても、殺しの性質を捨てられる、だと……？』

『厳密には、殺しの性質を奪うのではなく、空回りさせるのだけどね』

『……、』

『あなたは、誰だれも殺す必要はないし、誰に殺される必要もない』

　組み伏せながらも、その力をゆっくりと抜いて、座ざ敷しき童わらしはこう告げた。

『あなたは、忍しのぶのトモダチでいられるのよ。他の多くの妖怪と同じようにね』

　しばらく、油取りは黙だまっていた。

　頭の中が真っ白になっているのかもしれなかった。

『姉ちゃん……』

　そんな風に呟つぶやく声があった。

　ようやくの一段落。ホッと息を吐いて、座敷童はゆっくりと首を回した。『忍』を捉え、柔らかく目を細める。

『大丈夫よ、忍が心配する事は何もない。お姉ちゃんが、きっちり帳尻を合わせたから……』

　だから、これで終わり。

　誰だれも死なずに済んだ、最高のハッピーエンド。




　本当に？

　だってこれは、失敗した過去を見ているはずなんだろう？




　っっっとん、と。

　むしろ、破滅の始まりは小さな小さな音だった。

「あ」

　座ざ敷しき童わらしは、忘れていたのだ。油取りを理性的に説得『できてしまった』事で、すっかり忘れてしまっていたのだ。

　油取りの殺しの技術は、もはや本人の意思を超えたところで動いているのだと。

　組み伏せたまま、ほんの束つかの間、『忍しのぶ』の方へ首を巡らせた瞬しゆん間かん。そこを狙って、油取り自身の心からも離はなれて、致命誘発体の腕がひとりでに動いていた事を。

　その豊満な胸を割り裂くように、中心に突き立つ一本の鉄串。

　内臓を抉えぐり出し、突き刺して、火で炙あぶり、油を取り出すための凶器。

「ああ……」

　驚おどろいたような、座敷童の顔があった。

　その上半身が、ぐらりと横へ逸それた。

　糸の切れた操り人形のように、力なく崩れ落ちていく。

「『あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!???』」

　俺と『忍』の絶叫が、奇き麗れいに重なった。

　座敷童は、普通の人間とは違う。間引きで殺された子供達たちの集合だって話だから、ひょっとしたら『一人分の子供の死』を生み出す鉄串一本程度では死なないのかもしれない。消滅しないで済むのかもしれない。

　だけど。

　幼い『忍』に、妖怪の事も『パッケージ』の事も理解できていない『忍』に、そんなのが分かるはずもない。




　泣き声が聞こえた。




　押し殺すようなものじゃない。まるでサイレンか何かのように、大口を開けてわんわんと泣き叫ぶ幼い声が。おそらくこの場の誰だれもが一番耳にしたくなかった、いつまでも頭に残る甲高い絶叫が。




　どうしようもない絶望の叫びが聞こえた。




　ようやく、俺はこの事件の終わりに辿たどり着いたような気がした。

　絶望を知った。

　だけどそれは、幼い『忍しのぶ』が、かつての俺自身が、自分の身に降りかかった恐怖に嘆いていたからじゃない。身近な座ざ敷しき童わらしを傷つけられてショックを受けたからでもない。そういう理由で絶望しているとしたら、ここより前、『大きな犯罪組織』にさらわれた時点で、すでにこんな状態になっていたはずなんだから。

　きっと、そういう話じゃない。

　こいつは、自分自身のためにここまで泣くようなヤツじゃねえ。

　妖怪スタンプ。妖怪はみんなトモダチ。画用紙にも汚らしい文字でこうあった。みんななかよし、と。今まで、この瞬しゆん間かんまで、『忍』にとっては人間にも妖怪にも貴き賤せんや優劣は存在しなかったんだ。

　でも。

　ここで、何かが決定的に決まってしまった。

　敵と味方に分かたれた。

　油取りを見捨ててでも、座敷童を助けたいと思ってしまった。

　そのために、油取りという一個の人格を持った妖怪を心の中で見捨ててしまった。

　それが絶望。

　それがこの事件の本当の被害。

　だから。
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　夕暮れに染まる山々のどこかで、ポツリと声が洩もれた。




『泣いてる……』




　木々の葉が風で揺れるように、声は増えていく。いつしか山全体が咆ほう哮こうするように、地面を震しん動どうさせるほどの勢いで、その声は届く。




『泣いてる……』




　いいや、おそらく山々に限った話じゃない。田園風景で、農道で、かやぶき屋根のお屋や敷しきで、オレンジ色の大空のあちこちで。まるでたった一つの煙草タバコの吸殻から一面を埋め尽くす山火事へと広がっていくように、爆ばく発はつ的てきに声の洪水は景色の全てを埋め尽くしていく。

　その声の全てが。

　怒りに染まる妖怪のものだったと、その場で正しく理解できた者はいたのか。




『『『『『『『『『『……忍しのぶちゃんが泣いてる……ッッッ!!!!!!』』』』』』』』』』




『おいおい……』

　思わず呟つぶやいたのは、白髪を大きく広げて着物もはだけた、菱ひし神がみ樒しきみだった。

『冗談じゃろう……一〇〇や一〇〇〇では利かぬぞ。あのガキ、ただの泣き声一つで、現象としての百鬼夜行を上回るとでも言うのか……!?』

　その、地鳴りのような何か。

　あれが理性を完全に焼き切った狂熱の群れだってのは素人の俺でも良く分かる。もしもあの妖怪達たちが全て『忍』の泣き声に呼応し、それを生み出した元凶へ牙を剝むくとしたら……。

　油取りは、これからどうなる？

「……、そうか」

　ここはまだ、絶望の底じゃなかったんだ。その入口に過ぎなかったんだ。

　幼い『忍』は、座敷童わらしを助けるために油取りを見捨てた。

　そして、『忍』の声に応えるように現れたのは、こいつのトモダチばっかりだった。

　妖怪スタンプを捺おして、トモダチ妖怪になった連中ばかり。そいつらが、寄ってたかって油取りに嚙かみ付き、食い破り、バラバラにして、引き裂いてしまう。

　あの画用紙を思い出す。

　人間も妖怪も笑顔で輪を作って、みんななかよし、というお題目をつけた落書き。

　その対極。

　血みどろの結末。

　……そんなもの、まだ六歳の『忍』に耐えられる訳がない。体の問題じゃない。こいつの心は、きっとここで確実に壊こわれる。体じゃなくて心が八つに裂かれて、死滅する。だから、そんなものを目の当たりにしてしまったから、

『……ぁ、……か……ッ』

　ずるずると、倒れ伏したまま、座敷童の上半身がもぞもぞと蠢うごめいた。

　油取りからの攻こう撃げきをまともに受け、体内の構造が丸ごと破は壊かいされているかもしれないのに、それでも壊こわれつつある『忍しのぶ』を守るために、もう一度動き出す。

　きっと、座ざ敷しき童わらしが反則技の『三九式』を使ってでも捻ねじ曲げようとしたのは、ここだ。

『忍』の夢を守るため、心を守るため、『三九式』を使い切ったんだ。

　ザザザ!!　と俺の頭の中に奇怪な雑音が走った。

　映像が二重に重なる。

　いつかどこかの声が、俺の脳裏に響ひびいてくる。







『……わ、たし、を……』

　ずたずたに引き裂かれた喉を使って、無理矢理に搾り出しているような声。油取りのものらしきそれには、血の塊でも吐いているような水っぽい音が混じっていた。

　あれだけの事が待っていても、結局は死ねなかったのか。

　手足をもぎ取られ、鼻も耳も抉えぐり取られ、両目を潰つぶされ、歯も舌も引っこ抜かれて、内臓を引きずり出され、背骨も骨こつ盤ばんも引っこ抜かれて、毒液を注入され、酸で溶かされ、神経を炎で炙あぶられて、血液を沸ふつ騰とうさせられて、そこまでされるだろうに、さんざん喰くい散らかされて、まだその魂は解放されなかったのか。

『わたしを、わるものにしてくれ……』

　それが、油取りの切なる願いだった。

『どのみち、私が善人だろうが悪人だろうが……結局、私が子供を殺す数は変わらん。私の属する位置と、私の取る行動にもはや関連性はないのだよ。どんな未来の中でも、私は必ず同じ数だけ殺す、足す事も引く事もできん。だったら同じだ、せめて陣じん内ない忍の心だけは取り戻したい。あんなヤツは死んで当然だったんだと思ってもらいたい。そうすれば、この子は罪悪感に押し潰される事もないんだから。いつもの景色の中に、笑って帰る事ができるんだから……』







　だから、なのか。

『現在』で見てきた残忍な油取りと、『過去』で見てきた苦悩する油取りとの間に、ここまでの乖かい離りがあったのは、そういう事だったのか。

　これが本当の終わり。

　これ以上は何も隠れていない。最悪の終わりは全て見た。

　だったら。




　もう我慢する必要なんかねえだろ。

　歴史を変えるとしたら、全部救ってハッピーエンドにするなら、ここしかねえんだから!!




　ズヴァヂィ!!　という火花の炸さく裂れつするような轟ごう音おんが響ひびき渡った。

　薄うすいガラスを一枚挟んだような他ひ人と事ごとの感覚が、消えた。

　今度こそ。

　俺は、この『過去』の世界へ踏ふみ込んだのだと、自覚した。

「立て」

　俺は真っ先に、目を白黒させている油取りの腕を摑つかんだ。そのまま強引にでも、勢い良く引っ張る。

「立て!!　死にたくなければ!!」

　時間はない。できる事を全て取捨選択し、最後に残ったものを選ぶ。

　タイムパラドクスが発生するかもしれねえけど、知った事か。俺は一〇年前の『忍しのぶ』と正面から向かい合う。

「おい、聞こえているか。おい、クソガキ!!」

「え、あ……？」

「良いか、今回は俺が全部帳尻を合わせてやる。だけどな、次からは、一度トモダチって認めたヤツを絶対に途中で見捨てるんじゃねえぞ。分かったな？」

　返事を待っている暇はなかった。

　ずずずずずずずずずずず……という低い震しん動どうが伝わってきた。まるで天変地異の前触れ。だけど、違う。一面埋め尽くすような妖怪の海が、こっちに向かって突っ込んで来ているんだ。『忍』を泣かせた元凶たる油取りを、怒りに任せて八つ裂きにするために。

　そんな事をやらせる訳にはいかない。

　油取りは殺させない。『忍』の心は壊こわさせない。三九式は使わせない。トモダチの手を汚させたりはしない。

　だから。




　だんっ!!　と。

　俺は油取りの手を摑んだまま、山の斜面……つーか崖から一気に飛び降りる。




　認識が大きく変わったとはいえ、やっぱり『幽体離り脱だつのお仲間』なのは変わらねえらしい。明らかに運動能力のスペックはただの高校生の限界を超えていた。ギザギザの斜面の途中で着地し、そのままスキーで滑走するように全速力で下っていく。

　狂きよう騒そうの海が方向転換し、一斉にこちらへ向かってくる。

「何を……一体何をするつもりなのだ!?　どのみち、あの群れからは逃げられない。どこの誰だれだか知らないが、このままでは狂騒に巻き込まれるぞ!!」

「ああそうかい！　ちなみに俺は陣じん内ない忍しのぶだ、どうもよろしくう!!」

「なっ、あ？　じんない、しのぶ、だと……？」

「ちっとは状況が分かってきたか？　俺は『現在』……いいや、ここの時系列から見れば『未来』からやってきた!!　逆に言えば、四方八方どこにも逃げられなくたって、時間の壁かべを超えちまえばヤツらの毒牙は届かねえ!!　アンタが死ななきゃ、過去の俺が絶望する事もねえんだ。今は細かく説明している暇はねえけど、それで全部丸く収まるんだよ!!」

「いや、いいや!!　だとすればダメだ。座ざ敷しき童わらしの性質と呪まじなの技術を使った術法を利用できない環かん境きように放り込まれた場合、私は問答無用で子供を殺し続ける邪悪と化す。すでに血の味を思い出しているのだよ！　私はこの特性を止める事はできん!!　だから捨て置いてくれ!!」

「ふざけんな!!」

　だんっ、だんっ！　と斜面から飛び出した岩々の上へ飛び乗り、次々に飛び移りながらさらに斜面を下る。もうほとんど、気分は雪崩に巻き込まれつつあるスノーボーダーに近かった。速度を落とせば死の流れに吞のみ込まれる。

　まだか？

　俺の手で歴史が変動すれば、自動的に元の『現在』へ引き返す事になるって話だったのに！

「アンタのやっている事は全部見てきたよ！　アンタが死に値しねえ心を持った妖怪だってのも知ってるよ!!　だからそういう、今さらメソメソしたのはナシにしようぜ!!　いい加減、もうそんなのには飽き飽きしてんだからよ!!」

「感情論で語るのは容易たやすい。だが実際に私をあなた様の時代に解き放てば、必ず後悔が待っているぞ。一〇〇人、一〇〇〇人では利かない子供の死を、あなた様は受け止められるのかね!?」

「だから!!　殺させねえっつってんだろ!!」

「具体的にどうやって!?」

「百鬼夜行の言っていたカエシガミだよ!!」

　叫び合うように言いながら、俺達たちは一つになって斜面を滑り落ちていく。

「確か、お前は九年間誰だれも殺さずに我慢し続ければ、殺しの性質を無効化してカエシガミになれるんだったよな？　京の都を滅ぼしかけた貴族の怨念が神として祀まつられるようになった風に、お前は無害な妖怪に変われるって話だったよな!!」

「血の味を思い出したと言っただろう!!　今の私はもうリミッターが壊こわれている。一日だって我慢できるものか!!」

「我慢する必要なんかないんだ」

「な、に……!?」

「言っただろう、俺は『未来』の世界からやってきたって。そして生憎、タイムトラベルの定員は一人きり。他の人間や物品を無理に摑つかんで運べば、そいつは時間の流れから守ってもらえなくなる。平たく言えば、跳ちよう躍やくした時間の分だけ直接経年劣化しちまう。ここまで言えばもう分かるよな？　俺がお前を摑つかんだまま一〇年後の未来へ飛べば、お前は一瞬にして一〇年分の時間を浴びる羽目になる！　だから!!　我慢する必要なんか何もねえんだ!!」

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

「なあ、確かにお前は『もしもそんな怪物がいるなら、目障りな子供を消してくれるかもしれない』なんていうとんでもない願いを寄せ集めて作られた妖怪かもしれねえ」

　死と殺さつ戮りくの雪崩に追われながら、俺はそんな風に言った。

「でもさ、逆に言えば、それは馬鹿げた親の怒りや憎悪を吸い取っているって言えるんじゃねえのか」

「……？」

「だって、お前はそういう負の感情を逐一吸い寄せてその体を作っているんだろ。逆に、もしもお前がいなかったら、その想おもいはどこに向けられていたんだ？　そりゃあ、目障りだって思われていた子供達たちへ、虐待って形でぶつけられていたんじゃなかったのか」

　それって、つまりだ。

「もしもお前が無尽蔵に大人の憎悪を汲くみ取り続けて、なおかつ一回も暴走しないで力を制御できる存在に進化できたとしたら……そいつは、まさしく子供達の守り神って事になるんじゃねえのか？　平たく言えば、『虐待しようと思う大人の気持ち』を全て吸収しちまうって事だろ。実際に虐待が始まる前に気持ちを鎮しずめてしまう存在になれるって事だろ」

　カエシガミ。

　皆に恐れられながらも、皆に必要だと敬われる何か。

「……俺が生きている『現在』には、青あお行灯あんどんっていう化け物がいる」

　思い出す。

　最大最悪の敵。その本質を、改めて。

「そいつは作為的に歪ゆがめられた百物語を利用して、人工的に生み出された妖怪なんだ。そしてそいつを計画的に作るために、俺達も知らずに組み込まれていた。全ぜん滅めつ村むらって場所で、互いに殺し合う事で。ははっ、言ってみれば俺達の子供みたいなものだったんだ。今の今まで、一〇年前の過去で『あの画用紙』を見るまでそんな事にも気づかなかったんだけどさ」

　俺には、誰だれも笑えない。

　油取りを形作るに至った、身勝手な大人の負の想念さえも。

「だからさ」

　ここで、やり直す。全部、取り戻す。

　こいつを救って、こいつと一緒に!!

「お前の力を貸してくれねえか。青行灯を倒すには、大きな力が必要だ。だけど、青行灯を助けるには、もっと大きな力がいるはずなんだ。俺の子供を助けるために、お前の力を貸してくれよ。そのために、子供達たちを守るカエシガミになってくれよ。お前にしか頼たのめねえんだ、やってくれねえか？」

　油取りは、しばし、その言葉を静かに嚙かみ締しめていた。

　現在進行形で大勢の妖怪に命を狙われている事など気にも留めず、その妖怪は自分の身に浴びせられた言葉の意味を考えているようだった。

　そして。

　やがて。




「おうとも。あなた様の言葉を、突っぱねる理由などないだろう……!!」




　今度こそ。

　俺達は、力強く互いの手を握り締めた。

　直後に、周囲で火花が炸さく裂れつするような音が響ひびき渡った。

　一際巨大な轟ごう音おんと共に、俺達の体は『過去』の世界から消失した。













　　　時系列の狭はざ間まで、その二







　そこに、時間や空間の概念はあったのだろうか。

　詳しい理屈は分からねえけど、確かに俺と油取りは別個の存在として認識できた。

　時間を渡っている最中に思考時間があるというのもおかしな話だが、おかげで俺と油取りは情報共有をするチャンスに恵まれていた。

「青あお行灯あんどん、というのはよほどの変種のようだな。正直に言って、私の力だけでどうこうできるとは思えんぞ」

「ああ。相手は一〇〇の怪談を束ねていて、しかも各々の怪談からパーツパーツを抽出して新しい怪談を作り出せる存在だ。超常の数だけなら絶対に勝てない。たった一つの超常しか使えない普通の妖怪じゃあ、まず勝ち目はねえだろうな」

「なら」

「だけど、その力は青行灯本人にも使い切れるとは限らねえ。あいつの傍そばには術者がいた。おそらく、『パッケージ』と同じで体に何かを埋め込んでいる。それを取り出せば、あいつは変種としての力を制御できなくなる。平たく言えば、妖怪図ず鑑かんに載っている有象無象と同じ、たった一つの妖怪へ逆戻りするはずだぜ」

「妖怪……あなた様の子供の体内に埋め込んである、核……」

「『子供の内臓を取り出す妖怪』なら、チャンスはあるかもしれねえって訳だ。もちろん、チャンスなんて一回こっきりだがな」

　青行灯がどうしてあんなに狂っているのか、そいつはおそらく俺にしか分かんねえだろう。下手をすると、青行灯自身が理解できてねえのかもしれねえんだから。

　あいつは、全ぜん滅めつ村むらの狂きよう騒そうの中で生まれてきたんだ。

　油取りが『子供を疎ましく思う親の気持ち』の集合体であったように、青行灯は全滅村で俺を含む『参加者達たち』が巻き起こした血みどろの阿あ鼻び叫きよう喚かんだけを吸い取って生まれてきたんだ。

　その後、外の世界に解き放たれちまったみたいだけど、それでも、持って生まれた『方向性』みたいなもんは変えられなかった。

　何でも自由に検索して情報の海に飛び込む事はできても、自然と真っ黒でグロテスクなものばかり集めるようになっていった。

　この国の悪い所ばかり、救いのないものばかりを眺めてきた。

　そんなものばかり汲くみ取って、さらにその存在を強固なものへと変貌させていった。

　きっと。

『この国を壊こわしたくない』と思えるようなものを見せてやれなかったのは、俺の責任だ。あの全ぜん滅めつ村むらで自分達たちだけが生き残る事に必死で、地獄絵図ばかりを何十回も何百回も繰くり返してきた、そんな俺の落ち度だ。

　出来損ないの親が、モンスターを生み出してしまった。

　だから。

　俺だけは、あいつを見捨てちゃいけなかったんだ。

　世界を救う力なんかない。国家を救う力なんかない。下手すりゃ村を救う力さえ。それでも親が子を救うなんてのは、力だの理由だのの有無で是非を決めるものじゃねえだろ。

「タイムトラベルで過去の世界へやってきたという事は、帰き還かん時はタイムトラベル実行の瞬しゆん間かんへ飛び出すと考えれば良いのか？」

「いいや、あれはもう決着がついた後っぽかった。最後の最後に、使いたくなかった手を使うって感じだったからな。だから『戻る』なら、それよりちょっとだけ前が良い。成功できるかどうかは未知数だけど、もしも、ある一点の日時に合わせて『戻れる』としたら……」

「つまり、どういう事なのだ？」

「なあ、敵が一番油断するとしたら、一体どのタイミングだと思う？」

　逆に、質問に質問で返した。

「俺は、最大最強の切り札を取り出して、緊きん張ちようの糸が切れた一瞬だと思う。どうしても気分がハイになって、周囲に対するガードが緩ゆるくなった時じゃねえかって。その一瞬の隙を突いて、空間を割り裂くように時間の壁かべを超えて、一挙に奇き襲しゆうを仕掛ける事ができれば」

「青あお行灯あんどんに、手が届く？」

「まずは第一歩だ。ここをきちんと踏ふまなくちゃ、続くものも続かねえぜ」

　それにこの方法なら、一回こっきりの『三九式』とやらを俺達の都合で使い潰さずに済む。あいつの力はあいつのものだ。人間の都合で、人間が勝手に使い道を決めて良いものでもねえはずだ。

　百鬼夜行に従うだけじゃ終わらせねえ。座ざ敷しき童わらしを道具のように使い倒させたりはしない。

　だから、俺達だけで決着をつける。責任を取る。

　俺は全てを見てきたぞ、青行灯。

　たとえ空虚な感情論でしかなかったとしても、物理的な戦力は何も変わらなかったとしても。

　一番大事なものを思い出した。

　だから今度はお前の番だ。




　待ってろよ、ベイビー。

　今からテメェをしっかり叱しかって、躾しつけて、最後に助けてやるからな。













　　　第七章　陣じん内ない忍しのぶ＠全面戦争、中央突破
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　勝負は、まさしく一いつ瞬しゆんだった。




「ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエ。我らの望む形で、我らの望むものを、我らの願う分だけ与えたまえ。───顕けん現げんしろ、津つ絵え利り可か如によ来らい。仕事の時間だ」




　そう。

　青あお行灯あんどんグループが最も勝ち誇る場面と言ったら、ここだ。最大の山場を無事に乗り越え、緊きん張ちようの糸が途切れ、ついつい危険だと分かっていても気分がハイになってしまい、快楽と安あん堵どで意識のハレーションが炸さく裂れつし、どうしても周辺警戒を怠ってしまう一瞬。

　最初から分かっていれば、狙うのは容易たやすい。

　だから!!

「───青行灯ッッッ!!!!!!」

　傍らにカエシガミを引き連れて、空間を割り裂くように、時間の壁かべを飛び越えて。俺は一挙に青行灯の懐ふところへと飛び込んでいた。

「なっ……」

　驚おどろく声なんて待たねえ。彼女と対たい峙じしていた百鬼夜行の祝はふりも今は良い。どっちみち、まともにやり合ったら全力全開の青行灯なんかに勝てる訳もねえんだ。だから隙を突く。一枚ずつ手札を集め、最高の役を作り上げたこの一点を。

　真正面から。

　針の穴を通すように。

　俺と油取りの間に、もはや言葉はいらなかった。ただ俺が右手を水平に振るうだけで、シンクロするようにカエシガミは魚焼きの鉄串を解き放つ。




　カッッッ!!!!!!　と。

　青行灯の胸の中央へ、たった一本の鉄串が深々と突き刺さる。




　青い鬼女の瞳ひとみが、限界以上に見開かれていた。体感的には時間が止まった世界の中で、俺は青あお行灯あんどんの胸に突き立った鉄串を摑つかむ。思い切り手前へ引っこ抜く。ずるり、と。粘質な音を立てて飛び出したのは、握り拳くらいの大きさの、青ざめた立方体だった。直線の集合。人工物の象徴。内臓というイメージからかけ離はなれた、宝石のような質感だ。

　実際には、物理的に存在するものじゃねえのかもしれない。

　人為的に書き込まれたプログラムコードのようなものを、『体内から内臓を抜く』油取りの力で物質化させたのかもしれない。

　何だって良い。

　とにかく、青行灯を特別にしている『核』を奪い取る事ができれば……!!

「……、」

　青行灯と、至近、五〇センチ以内で目が合った。

　その額の一本角の先端から、青白い燐りん光こうが放たれた。

　直後。

　ザギンッ!!　という刃が交差するような凄すさまじい音が炸さく裂れつした。俺も、そしてカエシガミと化した油取りさえ、体はおろか認識すら追い着かなかった。

　体の中心、背骨の辺りで鈍い感触が突き抜けた。

　青行灯の右手が、俺の腹の真ん中をぶち抜いていた。

「あなた様!!」

　思わず飛びかかろうとしたカエシガミを、青行灯は左手一本で横合いへ吹き飛ばす。

　笑みすら消して、無の表情で彼女は言う。

「忘れたのかい？」

　喉元からせり上がった血の塊をまともに浴びて、青い鬼女の頰ほおは赤く染まっていた。

「ボクは一〇〇の恐怖を束ね、なお余る『その先』の存在なんだ。裁さい木き和かずや松まつ海かい博ひろしの計算式がなければ無限に怪異を生み出す『類話』は使えなくなる。だけど、素のままの状態だって致命誘発体の一〇〇倍の力を蓄えているんだよ」

「はは、そうか……」

　そしてやかましい。

　体を貫かれたまま、俺は何とか動く右手を水平に構えた。ここではないどこか。田園風景の中で裁木和に呼び出された最大最悪の邪悪、ツェリカに突き付けるように。

「……ng。……w………ed……、………f……。…………ri……、……b………………、…………s……………。……h………………………、…………gh……。……s……。…………e…………」

　お前の倒し方はもう分かっている。

　人と人の絆きずなを断ち、繫つながりを壊こわし、連携を崩す大だい悪あく魔ま。それさえなければ、百鬼夜行と青行灯グループが泥沼の地獄絵図を作らずに済むって事も。

「……以上の理由をもって、無む知ち蒙もう昧まいのヴェールは時に未知の扉を開く鍵かぎとなる。魔ま女じよマルグリット＝スタインホルスの魂を新たな悪あく魔まと任じ、その肉の器でもって扉を潜くぐれ！」

　だから、唯一分かっている俺が、何としてもやらなくちゃならねえんだ。

　良いか、ツェリカ。

　どんな反則技を使っていようが、時系列を軽く跳び越えていようがな。

　一度倒した敵がそのまま現れたって、見せ場なんかある訳ねえだろ！　雑魚が!!

「戻れ、マルグリット＝スタインホルス!!　古き自分を捨て新しき自分を手に入れよ。ツェリカ＝ヴィーン＝アルファ＝チェリディア＝ルミディリエという名を捨て、蛇の脱皮の如ごとく新たな魂の輝かがやきに満ちるが良い!!」

　暴風が、離はなれた場所で吹き荒れた。

　おそらく、当のツェリカ自身は意味が分からなかっただろう。

　一本線の時系列の中では、実際に顕けん現げんできた時間は一五秒もなかったんだから、単純に召喚に失敗したって思われても不思議じゃねえ状況でもあった。

　だけど、間近の青あお行灯あんどんは気づいているはずだ。

　ただの偶然でも事故でもない。山札から一枚一枚引いて、大切に揃そろえた最強の役。それを、目の前の瀕ひん死しのガキに奪われたんだって。

「なにを、したァァァあああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　無視した。

　目の前のインパクトに惑わされて、真っ先にやるべき事を忘れたか、青行灯。お前が何にも増して優先すべきは、『こいつ』を取り戻す事だったはずなのに。

　血まみれの口で笑って、油取りの鉄串で取り出した……青ざめた立方体を手て摑づかみにした。

　そのまま。

　ばぐんっ!!　と口に入れ、咀そ嚼しやくし、喉の奥へと流し込んでしまう。

「……こ、いつ……次から次へと!?」

　視界が粉々に砕け散った。

　青行灯っていう妖怪のために組み上げられたプログラムコードは、やっぱり人間の体に合うものじゃなかったのか。脊椎の中に直接電極を刺して高圧電流でも流したみてえに、俺の五感が青白いスパークの中に消えていく。

「馬鹿が！　それはボクの性質あってのものだ。キミが吞のみ込んだところで、ボクの力をそのまま手に入れられる訳がないだろうが!!」

「かも、しれない……」

　俺がまだ倒れていないのは、青行灯の腕で腹を貫かれているからだろう。

　もう、自分の体がどうなっているかを把握する能力すら奪われていた。

「でも、俺は奪ったぞ……。大だい悪あく魔まツェリカも、お前をイレギュラーにしている秘密もな。そして、何にもなくなったただすごい妖怪のお前と、その仲間達たちに……『五本指』勢せい揃ぞろいの百鬼夜行の大軍勢を押し返すだけの力は残ってんのかな……？」

「……、」

　直後に青あお行灯あんどんから返ってきたのは、極めてシンプルな行動だった。

　ぞぶりっっっ!!　と。

　スパークの中に埋もれた五感が、急速に戻る。全てが極限の痛覚に集約される。青行灯は、俺の首筋に思い切り嚙かみ付いていた。生き血をすする、なんて甘いものじゃねえ。ガリガリボギゴキと、血肉どころか骨まで一気に嚙み砕いて咀そ嚼しやくを始める。

　ああ、お前ならそうすると思ったよ。

　嚙み砕かれた青行灯のプログラムコードが俺の体の中でどんな風に変質するかは、こいつにも分からねえはずだ。一秒一いつ瞬しゆんでも早く、できるだけ破損が進まねえ内に、自分の体の中に戻しちまおうって考えるのは不思議な事じゃねえんだから。

　けどな。

「お前は一〇〇個の怪談で完成された存在だ……」

　そして、目の前で見たのにまだ気づかないのか。

　一度倒した敵がそのまま現れたって、見せ場なんかないってのは……何も、ツェリカだけに当てはまるものじゃねえんだぜ。

「なら一一〇個なら？　一二〇個ならどうだ？　ちょうど一〇〇個の枠から外れていくたびに、お前のバランスは致命的に崩れちまうんじゃねえのか……」

「あ……？」

　思考に空白が生じたような顔で、青行灯は呟つぶやいた。

　そう、かつて全ぜん滅めつ村むらの最後で、青い産道の中を走る無人の観光バスの中で告げた言葉。

　そして、口を離はなして気づいたらしい。

　自分の口周りがべったりと赤黒く汚れている事に。奪われたプログラムコードを回収し、受け入れるためにデータの『窓口』を開いたまま、陣内忍って異物を受け入れちまった事に。

「……あ、が。あああ……」

「受け取ってくれよ」

　うっすらと笑いながら、俺は言う。

「口に含んで吞のみ込んだ血肉の中から情報を取り出して記き憶おくする。……細かい条件だの理屈だのを考証している余裕はなかったけど、それが正しければ、俺の記憶もアンタの頭の中に植え付けられるかもな……」

「が」

「俺自身のデータだってアンタにとっては異物扱いだろうし、俺だって何度も何度も妖怪絡みの事件に巻き込まれてきた。『怪談』のストックなんざいくらでもある。ちょうど一〇〇個の怪談で完成する青行灯って妖怪は、果たして数が崩れても耐えられんのかな……」

「がァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!」

　直後だった。

　怒りに任せて八つに裂かれた。

　そのまま青あお行灯あんどんの小さな口が限界まで開かれ、口に出すのも憚はばかられるぶよぶよしたものが次々に嚙かみ千切られた。おかしなもので、もうこれくらいになると痛みの感覚はなくなっちまうもんらしい。

　毒を喰くらわば皿まで。

　どうせバグの発生を止められねえなら、当初の予定通りプログラムコードの回収に専念したか。その最強の力でもって、些さ細さいな誤作動を封殺できる可能性に賭かけたか。

「……どうして……」

　うずくまり、がつがつと咀そ嚼しやくの音を響ひびかせながら、すっかり真っ赤に染まった鬼女はそう言った。

「どうしてそこまでできる!?　ボクを倒すという目的のためだけに、踊り食いで生き胆ぎもを喰らわれるような末路を自分で選択できるんだ!?」

「いやさ……」

　どういう訳か、青行灯は俺の顔は残していた。

　いやに緩かん慢まんに動く唇をどうにか操って、俺は搾り出すように言葉を紡ぐ。

「そんなもん、俺の血肉を喰ってりゃデータとして流れ込んでいるんじゃねえのか……？」

「……、」

　ぼとぼと、という水っぽい音が続いた。

　束つかの間、青行灯は咀嚼を止めていた。

「だからこそだ」

「？」

「これは何だ!?　ボクは破損した情報でも取り込んでいるのか！　こんな……こんな情感が、この極限環かん境きようで発生する訳がないだろう……!?」

　ああ、そうか。

　タイムトラベルを経る事もない、一本線の時系列の中で、いきなりこんな答えだけ放り投げられた青行灯にゃあ、ちょっと一足飛び過ぎたのかもな。

「……そもそもさ、最初っから無理な相談だったんだ」

「何だって……？」

　タイムトラベルによって『ここ』に戻った時点で、陣じん内ない忍しのぶは二人いる事になる。一本線の時系列を歩く陣内忍と、タイムトラベルから帰還した陣内忍の。今の俺が肉体なのか魂なのか微妙だけど。きっと、これは良くない状態だ。陣じん内ない忍しのぶは一人じゃなくちゃならねえんだ。

　ま、それを差し引いたって……、

「俺にはお前を殺せねえよ」

　過去の世界で、あの一〇年前の子供部屋で、確かに俺は見たんだ。

　画用紙に描かれた汚らしい落書き。人間も妖怪もみんなが手を取り合って笑っていた、『みんななかよし』って描かれたメッセージ。絶対に忘れちゃならなかったもの。

　そういう観点を手に入れれば、お前の『真相』を知るのは難しくなかった。

　つまり、青あお行灯あんどんって最強の敵の正体は……、

「……だって、お前はさ。全ぜん滅めつ村むらの計画で生み出された青行灯は、俺の子供みてえなものなんだろ……」

「───、」

「お前がそうなっちまったのは、きっと『そんなもの』しか見せられなかった俺の責任だ。お前を理解不能のモンスターにしちまったのは、あの全滅村で恐怖と絶望と殺さつ戮りくしか振る舞まえなかった俺のせいなんだ……。だったら、ここは殴る場面じゃねえ。頭を撫なでて、そういうの以外もあるんだよって教えるところだろ……」

　青行灯の頰ほおが片方だけ、不気味なくらいに痙けい攣れんしていた。

「……、これは、ボクの結論だ」

「そうかな」

「ボクが導き出した最適解だ!!　キミの……お前なんかの影響じゃない!!」

「赤ん坊が、イキがってんじゃねえよ」

　血と臓物で満たされた赤黒い部屋の中で、その赤ん坊を育てちまったのは俺の落ち度だ。当たり前の優しさや常識を教えもしないで外の世界へ放り出しちまったのも。

　だから、正すんだ。

　ここで、最初で最後のチャンスを使って……!!

「ま、お世辞にも褒ほめられたような人生を送った自信はねえが」

　ああ、俺。

　ちゃんと笑っていられるかね。

　約束したもんな、遠いあの日に。俺はどんな妖怪とだって仲良くできるって。

「それでも、受け取ったデータを覗のぞけば、一つくらいは見つかるんじゃねえか……？　こんな国を、こんな街を、こんな家を、やっぱり壊こわしたくないなって思ってもらえるような何かが、一つくらいはさ……」

「キミは、死ぬぞ」

「ああ、だろうな。それくらいの気持ちでやらなきゃ届かねえだろうし」

「そうまでして守りたかった世界に、キミの居場所はなくなるんだ！　その意味を理解した上で行動しているんだろうね!?」

「もう面倒臭くせせえよ、データでも見てくれよ……」

　俺はここで死ぬ。

　せっかく時間の壁かべまで飛び越えて手に入れた『真実』も、もう一人の陣じん内ない忍しのぶとやらに伝わる事はねえかもな。

　ま、その時は、あれだ。

　お前が何も知らねえ『陣内忍』にでも教えてやってくれよ、青あお行灯あんどん。

　父親の最期の頼たのみなんだ。一人娘だったらそれくらい聞いてくれてもバチは当たらねえだろ。

　これも、データの話。

　……ちゃんと『聞こえて』いるよな、青行灯？　もういちいち口を動かしている力も残ってねえみたいだし、後は運を天に、任せる、しか、ねえ、か……。




　　　　　２




「うぶっ」

　俺は、水を張っていない田んぼ近くの農道で、思わず口元を押さえていた。

「うええっ!!　がはごほっ!!　げぶあ！　がはっ、ごほっ!!」

　五ご臓ぞう六ろつ腑ぷが軒並み誤作動でも起こしたみてえに蠕ぜん動どうし、痙けい攣れんしてやがる。胸板に銃口を押し付けて引き金を引いたように、いきなり心臓のど真ん中に激げき震しんが走ったんだ。

　あちこちの皮ひ膚ふが、突っ張ったような感触を返す。

　猛烈な違和感にゾッとする。まるでよそのダメージがこっちにまで雪な崩だれ込んでくるような、何かの手違い一つで体をバラバラにされそうな。じくじくとした痛みは、肌のものか、内臓のものか。とにかくこの一件が終わったら病院に行った方が良さそうだ。

「ご主人様！　一体どうしちゃったんですか!?」

　近くで、マイクロビキニのサキュバスが困惑した声を放つ。

「やはり、あの大だい悪あく魔まの影えい響きよう……？　召喚そのものには失敗したようですけど、追つい儺なの際の瘴しよう気きにでも当てられたとか……」

「いや、そうじゃねえ」

　呻うめくように言いながら、俺は自分の親指を口に向けた。

　何な故ぜだか知らねえが、やるべき事は分かっていた。

　犬歯を使って指の腹をぶつりと嚙かむ。滲にじみ出た鉄てつ錆さびの味を舐なめ取る。死の感触と共に、ぶわっと知らないはずのデータが雪崩れ込んでくる。

「ツェリカの召喚には成功してたんだ」

　俺はぐらつく頭を片手で押さえながら言う。

　これはきっと、『俺』の記き憶おくじゃない。少なくとも、この頭の中にあるものじゃねえ。外部ストレージみてえな記憶装置。『陣じん内ない忍しのぶ』が死亡すれば自然と消去しちまうはずのデータが、別の『陣内忍』が生きているが故に霧む散さんもできずに漂っているモノ。この世にもあの世にも行けず、空間に引っかかっているだけのそれ。あるいは、まるで幽ゆう霊れい。そいつを、血の味を触媒にアクセスしたに過ぎねえんだろう。

　だけど、俺の武器になれば何でも良い。

　外付けのデータだろうが、再び浮き上がってきた破損データだろうが。

　自分の記憶として実感が持てなくても、正しい答えを手に入れられるなら。

「それより油取りのヤツはどこだ？　タイムトラベルまで使ってカエシガミとかいうヤツに化けたんだ、あれくらいであっさりくたばるとは思えねえけど……」

「ご主人様……？」

　怪け訝げんな顔をするサキュバスだったが、詳しく説明している時間もねえ。

　そして、これはどういう状況だ？　親指の血の味と共にアクセスする。こっちの俺が現状把握できているって事は、バリバリと血肉を貪り尽くした青あお行灯あんどんの体内には『陣内忍』のデータは残ってんのか？

　移動か、コピーか。

　ファイルの行方次第では、まだ青行灯は全力全開で動き回る羽目になっちまう。ツェリカを潰つぶしただけでもＭＶＰモノだけど、それだけじゃ駄目だ。百鬼夜行と青行灯グループ、どっちもこの村から追い出して、いつもの日常を無傷で取り返さなくちゃならねえんだから!!

「……、」

　と。

　ダークスーツの青年……確か裁さい木き和かずだったか。ツェリカを召喚しようとして、いや実際に召喚そのものは成功して、だけどあっちの陣内忍に大だい悪あく魔まを瞬しゆん殺さつされた術者。

　足元に全裸の（うわお）魔ま女じよ・マルグリット＝スタインホルスを転がしたまま、その術者は一〇メートル以上の距きよ離りを開けて、ひたりと俺の目を見据えていた。

　ほとんど唇が動かない、まるで腹話術みてえな調子で、そいつは言う。

「君は……いつの魂だ？」

「俺は俺だ、ちょっとばかし反則して外側にはみ出ているみてえだけどな」

　うっすらと笑って俺は答えた。

　相手の実力は未知数。だけど、こいつからは菱ひし神がみ舞まいだの病びよう魔まの使し役えき者しやだの、ああいう人間辞めた連中の匂いがしない。ツェリカっていう大悪魔を、自分自身から切り離して隣となりに立たせたからかもしれねえけど。

　大悪魔を封じてしまえば、後は『ただの人間』の域を出ない。

　そしてこっちには、サキュバスっていう超常の存在がついてる。口から炎を吐く事も鉄板を爪で引き裂く事もできねえけど、ひとまずは刃物で刺されても銃弾で撃うたれても傷つく事のない、『ただの物理攻こう撃げき』に対しては無敵のポジションに立つ悪あく魔まが。

「どけ」

　だから、強気で言い放った。

「青あお行灯あんどんが……あの赤ん坊がどうなったかを知りてえんだ。今はテメェなんぞに関わっている暇はねえ。怪け我がしたくなけりゃ引っ込んでろ」

「なるほどな」

　音もなく首を回し、裁さい木き和かずは無機質に遠くを眺めていた。

　おそらくは、青行灯や百鬼夜行の祝はふりが対たい峙じする、田んぼの中の小さな林の方を。

「計算式が崩れた……というより、青行灯そのものの組成が乱れたといった方が近いか。ソフトウェアはそのままに、基幹ＯＳだけを無理矢理に更新し続ける事で、ソフトウェアの方が対応できなくなった、といった感じかもしれないが」

「……、」

「あれを形作る怪談の数を変動させたか。あの短期間で良くやる。これもまた、恒常的に妖怪と接触し続けたインテリビレッジならではの変種かもしれないが」

「御託はどうでも良い」

　他力本願なのは分かってる。

　だけど、俺はこのチャンスを活いかす。百鬼夜行と青行灯グループ、どっちも叩たたき潰つぶすのは流石さすがに無理だ。であれば、ガタついている青行灯グループを一気に押して、封殺する。片割れがいなくなってしまえば、この村から『戦う理由』は消えてなくなるはずなんだから。

「黙だまって道を譲ゆずるか、殴られてから道を譲るか。好きな方を選べよ」

「さて、そんな無自覚なエキスパートに質問だ」

　裁木和はゆっくりと両手を挙げ、なお腹話術のように唇を動かさずに告げた。

「君はあらゆる妖怪の構造を分析し、その弱点を突く。あるいは、犯罪装置に組み込まれた妖怪の正体を暴き、突破口を見出す。であれば、だ」

　無機質なその瞳ひとみが。

　末席とはいえ超常の悪魔を侍はべらせる俺を、無機質に射抜く。




「どんな古書にもどんなデータベースにもない妖怪と遭遇した時、君の持ち味は果たして通用するのかな。ここで一つ、試してみるのも面白いとは思わないか？」




　　　　　３（3rd person）




　闇やみの中だった。

　青あお行灯あんどんは方角すら分からない黒い闇やみの中へ放り出されていた。

　それが現実的、物理的なものではなく、『陣じん内ない忍しのぶ』という余計な情報を取り込んだ事で、意識が広がる外界から閉じた内界へ向けられたのだと気づくまで、数秒。

　自覚した途端に、真っ黒な闇にいくつもの青白いラインが走る。これは情報の海。青行灯の本質そのものであり、同時に彼女を生み落とした生命の胎だ。

　そんな中に、明らかな異物があった。

　青行灯の真正面。メートル法が機能するのであれば、およそ五メートルほど先。

　陣内忍という有機生命体が、情報の海の中に立っている。

『……っづ……』

　ぐらりと、揺れる頭を片手で押さえるようにして、青行灯は呻うめいていた。

　理解不能のデータの群れが、彼女の自我を苛さいなんでいた。

　もっとも、陣内忍という人物データについては、これ以上ないくらい取得しているはずだ。何しろ当人『そのもの』を取り込んで咀そ嚼しやくしたのだから。言葉は噓うそをついても、データは噓をつけない。青行灯の頭の中には、少年がこれまで歩んできた道のりが網もう羅らされている。

　お世辞にも、奇き麗れいごとだけでまとめられたものとは言えなかった。

　多くの妖怪と出会い、その妖怪を利用した泥臭い『パッケージ』と出会い、数々の事件に巻き込まれてきた。

　その解決のために立ち向かう心の原動力だって、何も正義感や倫理観や道徳心ばかりとは限らない。生き残りたい、ただ生き残りたい。それだけのために、常に傍らにいた友人や親族さえ疑ってかかるようなシーンも珍しくない。

　だけど。

　それが、青行灯には理解できなかった。

　身近な人達たちを疑ってかかる行為が、ではない。そこまでして、どうしてこんな醜みにくい世界にすがりつきたいのか、という点がだ。

　……この世界の醜さについては、青行灯も理解しているつもりだった。

　自分が生まれるきっかけとなった全ぜん滅めつ村むらでの出来事。そこから枝葉を伸ばすように検索をかけていけば、どれほど残酷な真実が折り重なってきたか、そしてその真実に目も向けず無責任に噂うわさを撒まき散らす群衆のなんと多い事か。何も全滅村や企業監かん獄ごくに限った話ではない。似たような『パッケージ』絡みの案件を検索していけば、似たように押し潰つぶされる人達の悲鳴と、無責任な群衆の応酬が延々と浮かび上がるだけ。

　鮮せん血けつと臓物と赤と黒。

　そんなもので満たされた世界に、何な故ぜ留とどまりたいと願う？

『情報の海』において、疑問は口に放つ必要もなかった。青行灯の前に立つ『陣内忍』……いや、正確にはそのデータは、ついっ、と右手を伸ばした。その人差し指で、真正面にいる青行灯あんどんの鼻先を指し示すように。

　いいや違う。

　厳密には、『陣じん内ない忍しのぶ』は青あお行灯の真後ろにある『何か』を指差している。

『何か』とは何だ？

　青行灯は純粋に浮かんだ疑問に従い、ゆっくりと肩越しに背後を振り返った。




　直後の出来事だった。




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　気がつけば。

『情報の海』は去っていた。

　意識は閉じた内界から開けた外界へ。鼻孔をくすぐる腐葉土の匂いや口の中に残る鉄てつ錆さび臭い味が、否応なく物理的なリアルを青行灯に押し付けてくる。

　ぺたり、と。

　青行灯は地面にへたり込んだまま、血まみれの両手へ目を落としていた。

　その指先は、小刻みに震ふるえていた。

　人の血肉を喰くった。腹を引き裂いて臓物を取り出し、真っ白な歯で嚙かみ潰つぶして吞のみ込んだ。

　妖怪の中には、生き血をすすり生き胆ぎもを喰らう種族はさして珍しくもない。致命誘発体に属する者の内、呪いやたたりではなく生態として人を殺すのは大抵こういう分類だ。

　一〇〇の怪談を束ね、ありとあらゆる恐怖を網もう羅らする青行灯とて、そういう機能はついていた。人を喰わなければ飢えて死ぬ、といったほどではないが、モードを切り替える事で人体を抵抗なく食する事ができるはずだった。

　なのに。

「なん、だ、この震え……？」

　最大最悪の怪物は、絶句していた。

　鼻の奥から突き刺すような鉄錆臭い匂い、歯の間に挟まる奇怪なぬくもり、歯の上から顎あごの関節までくまなく冒す歯応え、舌先に残るどろりとした粘性、喉の奥に引っかかる髪の毛の束。

　その全て、総じて言えば……。

「気持ち悪い、のか……。ボクが、このボクが……一〇〇の恐怖を束ねてなお余る『その先』の怪物であるこのボクが、そんな人間みたいな感性を……？」

「戦意の喪失を確認」

　ガチャリ、という金属質な音が響ひびいた。

　女の子のように座り込んだ青あお行灯あんどんが音源へ目をやれば、大人と子供、同じ家紋を掲げる二人の祝はふりがこちらを睨にらみつけていた。大きい方は、奇怪な輝かがやきを放つ日本刀を摑つかんでいる。

「と、受け取ってもよろしいですか」

「な、にを……」

「超常の分野においては国内最強、いいえ、世界最大級の一角。そんな百鬼夜行を束ねる立場として、本来であればこのような言葉は慎むべきなのでしょうが……正直に言って、私にも正確な状況は把握できません。ですからあなたに尋ねているのです」

「……、」

「あなたは今も、人間を害し滅ぼせる存在を維持し続けているのですか？」

「ふざ、けるな。ボクに理由なんかいらない。みんなに望まれてこうしている。陣じん内ない忍しのぶだって何もできなかった。あんなヤツに一ミリだって干渉はされていな……」

「ええ、きっとただの高校生には何もできなかった」

　祝は素っ気ない調子で切り返した。

　その上で、

「ですから、あなたは何も受け取れなかった事に衝しよう撃げきを受けているのではないのですか？」

「なっ」

「陣内忍は優しい何かを伝えたかったのかもしれない。それで青行灯を止めたかったのかもしれない。でも、届かなかった。命を賭として、文字通りに貪られて、そうまでして、一ミリも役に立てなかった。……それを、残念だと思えるようになった。哀かなしいという意味を教わった。それもまた、彼の勝利なのではないのですか？」

　そもそも。

　青行灯は一〇〇の怪談、一〇〇の噂うわさを統合して作られた致命誘発体だ。

　その善悪に関わらず、『人の話を聞く』という事に強い興味を持つ個体である。たとえ他人のものであれ、敵からのものであれ、情報を受け取る事に異論は持たないはずなのだ。

　だけど、それができなかった。

　命を賭してまで伝えたかった何かを、一ミリも汲くみ取れなかった。

　挙げ句。

　それが、自分の親とも言える存在の、今わの際の言葉だったとしたら……？

「うそ、だ」

　震ふるえる唇から、言葉が洩もれた。

　そう、何な故ぜだか彼女の唇は、その意思に反して震えていた。

「ボクは、一〇〇の恐怖を束ねた先の存在だぞ。そんな、当たり前の、どうしようもない、何の価値も持たない感性なんてあるはず……」

　言いかけて、しかし、青行灯は気づく。

　へたり込んだままの四肢に、まともに力が入っていない事に。手足を動かすまでもなく、睨にらんだり想おもっただけでいくらでも稼か働どうするはずの呪いやたたりさえ、まともに照準が利かなくなっている事に。

「体構造の問題ではないようですね」

　と、祝はふりは冷静に告げた。

「人間が人間を意図して殺害するには、それを知らない者には想像もつかないほどの『覚悟』が必要になります。もっとも、人間と妖怪の間で同質の情感が発生するとも限らないのですが」

「はっ、はっ」

「もしも、どれだけの反則を使ったとしても……妖怪が人間と同じ感性を獲かく得とくしたとしたら。あなたに一〇〇通りの『殺す力』があろうが、それを画材に無限の可能性を開花させようが、やはり、引き金を引く指を食い止める事になるようですね。いや、この方法は『殺すのが妥当』としか考えてこなかった私達たち、百鬼夜行にとっても非常に興味深い」

「はァァァァあああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!」

　全てを否定するように、青あお行灯あんどんは絶叫した。

　華きや奢しやな体たい軀くに不釣り合いなほど爆ばく発はつ的てきな筋力を駆使して瞬しゆん時じに起き上がり、砲弾のように祝へと突とつ撃げきする。周囲の木々の幹をまとめて切断しかねない五指の爪でもって、祝の首を一挙に斬り飛ばそうとする。

　だが、

「やはり」

　祝は、瞬まばたきすらしなかった。

　青行灯の指先は、そのギリギリの所で不自然に停止していた。

「あなたが新たに得た感性では、無抵抗の一〇歳の少女を殺害するのは不可能なようですね」

「……、」

「脅える必要はありません。最初期の教育段階において、子は親の言動を真ま似ねて情操を育んでいく。もちろんエスパーではありませんから、親の気持ちを一〇〇・〇％の精度で汲くみ取る事はできません。皆、あなたと同じように勝手に解釈して、勝手に理解したとみなして先へ進んでいくのです」

　祝はわずかに目を細めて言った。

「むしろ、当たり前の機会を得られた喜びは、素直に嚙かみ締しめるべきだと思いますが。あなたには、そうまでして何かを伝えたかった親がいたのですから」

　当たり前の事と、そう告げておきながら、それを得られなかった少女もいた。

　わずか一〇歳で百鬼夜行のリーダーを務めざるを得なかった者。

　身内からの暗殺で、両親をまとめて失った者。

「……冗談じゃ、ない……」

　わずか数センチ。

　しかし少女の細い首に触れる事も叶かなわず、鋭するどく伸びた爪を震ふるわせながら、青あお行灯あんどんは呟つぶやく。

「人を呪えない、人を害せない、人を殺せない……。これで、こんなので、どうやって青行灯としての存在を保つ事ができるんだ……!?」

「子は親の背中を見て育つものですが、その人生まで縛しばられる必要はありません」

　これもまた、祝はふりには得られなかったもの。

　親の後に続く事でしか世界を守れなかった少女が、だからこそ理想を述べる。

「あなたの人生はあなたが決めなさい。ただし当然、前提として全ての償つぐないを果たしてからの話になりますが」

「……、」

　青行灯は、しばし沈ちん黙もくしていた。

　どれほど凶悪な殺害手段を山のように備えていたとしても、今の彼女には機能や性能以外の部分でそれを行使する事ができない。身を挺ていした陣じん内ない忍しのぶの行いが新たな感性を生み出したために、奇怪極まるセーフティで全ての武装がロックされてしまっている。

「ボクを、殺さないのか」

「これだけの事をやっておいて、むしろ、殺さずに済ませる、納得させる方法を探す方が困難を極める訳ですが……」

　祝自身も、困ったように息を吐いていた。

「……陣内忍が見せた『可能性』は、その難題に挑戦するだけの価値があるのも事実。平たく言えば、ここであなたを殺害し、致命誘発体の無害化プロセスを失うのはあまりにも惜しい。もちろん、人間の生き胆ぎもを喰くわせるなどという方法論では未熟も良いところですが、あれを分析、再構築し、人畜無害な手段に組み替える事ができれば、まさしく狭い業界に革命を起こせるでしょうね」

　なんて事だ、と青行灯は目の前が真っ暗になった。

　恐怖や絶望から一番遠い所に置かれた結末。

　光明。

　こんな事態になる事まで想定して、あの少年は青行灯に体を明け渡したのか。いいや、青行灯の中に入ってきた陣内忍のデータを眺める限り、そこまで深く計算されていた痕跡はない。だが、問題の核はそこではない。たとえ一から一〇まで計算されていなくても、足りない部分は別の誰だれかが補う。人と人とが繫つながり、最後には誰も予測のできていなかったレベルで話をまとめてしまう。不完全でも、未完成でも、一刻も早く事態を収束させ、少しでも被害を軽減させるために。

　つまり、この偶然の流れもひっくるめた全てが、『陣じん内ない忍しのぶ』なのか。

　わらしべ長者のように人と人とが知らずに連結していく力。それを、青あお行灯あんどんという一人で全てを処理するシステムへ突き付けたのか。

　実時間にして、わずか一分強。

　大だい悪あく魔まツェリカを退去させ、青行灯を無害化させ、百鬼夜行と青行灯グループの間の戦力差を極限まで開く事で、逆に投降の機会を与えた。……のみならず、『総員虐殺』とならないよう、敵である青行灯の側にさえ小さな交渉材料を与えて、消えた。

　そこまで考えて。

　青行灯は、その唇の端を音もなく歪ゆがめた。

「いいや」

「……？」

「まだだ。ボク達には、まだあいつが残っている」

　告げた直後だった。

　ギチリッッッ!!!!!!　と、縒より合わせた細い糸の束が強固な縄なわへと変じるように、高密度の緊きん張ちようが周辺一帯の空気をまとめて固めていた。

　何かがいる。

　大悪魔ツェリカではない。一〇〇の恐怖を束ねた青行灯でもない。

　他に、祝はふりに思い当たる節は、

（病びよう魔まから報告のあった、我々の移動拠点を直接撃げき墜ついしたとされる術者。おそらくはメンバーとして集めた者の大半との共食いの末、自らの肉体を蠱こ毒どくのように錬成した男……）

「青行灯!!　陣内忍が蒔まいた種を無駄にしたくなければ、彼を止めなさ……!!」

　思わずそう叫ぼうとしたところで、祝の口が止まった。

　間近にいる青行灯の顔には、奇怪な表情が浮かんでいた。単純な喜怒哀楽には分類できない。

　まるで、こっそり進めていた誕生日パーティの準備を、その当日にぶち壊こわしにされたような。

　まるで、誰だれにも祝ってもらえなかった誕生日の最後の最後で、友人知人が待ち構えて驚おどろかしにきたような。

　完全な正反対。

　自分自身、その情報をどう扱って良いのか持て余しているような……。

「あいつは、ボクの言葉じゃ止まらない。集めてきたメンバーの誰の言葉を聞いても、絶対に止まらない」

　青行灯はそう呟つぶやいていた。

　何な故ぜなら、




「裁さい木き和かずはある意味でなら、ボクよりねじくれた超常を自在に扱う存在なんだから」




　　　　　４




　ゴッッッ!!!!!!　と、黒い風が吹き荒れた。

　裁さい木き和かず。ダークスーツを纏まとう腹話術師みてえな男が物理的に『動いた』んだって、そう気づくのに大分時間が必要だった。

　ギリギリの所でその爪が空を裂き、上着の胸板部分を大きく切り裂かれる。

　生き残れたのは俺の力じゃねえ。

　一つ目は、サキュバスが俺の肩を摑つかんで全力で真後ろへ跳んだ事。

　二つ目は、ツェリカからの解放に『借り』でも感じていたのか、倒れたままのマルグリットが手を伸ばして『何か』をした事。

　悪あく魔まに、魔ま女じよ。

　西洋式を、都合二つ。それだけの超常の存在の手を借りておいて、できたのは狙いをわずかに数ミリ逸そらす事だけだった。

　こいつ。

　ツェリカだけじゃねえ。何か別の超常、他の妖怪の力も引き出せるのか……!?

「なかなかに、興味深い体質だ」

　かろうじて二歩三歩と後ろへ下がり、距きよ離りを取ろうとする俺とサキュバスに、やっぱり無感動に裁木和は呟つぶやく。

「普通なら私の放つ殺意だけでその足を縫ぬい止められるはずなのだがな。これもまた、どのような妖怪にでも親和性を示す、恐怖を中和して繫つながる力とやらか」

「？」

「系統としては蘭らん園ぞの幸さちに似ているが、より無秩序で広こう範はんにばら撒まくタイプ。もしも自覚的に振りかざす事ができれば、個人で現象としての百鬼夜行を再現するに至っただろうに」

　言葉に、嫌なものが渦を巻いた。

　具体的な答えを得るために、親指を嚙かむ。血の味を舐なめる。

　油取りを追い回すため、幼い『忍しのぶ』の泣き声に呼応し、雪崩のように襲おそいかかってきた妖怪達。誰だれが悪かった訳でもねえ、それでも確実な悲劇を生み出してしまうトリガー。

　外部アクセスで知って、だから、感情のままにこう吐き捨てた。

「ふざけんな」

「なるほど。こう切り返せるからこそ、世の超常が君に味方をするのかもな」

　とはいえ、格好つけたは良いけどここからどうする。

　そもそも、裁木和はどんな妖怪の力を借りてやがる。それが分からねえ事には突破口を見出す事もできない。そして真っ向勝負じゃ時間を稼かせぐのも難しいぞ、きっと。

「ヒントが欲しいか？」

　ギョッとするような事を、裁さい木き和かずは提案してきた。

　緩ゆるやかに両手を広げ、眉一つ動かさずに直立するダークスーツを睨にらみ、サキュバスは耳元でこんな風に囁ささやいてきた。

「（……ご主人様）」

「（ああ、馬鹿正直に自慢するんじゃなけりゃ、どう考えても攪かく乱らん狙いだ。でも、逆に言えば覆おおい隠さねえとバレるような『正体』だの『弱点』だのがあるってのか……？）」

　相手はこちらの言葉などいちいち待たなかった。

　まるで一つづりの文章をそのまま出力するように、続けざまに流れるようにこう告げた。




「一つ、裁木和は目にも止まらぬ速さで高速移動できる」




　轟ごう!!　と再び黒い風が唸うなる。

　対して、今度はサキュバスは俺の背後に回った。左右の脇から両手を通して胸板へ指を這はわせるようにしながら、絶叫マシンの安全バーのように俺の体をガッチリ固定すると、そのまま真上へ大きく飛ひ翔しようにかかる。

「ぬう！」

「きゃあ!?」

　飛び立つ寸前、かろうじて俺は唐傘と提灯ちようちんだけは摑つかんでいた。

　ブワサ!!　というサキュバスの羽ばたきの音を聞いた時には、すでに俺達たち全員は地面から二〇メートルは離はなれていた。

　───天てん狗ぐ、火車、経けい蔵ぞう坊ぼう狐ぎつね、かまいたち、山姥やまんば、油取り、目もく撃げき者しやを二回驚おどろかすのっぺらぼうも、相手を先回りするって意味じゃあ『足の速い』妖怪か？




「二つ、裁木和は遠隔地から標的を押し潰つぶす事ができる」




　黒い風が止まり、ダークスーツの人ひと影かげに戻る。

　立ち止まった術者が、まるで子供の遊びのように右手で鉄砲のジェスチャーを形作る。オレンジ色に染まった空を狙う。つまり俺達を。

　最初に、ガクンッ!!　と俺とサキュバスがまとめて真横へ弾はじかれた。

　直後に続けて、一いつ瞬しゆん前まで二人して漂っていた辺りの空間が、まとめて圧搾される。中心点には握り拳大の、オレンジ色に輝かがやくボールのようなものが浮かんでいた。重力を思い出したように真っ直すぐ落下していったそれの正体が空気中を漂う塵ちりや埃ほこりを圧縮・発熱したものだと気づいて、ようやく背筋に寒気が走る。あんなものに巻き込まれたら一撃でミンチにされちまうぞ!!

「最初の衝しよう撃げきはマルグリットの手助けでしょう。ですが、そう何度も帳尻を合わせられるとは思えません。そもそも今の魔ま女じよは何とも契約を結んでいませんし、例の術者の技量が半端じゃない!!」

「分かってる!!」

　───枕返し、山姥やまんば、犬神、殺生石、土つち蜘ぐ蛛も、鵺ぬえ、古ふる椿つばき、座ざ敷しき童わらし、オシラサマ。条件次第で形のない呪いやたたりをばら撒まく妖怪は色々いるけど、さっきの『高速移動』を考えると条件が合致しない。怪しいのは山姥くらいか……？




「三つ、裁さい木き和かずは標的の未来の位置を予見できる」




　ゾッ……と。

　今度の今度こそ、電源を落としたように視界が一挙に真っ暗になるかと思った。

　ダークスーツが行ったのは些さ細さいな動きだ。水の張っていない田んぼの上に立ち、上空へ向けた鉄砲のジェスチャーを、ほんのわずかに揺らしただけ。だけど、その動きは決定的だ。オレンジ色の空へ逃げた俺やサキュバスを的確に追っているのが良く分かる。

「ご主人様!!」

「まだだ！　くそっ、あいつ本当にどんな妖怪を使っているんだ!?」

　───件くだん、しゃべり石、座敷童、狐きつね……ああちくしょう、山姥の線が消えちまった!!　ヒントが多くなればなるほど『正体』や『弱点』に近づくはずなのに、かえって煙に巻かれてる。このままじゃ取っ掛かりを見つける前に撃うち落とされ




「いいや、無理して正体なんか摑つかむ必要ないよ」




　と、そこへ全く別の声が割り込んだ。

　同時。

　ドンッ!!　という鈍い音が炸さく裂れつした。それは、裁木和の胸のど真ん中からだった。背中から、正面へ突き出すように。女の腕が勢い良く貫通していく。

　そんな事ができるのはただ一人。

　出会ったら死ぬ。そんな不気味な説得力を持つあの女。

「ひし、がみ……まい……？」

「アンタが超常に頼っている事さえ分かればね。いっしょくたにまとめて殺害できる私なら、妹の犯人当てみたいに細かい分析は必要ないんだよ」

　こんな時でも、ダークスーツの顔色は全く変わらなかった。

　ただ口の端から一筋、赤黒い血が垂れていた。

　そして、

「四つ」

　ありえない事に、言葉が続いた。

　すでに心臓を抉えぐり取られ、生物としては確実に終わっているはずなのに。

「裁さい木き和かずに数の概念は通用しない」

　ひたり、という音があった。

　ひたりひたり、とその音はどんどん増えて、膨ふくらんで、一面を覆おおい尽くしていく。

　サキュバスの力を借りてオレンジ色の空を舞まっていたからこそ、俺達たちはその異様な光景に誰だれよりも早く気づく事ができた。

　すなわち。




　全く同じダークスーツの群れ。

　裁木和と呼ばれる無機質な男達が、軽く見積もっても一〇〇人以上田園風景に立っていた。




「何だ、こいつ……？」

　もはや、悪寒を覚える余裕もなかった。

「こいつ、一体どんな妖怪の力を利用しているんだ!?」




　　　　　５（3rd person）




『裁木和』は田園地帯、水を張っていない田んぼの上を疾走する菱ひし神がみ舞まいをその視線で捕捉していた。

　菱神舞が膨ぼう大だいな殺意に潰つぶされずに行動を続けていられるのは、陣じん内ない忍しのぶによる『恐怖の中和』が作用している内に、『裁木和』の一人を殺害した事で、相手は絶対的な壁かべではないと認識できたからか。

　それでも、特に問題が生じたとは思わない。

　優に三桁に届く群体に、中心という概念はない。故に、視覚、聴ちよう覚かく、嗅覚、味覚、触覚、それらもまた統合されている。昆虫の複眼を処理する脳のように有象無象の感覚器を統合する全体としての意識を持ちながら、同時に流れるように各々の個体へ意識を移す事もできるその感覚は、もはや『一つの視点』しか持たない人間には共感不能なものなのかもしれない。

　敢あえて譬たとえるなら、もはや生物よりもシステムに近い。

　無数のモニターが並ぶ遠く離はなれた警備室から、無数のカメラを切り替え、検索して、標的を常に捉え続けるような感覚なのかもしれない。

「「「こんなものか」」」

　その右手が、拳銃の形を作る。

　一〇〇を超える人差し指が、一斉に菱ひし神がみ舞まいへ突き付けられる。巨大な花や打ち上げ花火のように、舞を中心に据えて。

　たった一発で一万メートル先の戦略爆ばく撃げき機きを撃うち落とせる高射砲じみた射撃が、爆圧と化して全方向から菱神舞へと襲おそいかかった。

　その数、威力もさる事ながら、『裁さい木き和かず』には未来を予見する力もある。彼がその狙いを外す事は、万に一つもあり得ない。

「「「脆ぜい弱じやくな善の力とはこの程度か、百鬼夜行」」」

「チィ!!　私はっ、フリーランス！　だっての!!」

　故に。

　右に左に生物的な流線形を描いて回かい避ひ挙動を続ける菱神舞だったが、努力は報われなかった。

　グワッ!!　と景色の一部が歪ゆがむ。菱神舞を巻き込んで、空間そのものを圧搾するために。

　だが甘い。

　菱神舞もまた、忌まわれし『菱神の女』。

　直撃の一秒手前で、舞の右腕が手近にいた裁木和の一人の胸板をまともにぶち抜いた。そのまま振り回す。裁木和自身の肉体を射撃の盾にするように。

「裁木和は得体のしれない妖怪を扱うバケモンだ。だけど、そのバケモン自身の力を使えば攻こう撃げきを押さえ込める。こんなのは盾と矛の話と一緒さ。そして愉快な事に、ここには一〇〇人以上、どこにだって裁木和が突っ立っている！　補給し放題でより取り見取りって訳だ!!」

　叫んでいる間にも、次々と呪的な射撃が襲おそいかかってくる。

　盾に使う裁木和が原形を失ってボロボロに崩れるより早く、走り込んだ舞が次の裁木和へと襲いかかる。新しい盾を手に入れる。後はそれの繰くり返し。盾を使い倒す事で舞は安全を確保すると同時、総体としての『裁木和』の数を減らしてジリジリと追い詰める事にも繫つながる。

　悪夢のようにグロテスクで、しかし一石二鳥の最適解。

　だが、

「「「なるほど、同じ手が何度も通じる相手でもないらしい」」」

　無数の『裁木和』の口から、示し合わせたように同じ言葉が溢あふれる。

　舞自身が盾に使い、ボロボロになっている個体からも、涼しい顔で。

「「「では、次の手を使わせてもらおうか」」」

「？」

　警戒するよりも早く。




「「「五つ。裁木和は追い詰められると起き爆ばくし、呪いとたたりを撒まき散らす」」」




「くそっっっ!!!???」

　舞まいは思い切り右腕を振り回した。胸板の貫通した『盾』がすっぽ抜け、まるでボーリングのように複数の『裁さい木き和かず』をまとめて巻き込む。傷口を中心に細身の肉体が赤黒く膨ふくれ上がり、水風船のように爆ばく発はつする。真っ赤な霧きりのようなものが四方八方へ撒まき散らされ、ボーリングのピンが一気にまとめて腐食していった。

（『盾』としてはもう使えない。次からはパズルゲームみたいに連れん鎖さ爆発を誘発させて数を減らしていくか。爆発のタイミングを合わせれば、裁木和の射しや撃げきコースも歪ゆがめられるかもしれないし。ただ……）

「「「六つ───」」」

「ちくしょう！　ほんとに妖怪の力を引き出しているだけなのか!?　アンタ、今ここで設定決めてないでしょうね!?」

　自分で叫んで、しかし、直後に舞は何かに気づいたようだった。

（待てよ……）

「そういう事か。どれだけ考えても利用している妖怪の正体が全く見えてこない。まるで今ここで都合の良い設定を作って組み込んでいるかのような現象の数々。アンタは、これまでの『パッケージ』や狭い業界の術法とは根本から違う。アンタの使っているものの正体は……!!」

「「「───裁木和は穢けがれの象徴であり、触れただけで呪われる」」」

　直接攻撃は封じられた。

　舌打ちしながら舞はブーツからサプレッサー付きの拳銃を抜き、同時にホットパンツのポケットから人形を模した木札を取り出す。まるで見えないドアのカードリーダーを通すように縦一直線に木札を振るうと、ぐあば!!　と空間が裂ける。その中から、丈の短い着物を纏まとう少女の形をした式神が顔を覗のぞかせる。

『死出の竜姫』。

　これを取り出した時は、すでに一〇割負けているようなものと公言する超常を。

「脆ぜい弱じやくな善はこの程度か」

　対して、『裁木和』の一人が代表するように、腹話術師にも似た仕草で唇を動かさずにそう告げた。

　変わらず。着実に標的を追い詰めるべく。

「強大な正義はいつやってくる。なあ、百鬼夜行？」




　　　　　６




　この状況だと、もう空を飛んでいても安全は確保できねえ。むしろ、相手が飛び道具をしこたま備えている以上、隠れる場所のない空じゃあ狙い撃うちも良いところだ。ただし、闇やみ雲くもに地上へ降りたって、やっぱり無数の『裁さい木き和かず』に襲おそわれるだけ。

　着地するならどこか。協力を求めるなら誰だれか。

　……。

「サキュバス、あの林へ降りてくれ！　おそらく百鬼夜行のリーダーがいる場所!!」

「ええーっ!?　私、ユーロセキュアフォース絡みでチョー恨まれていると思いますけど!?」

　一秒も待たずに大反対が返ってきたが、拘泥していても『裁木和』に撃ち落とされるってのは分かっているらしい。渋々といった調子でサキュバスは俺の指示に従ってくれる。唐傘と提灯ちようちんは百鬼夜行という単語を聞いた途端にパカパカ開いていた口をピッタリ閉じて借りてきた猫状態になってしまった。

　改めて眺めてみれば、おかしな光景が広がっていた。

　まず祝はふり。俺の知る限り一〇歳程度の着物の少女だった気がするけど、今はその傍らに、随分とまあグラマラスに成長したもう一人の祝が寄り添っていた。よくよく見てみれば、幼い方の祝の五指には操り人形みてえな細い糸が繫つながっているけど……。

　そして青あお行灯あんどん。かよわい女の子みたいにぺたりと座り込んでいる彼女だったが、口周りと言わず着物全般と言わず、あっちこっち赤黒く汚れているのは、うっぷ、あれひょっとして俺の……。

「うええ、ぱぱー」

「うっ！　改めて人の口から言われると高校生にはちとキツい……!!」

「どうすんだよお……。キミのおかげで一〇〇を超える超常をまともに扱う事もできなくなったんだけど！　ここからボクはどうすれば良いんだようー……!!」

「うわあー!!　そのままの格好で抱き着いてくるんじゃねえっ、気持ち悪い！　このぬるぬるねちょねちょしたの全部俺のっ、うわあー!!」

「どうするとキミが一番嫌がるかなんてボクには全部お見通しなんだ。何な故ぜならボクを構成する一〇〇の怪談には『陣じん内ない忍しのぶの話』もあるんだからなァー!!」

[image: ]

　ビビカァ!!　と青行灯は両目から青い閃せん光こうを迸ほとばしらせながら頰ほおをぐりぐりしてくる。

　こいつっ、改心して甘えてきてる訳じゃねえ。

　人を傷つける『行動』の上限値がここまで弱体化したってだけで、相変わらず『想おもい』の部分じゃ一〇〇％俺を潰つぶす気まんまんではあるんだ！　例えば三メートル大の人喰くい虎をぬいぐるみサイズの赤ちゃんまで若返らせたような……!!

　つーか、この青行灯が全ぜん滅めつ村むらの一件で生まれた子供みてえなもんだってのは認めるが、全責任俺一人ってのはそれはそれでおかしな話じゃね？　叔父さんとか菱ひし神がみ姉妹とか、あの辺の連中とも分かち合ってもらいますからね！　特に惑まど歌かさんや！　後でイロイロと話し合おうっ！

「な……あなた様、は……？」

　と、もう一人驚おどろいている妖怪が。

　一つ目の巨大な紋様を描いた笠かさで顔のほとんどを隠した農夫の格好をしたカエシガミ。

「どうした油取り」

「いや、陣じん内ない忍しのぶ、で良いのかね。だって、あなた様は……」

「細かい理屈は知らん。だがお前の事を忘れた訳じゃねえから心配すんなよ、カエシガミさん」

「う、うおお、うおおおおおおおお!!　あなた様ァァあああああああああああああ!!」

「いやあ!!　どうしたジジィーっ!?」

　全身赤黒く染まったでっかい赤ん坊だけでもいっぱいいっぱいなのに、ここに来て感極まったジジィにまで抱き着かれる、だと!?　サイケデリック過ぎてもう世界が分からん!!

「サキュバス、サキュバース!!　足して三で割るためにお前も抱き着いてこい！　こりゃ駄目だ、真っ当なセクシー枠が必要だァァああああああああああああああああああああ!!」

「いやですよ人助けなんて気持ち悪い。悪あく魔まを何だと思っているんですか」

　一方、（小さい方の）祝はふりは額に手を当てて、呆あきれたように息を吐いていた。

「はあ……。あなた達たちは一体何しに来たんですか」

「裁さい木き和かず」

（俺の）血ち反へ吐どでグチャグチャになった青あお行灯あんどんの顔、そしてジジィを摑つかんでギリギリと遠ざけながら、俺はその名を告げた。

「あいつをどうにかしねえと、収まるものも収まらねえ。今は菱ひし神がみ舞まいのヤツが応戦しているけど、あの化け物相手じゃいつまで保もつか分かったもんじゃねえぞ」

「分かっています。幸い、現状では『五本指』も欠ける事なく健在。それらを差し向けて、一気に短期決戦を……」

「駄目だ!!　そんな方法使ってみろ、この村が地図から消えちまう！　アンタ達たちはそれで良いのかもしれねえけどな、こっちにとっては世界の終わりと同じなんだよ!!」

「ではどうしろと───」

　祝はふりが言いかけた、その時だった。

　スッパァァァァァァン!!　と。

　快音が炸さく裂れつし、はるか遠方から突っ込んできた犬型妖怪が林の腐葉土の中へめり込んだ。

「み、見事な一〇〇点満点のフォークボールでした。これがガクンと良く落ちるう……」

「こんな無茶をするのは菱神舞をおいて他にいる訳もありませんね」

　言いながら、屈かがんだ祝が腐葉土の中から妖怪を引っこ抜く。大体いっつも舞の傍そばにいる（そして気苦労にまみれている）すねこすりだ。

「あっ、祝様！」

「本陣へ直接投射された以上、相応の火急の要件があったのでしょう。礼節については、今は略式で結構です。何がありましたか」

「そ、そうでした！　裁さい木き和かずについて分かった事を祝様にお伝えするよう、舞さんから頼たのまれてきました！　わんわん!!」

「聞きましょう」

　祝が許可を出すと、何な故ぜだかすねこすりは少女の手の中でキリッとする。

「裁木和は、『パッケージ』や術法とは異なり、既存の妖怪の力や性質を借りて超常を振る舞まっている訳ではないようなのです」

「……病びよう魔まのように、自家生産のストレスや精神性を糧かてにしている、という話ですか？」

「いいえ。それでいて、人間離ばなれが一定ラインを超え、すでに人類の枠には収まらない超常の存在に切り替わっていると」

　何だそりゃ。煩悩を一つ残らず消し去って仙人にでもなったってのか。あるいは慢心の塊とか人の世を恨み抜くとかで天てん狗ぐにでも化けたとか。

　そんな絵本みたいな事を思い浮かべて、そこで俺の体がビクリと硬直した。

　いや、まさか、いや、噓うそだろ……!?




「つまり、裁木和は既存の妖怪を利用しているのではなく、完全新規の妖怪を作り上げた、という方が正しいのです。言ってみれば、自分自身の血肉を材料にして、妖怪さｉ木カズを組み立てた、とでも表現するべきでしょうか」




　しばし、二の句が継げなかった。

　だけど時計の針は進む。こうしている間も百鬼夜行と青あお行灯あんどんグループ、菱ひし神がみ舞まいと裁さい木き和かずの戦いは続いている。現実逃とう避ひなんてしている場合じゃねえ。無理矢理にでも頭を回すしかねえんだ。

「道理で……」

　何とか、そう呟つぶやいていた。

「どれだけ考えたって、当てはまる妖怪が見つからなかった訳だ。そりゃそうだ、どんな妖怪図ず鑑かんを開いたって、オカルトマニアのウェブサイトを覗のぞいたって、見つかる訳もねえ。あいつ自身が勝手に作って登録してんだから!!」

「思想としては、悪あつ鬼き羅ら刹せつがそのようなものを目指していましたね。人の身を、妖怪に変える。ですが、彼らとて既存の妖怪との融ゆう合ごうを軸にしていたはずで、完全新規の妖怪を作り出そう、などという不ふ遜そんにまでは達していなかったはず」

「ふーん」

　と、気のない声を放ったのは、青行灯だ。

「でも、ボクだって江戸時代の妖怪画家が『百物語の最後に現れる諸もろ々もろの怪奇現象を総称するもの』として勝手に描いた青い鬼女なんだよ。学術的価値なんて何もないはずだったのに、画家が有名過ぎたせいで世間に広まり、それが真実として定着してしまった。この画家はね、他にもたくさんの妖怪を勝手に創作している。妖怪絵巻と銘打っておきながら、実際には収録された三分の一以上が画家の創作だった、なんて話もあるくらいにね」

　妖怪を作る、生み出す、混ぜてしまう。

　百ど々ど目め鬼き、払子ほつす守もり、木魚ダルマ、五徳猫、そして青行灯。『画家が勝手に描いて登録しちまった妖怪』ってのは、実は結構多い。……近年だと、超有名な妖怪漫画家のあの人でもそんな伝説があったか。

　もっとも、妖怪画ってのは社会や世相に対する風刺の意味合いも大きかったから、創作した個体を織り交ぜるのは捏ねつ造ぞうとして非難される事はなく、ユーモアの一種として広く受け入れられてきたらしい。

　だけど、だ。

「つまり、裁木和の創造性はその域にまで達しているって言うのか？　単にありもしねえものを図鑑に登録するだけじゃねえ。それを誰だれもに認めさせて、何千年も前から信仰されてきた山の神だの海の神だのと肩を並べるほどの説得力そんざいかんを示す事に成功した。そこまでの事を促成栽培でやってのけるだって!?」

　だとしたら、最悪のクリエイターだ。

　青行灯だって真っ向勝負なら反則的な力を持っていたけど、それはあくまで有限のストックで無限の現象を起こすって話だった。けど、あいつは違う。クリエイターである以上、足りないものを足りない分だけその場で生み出せる。搦からめ手なく、最初から無限の存在なんだ。

　最高のシステムを一度リリースしたらおしまいの青あお行灯あんどんと、秒単位で更新ファイルを提供し続ける裁さい木き和かずの違い、ってところか。

　弱点なんかあるのか？　あったとして、とっくに全て穴埋めされてんじゃねえのか!?

「舞まいさんもあの手この手で裁木和を攪かく乱らんしているようですが、やはり好きなだけ力や性質を上書きできる裁木和に押され気味です。一定ラインを超えたら歯止めが利かなくなると」

「……逆に、今なら『五本指』を使って力押しができる、という事でもある訳ですか？」

　祝はふりの言葉に、俺の全身に嫌な悪寒が走る。

　これじゃ最強の五人と最大の裁木和が力任せに正面衝しよう突とつしちまう。インテリビレッジ納のう骨こつ村むらはどうなる？　俺が生まれ育ち、惑まど歌かや渚なぎさ達たちが意識不明のまま倒れ、座ざ敷しき童わらしや雪女達が災厄をやり過ごそうと隠れている、この村は……。

　しかも、そこまでしたって裁木和を一〇〇％倒せるって保証はねえんだ。

　できなかったら？

　百鬼夜行でも駄目だったら？

　青行灯……いいや、今となっては裁木和を中心としたコミュニティが狙っていたのは、きっとこんな辺へん鄙ぴな村を壊かい滅めつさせるに留とどまらない。カジノの金きん鉱こう島とうでの事を思い出せ。ＣＩＡはこいつらが日本を壊滅させるような何かを起こし、それに巻き込まれるのが怖くて国外脱出まで図っていたじゃねえか。

　青行灯は止まった。

　だけど、その後を継ぐ裁木和を放置する訳にはいかねえんだ。

　万に一つ、一％の一〇〇分の一さえ可能性を残さずに、ヤツをここで止めなくちゃ。

「……、」

　でも、それが理想論だってのも分かってる。

　現実問題、あそこまで人間離ばなれした裁木和とどうやって戦う。勝ちをもぎ取る？　相手は完全新規の妖怪を創造し、好きな時に好きなだけ新しい性質や特性を上書きできる存在。もう、心臓を潰つぶしたり頭を切り飛ばした程度じゃ動きを止めなくなっちまっているかもしれねえってのに……。

「……いや」

「？」

「そう、そうだ。性質や特性を、上書きする、埋め込む。引きずる、繫つなげる。もしもそんな事ができるんなら……」

　頭の中で、空回りする歯車の群れが浮かび上がる。

　今のままだと、上う手まく嚙かみ合わないせいでシステム全体が死んでいる。でも、必要な物はもう箱の中に全部揃そろっているはずなんだ。後は歯車の位置を調整して、きちんとはめ込んでいけば……。

「俺はどこかで見ているぞ……。どこだ、ここ最近とは限らねえ。何しろいったん一〇年前に飛んでいるんだ。思い出せ、記き憶おくの箱を全部ひっくり返せ。気になるのはどこだ、どの場面だった……？」

　親指を嚙む。血の味と共に、外部ストレージにある全てを検索する。

　その時だった。脳裏にあるイメージが去来した。

　客間の一つ。座ざ敷しき童わらしやぬらりひょん、火車なんかが車座になって馬鹿話をしていたあの時。召喚ＲＰＧで取り扱ってもらえる事になっただの、座敷童や雪女はレギュラー選手だの、そんな事を言い合っていたあそこで。




　───文化の習合だの他の妖怪との混こん淆こう・同一視なんていうのも面倒よね。




「そうだ、そうだよ!!」

　俺は思わず叫んでいた。

「ご主人様……？」

「裁さい木き和かずが完全無欠で非の打ちどころのねえ妖怪だってんなら、あいつをその座から引きずり下ろせば良いんだ！　他の妖怪と混同させて、説明を混ぜ合わせちまう事で!!」

　現実に、そういう事例だってあるんだ。

　例えば、日本の妖怪だった産うぶ女めと中国からやってきた姑う獲ぶ鳥め。インドではジャッカルを乗り回す女神だったはずなのに、日本にはジャッカルがいなかったために代わりに狐きつねを乗り回す事になっちまったダキニ天。名前が似ているとか、色や形が似ているとか、そんな理由で混同されちまった妖怪だの神しん獣じゆうだのって！

　そして、存在を混ぜ合わせる技術についてなら、もう心当たりがある。

　何より、俺自身が身をもって味わっているんだから!!

「祝はふり、タイムトラベル『パッケージ』は使えるか？　件くだんの予言を使ったヤツだ」

「なっ、どうしてあなたが百鬼夜行の最高機密を……」

「良いから!!　できねえとは言わせねえぞ。二周目のこの戦争は、早々にツェリカを撃げき破はしたおかげで前よりずっと被害が少ねえはずなんだから！　一周目でも使えた設備が二周目で使えねえなんて事があるか！　今すぐ用意しろ、裁木和のせいで全部おじゃんにされたくなけりゃな!!」

　そう、今の俺が外部ストレージとして『あいつ』の記憶に触れているのと同じ。

　ある空間に同一人物が二人いた場合、仮に片方が死亡してもその影えい響きようは消えない。

　あの陣じん内ない忍しのぶとこの陣内忍は、きっとほぼ同じ存在だった。

　だから外からアクセスしたって、記き憶おくくらいしか変わらなかった。

　でも、それだって十分に脅威だったんだ。元々タイムパラドクスまで嚙かんだ極大のイレギュラー。しかも、事は記憶や人格に直結しているんだ。もしも正しい形でアクセスできずにノイズまみれになったら、俺の頭はどうなっていた？

　外部ストレージに何が収まっているかなんて、どうでも良い。

　同一人物ＡとＢが一つの空間にいるとする。どちらか片方が死亡して幽ゆう霊れいみてえに外部ストレージ化したとする。ここで重要なのは、ＡでもＢでもねえ。それらを繫つなぐ、見えない糸。それを乱雑にかき乱してしまえば、どんな強敵だって内側からバラバラにしちまう事ができるんじゃねえのか……？

　そしてタイムパラドクスを利用すれば、手が届く。

　まずはタイムトラベルを利用して同一の個体を一つの世界へ共存させる。その上で、片方を潰つぶせば、外からいくら叩たたいてもびくともしない妖怪さｉ木カズにだって、ダメージを与えられるチャンスが出てくる!!

「祝はふり、その隣となりに立っているでっかい……ええと、人形？　そいつは誰だれがどうやって作ったものなんだ？」

「病びよう魔まの使し役えき者しやが。数千種の菌類を束ね、人間の生理現象を完全に模倣しているはずですが」

「……どんなに突貫工事でも良い。とりあえず体裁を保ってくれれば構わねえ。だとしたら、最短で完成までどれくらいかかる？」

「当人に直接聞いてみない事には何とも。ただし、この個体は本来、私の性質を組み込んだ人造の代理母としての側面があります。次代の百鬼夜行リーダーを出産するため、万に一つの事故もないよう、細心の注意を払っていたはず」

「結論は？」

「病魔は病魔で、自身の身代わりを生み出して敵を攪かく乱らんさせる事があります。そちらでよろしければ、即席ですぐにでもデザインできると思いますが」

　よし。

　これでタイムトラベル、裁さい木き和かずに無理矢理統合させるデコイの人物Ｂ、必要なものは全て揃そろった。

　でくの坊の人物Ｂ（厳密には、呪いの藁わら人形みてえなもんか）をタイムトラベル『パッケージ』で数秒挟んだ別の時系列へ飛ばした上で、俺達たちの手で破は壊かいすれば良い。それで完全無欠の裁木和が、何かにアクセスを始める。それを妨害して細い糸を断ち切りノイズまみれにしちまえば、ヤツの頭をパンクさせられる。その時点でまだ倒れなくても、棒立ち状態になった無防備な最強のバケモノ相手に百鬼夜行の殺しの技を叩き込めば、勝ちの目は見えてくる。

　核兵器の爆ばく風ふうを別の核兵器の爆風で相殺させるような、どうしようもねえ泥沼に発展させなくても、全てを終わらせられる。

　明確に。

　元の日常へ帰るための道筋が見えてきた───!!

　そう思った直後。




　ッッッゴォォォン!!!!!!　と、遠方で、凄すさまじい爆ばく発はつ音おんが炸さく裂れつした。




「病びよう魔まの方のようですね……」

　祝はふりがそんな風に呟つぶやく。

　今回の戦争では、ツェリカの影えい響きようが早々に排除されたため、前よりはカオスにゃなってねえはずだ。それでも、争乱は争乱。あちこちでは大小無数の戦せん闘とう行為が繰くり広げられているのもまた事実。

　つまり、

「彼を招しよう聘へいするにしても、まずはあちらの戦闘行動に決着を着けさせなくてはならないようです」




　　　　　７（3rd person）




　状況は乱戦の様相を呈していたが、一周目と二周目を俯ふ瞰かんできる者がいれば、随分整然とした風に見えていただろう。

　何より、『五本指』が正気を保って連携を繫つないでいるのが強い。平たく言えば、百鬼夜行側が想定していた流れをなぞって戦況を展開させる事に成功している。

　ＳＷＡＴのような漆黒の特殊戦闘服を纏まとう、病魔の使し役えき者しや。

　赤い布で目線を覆おおうように頭部を縛しばり付けた、古いドイツ製の拳銃を二丁構える巫み女こ、巫ふ蠱この透とう視し者しや。

　彼らは黄金に染まる田園風景の中で、互いの背中を合わせていた。

　同じ家紋を印として掲げる者同士が、本来通りに。

「青あお行灯あんどんの気配が消えたか」

「代わりに、裁さい木き和かずの方が弾はじけているようですけど」

「連中の催眠が解除された様子もない」

「解除行動を取らない限りは解けるものでもありませんし。ですが、今回のケースは学問上の催眠ではなく、青行灯の超常を利用した催眠」

「つまり」

「一度完全に意識を落としてしまえば、それまで。この辺りは、ランプの火と変わりません。すでに火種がない以上、一度消してしまえばどれだけ燃料が残っていても二度と火が点つく事はありえない」

「……、」

　それだけ耳にすると、病びよう魔まの使し役えき者しやは真正面を見据えた。

　敵対グループの中で、目下最大とも呼ぶべき敵。その一角。

「良いなあ、格好良いなあ」

　猫びよう鬼きの使役者。

　丈の短い、黄色いチャイナドレスの上から猫の耳のような飾りのついたフード付きのパーカーを羽織り、顔や片足へ雑に包帯を巻いた少女。蠱こ毒どくの変種である猫鬼を、ターゲットを確実に殺せる分だけ自動量産していく恐怖の術者。

　一度は倒したはずの少女。

　青あお行灯あんどんの横よこ槍やりさえなければ、救えたかもしれなかった一つの心。

「あはは！　あははははは!!　どうして、どうして、おにいさんには全部あるのかなあ？　そんな風に、背中を預け合える仲間とか!!　あたしは、あたしはさあ、こーんな道まで転がり落ちてもぜんぜんまったくぱーふぇくとに見つからなかったっていうのにい!!!!!!」

　絶叫と共に、一面から黒い影かげが屹きつ立りつする。

　一つ一つが疫病と厄病の象徴。その鋭するどい爪でなぞられただけで全身が泡立ち、腐り落ち、高熱によって内側からすら全身のタンパク質を茹ゆで上げるであろう死の記号。

　しかし、数百数千の猫鬼に取り囲まれながら、その男の顔色は微み塵じんも変化しなかった。

「その答えは、もう出したよ」

　病魔の使役者が特別だったのではない。

　そんな彼を拾ってくれた、百鬼夜行という居場所があったというだけの話。

　だからこの少女にもそういう居場所を一つでも与えてやる事ができれば、掲げる印さえあれば、それだけで絶望の連れん鎖さは断ち切れたのかもしれないという話。

「あはは、あたしには分かんないよ、何にも伝わってないよ、だってほら、あたしって馬鹿だから。要領悪いから。みんなをイラつかせちゃうから。はは、あはは、ほんと、ダメなんだよねえ、あたし。ぜんっぜんダメなんだあ……」

「ならば、何度でも教えてやる。お前の理解が及ぶまで」

　ヴゥン!!　というネオン管に電気が走るような音と共に、合わせた人差し指と中指の先から真っ白に輝かがやく一振りの刀身が飛び出す。

「……どうするんです？　また上空を飛び交う爆ばく撃げき機きへ支援要よう請せいを出しますか」

「前回と違って菱ひし神がみ筋からのレーザー誘導がない。信管を抜いているとはいえ、今のままでは、村のどこへ落ちるか分かったものではない」

「ではどうしろと？　地上の面々だけでは、無限に湧き出す猫びよう鬼きに押し切られるのでは？」

「巫ふ蠱こ、お前の『眼め』を貸せ。……あの哀れな女には、殺すだけの価値もない。だからここで決着を着けて、再起を促す」

　その無骨な声を耳にして。

　目隠しの巫み女こは、背中合わせのままそっと息を吐いた。

「……何よ、結局お兄ちゃんのペースじゃない。しかも妹より干え支と一回り近く年下の女にご執心とか、どう反応して良いのかしら、これ」

「何か？」

「いえ何も」

「……妹よ。俺は以前から常々思っていたのだがな、二五を超えた女のお兄ちゃん呼びはアリナシで言ったらナシだと思うぞ……」

「聞こえてんじゃねェェ───────────────────────────か!!」







　少し離はなれた場所では、大おお百足むかでと蘭らん園ぞの幸さちが対たい峙じしていた。

「きて」

　鈴のように鳴り響ひびく、たった一言。

　それだけで、ボコボコボコボコ!!　と周囲の田畑の土が大きく盛り上がった。飛び出してきたのは、軽自動車よりも巨大な妖怪達たち。土つち蜘ぐ蛛もに、蟒蛇うわばみ、蝦が蟇ま。奇怪でグロテスクな動物型の妖怪が多いのは、やはり幸の抱えている『体質』によるものか。

（この納のう骨こつ村むらで出会った陣じん内ない忍しのぶなる少年は規格外の全方位型だったが、対してサチは動物型に限定される代わりに、ある程度の指向性を持って自覚的に制御できるのか……。まるで口寄せ。今のサチはほとんど召喚師にも等しい扱いだぞ）

　危うい声色は大だい悪あく魔まの有無とは別に、青あお行灯あんどんの残した催眠によるものか。贄にえも儀ぎ礼れいもなく、呼び声一つで無尽蔵に妖怪を呼び寄せられるとしたら、それはもう立派な戦術兵器に等しい。一線のイタコや祈き禱とう師しが知れば、それだけで憎悪の呪いを差し向けかねないほどの。

　こんなものは、放置できない。

　不用意に、誰だれかの目に晒さらす訳にもいかない。ここで封じて、誰かに利用されるのを防ぐ。もう彼女の人生が、誰かの利害に振り回されるのだけは阻止してみせる。

『サチ、私の声が聞こえているか？』

「……、」

　返事はなかった。ガヂガヂガヂガヂ!!　と金属の爪を擦こすり合わせるような音と共に、複数の妖怪が蘭園幸を取り囲む。将棋の陣形のように、いくつもの駒こまを並べていく。

　己が敵を、大おお百足むかでを撃げき滅めつするために。

　奇妙にどろりとした、未いまだ催眠に囚とらわれた瞳ひとみを差し向けて。

　頭の横にある白しろ薔ば薇らのコサージュが、頼たよりなく揺れていた。

「……わたし、私は、トモダチを、守る……」

『私もだよ、サチ』

「みんなが、平等になれる世界を作る。そのためなら、私は、そのためなら、何だって」

『特別な世界なんていらない。百足や蜘く蛛もは、ただ人家の傍そばでひっそりと暮らせれば良かった。誰だれに気づいてもらう必要もなかった。それだけの話だったんだがな』

　大百足も大百足で、その長大な全身に力を込めていく。

　かの妖怪は一匹の虫から始まっておきながら、伝承では竜神の一族を貪り、滅亡寸前まで追い込んだというレコードを持っている。いわば、『妖怪を喰くう妖怪』である。挙げ句、過去には幸さちを守るために猫びよう鬼きの一匹を貪り食った事で、無数の毒虫や害がい獣じゆうを殺し合わせる術法『蠱こ毒どく』としての側面まで持ち始めている。

　蘭らん園ぞの幸が複数の妖怪を呼び出そうが、単純な力勝負でならそうそう簡単に敗北はしない。

　しかし、それ故の問題もあった。

　つまり、

（……今では『毒』が強過ぎる）

　ガギンッ!!　と左右から嚙かみ合わせた巨大な顎あご。そこから紫色の奇怪な汁が滴り落ちる。

（このままだとサチを麻ま痺ひさせるに留とどまらず、殺してしまう。かと言って、暴力に頼たよらずにサチを止められるような場面でもない。状況は八方塞、か）

　自覚した上で、なお大百足は冷静に思考する。

（ならば『毒』を薄うすめる）

　使える手は何でも使う。一人の少女を助け出すために。

（幸い、蠱毒は毒虫や害がい獣じゆうを殺し合わせて最後の一匹に全ての毒や呪いを集約させる術法。……言い換えれば、喰くわれる側の毒や呪いはよそへ没収される仕組みだ。土蜘蛛、蟒蛇うわばみ、蝦が蟇ま。悪いが、付き合ってもらうぞ。私の身体からだを貪って、この身に余る『毒』を勝手に持って行ってくれ）

『毒』さえ薄まれば、蘭園幸を殺さずに気絶させる事ができる。

　蘭園幸が気絶してしまえば、不自然に口寄せされた妖怪達たちも正気を取り戻す。

　それで、全部止まる。

　貪り尽くされた大百足の命の保障はない。喰われれば喰われるほどにその力も奪われるのだから、傷を癒いやす力が残るかどうか分からないためだ。

　だが構わない。

　たとえここで加減を誤って死滅するとしても、それで蘭園幸を救い出せるのなら。

　誘ゆう蛾が灯とうに誘われるように青い鬼女へ吸い寄せられるのではない。この村で出会った子供達たちと、もう一度本当に温かい言葉を交わす可能性を、彼女に残してやれるのならば。

　トモダチを、助けられるのならば。

　この身がどうなるかなど、委細構わない。

『来い、サチ!!　お前の敵はここにいるぞ!!』

「……。行って、みんな」

　両者の睨にらみ合いが、一線を超える。引き絞った弓の弦から手を離はなすように、巨体の中で限界以上に蓄えられた力が解き放たれようとする。超重量級の激突が、始まる。

　まさにその一いつ瞬しゆん手前だった。




「三種の蟲むし───すなわち、上じよう尸し、中尸、下尸。庚こう申しんの夜を越え、猿さる田た彦ひこの防ぼう壁へきを抜けて天てん帝ていに至れ。其そは指先ほどの蟲でありながら、生きとし生きる者全ての寿命を抜き取る異物なり。弾頭の形となりて身の内へ潜もぐり、埋め込まれし者の力を奪え！　三さん尸し!!」




　ドガドガドガッ!!　という銃声が立て続けに響ひびいた。

　並の刃物や銃弾では傷一つつかないはずの妖怪。にも拘かかわらず、土つち蜘ぐ蛛も、蟒蛇うわばみ、蝦が蟇まら蘭らん園ぞの幸さちの兵隊達はあっという間に風穴を空けられ、中から接着剤でも流し込まれたようにギチギチとその体を硬直させていく。

　そして気がつけば、大おお百足むかでの側に立つように、目隠しをした巫み女こが二丁拳銃を構えていた。

　リン……と、遅れて飾り紐ひもで古いドイツ製の拳銃に取り付けられた鈴が、軽やかな音色を鳴らす。百鬼夜行の印を刻んだ鈴が。

　羽衣のように薄うすく透き通る千早が、彼女の動きに合わせて派手に踊る。

『お前、は……？』

　声に、その巫女はクリップで束ねた予備の弾を上から固定式のマガジンに突っ込んでいく。弾頭部分は鉛ではなく、乾燥して丸まった、幼虫か何かだろうか……？

「百鬼夜行『五本指』の一角、巫ふ蠱この透とう視し者しやと申します。正直、祝はふり様の勅命なしに雑事へ肩入れするなど業腹ではあるのですが、病びよう魔まの方から暇を見つけて手を貸せと頼たのまれたものでして」

『……、』

「……というか何かと思えばまた年下か!?　猫びよう鬼きのヤツよりさらに小さい！　祝様といい化生の口寄せといい、一体お兄ちゃんに何があった！　オロオロ……!?」

『おい、結局土蜘蛛達はどうなったのだ？』

「ハッ!?　三尸の弾丸は対妖怪用ですが、破は壊かい力りよくを自在に調整できるのが利点となります。今はまだ殺すレベルではありません。少々眠ってもらった程度となります」

『その弾でサチの暴走を止める事は……』

「元来、三さん尸しの虫は人の内に潜ひそみ、その寿命を抜き取るものです。経年劣化の概念に乏しい妖怪ならともかく、まともな人間に浴びせれば即死しますよ」

『であれば、悪いが邪じや魔まだ』

　大おお百足むかでは苦悩するように言葉を搾り出した。

『私はサチを無傷で止めなくてはならない。そのためには、この身に余る「毒」を薄うすめるため、サチ側の妖怪にわざと貪られなくてはならん。良いか、今後は敵方の妖怪を無力化するのもやめてもらおう。私が襲おそわれなくては意味がない!!』

「あら、そうでしょうか」

　巫ふ蠱この透とう視し者しやは涼やかな声で即答した。

　胸元にある弟おと切ぎり草そうの飾り留め具がザワリと揺らぐ。

「確かに、あそこまで幼い少女を完全確実に確保・制圧するのは、ひょっとするとただの大人を殺すより難しいかもしれません。そして元より、我々力を持ち過ぎた大人の出る幕でもない。子供の問題は子供の手で解決するのが自然な形のはずでしょう？」

『何を……』

　言いかけて、大百足は気づいた。

『……まさか、あの少年を巻き込むつもりか!?　狭い業界の中でも最も尖とがった戦場に!!』

「現状、インテリビレッジ納のう骨こつ村むらの住人は我々百鬼夜行の手で意識を落としてあります。どのような超常を扱うか分からない青あお行灯あんどんグループの手で操られるのを阻止するために。もっとも、多数の妖怪に囲まれた人間は例外的に意識が残ってしまったようですが。件くだんの陣じん内ない忍しのぶなどが好例ですね」

『まさか付喪神に囲まれていたかの少年も……いや』

「そこまで甘くはありません。陣内忍は、それほど無自覚なイレギュラーだったというだけの話。件の少年もまた、他の皆と共に意識が落ちています」

　ところで、と巫蠱の透視者は前置きした上で、

「私はいわゆる『虫の知らせ』という言葉の大元になったものを体内で飼い慣らす事で、超常のインスピレーションを得た術者です。そしてこの虫自体は、誰だれの体であっても高い親和性を示し、危機という名のデータを入出力できる。極め付けとして、人の意識は危機的信号による揺さぶりにとことん弱い。使いこなせば、最強の目覚まし時計としても機能します」

　つまり、必要な情報は全てある少年の体内に入力されていた。

　つまり、あらゆる者が意識を失った中、その少年は目を覚ましていた。

　つまり、蘭らん園ぞの幸さちの現状を知った少年は、迷わず戦場へ駆けつけた。




　ザン!!　と、田園地帯に新たな影かげが現れた。

　米よね咲さき尋ひろ。あるいは蘭園幸と同様に、器物を軸にしたあらゆる付喪神から愛された少年が。







「おお、我が主よ!!　ここは危ないぞ、どうしてやってきたのだ!?」

「……いいえ、唐傘。あなたも覚悟を決めなさいな。どうやら尋ひろサマが男を見せる時がやってきたようでしてよ!!」

　唐傘お化けと提灯ちようちんお化けが少年と合流する。

　百鬼夜行という単語を聞いた途端に借りてきた猫のようになってしまった妖怪達たちだが、幼い主の顔を見かけた途端に全てが変わった。陣じん内ない忍しのぶ達の下を抜け出し、我先にと向かって行ったのだ。

「唐傘、提灯。話は耳の中の虫さんから聞いたよ」

　青いセーターにベージュのズボン。何の特徴もないその少年は、静かにこう語りかけてきた。

「だから僕に力を貸して。蘭らん園ぞのさんを助け出す」

　いいや、米よね咲さき尋の傍そばにいるのは、唐傘や提灯だけではなかった。蛇のようにくねる帯があった。短い手足のついた石いし臼うすが歩いていた。元が何に使うものだったのかも分からない、巨大な木の板がひらひらと舞まっていた。中身のない甲かつ冑ちゆうがガシャガシャと闊かつ歩ぽしていた。

『尋ちゃんを助けるぞ』

『尋ちゃん！』

『背中は某それがしが預かった。だから主君はやりたいようにやるが良い……!!』

　総じて、付喪神。

　古道具を修理する米咲の家で、その職人達の腕によって生き永らえ、一〇〇年の時を経て自我を獲かく得とくした者達。その恩義を返すべく家人に末代まで忠誠を誓った妖怪達。

　対して。

　未いまだ催眠の影えい響きようを受ける蘭園幸が、そのどろりとした瞳ひとみで新たな標的を見据える。

　唇から、口寄せの声色を紡ぐ。

「きて」

　ボコボコボコッ!!　と田園風景が地面から破は壊かいされる。猿神、獏ばく、武たけ文ぶん蟹かに、鉄てつ鼠そ、単純に人を攫さらって殺す巨大な猿から数千以上の群体であらゆる書物を喰くい散らかすネズミまで、様々なバリエーションの妖怪が顔を出す。

　幼い視線が交差する。

　呼応するように、双方の陣営から様々な妖怪が前へ踏ふみ出す。

　そして同時に声があった。




「「やっちゃって!!」」




　ゴッキィィィィン!!　と凄すさまじい激突音が炸さく裂れつした。

　剛腕を振るう猿神や分厚い甲殻に守られた巨大な武たけ文ぶん蟹かにに対し、真っ先に簞たん笥すや石いし臼うすといった超重量級の家具達たちが降り注ぐ。返す刀で動物型の妖怪達の手足が大きく振るわれ、座卓や椅子が大きく宙へ飛ばされていく。

『尋ひろちゃんを勝たせるぞ！』

『我が主に恥をかかせるな！　進めー!!』

『やー!!』

　吹き飛ばされても、地面に落ちても、大皿や鉄てつ鍋なべの戦いは終わらない。元が器物と言っても、すでに妖怪となった彼らはそう簡単には壊こわれない。すぐに起き上がると、再び乱戦の中へと飛び込んでいく。

「いくら妖怪と言っても、元は家具。猿蟹合戦の石臼みたいな例外でもない限り、妖怪殺しの特性を持ったものはそういない」

　蘭らん園ぞの幸さちは無機質に呟つぶやいていた。

　元は小さな火だったのだろう。だがそれを外部から徹てつ底てい的てきに拡大解釈された、負の言葉が。

「対して、私のトモダチには致命誘発体がいくらでもいる。いくらでも呼びかけに応えてくれる。だから私は負けない。絶対に、トモダチが平等に認められる世界を作ってみせる!!」

　そして器物の妖怪である付喪神にとって、致命的となる妖怪が一つあった。

　鉄てつ鼠そ。

　元はとある高僧の怨念から始まった妖怪。八万四〇〇〇匹もの配下のネズミを引き連れ、延えん暦りやく寺じの経典や仏像を徹底的に食い潰つぶしたとされる逸話を持ち、木と紙でできた付喪神にとってはまさに天敵とも言える種族だ。

「きゃっ、きゃー!!　このネズミ、群れになって嚙かみ付いてきますわー!!」

「怯ひるむな提灯ちようちん、ヤバくなったら貴様だけでも空へ逃げれば良い!!」

「唐傘はどうしますの!?」

「傘は古来より油紙を張り替えて長く扱うもの。今さら破れる破れない程度で臆おくするとでも思ったか!!　ゆくぞネズミどもー!!」

　ガリガリと削り取るような音が続いていた。

　一〇〇年続いた付喪神の群れが食い破られていく音。

　それを耳にしている蘭園幸にとっては、流れをごり押ししている勝ち組ムードのはずだった。

　しかし、

（……あ、れ……？）

　ちくりと、凪ないだ湖のように起伏のなかった少女の心に、わずかなさざ波が立った。

　そんな気がした。

（……わたし、どうして……。妖怪さんの、悲鳴……聞い、て……喜んで……？）

　疑問は浮かぶが、答えを得る前に問題文が消えてしまう。故に、思考が連続しない。もやもやとした不快な塊が頭の奥にわだかまるが、それがどうして生まれたのかも理解できない。

　結果として、蘭らん園ぞの幸さちはひたすら同じ行動を繰くり返す。

「きて、きて、きて、きて」

　呟つぶやくたびに、さらに多くの妖怪達たちが呼応して地面から飛び出してくる。虫や爬は虫ちゆう類るいを元にした、まともな人間なら一体だけでも直視しがたい怪物。その群れ。グロテスクな情景に取り込まれて、蘭園幸はうっとりと目を細める。

『ぎゃー!!　痛い!!』

『我慢だぞ。ご当主様なら壊こわれても直せる!!』

『でも痛い！　怖い!!　でもでも尋ひろちゃんのために頑張る!!』

　それを。

　無思考という名のゆりかごに沈む事を、どうしても許さない悲鳴があった。

　妖怪の悲鳴、泣き声、絶叫。それを発しているのは蜘く蛛もや蛇などのグロテスクな動物型ではなかったけど、器物を軸とした付喪神だったけど、それでも、少しずつ蘭園幸の意識を揺さぶっていく。真っ平らだった湖面は、いつしか無数の大波が立つ大おお時し化けと化していた。

「やめてよ……」

　それらを生み出している元凶でありながら、しかし催眠に囚とらわれている蘭園幸には、攻こう撃げきの手を緩ゆるめるという選択肢を思い浮かべる事ができない。

　代わりに、立ち向かってくる象徴である米よね咲さき尋を照準した。あいつがこちらに来なければ、攻撃する必要もない。だからあれが元凶だ。そういう風に、頭の中で組み替えられてしまっていた。

「もうやめてよ!!　あなただって分かっているでしょう。そんな事じゃあ、私達には勝てない！　どうやっても、どう足あ搔がいても、私のトモダチには勝てない!!　だったらすっこんでいなさいよ！　無駄な努力をさせて、できもしない期待を押し付けたりしないで!!」

「負けない」

　なのに。

　だっていうのに。

「僕の家族は、負けない」

　即答だった。

　馬鹿馬鹿しい願望だった。それに振り回されて、今も多くの付喪神が傷つけられていた。実際問題、付喪神にできる事の多くは体当たり程度のもので、呪いやたたりといった超常の力を振るえる者はほとんどいない。そして、その破は壊かい力りよくは元の重量に比例する。一番重たいものでも石いし臼うす程度だが、こいつの直ちよく撃げきを受けたところで、猿神や武たけ文ぶん蟹かにが潰つぶれてしまう事はなかった。

　つまり、万に一つも勝ち目はなかった。

　戦いを続ければ続けるだけ削り取られて、付喪神側の被害が拡大するだけのはずだった。

　ところが。

　ッッッズズン!!!!!!　という大地を揺さぶる大だい震しん動どうが、全ての前提を覆くつがえした。

「な……」

　思わずそちらへ目をやった蘭らん園ぞの幸さちは、そこで目を見開いていた。

　新たな器物の妖怪が顔を覗のぞかせていた。

　ただしそれは、簞たん笥すや座卓といった、両手で抱えられる程度の家具などではなかった。




　かやぶき屋根のお屋や敷しき、そのもの。

　軽く見積もっても数十トンに達する木造建築物が、恐竜のようにのそりとやってきた。




　マヨイガと、その妖怪の名を蘭園幸は知っていたか。

　米よね咲さき尋ひろの側からすれば、重た過ぎて足の遅いこいつがやってくるまで時間を稼かせげば良かっただけの話。

　そして、付喪神の体当たり攻こう撃げきは、元となった重量に依存する。

　今まで主力となってきた石いし臼うすでさえ、その重さは五〇キロ前後。

『ぶおっ』

　であればマヨイガの攻撃力は。

　ざっと五〇倍から一〇〇倍に届く!!

『ブオぉぉぉオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオ!!!!!!』

　猛牛のような嘶いななきと共に、怒ど涛とうの突撃があった。

　凄すさまじい衝しよう突とつ音おんと共に、まるで冗談のように巨大な猿や蟹かにの怪物が宙へ飛ばされていく。個体個体を攻撃するというよりは、敵の陣営を一直線の帯状に抉えぐり取っていくようなニュアンスの方が近かった。

「蘭園さんのトモダチは、確かに強いのかもしれない」

　米咲尋は、そう言った。

　このタイミングまで絶対に保もつと、付喪神達たちを信じ続けた少年の声が。

「だけど、僕の家族はもっと強い！　絶対に、誰だれにも負けたりなんかしない!!」

「……ッッッ!!!!!!」

　ただでさえ大おお時し化けだった心の湖は、その一言で猫に悪戯いたずらされたスープ皿のようにまとめてひっくり返った。

　それまでの全ての感情が吹き飛び、爆ばく発はつする怒りのままに叫ぶ。

「やっちゃって!!　みんな!!」

「マヨイガ、そのまま押さえつけて！　蛇じや帯たい、小袖の手！　僕に手を貸して!!」

　再びの衝しよう突とつ。

　その間に米よね咲さき尋ひろは両手を水平に広げる。右手と左手に、それぞれ布でできた妖怪達たちが絡みつく。

　そして、恐るべき事が起きた。

　だんっ!!　と、大きく踏ふみ込むような音が聞こえたと思ったら、米咲尋は陣形を無視して大きく前へ躍おどり出たのだ。直接、その手で蘭らん園ぞの幸さちに勝負を仕掛けるために。

　下の下策にして、愚の骨頂。

　将棋で言えば、金や銀の囲いを無視して王将が敵陣に突っ込むような暴挙。

　だが言葉を交わさずとも、周りの付喪神は一斉に動いた。当然のように『一番の弱点』を集中攻こう撃げきしようとした鉄てつ鼠そや獏ばくといった動物型の妖怪達を、渾こん身しんの力で押さえつける。そのままぐいぐいと押しのけ、ほんの数秒だけ、海を割るように一本の道を作り上げる。

　男だったらそうすると。

　主だったら隠れているだけに留とどまらないと。

　初めから、米咲尋の行動パターンを完全に把握していたかのように。

　友達では足りない、仲間でもまだ足りない。

　そう、まるで。

　家族のように。

「なっ……」

　驚おどろく幸がさらに多くの妖怪を口寄せするよりも早く、少年はその懐ふところ深くへと潜もぐり込む。テレビで観みるボクサーのように顔の前で拳を握り締しめているが、その狙いは打撃ではない。

「蛇帯!!」

　包帯のように拳全体に巻きつけた帯。

　それが、腕を突き出した直後に大きく伸びて、蘭園幸の首へと思い切り巻きついた。

「がっ、ァ!?　……こ、声、が……」

「小袖の手!!　行って!!」

　さらに米咲尋がもう片方の手を振るった。途端に巻きついていた布地が大きく広がる。一着の着物だと幸が気づいた途端、それは頭から勢い良く覆おおい被かぶさってきた。息のみに限った話ではなく、五感の大半が暗くら闇やみの中へと投げ込まれてしまう。

　口寄せは、口で寄せなければ機能しない。

　狙いを定められず、声も出せない状況ではまともに扱えない。

（……わた、し……）

　気道というより頸けい動どう脈みやくを締め上げられて、柔道の絞め技のように意識が明滅していく。

　そんな中でも、蘭らん園ぞの幸さちの心の中には不自然なくらい『目的』が大きく膨ふくらむ。

（わたし、は、みんなの……妖怪達たちの、優しい世界を……）

　だけど。

　そこで、蘭園幸は暗くら闇やみの中、束つかの間、ほんの小さな疑問を抱いていた。

　……平等を作って、それで、どうしたかったんだっけ……？

　誰だれかの笑顔があった気がした。泣き叫ぶ蘭園幸に、真っ向からぶつかってくれる誰かがいた気がした。誰も認めてくれなかった本当の素顔を見て、奇き麗れいだと言ってくれた男の子がいたような気がした。

　だから。

　薄うすれゆく意識の中でぼんやりとそんな事を考えていたため、その時、暗闇の中で聞こえた声が本当にあったのか、自分の頭の中の話だったのか、蘭園幸には自信がなかった。

『大丈夫』

　そんな声だった。

『……蘭園さんは、僕が助けるから……!!』

　それだけ聞いて。

　少女は、自分の意識を完全に手放した。







　ざあ!!　と、両者の間に冷たい風が吹き抜けた。

　病びよう魔まの使し役えき者しやと、猫びよう鬼きの使役者。

「あはっ☆」

　周りの戦せん闘とうは徐々に終息していく。大勢は百鬼夜行へと傾いていく。巫ふ蠱この透とう視し者しやの負担も少なくなっていき、その分のリソースをよそへ回す事もできるようになっていく。

　すなわち。

　その『眼め』を借りた病魔の使役者の精度が、一段と増す。

　ザン!!　ドンバンゾンガンギンザンバンッッッ!!!!!!　と、これまでも自動的に湧き上がる無数の猫鬼の影かげを、病魔の使役者は光り輝かがやく一振りの刀身でもって次々に切り裂いていた。

　だが、ここに来てその偉業さえも飛び越える。

　ッッッドン!!!!!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつしたかと思ったら、病魔の使役者の体が無数の猫鬼の間をすり抜け、ミサイルのように使役者の少女へ向けて突とつ撃げきしたのだ。これまでと違い『倒さなければ先へ進めない』という時間的なロスもない。最短最速。確かに猫鬼はターゲットを完全に殺せる『量』をオートメーションで計算し、必要な分だけ生産していく。よって、どんな人間だろうが妖怪だろうが、猫鬼の使役者には勝てない。だが、生み出される猫鬼の配置にはむらがある。生み出された猫鬼が全てぶつかって、逃げ道を封じて、初めて絶対勝てる『計算』なのだ。まさか王手の網を素通りされるとは思わないだろう。

　その隙間を、潜くぐり抜ける。

　一挙に猫びよう鬼きの使し役えき者しやの懐ふところまで飛び込む事で、物量の差を無視する。分厚い鎧よろいの関節部分の隙間から、アイスピックにも似た細く鋭するどい刃を通して一いち撃げきで急所を破は壊かいするように。

（……結局これは、同じものを振るう術者同士）

　真正面から、視線が交こう錯さくする。

　かつての焼き増し。何度でも繰くり返される決着。であれば、正しい方に神が味方すると信じられた古い時代の神明裁判のように、どちらが勝つかは単純明快。

「貴様の救い方は誰だれよりも熟知している。ここだけは、この一いつ瞬しゆんだけは、手を誤る事など万に一つもあり得ない!!」




　白い刃が唸うなり、黒い病巣へ突き刺さる。

　それは人の体を傷つけず、その邪心のみを切断する神の刃。

　京の都を脅かす怨念から始まり、ついには天神へと昇華したその力の一端でもって、病びよう魔まのスペシャリストは一人の少女を救い出す。




　　　　　８




　外周の戦せん闘とうは終わった。

　病魔の使役者はフリーとなった。

　それなら、もう遠えん慮りよをする必要はねえ。

　百鬼夜行リーダーの祝はふりは、小型のマイクのようなものに口を寄せた。

　勅命を告げる。

「病魔、あなたの力でもって、裁さい木き和かずの模造品を作りなさい。精度は低くても構いません。必須条件は最低限、裁木和として認識できる事」

　パキッ、と枝を踏ふむような音が応じた。

　そう思った時には、まるできのこか筍たけのこの生長を早回しにしたように、地面から何か大きな塊がボコボコボコボコ!!　と伸び上がった。最初、真っ白な柱のようだった『それ』はひとりでにグジュグジュと崩れると、細部の目鼻立ちが整えられていく。様々な腐敗の色が髪や肌、衣服などを彩色していく。みるみるうちに、『それ』はあの腹話術師みてえなダークスーツの男そのものへ変じてしまう。

「タイムトラベル『パッケージ』は!?」

「問題ありません」

「五秒後の時間に飛ばせ。それで世界なり運命なりが『今この時間軸に裁さい木き和かずは二人いる』って誤認しちまえばこっちのもんだ。偽物の人形をぶっ壊こわせば、この世にもあの世にも居場所のなくなった残留データが外部ストレージ化したのと同じように、完全無欠の妖怪さｉ木カズへのアクセスが始まる。そいつを妨害してノイズまみれにしてやれば、勝機が生まれる!!」

　火花の散る音が響ひびいた。

　と思った直後、裁木和を模した菌糸の人形が、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

　五秒後。

　それで全ての決着がつく。

「サキュバス、油取り」

「いえっさー、ご主人様」

「任せておけ、あなた様」

　ズヴァヂィ!!　という激しい音と共に、再び裁木和の模造品がこの世界に顔を出す。

　いちいち待つ必要なんてなかった。




　轟ごう音おんが炸さく裂れつする。

　これ以上ないくらい、模造品の人形がグシャグシャに破は壊かいされていく。




　　　　　９（3rd person）




　ドグンッ!!　と。

　心臓に杭くいでも打ち込まれたような衝しよう撃げきが、『裁木和』の心を貫いた。

　今も数十の個体が共存しているはずなのだが、その全てが一様に首を傾かしげる。まるで示し合わせてシンクロしたように、全ての個体で全く同じ異変が生じているのだ。

　そして、言葉の連想から思い至った。

「「「……シンクロ。いやまさか……？」」」

　加速度的に状況が進む。

　ざざざざざざざざざざざざざざざざざ!!　と五感がまやかしの銀の砂嵐で埋まる。頭痛や吐き気が全てを塗り潰つぶす。上下の概念も消失し、混乱を整理する心の動きすらかき乱される。

　と、銀の砂嵐のフィルターの向こう、目の前でギリギリまで追い詰めていた菱ひし神がみ舞まいが、『裁木和』の一人に向けて何かを放り投げてきた。手しゆ榴りゆう弾だんかもしれなかったし、手榴弾であっても何の問題もなかったので、彼はそれを片手で摑つかむ。

　衛星携帯電話だった。

　すでにどこかと繫つながっているらしい。生み出た痛みとは反比例に無表情を極めたまま耳元へ押し付けると、幼い少女の声が聞こえてきた。

『投降しなさい、チャンスは三秒』

「「「……、」」」

　その言葉だけで、理解が及んだ。

　この組織は、この業界は、この社会は、この国家は……妖怪さｉ木カズを打倒するほどの存在に練り上げられたのだと。

　脆ぜい弱じやくな善は駆逐され、強大な正義へと束ね直されたのだと。

　かつて、幼い殺し屋がいた。『大きな犯罪組織』の手で、そうなるように教育された。そんな泥沼の地獄から一人の刑事が救い出してくれると言った。だけど運命は皮肉なもので、その刑事を殺すように命令が下されてしまった。

　巨大な悪を滅ぼすだけでは、意味がない。

　脆弱な善を駆逐して、強大な正義に束ね直さなければ、悲劇のサイクルはなくせない。

　だから。

「「「ふ」」」

　その時、腹話術師のように全く唇を動かさなかったはずのその男は、ほんのわずかに面持ちを崩して、小さく笑っていた。

　当初の予定とは違った。標準型日本人ＤＮＡ原器を使って、藁わら人形に釘くぎを打つように、総人口一億五〇〇〇万人を強制的に『強く』してしまうつもりだった。その過程で、最後の最後で、たとえ青あお行灯あんどんを裏切ってでも。

　だけど、結果が追い着いたのなら、別の道を辿たどったところで、文句は言えない。

　よって、その男に未練はなかった。

　約束の三秒が経過した。

　祝はふりは、電話相手の裁さい木き和かずにではなく、別の誰だれかに向けて言い放った。

　死の言こと霊だまを。

『お願いします』

　直後の出来事だった。




　ズドンッッッ!!!!!!　と。

　菱ひし神がみ舞まいの右腕が、裁木和の胸板ど真ん中を迷わず貫いた。




　たった一人の崩ほう壊かいは、『裁木和』全員へと平等に及んだ。藁人形に釘を打つように、その全員の胸板に全く同じ風穴が開いていた。

　ハードウェアのダメージというよりは、ノートパソコンを床に叩たたきつけて内部のデータを破損させるような、ソフトウェア的な破壊であった。その破損データが妖怪さｉ木カズというネットワーク全体へ雪な崩だれ込み、深刻なエラーを撒まき散らしたのだ。

「言い残す事は？」

　舞まいの質問に、『裁さい木き和かず』は答えなかった。

　無言のままに、その体が銀の砂のようにサラサラと溶けていく。風に乗って消えていく。人間を辞めた存在は、人間と同じ死を得る事はできない。そんなメッセージに縛しばられているかのように。

　敵に言い残す事など、たったの一言もなかった。

　きっと、その男は満足してこの世を去っていったのだろうと、菱ひし神がみの女は判断した。




　　　　　10（3rd person）




　東京の警察病院では、この国の命運を決める戦争が起きていたなんて露つゆとも知らず、内うち幕まく隼はやぶさ刑事がベッドの上で呻うめき声を上げていた。

　自称現役女子中学生超能力者・サイバーレインこと雨あま恋ごい遙はるかの身に降りかかった事件を解決するため、その終しゆう盤ばんに起きた銃じゆう撃げき戦せんによって、上半身へ三発もの鉛弾をもらって緊きん急きゆう入院する羽目になっていたのだ。

　そしてベッドサイドの椅子に腰かけた水着少女、菱神艶えん美びが鬼気とした表情でリンゴの皮を剝むいていた。……一応断っておくが、誤植ではない。嬉き々きとした、と表現するには、少々その顔色は般はん若にやじみていた。

「んもー、甘えん坊の刑事さんのためにこの艶美ちゃんが一肌脱いじゃうぞ☆　……あれ、上う手まくいかない……。ほらほら、今すぐアーンさせてあげるからね、アーンだなんて、うふふっ。……くそっ、さっさと剝けろっての……!!」

「馬鹿に刃物が怖い!!」

　割と本気で涙目の絶叫を放つ内幕隼。

　と、そこへノックもなしに病室を覗のぞき込む大柄な影かげがあった。

　外そと堀ぼり岳がく。『大きな犯罪組織』などを専門に担当する、組織犯罪対策部の刑事だ。

「ういーっす、隼ちゃん。政治絡みの案件とかち合って漢おとこの勲くん章しよう増やしたってー？」

「今時、傷痕自慢なんて組対くらいのもんだ、まったく恐ろしい。もー、ちゃんと銃創消えるんだろうな……。俺はァ！　最先端の整形外科の技術を信じてるぞー痛いてててて!!」

「何だよもったいねえじゃん、むしろ残せよ!!　スマートに事件を解決したがる日本の警察で、腹に三つも風穴空けてる刑事なんて希少種だぜ。いっそ七つの傷痕とか目指そうぜー！」

　言いながら、外堀はどかりとサイドテーブルに紙袋を置く。

「おい重戦車、その袋は何だ……？」

「何って、お見み舞まいだよ。あれー？　こういうトコに入院していると油ギットギトのハンバーガーが恋しくなるってのは定番なんだがなあ」

「馬鹿野郎……！　こっちは腹に風穴空いているって言ってんだろ!!　こんなもん術後一日目で食える訳あるか……!!」

「そっかー、じゃあ俺食っちゃうから」

「……どちくしょうが……!!　うう、だけど匂いだけは正常に食欲を刺激してくるものなんだな。鉄格子の向こうからフルコースを眺めさせられているような気分だ……」

　勝手にハンバーガーを食べて勝手に炭酸飲料を飲んで、それでも水分が足りずに結局売店コーナーの自販機を利用する羽目になる外そと堀ぼり。

　紙コップのブレンドコーヒーが出来上がるまでの数十秒、手持無沙汰で待っていると、ふと真後ろからカツンという足音が響ひびき渡った。

　何気なく振り返った外堀岳がくは、そこで両目を限界以上に見開く。

　一〇歳前後の殺し屋が立っていた。

　どれだけ警察で証言しても、誰だれも彼も信じてくれなかった、古い刑事を殺した真犯人が。

　あれからもう一〇年以上の時が経たち、殺し屋が当時のままの格好をしている訳がない。頭ではそう分かっていても、それ以外の部分が否定する事を拒んでいる。

　こいつは、そのものだと。

『……、な……ろ』

　その小さな唇が、微かすかに動いた。

　最初、何を言っているのか分からなかったし、本当に音声を作り出せる存在なのかも理解が及ばなかったが、徐々に外堀の耳にも届いてきた。

『……そなえろ……』

「……、」

『備えろ。妖怪さｉ木カズは、忘れた頃にまたやってくる。そのように、自身の肉体をアセンブルしたのだから。だから常に備えろ、思いつく限りの方法で。それが唯一、妖怪さｉ木カズを封じ続ける方法なのだから』

　そこが限界だった。

　砂の像が崩れるように、一〇歳前後の殺し屋は消えてしまった。

　あるいはここに限らず、アリバイを無視して日本中で同じように存在した『誰か』は一斉に消失したのかもしれなかった。




　脆ぜい弱じやくな善を駆逐して、強大な正義へ束ね直す。

　それだけを願った男の物語は、一度ここで終わり。

　だけど、のちの世で再び驕おごりが蔓まん延えんすれば、何度でもそのバケモノは顔を出す。
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　俺は田園風景の中に取り残された小さな林の中で、尻しり餅もちをついてへたり込んでいた。

　ようやく。

　本当にようやく、全てが終わった。

　百鬼夜行と青あお行灯あんどんグループが真っ向からぶつかる戦争。その大きなうねりから、インテリビレッジ納のう骨こつ村むらを完全に守りきった。家族とか、惑まど歌かとか、渚なぎさとか、妖怪達たちとか……とにかくみんなに被害が出る事なくしのいだ。

　遠い過去で道を踏ふみ外すはずだった油取りをカエシガミとして引っ張り上げ、大だい悪あく魔まツェリカに囚とらわれていた魔ま女じよマルグリット＝スタインホルスを救出し、青行灯の無力化にまで成功したとなれば、ほとんどパーフェクトに近い成果と言えるかもしれない。

　となると、目下、一番気になるのは……、

「こいつは、青行灯は……これからどうなるんだ？」

　座り込んだままそう尋ねると、喪服の祝はふりはゆっくりと息を吐いた。

「この場で処断するのは簡単ですが、残党を効率的に投降させるには、敵方の精神的主柱が必要となります。また、これほどの致命誘発体を殺害せずに無力化させた事例についても、詳細を分析し方法論を確立するに足る利益があると言えるでしょう」

「つまり？」

「生かしておいた方が得策です」

　そこまで耳にして、やっと安あん堵どの息が出た。

　もちろん、そう単純な話じゃねえのかもしれない。報復論を加熱させて何としても青行灯を公開処刑したい連中だっているのかもしれねえ。けど、染め抜いた胸の家紋の持ち主、百鬼夜行って馬鹿デカい組織のトップからその言葉を引き出せた事は、きっと大きい。少なくとも、ロイヤルストレートフラッシュを揃そろえるためのチャンスは残っているって見て良い。

　俺だって、ここまで来て青行灯を処刑台へ送り出すには、ちょっとばかり感情移入し過ぎているしな。

　と、その時だった。

　腐葉土の上に落ち葉を敷しき詰めた林の土を、ザクザクと踏ふむ足音があった。

　病びよう魔まの使し役えき者しやだの何だの、百鬼夜行のお仲間だろうか。あるいは菱ひし神がみ舞まいか。思わずそちらへ目をやった俺は、そこで息を吞のんでしまった。

　だけど、祝はふりってヤツに比べれば、そのショックもまだマシだったに違いない。

　何な故ぜならば、




「やあ祝。久しぶりだけど、お父さんの事は覚えているかな？　こうしてまた顔を合わせる事ができて何より」




　真っ黒な礼服に、線の細い面持ち。

　腰まである長い黒髪の先を束ね、端正な顔立ちを古い片眼鏡で彩る、両目の色が違う青年。

　まるでペット愛好家みてえに、腕の中に小型犬のような妖怪を抱き寄せたその男。

　強烈な違和感に、思わず自分の親指を嚙かむ。

　鉄てつ錆さびの味と共にアクセスする。

　……呪まじな……!?　でも、あいつは確かに死んでいるはず。だからこそ、一〇歳くらいの祝が百鬼夜行のトップに立たされていたんじゃなかったのか……!?

　すると、あの頃と全く同じ男は楽しそうな目つきでへたり込んでいる俺の方を見た。

「暗殺計画については、過去の時点で教えてくれた人がいたじゃないか。だからこそ事前に回かい避ひする事ができたんだよ、客人まろうどさん。……おそらくは、本来だったら成功するはずだった事件をね」

　事態が正しいのかどうかより、目の前の呪が本物かどうかより、その呼び名で俺は確信しちまった。タイムトラベルで過去の世界へ跳んだ時に、呪が俺を呼んでいたものだ。

「ほん、とう……に？」

　目を見開いたまま、呆ぼう然ぜんと立ち尽くしたまま、祝は呟つぶやいていた。

「本当に、お父様……？」

「ああ」

　呪は腕の中のすねこすり（女）の頭を軽く撫なでながら、にっこりと笑ってそう答えた。

「暗殺計画を回避したとして、そのまま自じ儘ままに振る舞まってしまうと歴史の改変が発生する。そうなると、タイムトラベルで私達たちを救ってくれた客人さん達の存在を消し飛ばしてしまうかもしれなかったからね。今まで、青あお行灯あんどんの件が解決するまで、死んだように歴史を誤ご魔ま化かしておくしかなかった。だから、殺されていた事にしていたんだ。今まで苦労を掛けて済まなかったね、祝」

「……、」

　まるで何かに取り残されたように、祝は動きを止めていた。

　その時、彼女の胸に何が去来していたか、きっと俺なんかじゃ想像もつかなかっただろう。

　だって、そりゃそうだろ。ずっとずっと死んでいたと思っていた自分の親がひょっこり顔を出して、実は生きていましたなんて。もう二度と会えなくて、みんなが当たり前みたいにもらっているものは絶対に受け取れなくて、同じ世代の連中とは違う道を進むしかないって諦あきらめていたのが、いきなり全部ひっくり返されたんだ。良くも悪くも、思考が停止しちまって当然だ。自分の足元ががらがらと崩れちまって当然だ。

「だからね」

　呪まじなは。

　安っぽいドラマみたいに泣き叫んで抱き着く事もできなくなっている祝はふりに向けて微笑ほほえみながら、ごくごく自然な感じでこう続けていた。




「祝、もう君が百鬼夜行を束ねる必要なんてないんだ。組織をまとめるリーダーの座は、私に返してもらおうか」




　……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………え？

　こいつ、いま、なんていった？

　聞き間違いかとも思ったけど、そういう訳じゃねえ。呪はさらにこう言ったんだ。

「そもそも、一〇歳の祝が百鬼夜行の頂に立っている方が異常事態なんだよ。それは、私達たち夫婦が暗殺計画で死亡してしまったから、血統主義の観点に立って仕方なく選んでいたものに過ぎない。であれば、私が生き残っている以上、百鬼夜行は本来の所属に戻るべきだ。血統で言えば、私が『親』で祝は『子』なんだから。そうだろう？」

「……、なにを」

「そうなると、先ほどの話も耳にしていたんだけど……悪いが、青あお行灯あんどんを活いかして研究するっていう考えに、私は反対なんだ。彼女はあまりに多くのものを奪い過ぎた。ここで裁定を甘くすれば、別の憎悪があちこちで芽吹く。被害者が加害者を許せるよう、徹てつ底てい的てきな裁きを下さなくては全国に報復テロの火種を撒まいてしまう事になる。これは、百鬼夜行リーダーの決定だ。祝、娘には黙だまっていてもらおうか」

「何を言ってやがるんだ、テメェ!!」

　思わず叫んでいた。

　別に、あまりの事態に指先一本動かせなくなっている祝の代わりに叫んでやろうなんて考えた訳じゃねえ。頭の芯から来る熱に従って、気がつけば大声を放っていたに過ぎねえ。

「いきなり出てきたかと思えば、百鬼夜行って組織を切り崩しに来たり、自分の娘の持ち物を奪い取ろうとしたり……。まともな情ってもんがねえのか!?　祝達が用意したタイムトラベル『パッケージ』がなけりゃ、そもそも歴史を曲げる事もできなかったってのに!!」

「だからね、その考え方が間違っているんだよ」

　呪まじなはわずかに息を吐いて、

「これは、本来なら私の持ち物だった。不測の事態が発生して、娘の祝はふりに押し付けていた状態だった。はっきり言うけど、こんなのは一〇歳の女の子には重た過ぎるよ。親である私が、そっと取り上げてやるのが正しいあり方ってヤツだろう？」

「……、」

「祝は、百鬼夜行を没収されたら何も残らない？　そっちの方がおかしいと思うけどね。そこまでして、子供らしい事を全部放り捨てて、この子は今まで身を粉にして組織の維持に努めてきた。いい加減に、解放してあげても良いんじゃないのかな」

　論は合ってる。

　俺だって、遠い国の知らない王族の話だったら、頷うなずいていたかもしれねえ。

　でも、こっちだって片へん鱗りんくらいは知っているんだ。

　この小さなガキが今までどれだけ腹に力を込めて組織のてっぺんに立ち続けてきたか。泣く子も黙だまるどころかそのまま窒息しかねないほどの集団。それに振り回された事もあったし、助けられた事もあった。百鬼夜行って名前が本当に暴走しないでギリギリの線を渡ってきたのは、きっとあいつの努力があってこそなんだって。

　それを。

　まるで最初から存在しなかったみてえに。

　消しゴムで年表の一文を削除して、歴史そのものを改変しちまうように……!!

「そんなのを……。そんないきなりな話を、病びよう魔まの使し役えき者しやだの何だの、ああいう連中が納得するとでも思ってんのか……？」

「あっはっは、部外者が何を言っているんだい、客人まろうどさん？　百鬼夜行は血統主義だ、今までは『子』の祝しかいなかったから従ってきたけど、より色いろ濃こい『親』の私が顔を出せばピラミッド構造は丸ごと変わるさ。……逆にこう考えれば良い。彼らは、血の正当性さえ証明されれば一〇歳の子供にも平伏していた。それくらい、血の繫つながりは絶対的なんだよ」

　そうなのか？

　本当に、この男が言っている事が正しくなっちまうのか？

　今まで一緒に戦ってきた事も、全部の責任を負って采配を決した事も、何もかもを放り出して、百鬼夜行は祝から呪へと鞍くら替がえしちまうって言うのか？

　そんな。

　そんなのは……!!

「もしも」

　と、祝は口の中で呟つぶやいた。

　時間の流れに取り残されたように、一人きりでぽつんと立つ少女は、その男をしっかりと見据えて、こう言った。

「もしも、あなたが百鬼夜行のトップに返り咲いたら、青あお行灯あんどんは処分すると？」

「ああ。生かしておく理由がない……というのは言い過ぎだけど、メリット、デメリットで考えると殺した方が得策だ」

「ならば」

　ぎゅっと。

　小さな手で喪服の裾を握り込みながら、震ふるえる声で祝はふりは応じた。

「……やはり私は、あなたの存在を認める訳にはいきません。いたずらに百鬼夜行という組織を乱し、最悪の致命誘発体を殺さずにして押し留とどめる、新たな流血なき方法論の鍵かぎとなる妖怪を捨て去ってしまう、その暴挙。あなたはもはや、害悪でしかありません。私はそのような存在を、百鬼夜行の内部へ受け入れるつもりはありません」

　断じて、己の親に言い放つような言葉じゃなかった。

　まさしく、敵に向けて投げるような言葉だった。

　俺がそうした。

　ただ親を亡くした子から、その悲劇から、さらに一歩踏ふみ外させた……!!

「百鬼夜行にトップは二人もいりません。かつて、インテリビレッジ風ふう化か村むらのホテルを舞ぶ台たいにしたあのクーデター事変のように、狭い業界の外にいる民間人まで巻き込んだ大規模な闘とう争そうの火種になりかねません。そうなる前に、私はあなたを排除する」

　何で、こうなった？

　もう二度と出会う事のない親と子が、再び顔を合わせたはずだった。誰だれもが当たり前のように得られる優しさを、ぬくもりを、凍りついた女の子がもう一度手に入れる場面のはずだった。それが、どうして？

　くすくすという笑みがあった。

　そこまで言われて、呪まじなの方には余裕があった。

「一つ言い忘れていたけど、血統主義についてはあと一点、私は君より有利な点があるんだよ。親と子という家系図の優位性とは全く別の次元でね」

「何を……？」

「こういう事だよ、祝。君は知らなかった方が良かったのかもしれないけど」

　パチン、と呪は指を鳴らした。

　礼服の男のすぐ横にあった、木の幹。その裏側から、真っ白な浴衣を纏まとい、首回りにヘッドマウントディスプレイを下げた、背の高いグラマラスな女性が顔を出した。……あのぐーたら妖怪にも似ているが、違う。髪は肩の所でバッサリ切断していて、おかっぱみたいになっている。顔も左半分ほど薄うすいベールで覆おおっていた。

　うん？　あのぐーたら妖怪に似ている、だって？？？

「おかあ、さま……？」

　祝はふりが思わずといった調子で呟つぶやいた。

　直後、呪まじなはこんな風に『彼女』を紹介した。




「うん。私は迷めいと呼んでいるけど、ちゃんとした名前で言った方が分かりやすいかな。ねえ、百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし」




[image: ]

　極製の四〇式。

　あのグラマラスな妖怪は、試製の三九式だった。となると、さらにその後継？　試製の冠が取れたって事は、『何か』が完成したっていう話なのか……？

「まあ、歴史の陰に隠れて一〇年近くも暇だったからねえ。何より、あの一件で三九式が無駄遣いされる事もなく、サンプルは活いきたまま世界に残っていた。遠隔地からデータを取り、研究を続けて、より安定した確実な方式に繫つなげ合わせるのはそう難しい事じゃなかったよ」

「そうじゃ、ねえ。四〇式？　座敷童？？？　だって、祝はこう言っていたじゃねえか、お母様って!!　だとしたら……!?」

「うん、私の妻で、祝の母だ。……その子はね、人間と妖怪のハーフだったんだよ。もっとも、その事実を知っていたのは祝の主治医のような扱いでもあった病びよう魔ま君ぐらいのものだと思うけどさ」

　サラリと言われた事を理解するまで、かなりの時間が必要だった。

　そしてその単純な事実が、この場において何を意味するかを把握するまで、さらに長い長い時間がかかった。

　そう、

「百鬼夜行は血統主義だと言っただろう？」

　くすくすと、呪まじなは笑っていた。

　ピッ、という布の裂ける音があった。白い襦じゆ袢ばんの布地が覗のぞく。度重なる戦いで祝はふりの喪服がわずかに切れる。胸元の家紋が、不気味に欠けていく。

「今までなら、純血とは言い難い妖怪とのハーフであっても、頭を下げるしかなかっただろう。当主の血がそこにしか残っていないんだから。だけど、そこへ私という純粋な人間の当主が顔を出したらどうなると思う？　血統主義は、血の濃こさが全てだ。たとえ個人の情はどうあれ、組織としての忠義は私に向けられる。そうなるに決まっているじゃないか」




　　　　　２（3rd person）




　林の外。すでに稲いな穂ほを残らず刈り取った後の田園風景の中で、菱ひし神がみ舞まいはサプレッサー付きの小型拳銃を手にしていた。

（歴史の改変？　百鬼夜行の先代リーダーの救出？　何を考えているんだあの馬鹿!!）

　一頭の虎に頭を二つくっつければどうなるか、想像が及ばなかったのか。そして百鬼夜行という巨大な獣けものが暴れ回れば、騒さわぎが収まるまでにこの国がどれだけズタズタに引き裂かれるか。

　それは、情としては理解できても、利害としては絶対にやってはならない事だ。

　そうと分かっていても、思わず手を伸ばしたくなるほど危険なもの。

『優しいノイズ』の極致と言っても良い。

（……だとすれば、混乱を最低限の山で越えるためには、ここで先代の呪を殺し直すしかないか。虎の頭が一つしかなければ、規格外の巨体が無秩序に暴れ回る事もなくなるんだから）

　細くゆっくりと息を吐きながら、菱神舞は両手でサプレッサー付きの小型拳銃を構え直す。拳銃の射程は通常なら、最大でも一五〇メートル。サプレッサーを装着している場合はさらに短くなるはずだが、舞は二〇〇メートル以上先からビタリと狙いを定める。直線軌道よりわずかに銃口を上げ、野球の遠投のように上方へ弧を描いて飛ひ距きよ離りを稼かせぐイメージを頭の中に思い描きながら。

　頭を狙う。

　確実に、一発で仕留める。

　ここで祝達たちが死体を処理してしまえば、呪の生存を知る者がいなくなる。そんな状況をセッティングするために。

　だが。




「やれやれ。『菱ひし神がみの女』も末代まで来ると精度が落ちたもんじゃのう」




　唐突に、真後ろから。

　老練なその声を耳にした途端、菱神舞まいは後ろを振り返るより早く、式神『死出の竜姫』を解き放っていた。

　ゴグギィ!!　という轟ごう音おんが炸さく裂れつした。

　わずかに稼かせいだ時間で飛び跳ねるように距きよ離りを取ってみれば、すでにその女は人工的にデザインされた妖怪の首を摑つかんで吊つり上げ、その骨を片手一本で砕いていた。

　色の抜け落ちた長い白髪を巨花のように結わえ、高速戦せん闘とうには不向きなはずの着物姿。腰には帯代わりの太い注し連め縄なわ、足回りなど裸足はだしだ。

「後で直してやれ。式神に罪はないからのう。まったく、主人を選べんというのはこやつにとっても悲劇じゃな」

「ッッッ!!!???　菱神、樒しきみか……!!」

「あやつの生存説が浮上した時点で気づけ。わしもまた時の流れを無視した可能性をな」

　シュココン!!　と立て続けに舞は銃じゆう撃げきしたが、樒は片手で摑んだ『死出の竜姫』を盾にし、全ての鉛弾を受け止める。舞の方もそれで仕留められるなどとは思っていない。相手が『盾』に集中している隙を突いて、真正面から砲弾のように突撃、肉にく薄はくしていく。

　残弾を撃うち尽くした拳銃と、不規則に痙けい攣れんを続ける式神。

　双方が投げ飛ばされ、続けて二人の『菱神の女』がまともに交差した。

　それだけで。

　ぐるんっ!!　と菱神舞の体がそれまでのベクトルを無視して、空中で縦に二回転もしていた。Ｆ１のレーシングカーの横に鉄パイプを伸ばし、最高速度でラリアットを放てばこんな目に遭うかもしれない。

　背中からまともに落ちた菱神舞は、もはや自発的な呼吸すらもできなくなっていた。

「ばっ……ァ!!　がゥあ、げぼっっっ!!!???」

「諦あきらめろ。わしは菱神筋の始祖、その性質で言えば末代なんぞに劣る訳がなかろう」

　呆あきれ果てたように樒は呟つぶやく。

　彼女は交差したまま、舞に背中を見せていた。倒れた獲え物ものに追撃を加える訳でもなく、無防備に背面をさらしながら、化け物の中の化け物はさらに言う。

「そもそも、お主は別に妖怪専門の菱神でもないからのう」

「……、っ……」

「対人戦せん闘とう専門と言えば、艶えん美びになるか。もっとも、あやつは推理する側へ回る事で、その力を自覚しないようプロテクトをかけているようじゃがな。実際に『菱ひし神がみの女』としてひとたび覚かく醒せいすれば、お主如ごとき瞬しゆん殺さつするじゃろう。『対妖怪』ならともかく、『対人』という分野においてあやつが敗北するところを想像する方が難しい」

　嘲あざけるでもなく。

　ただの事実を。

「では、妹の艶美が『対人』なら姉の舞まいが『対妖怪』か？　お主はそんな風に考えたかったようじゃが、生憎とそれも違う。何な故ぜなら、真っ向勝負の『対妖怪』戦闘……というか、戦争となれば、わしをおいて他におるまい。その枠はすでに埋まっておる」

　であれば、菱神舞とは何だったのか。

　フリーランスで狭い業界を渡り歩き、最大勢力の百鬼夜行と個人で肩を並べるほどの存在感を示していた、この女の本質は。

「お主の菱神は、『そうであるように』と振る舞まう専門家」

　そして。

　菱神樒しきみは決定的な一言を言い放った。




「平たく言えば、ブラフやハッタリ、薄うす汚い詐術の専門家に過ぎぬ。何一つ実力を持たずに媚こびを売るだけの毒婦が、他の誰だれかを見下せる位置に立てるとでも思うたか？」




　ベギベギベギベギッ!!　と、凄すさまじい音が響ひびき渡った。

　医学的なダメージを無視して、解剖学的な体構造を放り出して、無理矢理にでも舞が起き上がった音だった。

　だが、その事実を知ってなお、樒が振り返る事はなかった。

　霧きりに浮かぶ幻相手に身構えるなど滑こつ稽けいが過ぎる。そんな調子で彼女は続ける。

「お主が何な故ぜ、徹てつ底てい的てきに敵対者を殺害して恐怖をばら撒まいてきたか、自分で理解が及んでいるか？　それは別に、最も効率的な方法だとか、狭い業界では甘えは通用しないとか、そういう話ではないぞ」

　無視して、菱神舞は着物の後ろ姿へと突とつ撃げきした。鋼と化した四肢に、刃やいばと化した五指。全身全てを一つの武器に変え、一撃で心臓を貫くべく、それ以外の思考を全て捨て去って。

　背を向けたまま、樒は着物の懐ふところに手を突っ込む。ずるう……!!　と、巨大な三さん鈷こ杵しよが縦に引き抜かれる。

　ぶわさ!!　と巨花のような樒の白髪が解ほどける。

　三鈷杵を中心に、プレゼントのリボンや包みを外すように。着物も大きくはだけ、中の襦じゆ袢ばんがあらわになる。途端にむせ返るような香の匂いが振りまかれる。

　花が散った後に残るのは、樒しきみの実。

　葉や樹皮より強い、何よりも凶暴な毒性を持つ種子。

「それは、単にお主が弱くて敵対者を見逃せなかったからじゃろう。敵に復ふく讐しゆうされるのが怖い、徒党を組まれるのが怖い、だから殺す。格下だろうが何だろうが、踏ふみ潰つぶさなくては安心して布団に入る事もできない。何とも情けない話じゃのう」

　キン、という涼やかな金属音が鳴った。

　菱ひし神がみ樒の手の中で、黄金の三さん鈷こ杵しよが輝かがやいていた。

「本当に強ければ、敵に慈悲を与え見逃してやる事もできるんじゃよ。このようにな」




　どうしようもない轟ごう音おんが。

　周囲一面へ、この世の終わりのように炸さく裂れつした。




　　　　　３（3rd person）




「うん。今日は挨拶回りだし、この辺りでお暇いとまさせてもらおうかな」

　呪まじなはあっさりと言った。

　混乱し続ける陣じん内ない忍しのぶ達たちを放り出して。

「客人まろうどさんに敬意を表し、インテリビレッジ納のう骨こつ村むらを巻き込むのはやめておこう。どうせ、放っておいても百鬼夜行は私の元へ帰ってくるんだからね」

　まるで。

　簒さん奪だつするのは呪の側ではなく祝はふりの側になると。すでに百鬼夜行は呪の手の中にあり、後は祝がどう動くのかという話になっているのだと、そんな風に宣言するかのように。

　呪がリーダーになれば、青あお行灯あんどんは殺される。

　祝がリーダーになれば、青行灯は生き残る。

　陣内忍にとっては、たったそれだけの、とてもシンプルな選択肢。

「近く、何かが動く」

　呪はこちらに背を向けて、簡単に宣言した。

「それはこれまで経験した事もないほど大きな波を生み出すだろうね。言ってみれば、今まで誤ご魔ま化かされてきた歴史がぶつかり、二つの時間軸が激突するにも等しい状況になるんだから。そしてそこで軸になるのは、祝達ではなく、あなた……客人さんなのかもしれないね」

「何を、言ってやがる……？」

「忘れたのかい？　こっちには四〇式座ざ敷しき童わらしがある。はっきり言えば、これだけで私達は世界に対してチェックメイトを決められる。対抗手段として世界の側に残されているのは、おそらく三九式。そして、その三九式に最も近しい位置にいる人間の、あなたなのさ。仮に百鬼夜行が力技で三九式を接収したとしたって、祝はふり達たちの腕ではまともに起動させる事さえできないだろうしね」

「……、」

「だから、命運を握るのは私とあなた、二人の指し手に過ぎないのさ。青あお行灯あんどんとやらを軸に対立構造が作られた事自体、私には得体のしれないお膳ぜん立てに見えるよ。とはいえ、分かっていても流れに乗って激突するしかないんだろうけどね」

「お前は……」

「うん？」

「お前は……本当に、一〇年前にこの村にやってきた、あの呪まじななのか？　あいつは、百鬼夜行が抱えている恐怖のイメージを払拭するって、保有し過ぎた武力を放棄するって、そんな風に言っていた。そのいざこざのせいで敵対者を生み出しているって。今のお前と、どう考えても言動が一致しねえだろ」

「さあね、変わったのかな」

　と、呪はそんな風に言った。

　あくまでも、気軽な調子だった。

「タイムトラベルで時系列をまたいだ客人まろうどさんには一いつ瞬しゆんの出来事だったかもしれない。だけど私達には、ここまで来るのに一〇年もの時間が必要だった。そういう話さ」

　それだけ言うと、呪は今度こそ立ち去ろうとする。

　そこで、陣じん内ない忍しのぶの横を駆け抜ける小さな影かげがあった。ぬいぐるみか小さな犬にでも似た妖怪、すねこすりだ。

「おっ、お初はつーっ!!」

　だだだだっ！　と走り込んだ妖怪がそう叫ぶと、呪の手の中で抱えられていたもう一匹が、ゆっくりと首を巡らせた。

「一体今までどこに……。いいや、あなたもまた、祝様を害する立場に立つとでも言うんですか!?」

「アンタにゃ分からないよ」

「なっ」

「アンタは何も摑つかめない。そもそも、あたしがずっとずっと大昔から百鬼夜行に仕えていた事すら知らなかったくせに。だからこそ、暗殺計画実行と共にあたしが消えてしまった時も、どうして行方不明になったか見当もつかなかっただろうに。アンタは、あたしと同じステージに立っていないよ。立っているつもりになって満足しているだけで、本当は何にも分かってないの。後を追うだけ無駄だ、やめときなさい」

「ぎ、儀ぎ助すけが……あなたがお腹なかを痛めて産んだ子供が、どれだけ心配していると思っているんですか!?　それを、それを満足しているだけですって？　無駄ですって？　ふざけるな!!　あなたの方こそ、世界の裏側に立っただけで全部分かったつもりなのか!?　陽ひの当たる世界の小指の先だって知りもしないくせに!!」

「……へえ、言うじゃない。あたしが百鬼夜行で『仕事』をしていたから、人間の術者に狩られずにぬくぬくと寝床で眠っていられたダメ亭主が」

「私には、世界の行方なんて分からない。そんなものを左右できる立場にはいない。ですが、家族の問題なら話は別だ。祝はふり様の治める今の百鬼夜行には、私も、一人息子の儀ぎ助すけも身を寄せています。それを害さんとするならば、私はあなたとも対たい峙じしなくてはならない!!」

「そこで『子供の話』を持ち出す時点で、アンタには自分ってものがないわ。うちには赤ちゃんがいるのよー！　って叫びながら、当の子供を自分の盾にしている阿あ呆ほうな主婦と一緒だね」

「お初はつ!!」

「まあ良いわ、来るなら来い。本当にその気概があるのなら。すねこすりが無害で可愛かわいらしい妖怪だなんて、そんなトコで立ち止まっているアンタに、このあたしを阻めるならば」

　さらに食い下がろうとするすねこすりの前に、すいっ……と新たな影かげが立った。

　白い浴衣の座ざ敷しき童わらし。

　百鬼夜行極きよく製せい四〇式。

　ざわりと彼女のベールが揺れる。奥から覗のぞく美しい顔は、左右の瞳ひとみの色が違う。呪まじなとは並びが逆……と思ったすねこすりは、そこで、ようやく気づく。

（違う……お互いの眼球を、片方ずつ入れ換えている!?）

　おかっぱでグラマラスな妖怪が音もなく滑らかに掌てのひらを差し向けた途端、すねこすりの全身をぶるりと得体のしれない震ふるえが走り抜けた。

　まるで頭の上で濃のう硫りゆう酸さんの入った瓶をギリギリまで傾けられるというか。歴史の改変に巻き込まれて消失するのは、このような恐怖なのかと……。

「いいよ、迷めい」

　呪が、それだけ言った。

「今日はやめておこう。インテリビレッジ納のう骨こつ村むらは、私達たちにとっても記念すべき場所だ。突発戦せん闘とうで汚してしまうのも惜しいしね」

　そして、今度こそ呪はすねこすり（女）のお初と、白い浴衣の座敷童を引き連れて小さな林から立ち去っていく。




　遠い昔、陣じん内ない忍しのぶは一つの命を救った。

　その代だい償しようとして現れたのは、どうしようもないほど膨ふくれ上がった究極の敵対者。

　善なる行いが、善なる結果に結びつくとは限らない。

　次の悪夢は、きっと、もう始まっていた。













　　　終　章







　色んな事があった。

　百鬼夜行と青あお行灯あんどんグループがまともに激突した。両親や家族、学校のクラスメイト達たち、そして見慣れた妖怪達の佇たたずむインテリビレッジ納のう骨こつ村むらが粉々に破は壊かいされるかもしれない場面だった。大だい悪あく魔まツェリカを撃げき破はし、返す刀で青行灯に胸を貫かれ、百鬼夜行の力を借りてタイムトラベルまで経験した。そこで一〇年前の事件の真実を摑つかみ、奈落の底に落ちようとしていた油取りを拾い上げ、現在に舞まい戻って青行灯らに逆転の一いち撃げきをお見舞いした。ある意味では青行灯以上の怪物だった裁さい木き和かずも撃破して、ひとまずの問題を終息させた。

　百鬼夜行の先代リーダーである呪まじな、その配下であるすねこすり（女）のお初はつ、百鬼夜行極きよく製せい四〇式座ざ敷しき童わらし、菱ひし神がみ樒しきみなどが現れたのは予想外だったが、起きてしまったものはもう変えられない。頭を切り替えて、次に備えるしかない。

　祝はふりがリーダーになれば、青行灯は生き残る。

　呪がリーダーになれば、青行灯は殺される。

　とはいえ、ひとまずの戦せん闘とうは終わった。いつまで一つの形を保っていられるかも分からない百鬼夜行は村から立ち去り、頭上を飛び交っていたステルス戦略爆ばく撃げき機きも消えていった。

　青行灯グループの大半は百鬼夜行側に投降していた。中には、大おお百足むかでや蘭らん園ぞの幸さちのようにひっそりとその場を去った者もいたようだった。自らの方法で罪を償つぐなうために。

　ともあれ、これ以上インテリビレッジ納骨村を破壊する存在が居残る事もなかった。

　あと何日続く平へい穏おんかは分からなかったが、少なくともこの日、一日くらいは布団の中に飛び込んで、何にも考えずに眠っていられるだろう。

　サキュバス、魔ま女じよのマルグリット、カエシガミと化した油取り、そして暫ざん定てい的てきに青行灯。

　行き場を失った超常の存在を連れて陣内忍は見慣れたかやぶき屋根のお屋敷へと帰ってきた。

　ひょっとしたら、もう二度とまたぐ事はないんじゃないか。

　そんな風にも思っていた家の敷居を、もう一度またぐ。

　玄関の戸を開けて中に入る。

　そして。

　心身ともにボロボロになっていたその少年は、生まれた時から一緒だった、いいや、もしかすると生まれる前から関わってきたかもしれないその妖怪に向けて、こんな風に言い放った。

　親指を嚙かむまでもない。

　きっともう一人の少年も言いたかったであろう、その一言を。
















「ただいま、姉ちゃん」
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　　　あとがき







　七冊目!!

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　あーすっきりしたー!!　という訳で六巻から続けて後編の七巻目、いかがでしたでしょうか。今回も前編の六巻同様『インテリ世界におけるバトルもの』を描きつつ、実は一番の胆きもになっていたのは六章の過去編の方だったりします。油取りのあの展開、皆様は予測できましたでしょうか？　今回の七巻を読んでから、改変された過去編である四巻に目を通していただくと、違った楽しみ方が待っているかもしれません。例えば四巻四章では座ざ敷しき童わらしが『あなたがまだ存在していられる事自体が不快』と言ったり、そのラストで油取りに敵意を見せた忍しのぶを思い出して大泣きしているのですが、そこに込められた意味もガラリと変わってくるのではないでしょうか。

　……逆に言うと、七巻であれだけの心を持っていた油取りでも、時間の経過と共に四巻と同数の死者を（当人の善悪に関わらず）生み出してしまう訳で。座敷童が運命を変えて油取りを悪人にしたから事件が起きた訳ではなく、善人なら善人のまま、全く同じ数の死者を生み出していた、という事ですね。そう考えると、彼の苦悩も一段とご理解いただけるのではと思っております。さて、苦悩しながら殺し続けるしかない存在と、楽しみながら殺せるようになってしまった存在。どちらが彼にとって救いだったのやら。油取りについては、本当に忍の手で助けられて良かったなと思っています。

　青あお行灯あんどんについてはモンスターベビーをテーマにしています。特大の敵にしてはやけにあっけらかんとした明るい言動、未熟で潔けつ癖ぺきな善悪論、生まれて間もない割にはやたら分かったような口振り……と、あちこちに片へん鱗りんはあったはずですが、皆様は三巻の初見で突き放さず、付き合って、看破できました？　六巻の大おお百足むかで同様、陣じん内ない忍もケジメをつけるために自らの体を供物として捧げましたが……この、血肉や生き胆を喰くらうと被食者の性質が捕食者に受け継がれる、という考え方は、実はインテリ一巻三章の『妖怪の薬』で語られている事だったりします。お、覚えていないなんていうのはナシですよ!?　ここ、割と凄惨なシーンでもあったと思いますが、『マスコット化されていない、伝統的な妖怪をきちんと描く』事を考えると、避さけては通れない道でもあったりするんですよね。

　反抗期の終わりは『親の気持ちが分かるようになってきた』という事実を自分で認められるか否かだと思いますが、今回はその辺りをとことんダイレクトにぶち込む形で、青行灯の暴力性に歯止めをかけてみました。自分の人生は自分のものだが、自分の人生が影えい響きようを及ぼすものは自分の人生だけとは限らない。それを突き付けた形となりますね。……もちろん、『親の気持ちが一〇〇・〇％完全に分かる』という思い込みもまた、それはそれで未熟な証あかしでもありますので、今回はもう一歩踏ふみ込んで『分からないというのが哀かなしい。それが実感できたところで大人になる』とさせていただきましたが。

　この青あお行灯あんどんのバックボーンは油取り同様、よくよく考えてみると悪者成分が削そげていく、といった感じなのですが、これはインテリビレッジ内の妖怪観を思い浮かべていただければ、至極簡単に納得していただけるのでは、とも思っています。そう、たとえどれだけ残酷な物語でも、妖怪そのものに善悪を設定するような作品ではないんですよね。

　また、その妖怪の内情を知る、人物（？）として理解する事で恐怖が薄うすらいでいく……のは実は作品内設定に留とどまらず、実際にいる（とされる）妖怪全般に通じる理屈でもあります。

　ちょっと想像していただければご理解いただけると思いますが、妖怪って、仕組みや生い立ちが分かるほど本来の持ち味が死んでいくんですよね。逆に言えば、それを調べたり、火や水などと関連付けて属性ごとに分類し、供養や回かい避ひ法ほうを模索できる、とも表現できる訳で。

（簡単に言えば、巷ちまたを恐怖で震しん撼かんさせる都市伝説の怪物を、映画やドラマで頻ひん発ぱつさせる事で『台無し』にするようなものでしょうか？　……実は、作中で一番分かりやすいのは妖怪連中ではなく、病びよう魔まの使し役えき者しやと巫ふ蠱この透とう視し者しやの人間ペアだと思いますが）

　最も恐ろしい存在が『闇やみの奥に潜ひそむ、実体なき怪物』なのに対し、徐々にその輪郭を露あらわにしていく事で、闇を払拭し、恐怖を克服する……。過去、多くの妖怪画家や研究家が挑んだプロセスを電でん撃げき文庫的に表現するとこうなるのかな、などと考えながら物語を書いていました。

　一方で、妖怪さｉ木カズについても、いわゆる『妖怪モノ』をやるなら百物語と同じくらい絶対に組み込んでみたかったものの一つ。それなりに充実した妖怪図ず鑑かん、アーカイブに作者オリジナルの個体をしれっと登録してしまう、というのはある種のロマンなのです。一つの名前にひらがな、アルファベット、漢字、カタカナと織り交ぜたのは『まだ妖怪として存在が固着しておらず、文字化けみたいになっている』感じを出したかったのですが、機能していましたでしょうか？

　……敵に対しては語る事がないとして無言で去っていった裁さい木き和かずですが、最後の最後に外そと堀ぼり岳がくの前に現れたのが、このキャラを語る上でのポイント。つまり、殺しの現場を目もく撃げきされた裁木和は外堀岳を『敵』とみなしていなかった、という訳なのですが、ではどのような感情が渦巻いていたのか、何な故ぜ唯一の警告をこの刑事に託したのか。その辺りを説明するのは流石さすがに野暮ですので、是非とも皆様で語り合っていただく事で、妖怪さｉ木カズに息吹を与えてもらえれば、と願っております。




　彼ら妖怪とは対照的に、大だい悪あく魔まツェリカについては徹てつ底ていした『悪』だった、というのも割と大きなポイントではないでしょうか。……まあ、悪魔も悪魔で古い宗教の神様が歪ゆがめられた形である、という学説もいっぱいあるのですが、ここでは元来の定義通り『悪を為なすため、ただそれだけのために生まれてきた存在』として描いています。

　暴力など恐怖を引き出すためのツールでしかない、と言い放つツェリカは、インデックスの魔ま神じんオティヌスやブラッドサインの白き女王と異なり、力でもって相手を突き放すタイプの最強キャラではありません。むしろ逆に、徹てつ底てい的てきに甘やかしてダメにするタイプを想定してパラメータを設定してみました。作中での『大罪』の定義を『信仰を捨てさせる力』としていますので、『下手な暴力や弾圧はかえって団結を強めてしまう』という事例の真逆の道を進むべく、とことんズブズブ甘々なスキルをてんこ盛りに。

　七巻五章で見せたツェリカの幻ですが、こちらは新約インデックス九巻の『しあわせな世界』とはまた違った恐ろしさがあったはず。と同時に、インテリ五巻Ａ面にあったパーフェクト忍しのぶがどのように壊こわれていったのかが推測できるパートとなっています。個人的には、本当にあらゆる願望を叶かなえ尽くした人間って自己を保てなくなると思うんですよね。ある程度の不足が刺激を与えて、その刺激が人間らしい心を支える原動力を生み出している、とでも言うべきか（もちろんこれはスパイス程度の話であって、不足だらけでも壊れてしまうとは思いますが）。例えば創作活動の根底にだって渇望というものがありますし。

　もちろんツェリカは人を甘やかすだけでなく、『ツール』としての暴力も極めていますので、キレたらキレたで物理的大だい破は壊かいもお任せあれ。これはこれで、『絶対戦いたくない敵』としてリリースできたかな、と思っているのですが、いかがでしょう？

　これをもって、過去編で呪まじなが語っていた『霊れいを除く、退散していただく』という日本式の除霊や悪あく霊りよう退散の思想は、根っこの所から真っ黒である西洋式の悪あく魔まには全く通用しない、というのも提示できたはず。このシリーズは東洋の妖怪メインで西洋の悪魔に主軸を置いたものではありませんが、こういうパワーバランスみたいなのを考えるのは大好物だったりします。

　あと、ベタな表現である『興奮すると鼻血が出る』をリアルにやったらどうなるか、的な言葉遊びは楽しんで書き込む事ができましたよ。……特に外傷もなく原因不明の鼻血が出たら、普通はそれだけで精密検査ものですしね。




『五本指』、サキュバス、ツェリカ、マルグリット、青あお行灯あんどん、油取り、裁さい木き和かずと、割とボスキャラ連中が総出だったこの六、七巻ですが、まだまだ伏線はあれこれ埋め込まれていますので要注意。そう、例えば、シリーズ最初の一巻目から『先代は暗殺されてしまった』『人間と妖怪の間で子供ができた事例がある』という情報は開示していたのです。一〇年の潜せん伏ぷくを経て、何がどう変化したのか。三九式と四〇式の対たい峙じは？　彼らの動きについても注目していただけますと。




　そして、今回ついに高校生の忍しのぶが座ざ敷しき童わらしに『姉ちゃん』と呼びかけるシーンが登場します。……しかし、サキュバス、マルグリット、青あお行灯あんどん、油取りと、シリーズのボスキャラ勢せい揃ぞろいの『ただいま』、事情を知らない座ざ敷しき童わらし側から見たら絶叫モノだったかも……？

　二巻のあとがきで『こいつが座敷童を姉ちゃんと呼んだら一発でコロッといきそうだが、反抗期だから絶対にやらない』といった事を書かせていただきましたが……そうなると、過去編を通して身近な人達たちの想おもいを受け取った陣じん内ない忍しのぶは反抗期を卒業してしまったのか。おやおや？　となると忍と座敷童の線は回収済みで、もうこれ以上は発展しないんじゃないか。そんな風に思っていらっしゃる読者の方はご用心。こちらについても、まだまだ大きな山がありますので。

　そう。

　忍が座敷童を『縁ゆかり』と呼ぶのか否か、というハードルが待っているのです。







　イラストの真ま早はやさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさんには感謝を。六、七巻ではとにかくキャラが多くて大変だったのでは、と思います。いきなり『五本指』が勢揃いしたり、呪まじな側のパーティがわんさか出てきたりしますし。わがままに付き合っていただき、本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。『過去編を二回やる』というのはなかなかアグレッシブな決断だったと思いますが、お付き合いいただきありがとうございました。……普通のバトル系と違い、『インテリだったら何が起こっても不思議じゃない』という緊きん張ちよう感かんがあれば良かったのですが、その辺りは上手に機能していましたでしょうか？




　それでは、今回はこの辺りで。




　隼はやぶさ君、一回休み！　あんた六巻で出番多過ぎだから!!


鎌かま池ち和かず馬ま　　　
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鎌かま池ち和かず馬ま

そして運命は下り道に。感動の親娘の再会ですって？　そうは問屋が卸さない！　どうして!?　そう、このお話はオカルトコメディだからですっ！（←もう全体的な定義がピンとこない）
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イラスト／真ま早はや

６巻では縁さんを全く描かなかったので今回は存分に…と思ったのですが、気づいたら行灯ちゃんばっか描いてました。







本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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http://dengekibunko.dengeki.com/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。
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